
戦いは激しく燃えている。
あなたの思考こそが、戦場そのものなのだ。
�

心配、疑い、混乱、うつ、怒り、自己非難…。そういった感情の数々は、私たちの思考に戦いを
挑んできます。現在、あなたがネガティブで否定的な思いに悩んでいたとしても、安心してく
ださい！この本の著者であるジョイス・マイヤーは、これまでに何百万人もの人々を勝利へと
導いてきました。今度は、あなたが勝利に導かれる番です。

ジョイス・マイヤーにとって歴代最高のベストセラーとなった『思考という名の戦場』が、	
新たなコンテンツを含む改訂版となって帰ってきました！世界中の人々から愛されて止ま	
ない著者が、自分の思考を変えることで、人生そのものを変えるというセンセーショナルな	
教えを紐解きます。日々の生活の中で、頭の中を巡る何千という思考と、どうやって向き	
合っていくべきか。神様が考えるように、自分も考えるためにはどうしたら良いのか。結婚や
家庭生活、ミニストリーの中で体験した試練や悲劇、また圧倒的な勝利を通して、彼女の人
生を大きく変えた真理が、今、明らかにされます。勝利に辿り着くまでの過程の中で、彼女自
身の思考や感情に起きた変化が鮮やかに描写されているのも、この本の特徴です。

次は、あなたがこれらの勝利を体験する番です！
•	自分の思考をコントロールできるようになり、本当の自由と平安を体験する
•	人生を破滅へと導くような考え方は何なのかを知り、それが自分の人生に影響力を持つ	
ことを阻止できるようになる
•	たとえ失敗しても、自分自身に辛く当たらなくなる
•	神のことば、賛美、祈りといった様々な霊的武器を用いて、自分の心を守れるようになる
•	頭の中にある「荒野」から抜け出す－「荒野」とは、自分を神様から遠ざける原因となる	
間違った態度や言い訳－そして、想像を超えるような幸福と満たしを手に入れる

これ以上、惨めな思いに服従し続ける必要はありません。	
あなたの中にある『思考という名の戦場』において勝利を収めるため
の戦略を今日、手に入れるのです！

ジョイス・マイヤー 
#1 ニューヨークタイムズベストセラー作家
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『思考という名の戦場』を、私の長男デイビッドに捧げます。

デイビッド、あなたの性格を私は良く知っているわ。
あなたがどれだけ私に似てるかということも。だから、あなたも思考の面では様々な
苦難を乗り越えてきたわよね。何があっても、あなたは成長することをやめなかった。

そして、思考を一新し続けた結果、あなたは今、勝利の中を歩んでいる。

デイビッド、あなたをとても愛しているわ。そして、心から誇りに思っている。
これからも、前進し続けてね！
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改訂版のはじめに

『思考という名の戦場』の初版は、1995年に出版されました。それから何年も経
った今でも、この本が私のベストセラーであることを嬉しく思っています。英語版は
400万部を突破し、アメリカ国外では47の言語に翻訳されました。その勢いは、今も
留まることがありません。この本に対する大きな反響を受けて、後に子ども・ティーン
ズ向けバージョンや、1日1ページずつ読めるデボーションブックも出版しました。この
本を読んで、学んだことを実践した結果、人生に大きな変化を体験したという読者か
らのポジティブなコメントも、これまでに多数寄せられました。中毒症状、摂食障害、恐
れ、不安、自己嫌悪などといった数多くの問題から、大勢の人が解放されていったの
です。

この本を通して解放を体験したある女性は、かつては命を脅かすほどの摂食障害
に苦しみ、数年間に渡り、治療プログラムを繰り返していました。彼女の両親は、治療
のために10万ドル（約1000万円）以上を費やしましたが、良くなる兆しはまったく見
えませんでした。もうあきらめてしまいたいと思っていた矢先、彼女は『思考という名の
戦場』と出会ったのです。つい食べ過ぎてしまうと、「トイレで吐き出してしまえば良い」
という誘惑が、日常的に彼女に襲い掛かっていました。トイレの前にひれ伏し、自分の
いのちを蝕んでいく障害と向き合いながら、食べた物を吐いてしまいたい誘惑が消え
るまで、彼女は祈り、声に出して『思考という名の戦場』を読んだそうです。現在、彼女
は完全に病から解放され、摂食障害に苦しむ人たちを支援する活動に携わっていま
す。

また、あるユダヤ人男性は、書店に積み上げられた本の山にぶつかったことがき
っかけで、この本に出会いました。散らばった本を積み上げている時に、ふと『思考と
いう名の戦場』が彼の目に留まり、ただの興味本位でページを開いたはずが、最終的
には本を手にしてレジへと向かっていたそうです。クリスチャンの著者が書いた本を
読んでいることを妻に知られたくなかった彼は、妻には内緒でこの本を読み始めまし
た。そして、本の中にたびたび登場する聖書の教えに興味を持ち、次は聖書を購入し



x

たのですが、それも妻には隠していました。しかし、後になってわかったのですが、同
じ時期に実は妻も聖書を持っていて、夫には内緒で読んでいたのです。ふたりは、夫
婦共にイエスを救い主として信じる決断をしました。後に、ふたりの家族がイエスを
信じる決断をする上でも、この本が大きく役立ったそうです。

問題の根源が自分の間違った考え方にあり、その考え方を変えることで人生も変
えられるのだという真理に気付けたなら、それは私たちの人生において革命的なこと
です。神様の思いを自分の思いと一致させるためには、まず私たちの考え方が新しく
される必要があると、聖書は教えています。そうすることで、私たちは神様が用意して
くれた、自由で実りの多い、平安と喜び溢れる人生を、思いきり楽しむことができるよ
うになるのです。

自分がどう考えるか、その選択を悪魔に任せてしまうと、心は間違った思いで満た
され、やがては滅びに至るでしょう。でも、自分がどう考えるかを自分で選ぶ決断をす
ることで、私たちの目の前には、今まで見たことのないような新しい世界が広がるの
です。自分の思いや考え、また口にすることばが、行動やふるまいとなって表に現れま
す。だからこそ、私たちは自分の思いや考えに対して責任を持ち、きちんと管理する必
要があるのです。間違ったことばかりを考えていては、正しく行動するのは不可能なの
です。

私たちのミニストリーが運営するテレビ放送においても、思考に関するプログラ
ムが視聴率の高い割合を占めることがほとんどです。なぜでしょうか？それは、人生に
起きる問題の原因は、私たちの思考から湧いてくるものがほとんどだからです。誰だっ
て、心に平安が欲しいと願います！惨めな思いではなく、健康的で、活気溢れる思いを
抱いていきたいと思うのです。『思考という名の戦場』は、誰にでも健康的で、活気溢
れる思いを抱くことが可能であると証明しています。そして、そのような思いを抱くた
めの具体的な方法についてもお話しています。

今回、『思考という名の戦場』の改訂版を準備するにあたって、私はもう一度この
本を読み返してみました。そして、改めてこの本が好きになりました！この本を執筆し
てから、改めて読み返したのは今回が初めてでしたが、読んでみて個人的に励まさ



xi

れ、建て上げられるのを感じました。非常に読みやすい内容ですし、キリストにあって
新しい人生を受け取るために必要な真理について、理解を深める手助けとなるはず
です。改訂版では、新たな内容として、初版から現在に至るまでの間、私が個人的に神
様から示された教えや気付きについて、詳しくお話しています。また、初版で紹介した
具体的なストーリーが、歳月を経てどのような変化を遂げたかなどについても、改訂
版では触れています。この本が、皆さんの人生に革命的な変化を起こすことを信じて
います。だからこそ、今こうして、あなたがこの本を開き、まさに読み始めようとしている
ことに、心から喜びを感じているのです。

キリストを信じる決断をして、まだ日の浅い人にとっても、すでに長年神様と共に
歩んできた人にとっても、この本が、より豊かな人生を味わうための鍵となるはずで
す。皆さんがこの本を楽しんでくださること、また皆さんにとってこの本が祝福となるこ
とを心からお祈りしています。

【日本語版への追記】
著者の意向により、本書における聖句の引用にはAMP訳が用いられています。そ

の性質上、どうしても既存の日本語訳では補い切れない表現が多いため、そのような
場合には「～訳より一部強調」という形で、AMP訳からの直訳となる日本語を［］内に
補足しました。また、引用聖句全体を、翻訳者による日本語への直訳という形で対応し
ている箇所もあります。



第1部

思考の重要性



私たちは人間の武器ではなく、神がかった武器を使って、悪魔の要塞を打ち破
る。人間の議論を打ち破り、［真の］神と人の間に立って邪魔をする高慢な意見を
木っ端微塵にする。この武器を用いて、私は、反抗する者を捕虜として神に連れ戻
し、改心させ、救世主（また、唯一の聖なる存在である）キリストに従わせる。

コリント人への手紙Ⅱ 10章4-5節（ALIVE訳より一部強調）

聖書の中には、「心の中で考えていることが、その人そのものである。」(箴言23
章7節AMP訳より直訳)ということばがあります。その聖書箇所の持つ真の意味を
説明するためには、まず自分の内側の思い、つまり、思考がいかに重要であるかに
ついて、皆さんにお話する必要があります。

私はこれまで長い間、神様に仕え、神のことばを学んできました。その過程の中
で、時が経てば経つほど、自分の考えることや発することばが、どれだけ重要である
かにますます気付かされました。また、それらが持つ重要性について、より深く学ぶ
べきであると聖霊にも語られてきました。

私たち人間は、生きている限り、自分の考えることや発することばと、しっかり向
き合う必要があります。そのことについては、私自身も強く確信しています。人生は、
学び尽くせないことで溢れています。ある分野において、どんなに自分は高い知識
を持っていると感じても、まだまだ新しく学べることはたくさんあります。もしくは、す
でに学んだことであっても、もう一度学び直すことで、新たな発見が必ずあるはず
です。

先ほど登場した箴言23章7節は、私たちに何を伝えようとしているのでしょう
か。この聖書箇所は、KJV訳においては「人が心の中で考えていることが、その人自
身となる。」と書かれています。また、他の訳では「心の中で考えている思いが、その

第1部

思考の重要性 - イントロダクション



4

思考という名の戦場

人を形成する。」と書かれています。

思考とは、行動やふるまいを導き出すものであり、思考によって、人間のあらゆ
る行動が生まれるのです。ローマ人への手紙8章5節のことばが、それについて明
らかにしています。「罪の性質に従っている人は自分を喜ばせようとしますが、聖霊
に従って歩む人は、神に喜んでいただこうとします。（リビングバイブル）」

私たちの行動は、私たちが考えていることが形となって現れた結果です。つま
り、否定的な考え方をしていれば、否定的な人生を送ることになるのです。逆に、神
のことばによって考え方を新しくすれば、ローマ人への手紙12章2節で約束されて
いるように、人生において「最高に素晴らしい神様の完璧な計画」を体験できるの
です。

この本は、3部構成で成り立っています。第1部では、私たちの思考がいかに重
要な役割を担っているかについてお話します。これを通して、「自分が何を考えてい
るのかを考えることの大切さ」に皆さんが気付き、それをしっかりと心に刻んでくれ
ることを願っています。

私たちが抱える問題の根源は、自分自身の思考パターンにあります。間違った
思考パターンによって、様々な問題が生み出されるのです。サタンは、私たちが間
違った考え方をするように仕向けてきますが、そんなサタンの策略を、そのまま容
認する必要はありません。聖霊に受け入れられる考え方と、受け入れられない考え
方の違いを知ることで、私たちはサタンの策略に乗せられることなく、正しい考え方
を身につけていけるのです。

コリント人への手紙Ⅱ10章4-5節は、「自分の思いと神様の思いの違いを明確
に見分けるためには、まず神のことばを良く知る必要がある」と教えています。神の
ことばよりも勝っていると自分を誇るような思いは、たとえどのようなものであって
も締め出していくべきです。そして、自分の思いをキリストに従わせることで、神様
の思いと一致していく必要があるのです。

あなたが思考の戦いで勝利を収めるためにも、この本が大いに役立つことを祈
っています。
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思考はまさに戦場です。その戦場で繰り広げられる戦いに勝利するためには、
自分の思いを神様の思いと一致させることが必要不可欠です。時間をかけて、神の
ことばを良く知ることで、私たちは神様の思いを自分の思いにしていけるのです。

あなたは少しずつ、確実に変わり続けていくでしょう。だから、決して途中であき
らめてはいけません。あなたの考え方が新しくされればされるほど、あなたの人生
も新しくなっていきます。そして、「自分の人生には、神様がくれた最高の計画があ
る」と信じる決断によって、あなたは神様の計画の中を歩み始めることでしょう。



私たちの戦う相手は、血や肉を持った人間ではなく、肉体のない闇の住人だ。
私たちは天の立場から、目には見えない(超自然的な領域である)霊的な闇の支配
者［である悪霊の長たち］と権力と力と戦っているのだ。 

エペソ人への手紙 6章12節 (ALIVE訳より一部強調）

この聖書のことばは、私たちが今まさに、戦いの場にいることを教えています。さら
に詳しく見ていくと、私たちの戦いは、人間に対してではなく、悪魔とその手下である
悪霊たちに対するものだということがわかります。敵であるサタンは、周到に練られた
計画と巧妙な罠により、戦略的に私たちを欺き、騙し、こうして私たちを滅ぼそうとする
のです。

悪魔はうそつきです。イエスは悪魔のことを、「うそとあらゆる偽りの父である」(ヨ
ハネの福音書8章44節)と呼ばれました。悪魔は、平気でうそをつきます。私たちにつ
いても、周囲の人たちについても、あるいは置かれた状況についても、まったくのでた
らめを、あたかもそれらしく耳元でささやくのです。しかし、一度にすべてのうそをぶち
まけるわけではありません。

悪魔は巧妙な手口で、私たちの思考に攻撃を挑みます。たとえば、ちょっとガミガ
ミ言いたくなるような状況をあえて作ったりします。他にも、私たちを疑わせたり、恐怖
心を植え付けたり、不安な気持ちにさせたり、こむずかしい理屈にこだわらせるような
場面をセッティングするのです。悪魔は決して急がず、ゆっくりと慎重に罠を仕掛けて
きます。つまり、周到に練られた計画を実行するには、時間がかかるということです。悪
魔は長い時間をかけて、私たちひとりひとりをじっくりと観察し、どうすれば破滅の道

第1章
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へと引きずり込めるのかと、綿密に戦略を練るのです。

何が好きで何が嫌いか、悪魔は私たちの好みをよく知っています。それだけでな
く、不安に思っていること、弱さ、恐れているものなど、よく調べ上げています。また、ど
んなことでイライラするのかも知っています。私たちを滅ぼすためなら、惜しみなく時
間を費やすのです。すなわち、忍耐こそ、悪魔の最も得意とすることなのです。

要塞を打ち破る

私たちは人間の武器ではなく、神がかった武器を使って、悪魔の要塞を打ち破
る。 人間の議論を打ち破り、［真の］神と人の間に立って邪魔をする高慢な意見を
木っ端微塵にする。この武器を用いて、私は、反抗する者を捕虜として神に連れ戻
し、改心させ、救世主（また、唯一の聖なる存在である）キリストに従わせる。

コリント人への手紙Ⅱ 10章4-5節 （ALIVE訳より一部強調）

周到な戦略と巧みな罠により、サタンは私たちの頭の中に「要塞」を築こうとしま
す。要塞とは、ある一定の考え方に縛られている(虜とされている)領域のことです。

コリント人への手紙Ⅱ10章4,5節で、使徒パウロは、サタンの要塞を打ち砕くため
に必要な武器は、すでに私たちの手のうちにあると語っています。この武器について
は後で詳しく見ていくとして、ここでは、私たちが霊的戦いの最中にあることをもう一
度確認したいと思います。ところで、この戦いは一体どこで起きているのでしょうか。コ
リント人への手紙Ⅱ10章5節を見ると、その答えが明確に述べられています。

また、その他の聖書訳では、武器を手に取り、これらの議論を打ち破るべきだと
教えています。なぜなら、敵は神に逆らう理屈や理論を並べ立て、それらを押しつけよ
うと議論を仕掛けてくるからです。このやりとりが繰り広げられる場が、私たちの頭の
中、つまり「思考」なのです。
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自分自身の思考こそが、まさに戦場なのです。

私たちを取り巻く状況

ここで、私たちが今どのような状況に置かれているのかを整理してみたいと思い
ます。

１．私たちは戦いの場にいる。
２．私たちの敵はサタンである。
３．思考が戦場である。
４．悪魔は、私たちの頭の中に要塞を築こうと、日夜活動を続けている。
５．その手段は、周到に練られた計画と巧妙な罠を用いて戦略的に私たちを欺

き、騙すことである。
６．悪魔は急がず、じっくりと構えている。自分の計画を実現に至らせるためなら、

たっぷりと時間をかけることもいとわない。

それでは次に、あるストーリーを例に挙げて、悪魔の策略をさらに詳しく見ていき
たいと思います。

メアリーのストーリー

メアリーと夫のジョンの結婚生活は、はっきり言ってうまくいっていません。2人の
間には、絶えず争いがあります。2人とも怒りの感情を秘めていて、苦々しい気持ちを
抱き、恨み辛みの思いが溜まっています。2人の子どもたちも、家庭内の不協和音によ
り様々な影響を受けています。その影響が、子どもたちの学業や行動にまで及ぶによ
うになり、うち１人の子は神経性胃炎に悩まされています。

メアリーの問題は、夫のジョンを家長として認められないということです。つまり、
彼女は何でも自分で仕切りたいのです。家計についても、子どもの教育についても、す
べて自分で決めたいと思っています。また、自分が自由に使える「自分だけの」お金を
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持つために、外で働くことを考えています。誰にも頼ろうとせず、自己主張が強くて、人
に対する要求も高く、口うるさいタイプの女性なのです。

このように聞くと、「あーわかった！彼女にはイエスが必要なんだ！」と思うかもしれ
ません。

ところが、彼女はクリスチャンなのです！メアリーは5年前、イエスを救い主として
受け入れました。その3年後に、メアリーとジョンは結婚したのです。

「ということは、メアリーがイエスを救い主として受け入れてから、何の変化もな
いということ？」

いいえ。彼女にも変化はありました。どんなに自分の態度が悪くて、そのためにい
つもうしろめたい気持ちであっても、イエスを信じるだけで必ず天国に行けると確信
が持てるようになったのです。そうです。彼女は希望を持つようになったのです。イエ
スに出会う前の彼女は、惨めで、何の希望もありませんでした。ところが、希望を持つよ
うになった今でも、彼女は惨めな気持ちを抱えたままだったのです。

メアリーは、自分の態度が良くないことをちゃんと理解しています。できることなら
変わりたいとも思っています。2人のカウンセラーと話をし、教会ではいつも個人的に
祈ってもらいます。怒りと反抗、赦せない心と復讐心、そして、数々の苦々しい思い。こ
のような否定的な思いから解放されて、勝利できるようにと、いつも祈っています。そ
れなのに、どうして彼女は良くならないのでしょうか。

　その答えは、ローマ人への手紙12章2節にあります。

「世間の人たちの［表面的でうわべだけの］生活態度や習慣をまねてはいけな
い。むしろ、すること考えることすべての面で、生き生きとした、［新しい期待と態度を
持ち備えた］全く新しい別人となる［変えられる］のだ。そうすれば、神の道がどんな
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に自分を満足させてくれるか、［また、何が神の目に良しとされるものなのかが］わ
かるようになる。」（ALIVE訳より一部強調）

メアリーの頭の中には要塞が築かれていました。その要塞は、もう何年もの間
ずっとそこに居座っています。どうやってその要塞が築かれたのか、本人でさえわか
りません。反抗的になったり、ガミガミと小言を言ったり、威圧的で高慢な態度を取
るのはよくないとわかっていても、どうすればそんな自分を変えることができるのか
まったくわからないのです。ある状況になると、どうしても自分を抑えられなくなり、
衝動的に行動してしまうのです。

メアリーが自分の行動をコントロールできない元々の理由は、自分の思考をコン
トロールできていないことにあります。なぜ自分の思考をコントロールできないのか。
それは、幼少時代に、悪魔が彼女の頭の中に要塞を築き上げたからです。

サタンは、彼女がまだ幼い時に、周到に練り上げた計画を実行に移し、巧妙に仕
組まれたうそ偽りの種を、彼女の頭の中に蒔き始めました。つまり、メアリーが今悩ん
でいる問題の原因は、彼女の子ども時代にまでさかのぼることができるということで
す。

メアリーの父親は、非常に支配的な人でした。自分の機嫌が悪いというだけで、彼
女をぶつことが多々ありました。少しでもおかしなことをしようものなら、ありったけの
怒りを彼女にぶちまけたのです。何年もの間、メアリーは自分と母親に対する父親の
態度に絶望的し、悩み続けてきました。父親は、娘や妻の人格を否定し、彼女たちを見
下すような態度を取り続けたのです。しかし、それとは逆に、兄に対しては接し方がま
ったく異なりました。まるで、男の子であるというだけで、えこひいきしているかのよう
でした。

16歳になる頃には、サタンが何度も繰り返しささやいたうそ偽りに、メアリーはす
っかり洗脳されていました。「男なんてみんなただ威張っているだけ。みんな同じ。信
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用してはだめ。結局はあなたを傷つけ、あなたを利用するだけだから。あなたが男だ
ったらうまくいったのにね。好きな事をやりたい放題できたのに。人に命令して、威張
り散らして、自分の思い通りに人を操って、周りの人は(特に、妻や娘たちは)何も言え
ずに、ただ言いなりになるだけなのにね。」

その結果、メアリーは「大きくなって家を出たら、二度と人に振り回される人生は送
らないわ！」と自分自身に固く誓ったのでした。

サタンは、メアリーがまだ幼い時から、彼女の思考に戦いを仕掛けていたので
す。10年以上もの間、何度も何度も頭の中で、そんな風に考え続けてみてください。そ
んな状態で大人になり、いざ結婚したとしても、従順で良い妻になれるでしょうか。良
い妻になりたいと願ったとしても、どうすればなれるのか、きっとわからないはずです。
これが、メアリーを悩ませている問題なのです。いったい彼女はどうすれば良いのでし
ょうか。メアリーと同じような問題を抱えている人たちは、これから先どうすれば、問題
を解決できるのでしょうか。

神のことばという武器

「あなたがたが［毎日の生活の中で］私の教えに従いつづけるなら、仲間だと認
めよう。あなたがたは真理を悟り、その真理があなたを自由にする！！！」 

ヨハネの福音書 8章31、32節（ALIVE訳より一部強調）

ここでイエスは、サタンの偽りに打ち勝つ方法を伝授しています。それは、神の真
理を知り、それを自分のものにすること。また、神のことばによって考え方を新しくする
ことです。そして、コリント人への手紙Ⅱ10章4,5節を武器にして、敵の築いた要塞を
打ち壊し、神の真理に逆らうあらゆる高慢と高ぶりを打ち砕くのです。

ここでいう「武器」とは、教会でのメッセージや聖書の教えを通して、あるいは、キリ
スト教書籍やCD、DVD,セミナーを通じて、また個人的に聖書を読み、語られたことを
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書き留める中で受け取った神のことばのことです。しかし、ただ受け取るだけでは十分
とは言えません。聖霊の導きの中で、それが自分にとっての真理となるまで、神のこと
ばに留まり続けなければなりません。そうです。継続することが重要なのです。マルコ
の福音書4章24節で、イエスは、「あなたがたが［耳にする真理に対して］どれだけ［考
え、学んだか］によって、あなたがたのもとに返ってくる［徳や知識］の量が決まるので
す。」と語りました。もう一度言います。神のことばの武器を、絶えず使い続けることが
重要なのです。

その他の武器には、賛美と祈りがあります。賛美をすると、他のどんな戦術よりも
はるかに速やかに、敵を打ち負かすことができます。ただし、単なる口先だけの賛美
や、「本当に効き目があるかどうか、ひとつ試してみてやろう」といった気持ちで歌う賛
美では意味がありません。心の底からささげる「本物の賛美」でなくてはならないので
す。また、賛美と祈りには、神のことばが伴います。神のことばの上に立って、神様を賛
美するのです。いかに最高なお父さんであるかを思いながら、神様への感謝を表すの
です。

祈りとは、天のお父さんである神様とのコミュニケーションです。神様に助けを求
めに行き、自分が困っていることについて神様と話をすることです。それは交流であ
り、友情であり、神様の存在そのものや、与えられた数々の素晴らしいことへの感謝を
表す手段なのです。

祈りが答えられることを望むなら、まず父である神様との個人的な関係を深めるこ
とから始めましょう。神様があなたを愛していること、また憐みに満ちていて、どんな時
でもあなたを助けたいと願っていることを、しっかり心に留めましょう。そして、イエス
を知り、イエスとの深いつながりを築いてください。イエスはあなたの友だちです。あ
なたのために、命さえも惜しまず捧げてくれました。また、聖霊と親しくなってください。
聖霊は、1番身近な助け手として、いつもあなたとともにいてくれるのです。だから、ど
んな時も聖霊に助けてもらいましょう。
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そして、私たちの祈りを、神のことばで溢れさせましょう。詩篇9篇10節には、神の
ことばの権威に立って、私たちの必要を神に願い求めることができると書かれていま
す。

このように、神のことばは、様々な場面で用いられる武器であることがわかります。
私たちは、神のことばで祈り、神のことばを語り、神のことばを歌い、神のことばを学ぶ
のです。パウロがコリント人への手紙Ⅱ10章4,5節で述べているように、私たちの武器
は肉のものではなく、霊的なものなのです。私たちは、悪霊の長たち、あるいは悪魔そ
のものと戦っているのですから、霊的な武器を用いなければなりません。イエスでさ
え、荒野で悪魔を打ち負かすために、神のことばの武器を用いました(ルカの福音書4
章11-13節)。悪魔が偽りをもってイエスに迫るたびに、イエスは「……と聖書に書い
てある。」と応戦したのです。

神のことばの武器を使うことで、頭の中に築き上げられた要塞を、メアリーにも破
壊することができます。真理を知れば知るほど、その真理が彼女を自由にするので
す。そうなれば、すべての男性が父親のようではないことに、やがて彼女は気付くでし
ょう。中には、彼女の父親のようなひどい男性もいるでしょう。しかし、そうでない男性
も、世の中にはたくさんいるのです。ましてや、彼女の夫・ジョンは、父親のようなひど
い男ではありません。ジョンは、メアリーを心から愛しているのですから。

ジョンのストーリー

この2人の結婚生活がうまくいっていない背景には、もうひとつの物語が絡んでい
ます。夫婦のいざこざや家庭内に生じる問題の原因は、夫にも存在していたのです。

ジョンは、家長としての立場をしっかりと守る必要があります。ジョンが、家庭の中
でリーダーの役割を果たすようにと定めたのは、神様なのです。ジョンもクリスチャン
なので、家庭内に必要な秩序に関する聖書の教えを十分に理解しています。つまり、
妻が家の中を仕切り、家計や子どもたちだけでなく、夫までも支配するこの状況が間
違っていることぐらい、よくわかっているのです。しかし、それに関して、ジョンは特に
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行動を起こしません。「自分には手に負えない」と思うと、テレビやスポーツに逃避す
る毎日でした。ジョンは、真正面から問題にぶつかるのが嫌いなタイプです。できれば
責任を回避したいと思っています。「まあ、このまま放っておけば、なんとか丸く収まる
だろう」と考え、つい受け身な態度を取りがちでした。時には、「まあ祈っておくから」と
いうひと言を言い訳にして、実際に行動を起こすことから逃げていました。もちろん、
祈ること自体は悪いことではありません。しかし、責任逃避の手段として祈りを言い訳
にするなら、話は別でしょう。

ところで、私は先ほど、「ジョンは、家長としての立場をしっかりと守るべきだ。」と
言いました。しかし、だからと言って"マッチョマン"のように大声を張り上げて、自分の
権威を振りかざせと言っているのではありません。エぺソ人への手紙5章25節は、キ
リストが教会を愛するように、妻を愛してこそ夫のあるべき姿だと教えています。つま
り、ジョンは、夫としての責任から逃げてはならないのです。家長としての責任を果た
す時、それに伴う権威が備わります。その権威に立ち、愛に基づいて、妻を制すること
もできるはずです。たとえメアリーが、子どもの頃に受けた父親からの傷に苦しんでい
たとしても、神様に信頼して自分自身を委ねることをジョンは励ますべきなのです。そ
のプロセスの中で、すべての男性が必ずしも父親のようではないことに、やがて彼女
は気付けるはずなのですから。

夫として、ジョンにはすべきことがたくさんあります。しかし、彼もメアリーと同じよ
うに、ある「固定観念」にとらわれていました。そのため、悪魔に対してドアを開き、自ら
を悪魔の虜にしてしまったのです。ジョンの頭の中でも、激しい戦いが繰り広げられて
いました。メアリーと同じように、彼も幼い頃、親から言葉による虐待を受けていまし
た。彼の母親は、支配的な女性でした。話す言葉も、とてもきつかったようです。たとえ
ば、「ジョン。お前はなんてだめな子なの。将来ろくな人間にならないわ。」なんてこと
を平気で言って、幼い彼の心を平気で傷つけていました。

ジョンは、なんとかして母親に認めてもらいたくて、母親の機嫌をとろうと一生懸
命でした。子どもなら、きっと誰でもそうしますよね。でも、一生懸命やればやるほど、
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なぜか失敗するのです。彼には不器用なところがあり、母親はいつも「なんてまぬけな
子！」と彼に暴言を浴びせかけました。母親を喜ばせようと一生懸命になるあまり、か
えって神経質になり、物を落としてしまうのです。そのため、せっかく母親を喜ばせた
いと思った気持ちも果たせぬままでした。

また、ジョンには友だちから仲間はずれにされた苦い過去がありました。友だち同
士のこのようないざこざは、決して珍しくはありません。多かれ少なかれ、誰もがこのよ
うな経験をしているはずです。しかし、ジョンの場合、母親からの拒絶がすでにあった
ため、仲間からも拒絶されて、彼はいっそう惨めな気持ちに陥ったのでした。

また、高校生の時には、好きだった女の子にもふられました。彼女は、ジョンではな
く他の男の子を選んだのです。これらすべての経験が、ひとつひとつ積み重なってい
く中で、悪魔は巧妙にジョンに働きかけたのです。結果として、長い歳月をかけて、彼
の頭の中に要塞を築き上げたのでした。それが完成した頃には、ジョンはすっかり自
信をなくし、おとなしく、引っ込み思案で、内にこもるタイプの人間になってしまったの
です。

ジョンは、ただひたすら波風を立てないで、物事を穏便に済ませようとする性格の
持ち主です。それは、何年もの間、彼の頭の中にこんな考えが居座り続けてきたことに
影響されています。「おまえが何を考えているか、人に言ってもどうせむだなことさ。誰
も聞きやしない。もし人に受け入れてもらいたかったら、とにかく人と調子を合わせる
ことだ。」

何度か、自分の意見を主張しようと立ち上がったこともありました。でも、結局は自
分が負けてばかり。その結果、自己主張のために人と対立することには、何の価値も
ないと考えたのです。

「結局いつも俺が負けるんだ。それなら、はなからやらない方がましだ。」ジョン
は、自分自身の中でそう結論づけたのでした。
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どこに答えがあるのか

「私に神の霊が宿った。彼は私［唯一の聖なる存在、救い主］を選抜した…そ
れは、貧しい人に最高な知らせ（ゴスペル）を伝えるため。彼は私を遣わした…囚人
を解放し、盲目の目が開くと伝えるために。彼は私を遣わした…［制圧され、痛めつ
けられ、押しつぶされ、不幸に打ちのめされ、］不平等に扱われた人を自由にし、王
の優しさを示す時［つまり、救いと恵みが無償で与えられる時］が来たと告げるため
に。」

	 ルカの福音書 4章18,19節 （ ALIVE訳より一部強調）

ジョンとメアリーの葛藤を見れば、家庭の中がどのような状態であったか、簡単に
想像がつきます。最初に、この家庭には争いが絶えないと言いました。表面に現れる
衝突や喧嘩だけが、争いではありません。中には、心の奥に押し込められたままの怒
りも存在します。その存在に気付いているのに、実際に向き合おうとする人は、家族の
中に誰もいない。そのような家庭の雰囲気は、きっと最悪そのものですよね。しかし、
悪魔はそういう雰囲気が大好きで、むしろ大喜びしているのです！

このような状況の中で、今後この家族はいったいどうなるのでしょうか？問題と向
き合い、状況を改善していけるでしょうか？彼らはクリスチャンです。神に従い生きる
夫婦が離婚し、家族がバラバラになってしまったら、なんて残念なことでしょう。このよ
うな結末を迎えてしまうのか、もしくはそれを回避できるか。それは、この夫婦の選択
にかかっているのです。ヨハネの福音書8章31,32節の中に、解決のための鍵が隠さ
れています。もし神のことばを学び続けるなら、真理を知るようになります。そして、そ
れに従って生きるなら、自由にされるのです。しかし、それを手に入れるためには、神
様が明らかにする「あなたの真の姿」と「過去」をありのままに受け入れ、真理と向き
合わなければなりません。

真理は常に、神のことばである聖書を通して明らかにされます。しかし残念なこと
に、真理が示されたからといって、それを素直に受け入れることができる人ばかりで
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はありません。なぜなら、自分の欠点と向き合い、それを克服するよう努力することは
痛みを伴うからです。人間は、自分の行動に非があるとわかっていても、どうにかして
自分を正当化したいものです。だから、過去の出来事や自分が育った環境を言い訳に
して、「そのせいで私の人生はうまくいかないんだ」と決めつけようとするのです。

なぜ自分がこんなにも苦しんでいるのか？過去の足跡をたどれば、その説明はつ
くかもしれません。しかし、それを言い訳にして、自分が束縛されている状況を容認し
てはいけないのです。

実を言うと、そのような言い訳は通用しません！なぜなら、イエスは「捕らわれた人
たちを解放する」と約束しているからです。その約束を果たそうと、いつでもチャンス
をうかがっているのです。もしあなたに、最後までイエスと共に歩み続ける意志があ
るのなら、ゴールラインのその先にある勝利へと、イエスは必ず導いてくれるのです。

脱出の道

あなたがたの生活の中に入り込む誘惑（また、罪を犯しそうになってしまうよう
な試練）は、［その形に関係なく］別に新しいものでも、特別なものでもないというこ
とです。ほかにも多くの人たちが、あなたがたよりも先に、同じ問題にぶつかってき
たのです。どんな誘惑にも抵抗するすべはあります。神様は決して、とてもたち打ちで
きないような誘惑や試練に会わせたりはなさいません。［つまり、人の限界を超える
ような誘惑や試練があなたを襲うことはないのです。］［憐れみ深い］神様がそう約
束されたのであり、その約束は必ず実行されるからです。［そう信頼して良いのです。
］神様は、あなたがたが誘惑や試練に忍耐強く立ち向かえるように、それから［安全
な場所へと］逃れる方法を［いつも必ず］教えてくださいます。

コリント人への手紙I 10章13節 （リビングバイブルより一部強調）

メアリーとジョンのストーリーを通して、あなたの目が開かれ、敵であるサタンが
どのように状況をセッティングして要塞を築き上げようとするのか──どのようにあ
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なたの思考に戦いを仕掛けてくるのか──、その手口を知るようになることを心から
願っています。たとえ、すでにあなたの人生に要塞が築かれていたとしても、安心して
ください。感謝すべきことに、私たちにはその要塞を打ち砕くための武器があります。
神様は決して私たちを見捨てず、無力なままに放っておくことはしません。コリント人
への手紙Ｉ10章13節は、はっきりとこう約束しています。神様は、私たちが耐えること
のできない試練に会わせたりせず、むしろ、試練とともに脱出の道をも備えてくれるの
です。

私たちの誰もが、メアリーにもなり得るし、ジョンにもなり得るのです。ほとんどの
人が、このストーリーに何らかの共感を覚えるのではないでしょうか。彼らの問題は、
内側──考え方や心の態度──にあり、表面に現れている問題行動はその結果に過
ぎないのです。サタンは、私たちの思考を支配することで、同時に私たちの行動も支配
できることをよく知っているのです。

あなたの人生にも、打ち砕かれなければならない要塞があるのではないでしょう
か。もしそうだとしても、このことを忘れないでください。神様はあなたの味方です。あ
なたは今、まさに戦いの最中にあります。その戦いは、「思考という名の戦場」で繰り広
げられています。しかし、心配することはありません。神様があなたの側に立って、一緒
に戦っているのですから。



心の中にある思いこそが、あなたそのものなのです。
	 箴言 23章7節 （NKJ訳より直訳）

このシンプルな文章を読んだだけでも、心の中に正しい考えを持つことが、いかに
重要であるかがわかります。

確かに、思考には力があります。箴言の著者は、思考には創造的な力があると述べ
ています。思考が私たちの人格形成に影響を及ぼしているとするなら、何を差し置いて
も、まず正しい考え方を身につけることが重要なのです。

だから、ここでみなさんに声を大にして言いたいのです。
「あなたの考えを神のことばに合わせていきましょう！！」

否定的な考え方をしているなら、決して肯定的な人生を送ることはできないのです。

肉の思いと聖霊の思い

肉によって汚れた欲望にかられる者は、ただ肉の欲望を満たすことだけを追い
求める。しかし、聖霊によって霊の欲望に従う者は、ただ聖霊の［聖い］欲望を満た
すことだけを追い求める。

ローマ人への手紙 8章5節 （AMP訳より直訳）

KJV訳によると、ローマ人への手紙8章5節は、肉なるものに心を向けるなら、肉のう

第2章

必要不可欠なもの
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ちに歩み、聖霊のことに心を向けるなら、聖霊のうちに歩むようになると教えています。

言い換えれば、こういうことになります。もし「肉なる思い」や「間違った考え」、「否定
的な思い」を持つなら、聖霊のうちに歩むことはできません。つまり、自分の思考を新し
くして、神様が考えるように自分も考えられるようになることが、クリスチャン生活の成功
の秘訣と言えます。

人間はつい怠けがちで、あまり大切でないと感じることに対しては、ことさら注意を
払ったりしないものです。しかし、そのまま放置しておけば大きな問題につながる可能
性があることに気付くと、何とかしなければ！と立ち上がるのです。

それでは、たとえを用いてわかりやすく説明しましょう。今月引き落とし分の1万
5,000円の電話料金が、残高不足で口座から引き落とせなかったという通知が、電話会
社からあなたの元に届きました。それを知ったあなたは、「あれ、先週お金入れといたは
ずなのに…」とつぶやきながら、通帳をチェックします。「やばい！お金入れたって勘違い
してた！」そこであなたはこれ以上問題が大きくならないように、早速、電話会社に連絡
を入れ、すぐに入金手続きを済ませます。これで一件落着です。

思考を一新するということにおいても、同じように考えてみてください。

長年にわたり間違った考え方をしてきたため、あなたの人生は今、混沌とした状態
かもしれません。もしそうならば、「考え方を正しくしなければ、人生も正しくならない」と
いう真理をはっきりつかんでほしいと思います。これこそ、「必要不可欠なもの」である
ことを、心に深く刻んでください。「私の頭の中にサタンが築き上げた要塞を打ち砕くん
だ！」という意気込みで、どうか真剣に取り組んでください。神のことばと賛美、そして祈り
という武器を用いて、今こそ要塞を打ち砕いていきましょう。



23

第2章 - 必要不可欠なもの

聖霊によって

『権力によらず、能力によらず、わたしの霊によって。』と万軍の主は仰せられる。
ゼカリヤ書 4章6節 (新改訳)

自由になるためのベストな方法は、とにかく神様に願い求めることです。いつでも、
どんなことでも、とにかく神様にお願いするのです。

戦いのための武器の1つは祈り(求めること)です。固い決意をしただけでは、状況を
克服することはできません。確かに、自分の意志を固めるのは必要なことです。しかし、
自分の力で決意をするのではなく、聖霊によって決意をすることが重要なのです。聖霊
は、あなたの助け手であると聖書は語っています。だから、大いに助けを求めていって
良いのです。どんな時でも、神様に頼って良いのです。自分ひとりでは、決して克服する
ことはできないのですから。

必要不可欠なもの

私たちにとって「正しい考え方」を持つことは必要不可欠です。「必要不可欠」とは、
それなしには生きていけない、生活が成り立たない、というものです。たとえば、心臓の
鼓動や血液の流れは、なくてはならないものですよね。それなしでは、人間は生きること
すらできません。

何年か前、祈りと聖書を通して、神様と時間を過ごしていた時のことです。私の人生
において「必要不可欠なもの」について、神様がこんな気付きを与えてくれました。実を
言うと、その頃の私は、神様と過ごす時間を習慣づけることがなかなかできず、とても苦
労していました。肉体が生きていくためには、心臓が脈を打ち続けることが必要不可欠
です。それと同じように、霊的生活を維持するためには、神様との時間をライフスタイル
として持ち続けることが必要不可欠なのです。神様との親密な時間が、自分の霊的生活
になくてはならないものであることに、神様は気付かせてくれました。それからは、どん
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な用事があっても、まず神様との時間を最優先させるようになりました。

同様に、勝利の中にある人生を歩むためには、正しい考え方を持つことが必要不可
欠であるということにも気付かされました。それからは、正しく考えることに関して、より
真剣に向き合うようになりました。自分が今何を考えているかを意識し、どう考えるべき
か慎重に選ぶようになったのです。

あなたの思考＝あなたそのもの

（健康な）良い実を生らせたければ、（健康な）良い木を育てなければならな
い。あなたの木が（病んでいて）腐っていれば、（病んでいて）腐った実しかならない。
実った、その実を見て、なんの木か分かる。 

マタイの福音書 12章33節　（ALIVE訳より一部強調）

木はその実によって見分けられると、聖書は語っています。

これは、私たちの人生にも当てはまります。良い事を考えるなら、あなたの人生には
良い実がなるでしょう。しかし、悪い事を考えるなら、あなたの人生には悪い実がなるの
です。

生活態度を見ることで、その人がどのような思考パターンを持っているかを知るこ
とができます。たとえば、優しくて親切な人は、意地悪で悪意に満ちたことを考えたりは
しません。同じように、本当に悪い人間は、善意と愛に満ちた思いを持ってはいないの
です。

箴言23章7節にある「心の中にある思いこそが、あなたそのものなのです。」というこ
とばを心に刻み、あなたの人生に適用してみてください。



第3章

あきらめないで

だから正しい行ないに疲れ果ててはならない！（立派に行動し、元気を失うな！）
あきらめずに歩み続けるなら、やがて（神の定めたベストなタイミングで）祝福を刈
り取る日が来るからだ！ 

ガラテヤ人への手紙 6章9節 （ALIVE訳より一部強調）

あなたの人生が大変な状況にあり、心の中が良い状態ではなかったとしても、
決してあきらめてはいけません！悪魔が要塞を築くために、あなたから奪った頭の
中の領域を、今こそ取り返しに行きましょう。たとえ、1ミリずつでもかまいません。た
だし、自分の力には頼らないでください。自分が願う結果を手に入れるためには、自
分で頑張るのではなく、ただ「神様の恵み（憐み、優しさ）にすがること」が鍵なので
す。

ガラテヤ人への手紙6章9節で、使徒パウロは、「あきらめずに歩み続けて！」と
励ましています。だから、途中であきらめてはいけません！すぐに投げ出しそうにな
る古い癖は、もう捨ててしまいましょう。共に最後まで走り続ける人を、神様は探し
ているのです。

困難を通り抜ける

あなたが水の中を過ぎるときも、わたしはあなたとともにおり、川を渡るときも、
あなたは押し流されない。火の中を歩いても、あなたは焼かれず、炎はあなたに燃え
つかない。

イザヤ書 43章2節 (新改訳)
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あなたが今どのようなことに直面していたとしても、あきらめないで最後まで走
り抜けてください！

ハバクク書3章19節を読むと、自分の足を「雌鹿のような足」に鍛え上げるため
には、どうすれば良いかがわかります。雌鹿は、どんな山でもすばやく駆け上ること
ができる動物です。そのような力強い足を手に入れるには、「［恐れてただ立ち尽く
すのではなく、］歩き続けて、［困難や苦悩、あるいは責任という名の］頂上に向かっ
て［霊的な］前進を続けること」が大切なのです。

神様は、どのようにして私たちの霊的な成長を助けてくれるのでしょうか。それ
は、どんな時にも私たちと共にいて、困難な中でも励まし続けることによってです。

「あきらめずに歩み続けて。」と励まし、力を与えながら、私たちを霊的に成長させ
てくれるのです。

あきらめるのは簡単です。しかし、そこを切り抜けていくためには、信仰が必要
なのです。

選択権はあなたの手にある

さあ、天と地が証人です。どちらを選びますか。生きることですか、それとも死ぬこ
とですか。祝福ですか、のろいですか。もちろん、あなたのためにも子孫のためにも、
生きるほうを選ぶべきです。

申命記 30章19節 （リビングバイブル）

私たちは日々、何千何万もの考えにさらされています。そんな日常の中でも、人
間の欲望である肉欲にではなく、聖霊に従って生きていきたいものです。それを実
現するための第一歩は、まず私たちの思考を一新することにあります。私たちの（世
俗的で）肉欲的な思いは、これまで頭の中でずっと野放しにされてきました。そのた
め、自分で意識しなくても、悪い考えは自然と湧いてきてしまうのです。
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だからこそ、正しい考えは、意識して持つ必要があるのです。「神様が考えるよう
に自分も考えたい！」と決心したなら、状況に左右されることなく、正しく考える選択
をしていきましょう。これは一度きりの選択ではありません。これから先もずっと、そ
う選択し続けていく必要があるのです。

時には、頭の中で繰り広げられる戦いが激し過ぎて、苦しくなる日もあるでしょ
う。そんな時は、「自分にはもう無理！」と感じてしまうかもしれません。そうなってし
まった場合には、すぐにそのネガティブな考えを打ち砕いて、「絶対克服できる！」と
考える選択をすれば良いのです。また、それと同時に「途中で絶対にあきらめない」
と決心することも重要です。たとえ疑いや恐れが攻撃してきても、「私は絶対にあき
らめない！神様は私の味方で、私を愛していて、私を助けてくれるのだから！」と宣
言して、どんな時にも堅く立ち続けることが大切なのです。

私たちの人生は、毎日が選択の連続です。申命記30章19節で、神様は民に向か
って、「どちらを選びますか。生きることですか、それとも死ぬことですか。…もちろん、
あなたのためにも子孫のためにも、生きるほうを選ぶべきです。」と迫られました。ま
た箴言18章21節は、「死と生とは舌に支配される、これを愛する者はその実を食べ
る。」と語っています。

頭の中で考えていることが言葉となって、私たちの口から発せられるのです。だ
からこそ、命を生み出すような正しい考え方を選択することが、どれだけ重要なの
かがわかりますよね。そう選択することで、あなたの口から正しい言葉が自然と溢
れ出すようになるのです。

あきらめないで！

「この戦い、永遠に続くのかな。もうこれ以上、乗り越えられないかもしれな
い。」そんな風に感じてしまう時は、どうか思い出してください。あなたは今、これま
での肉欲的で世俗的な考え方を一新している最中なのだということを。神様の考
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え方が、今まさに、あなたの中にプログラムされている途中なのです。

「そんなこと、不可能でしょ？」　いいえ！

「もし不可能じゃなかったとしても、きっと難しいでしょ？」　その通りです！

たとえ難しいプロセスだったとしても、あなたのチームには神様という最強メン
バーがいることを覚えていてください。神様こそ、世界最強の「コンピュータープロ
グラマー」なのですから！あなたの頭の中は、一生分のジャンクが溜まったコンピュ
ーターと同じ状態です。でも、安心してください。神様は、今まさに、あなたの中で作
業を進めています。その作業が滞りなく進むための条件は、何だと思いますか？そ
れは、あなた自身が心を開き、自分を神様に委ねること。それが大前提なのです。
神様は、あなたの思考パターンをもう１度プログラムし直しています。ですから、神
様の作業に協力し続けましょう。協力するとは、「決してあきらめない」という選択を
することなのです！

目標に到達するまでには、時間がかかるでしょう。もしかしたら、楽な道のりで
はないかもしれません。それでも、神様の考えを選択し続けるなら、私たちは間違
いなく、正しい方向へと前進していけるのです。生きている限り、私たちは何かしら
のことをして毎日を送りますよね。だったら、混沌とした現状に留まり続けるよりも、
残りの人生をかけて前進し続けた方が、もっと意味があると思いませんか？

向きを変えて、占領していこう！

私たちの神、主は、ホレブで私たちに告げて仰せられた。「あなたがたはこの山
に長くとどまっていた。向きを変えて、出発せよ。そしてエモリ人の山地に行き（なさ
い。）…見よ。わたしはその地をあなたがたの手に渡している。行け。その地を所有
せよ。これは、主があなたがたの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓って、彼らとそ
の後の子孫に与えると言われた地である。」
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申命記 1章6-8節 (新改訳}

申命記1章2節によると、約束の地であるカナンの国境沿いまでは、わずか11日
間で着く予定だったことがわかります。しかし実際には、そこにたどり着くまで、40
年もの長い歳月が費やされました。モーセは、40年も荒野をさまよっていたイスラ
エルの民に向かって、「あなたがたはこの山に長くとどまっていた。」(6節)と神様が
語りかけていることを伝えました。

では、あなたはどうでしょうか？同じ山に長く留まり続けてはいませんか？わず
か11日間で済むはずの道のりを、40年もかけて歩いてはいませんか？

私自身も、やっと目が覚めて、自分が行き場のない状態にあることに気付いた
経験があります。それまでの私は、勝利のないクリスチャンライフを歩んでいまし
た。メアリーとジョンのように、数々の間違った考え方にとらわれて生きていたので
す。長い歳月をかけて、悪魔は多くの要塞を、私の頭の中に築き上げていきました。
その最中も、悪魔は私にうそ偽りを語り続け、私は何の疑いもなく、頭に思い浮か
ぶままを信じ込んでいったのです。つまり、私はずっと「悪魔に騙され続けていた」
のです。

私自身も、ずっと同じ山に留まり続けていた者でした。先ほどの聖書箇所に出て
きたイスラエルの民も、神の真理とことばを知っていたなら、40年も歳月をかけず
に旅を終えていたことでしょう。そんな彼らと、私もまったく同じだったのです。

では、なぜイスラエルの民は、あれ程までに長く荒野に留まってしまったので
しょうか？それは、彼らが「荒野の中をさまよう心」を持っていたからなのです。「荒
野の中をさまよう心」とは、彼らを縛りつけていた、ある種の間違った考え方を指し
ています。この問題については、後で詳しくお話しすることにしましょう。ひとまず今
は、みなさんにこう勧めたいのです。「自分の思考を新しくすること」、「考える内容を
注意して選ぶこと」、これらを心に固く決意してください。そして、勝利を得るまでは



決してあきらめずに、途中で挫折しないと心に決めるのです。そうすれば、あなたは
約束のものを、神様から必ず受け取ることができるはずです。



主は敵を一度に全部ではなく、少しずつ、徐々に追い払われます。さもないと、急
に野の獣が増えて危険だからです。

申命記 7章22節 (リビングバイブル)

これまでの考え方を一新するのには時間がかかります。少しずつ、一歩一歩前
進していくからです。たとえ進歩が遅いと感じたとしても、失望してはいけません。

イスラエルの民が約束の地に入る直前、彼らの間に「野の獣」が増え広がらな
いように、目の前の敵を少しずつ追い払うと神様は言いました。

ここで言う「獣」とは、私たちのプライドのことです。あまりにも簡単に多くの自由
を手に入れてしまうと、人はこの「プライド」に食われてしまうのです。だから、自由
の領域を少しずつ広げていく方が、はるかに良いのです。そうすることで、与えられ
た自由への感謝はより大きくなります。そして、自由とは神様からのギフトであり、自
分の力で勝ち取ったものではないことを、さらに実感するのです。

自由を得るための苦しみ

キリスト（救世主）を通して、あふれるほど恵みを注いで［喜んで祝福を与えて］く
れる神は、あなたがたに、しばらくの苦しみをくぐらせたあとで、［神の］永遠の栄光
を与えてくれる。 神がじきじきにあなたを鍛え上げ、不動なものにしてくれる。

ぺテロの手紙Ｉ 5章10節 （ALIVE訳より一部強調）

第4章

一歩ずつ前進
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なぜ、私たちは「しばらくの間」苦しみにあう必要があるのでしょうか？その期間
を体験することで、イエスにしか解決できない問題があるのだということに、私たち
は気付くのです。苦しみを耐え抜いた末に手に入れる自由は、私たちにとってより
意味のある喜びとなるでしょう。自分の力で何かを達成しようとして、それが失敗に
終わる時、私たちは神様を待ち望むことの必要性に気付きます。そして、神様が立
ち上がり、自分では手に入れることのできなかった勝利へと導き入れてくれる時、
私たちの心は感謝と賛美で溢れ返るのです。

自分を責める必要はない

こういうわけで、もはや肉によって歩まず、キリスト・イエスの内を霊によって歩
み、生きる者が罪に定められることは決してありません。

ローマ人への手紙 8章1節 （AMP訳より直訳）

挫折したり、物事がうまくいかないような日が来ても、どうか自分を責めないで
ください。転んだならまた起き上がって、埃を払い、もう一度やり直せば良いので
す。赤ちゃんが最初に歩き始める頃、何度も転びますよね。そうやって何度も転ん
だ後、やっとひとりで自信をもって歩けるようになるのです。赤ちゃんの長所は、転
んでしばらく泣いたとしても、また起き上がって、すぐに歩き始めようと挑戦し続け
るところです。

悪魔は何とかして、あなたの思考が新しくされるのを阻止しようと、激しく攻撃
してきます。なぜなら、悪い考えを退け、正しい考えを選択する習慣をあなたが身
につけてしまうと、自分は支配権を失うことに悪魔は気付いているからです。それを
防ぐために、悪魔はあなたを失望させ、自分を責めるように仕向けて、思考を一新
することへの挑戦を断念させようとするのです。

もし自分を責めてしまいそうな気分になったら、今こそ「神のことばの武器」を
用いる時です。ローマ人への手紙8章1節を引用して、「自分は肉に従って歩むの
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ではなく、霊に従って歩むのだ！」と、サタンと自分自身に言い聞かせるのです。肉
に従って歩むとは、「自分自身に拠り頼んで生きる」ことですが、霊に従って歩むと
は、「神様に拠り頼んで生きる」ということです。

　たとえ失敗して挫折を味わったとしても、自分を敗北者のように思う必要はあ
りません。失敗知らずの完璧な人など、この世には存在しないのですから。どんな
人にも、長所もあれば短所もあります。その事実を素直に受け入れ、自分の弱さの
うちに、キリストの強さを完全に現してもらいましょう。自分が弱気な日には、キリス
トの力をあなたの強さにすれば良いのです。

もう一度言います。「自分を責めないで！」あなたの完全な勝利は、必ずやってき
ます。ただ、それは時間をかけて「少しずつ」やってくるのです。

失望してはいけない

さあ、私のたましいよ、元気を出せ。どうしてそのように沈み込む必要があるの
か。どうして悲しげにふさぎ込んでいるのか。神に望みを託すがよい。そうだ、助けを
信じて、もう一度神をほめたたえよう。

詩篇 42篇5節 （リビングバイブル）

がっかりしたり落ち込んだりすると、次第に希望は失われていきます。だから、
悪魔は私たちを落ち込ませようと、いつも隙を狙っているのです。希望がなくなれ
ば、人は途中であきらめます。それこそがまさに、悪魔が望んでいることなのです。
だから聖書は、失望し落ち込んではならないと、何度も繰り返し語っているのです。
そんな状態のままでは、私たちが勝利のゴールラインを越える日はやってきませ
ん。その事実を、神様はよく知っています。だからこそ、「思考の一新」という名のプ
ロジェクトを始める私たちに向けて、神様はこんな風にエールを送るのです。「ゴー
ルラインの向こう側へたどり着くために、何があっても落ち込んではいけない！希望
を握りしめるんだ！」がっかりして勇気を失うのではなく、心に励ましを受けて希望
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を持ち続けることを、神様は私たちに望んでいるのです。

落ち込んで希望を失い、自分を責めたくなるような時には、ふと立ち止まって、
最近の自分の思考パターンをチェックしてみてください。どのような考えを思い巡
らせて、今の状態に至ったのでしょうか？もしかして、こんな風に考えてはいません
でしたか？

「私にはできない！難しすぎる。いつも失敗してばかりだし。同じことの繰り返し
で、どうせ私なんて変われっこない。他の人は、もっと簡単に思考の一新っていうの
をやり遂げるんだろうな。もうやめた方がいいのかも…。疲れちゃった。あんなに祈
ったのに、神様は祈りを聞いてくれなかったみたいだし。きっと私があまりにもひど
いから、神様もあきれちゃったのかな。それで祈りを聞いてくれないのかな。」

これと似たような考えを、頭の中で繰り返してはいませんか？もしそうだとした
ら、あなたが失望したり、自分を責めたくなっても仕方ありません。先ほども言った
ように、「心の中にある思いが、あなたそのものになっていく」のですから。もし、自
分を落ち込ませるようなことばかり考えていれば、実際に心は落ち込んでいくので
す。自分を責めるようなことばかり考えていれば、実際に自分を責めたくなるので
す。だからこそ、考え方を変えていくことに意味があるとは思いませんか！思考を一
新することで、あなたは自由に一歩近づけるのです。否定的な考え方をするよりも、
こんな風に考えてみてはどうでしょうか。

「まあ、物事がそんなに早く進むわけないわね。だけど、神様には本当に感謝。
たとえ少しずつでも、確実に進歩しているのだから。今、自分が正しい道を歩いて
いると思うだけでも本当に嬉しい。この道を歩み続けていけば、必ず自由になれる
だなんて、本当に感謝だわ！それにしても、昨日はひどい1日だった。悪い思いばか
り頭に浮かんできて、1日中それにとらわれてた…。天のお父さん。どうか私を赦し
て。そして、ここであきらめずに、前進し続けることができるように助けて。失敗した
けど、それはたった一度きりの失敗だわ。もう二度と、同じ失敗は繰りしない。今日
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は、昨日とは違う新しい日だから。神様、私を愛してくれてありがとう。毎日与えてく
れる新しい憐みと恵みをありがとう。」

また、こんな風にも考えてみてください。

「絶対にがっかりなんかしない！自分を責めたりもしない。聖書には、あなたも
私のことを責めないって書いてあるから。天のお父さん。あなたは、イエスをこの世
に遣わしてくれたわ。イエスは、私のために十字架でいのちを捧げてくれた。今日
は、きっと良い日になる。今日1日、正しい考えを選択できるように、あなたが必ず
助けてくれることを信じてるわ。」

このように明るくて前向きな、神様の思いに沿った考え方は、読むだけでも勝
利を実感させてくれますね！

 
すべてを一瞬で手に入れることを、人は望むものです。しかし、私たちの内側に

は、しっかりと「忍耐の実」が聖霊によって備えられています。そして、その実は外側
でも生かされようと、今まさに芽を出しているのです。神様は、ゆっくりと時間をかけ
て、私たちを完全な解放へと導き入れます。そこにたどり着くまでの間、神様は私た
ちの信仰を成長させ、忍耐を完全に働かせる方法を教えてくれるのです（ヤコブの
手紙1章4節）。神様のタイミングはパーフェクトです。そのタイミングが遅すぎるな
んてことは、決してありません。

また、こんな風に考えることもお勧めします。「私は神様を信じている。私がどう
感じようが、状況がどんな風であろうが、そんなの関係ない。神様は私の内側で、確
実に働いてくれているのだから。神様は、最高な働きを私の中で始めてくれた。そし
て、それは中途半端じゃ終わらない。神様は、かならず完成させてくれるわ。」(ピリ
ピ人への手紙2章13節、1章6節より)

　今こそ、神のことばの武器を用いて、頭の中に築かれた要塞を打ち砕く最高
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のチャンスです。単に正しい考え方をするだけでなく、それを口に出して宣言してい
くことで、さらなる躍進を体験していきましょう。

　もう一度言います。神は今、少しずつ、あなたを解放している真っ最中です。
だから、たとえ失敗しても、失望したり、自分を責めたりしてしまわないでください。

　今こそ、自分に対して忍耐を働かせる時です！



　	 「あなたの信じたとおりのことが起こっています。」
　	 マタイの福音書 8章13節 (リビングバイブル)

ポジティブな考え方は、ポジティブな人生を生み出します。反対に、ネガティブ
で否定的な考え方は、ネガティブで否定的な人生を生み出します。ポジティブな考
えや思いには、どんな時にも信仰と希望が満ちています。しかし、ネガティブな考え
や思いには、恐れと疑いの感情が満ちています。

過去にひどい傷を受けた経験のある人は、希望を持つことに恐れを感じます。
たくさんの失望をすでに経験してきたので、希望を失うことの痛みを十分理解して
いるからです。「また失望させられたら、あの時と同じ痛みを味わうのか…。」そう思
うと、希望なんて初めから持たない方がましだと感じるのです。そうすれば、同じ痛
みをまた経験せずに済むはずだからです。

　このように、希望から遠ざかることで自分を守ろうとする行動は、自己防衛の
ひとつであると言えます。失望すると、私たちは傷つきます！だから、再び傷つかな
いで済むようにと、自ら希望を遠ざけてしまうのです。「何か良い事が起こるかもし
れない。」と期待するよりも、その反対を考えることで自分を守ろうとしているので
す。しかし、そのような自己防衛を続けていると、最終的に人生は、ネガティブな方
向へと発展していきます。ネガティブな考え方を続けると、身の回りのすべてがネ
ガティブになっていってしまうのです。箴言23章7節を思い出してください。「心の
中にある思いこそが、あなたそのものなのです。」つまり、心にある考えや思いが、あ
なたという存在を形作るのです。

第5章

ポジティブにいこう
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数年前までの私は、極端なまでにネガティブな人間でした。その頃の私の口癖
は、「立て続けにポジティブなことばかり考えると、頭がひきつけを起こしちゃうわ。
」でした。そして、これが当時の私の人生哲学です。「良い事が起きるなんて期待す
るから、外れた時にがっかりするのよ。だったら初めから期待なんてしない方が賢
いわ。」

私の過去には、数えきれないほどの悲劇が起こりました。ボロボロに傷つけら
れ、打ちのめされてきたので、「私にも良い事が起きるかも…」と、期待することすら
恐くてできませんでした。だから、すべてのことに関して、極端なまでに否定的な見
方をしていたのです。頭の中はネガティブな思いでいっぱいでした。そのため、口か
ら出る言葉もすべてネガティブになり、必然的に人生そのものもネガティブになっ
ていきました。

それから少し経って、私は聖書を真剣に学ぶようになりました。すると次第に、
「神様だったら私を癒し、解放してくれるのではないか」と信じるようになったので
す。その癒しと解放を体験するために、私にはすべきことがありました。それは、「ネ
ガティブな思考や見方を捨て去ること」です。

マタイの福音書8章13節で、「すべては私たちが信じた通りになる」とイエスは
言いました。KJV訳では、「あなたが信じた通りに、あなたの身に起こる」とあります。
私が信じていたのは、すべてネガティブなことばかりでした。ですから、必然的にネ
ガティブなことが、私の身の回りにたくさん起こったのです。

だからといって、頭の中で思い描けば、何でも実現するというわけではありませ
ん。神様はすでに、私たちひとりひとりのために完璧な計画を持っています。私たち
が勝手に期待を思い描くことで、神様を思い通りにコントロールすることはできま
せん。そうではなく、「自分に対する神の思い」が何かを知り、それを「自分の考え」
にしていくのです。また、言動においても、それを言い表していくのです。
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もし、自分に対する神の思いが何なのかわからなければ、まずはこのように考
えることから始めてみてください。「私に対する神様の計画が何なのか今はわから
ないけど、神様が私を愛してくれていることはわかる。神様が私の人生にしてくれる
ことは、すべて良いこと！だから、私は必ず祝福されるって信じよう。」

そうです！自分の人生をポジティブにとらえることから始めてみてください。

どんな状況に直面しても、常にポジティブに考える練習をしてみましょう。その
時は喜べないような状況だったとしても、神様が聖書の中で約束してくれたように、
そこから自分にとってプラスになるものが与えられると信じて期待しましょう。

すべてのことは共に働いてプラスとなる

そして私たちは、人が神を愛し、神の計画どおりに歩んでいるなら、［神に拠り頼
み、苦難を乗り越えていくことで、］自分の身に起こるすべてのことが［計画の一部と
なり、共に働いて］益となる（人生のプラスとなる）と知っている！

ローマ人への手紙 8章28節 （ALIVE訳より一部強調）

この聖書箇所では、「すべてのことは良い」ではなく、「すべてのことは共に働い
て益となる」と語られていることに注目してください。

ではここで、あなたがドライブに出かける様子を思い浮かべてみてください。車
に乗り込み、シートベルトを締めたあなたは、エンジンをかけようと鍵を回します。
しかし、何度試してもエンジンはかかりません。

あなたは、この状況に対して二通りの見方をすることができます。ひとつは、「も
う！またこれ？！私が何かをしようとすると、いつもトラブルが起きるんだから。せっか
くドライブに行こうと思ったのに、これじゃ行けないじゃん！何か計画するたびに、い
つも失敗するんだから！」という見方。もうひとつは、「まぁ仕方ないか。ドライブに行
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きたかったけど、今日は無理だな。車が直ったら、また今度行くことにしよう。計画通
りには行かなかったけど、きっとこうなるべくしてなったんだ。そう信じよう。もしかし
たら、今日はどうしても家にいた方が良い理由があるのかもしれないし。何はともあ
れ、今日は家でのリラックスタイムを楽しむことにしよう！」という見方です。

ローマ人への手紙12章16節では、周りの人々や環境に対して、喜んで適応し
ていきなさいと、使徒パウロは教えています。言い換えると、「自分の思い通りにい
かないような状況でも、動揺しない心を育てる」ということなのです。

最近、この教えを実践できる良いチャンスがありました。私は夫のデイブと共
に、フロリダ州のレークワースという町に滞在していました。三日間のカンファレン
スを終え、ちょうど荷物をまとめて空港に向かう準備をしている最中の出来事です。
機内でリラックスできるように、私はゆったりめのボトムスとブラウスに着替えて、ヒ
ールのない靴を履くつもりでした。

　ところが、いくら探してもボトムスが見当たりません。隅々まで探し回って、や
っとクローゼットの床に落ちているのを見つけました。どうやらハンガーから落ちた
らしく、生地はしわしわ。

旅行用のミニアイロンをあててみましたが、履いてみるとやはりしっくりきませ
ん。このボトムスを履けなかったら、あとはワンピースにハイヒールという選択肢し
か残されていませんでした。

その瞬間、イライラがこみ上げてくるのを感じました。誰でも自分の思い通りに
ならないと、つい感情的になって自分をあわれんだり、ネガティブな態度を取って
しまいがちですよね。しかし次の瞬間、私は気付いたのです。この状況の中でどん
な態度を取るのか、その選択権を握るのは自分自身なのだということを。自分の思
い通りに物事が進まなかったことにイライラするのか、もしくはその状況に自分を
適応させて、家までの旅路を楽しむのか。それは他でもない私次第だったのです。
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ポジティブで前向きな人にだって、自分の思い通りに物事が進まない状況はた
くさん起こります。しかし、ポジティブな人は、予想外の出来事が起きても、それに対
して柔軟に適応することができます。状況に関係なく、良い態度を保ち、その場を楽
しむことができるのです。しかし、ネガティブで否定的な人は、状況の良し悪しに関
係なく、目の前のことを楽しむ姿勢自体を持とうとしていないのです。

ネガティブな人と一緒にいても、あまり楽しくないですよね。ネガティブな人は、
すべてに対して悲観的な見方を持ち込んできます。だから、その人の周りには、い
つも重苦しい雰囲気が漂っているのです。不平不満を言い、愚痴をこぼし、人や物
事のあら探しをします。どんなに順調な状況の中でも、問題になりかねない点を見
つけては、そこに焦点を当てるのです。

私も、極端なほどネガティブな毎日を送っていた時期がありました。その頃の
私は、内装を新しくしたばかりの友人の家に招かれても、素敵に飾られた室内の装
飾をほめることができませんでした。代わりに、壁紙の剥がれそうになっている隅っ
こや、窓ガラスの染みにばかり目が行き、平気でそれを口にするような人間だった
のです。だからこそ、そんな私をイエスが解放してくれたことに、心から感謝してい
るのです！今の私は、毎日の中で良いものを見つけては、それを心から楽しめるよ
うになりました。たとえ悪い事が起きても、神様は必ずそれをプラスに変えてくれる
と、信仰と希望によって信じることもできるようになりました。

あなたは、自分のことをネガティブで否定的な人間だと感じていますか？もしそ
うだとしたら、この章を読んでも、どうか自分を責めないでください！「責める」という
こと自体がネガティブなのですから。この問題について、私があえて話題にする理
由は、自分の持つネガティブな思考パターンに、あなたが気付くきっかけを与える
ためです。そして、「神様だったら、そんな自分を癒してくれる」と信じる決断をする
ためです。自分のネガティブさを嘆いて、さらにネガティブになるためではありませ
ん。
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自由になるための第一歩は、「言い訳をせずに、自分の問題と向き合うこと」で
す。もし、あなたがネガティブな人だとしたら、結果としてそうなった理由がきっとあ
るはずです。しかし、たとえどんな理由があったとしても、この真実を忘れないでく
ださい。つまり、イエスを信じてクリスチャンとなったあなたは、もうすでに新しくつ
くり変えられた人なのです。

新しい日がやってきた！

だれでもクリスチャンになると、［救い主であるキリストと繋ぎ合わされ、］内側が
全く新しくされます。［これまでの古い生き方や考え、心の状態は消え去りました。］も
はや今までと同じ人間ではありません。［新しい人間となり、］新しい人生が始まった
のです。

コリント人への手紙Ⅱ 5章17節 （リビングバイブルより一部強調）

あなたは、すでに「新しい人間」なのです。だから、過去の古いものが新しい生
活に悪影響を与え続けるのを、黙って見過ごす必要はありません。あなたは、キリス
トにある新しい命を与えられ、神様によって新しく造られた者なのですから。神のこ
とばによって、自分の考えや思いを一新していきましょう。そうすれば、あなたの人
生には、次々と良い事が起こり始めるはずです。

さあ、一緒に喜びましょう！新しい日がやって来たのです！

聖霊の働き

しかし、わたしは真実を言います。わたしが去って行くことは、あなたがたにとっ
て益（良いこと、好都合、プラスになること）なのです。それは、もしわたしが去って行
かなければ、助け主（カウンセラー、支援者、仲裁者、力づける存在、いつも支えてく
れる存在）が［深い関係を築くために］あなたがたのところに来ないからです。しか
し、もし行けば、［深い関係を築くために］わたしは助け主をあなたがたのところに
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遣わします。その方が来ると、罪について、義について、（正しい心について、神との
正しい関係について、）さばきについて、世にその誤りを認めさせます。

ヨハネの福音書 16章7-8節 （新改訳より一部強調）

　ネガティブ思考から解放されるプロセスの中で最も難しいのは、真実と正面
から向き合い、こう認めることだと思います。「自分はネガティブな人間。だから、変
わりたい。自分で自分を変えることはできないけど、神様にならできるって信じる。
だから、神様を信頼するって決断する。時間はかかるだろうけど、それでも自分にが
っかりしたりなんてしない。だって、神様は私の内に良い働きを始めてくれたから。
そして、それが中途半端に終わることは決してないから。（ピリピ人への手紙1章6
節より）」

　ネガティブな思いが湧いてきても、それに気付けない場合もあるでしょう。そ
れならば、「ネガティブな思いが湧いたら、すぐに気付かせて！」と、聖霊に助けを求
めれば良いのです。それが聖霊の役割のひとつなのですから。ヨハネの福音書16
章7-8節によると、聖霊は善と悪について、私たちの目を開かせてくれることがわか
ります。何が良くて何が悪いのかに気付き、自分の変わるべき点を認識したら、次
のステップは神様に助けを求めることです。自分の力で、自分を変えることはできま
せん。ただ、神様に頼ってください。

　私は、とてもネガティブな人間でした。しかし、神様を信じることで、そんな私
でもポジティブで肯定的な人間になれることに気付いたのです。最初は、ポジティ
ブな思考パターンを保つのが難しかったのですが、今では逆に、ネガティブ思考を
見過ごすことの方が難しく感じるほどにまで変えられました。禁煙に成功した人た
ちにも、これと同じ傾向を見ることができます。禁煙に成功すると、ほとんどの人が
煙草の匂いも不快に感じるようになると言われています。実は私も、禁煙成功者の
ひとりです。長年に渡り愛煙家でしたが、煙草をやめてからは、煙草のけむりすら我
慢できなくなりました。
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　ネガティブ思考に対しても、私は同じように感じるのです。以前は、とてもネガ
ティブな人間でした。でも今は、ネガティブ思考を我慢することなどできません。む
しろ、嫌悪感を抱くほどです。ネガティブ思考から解放されたことで、私の人生には
多くの良い変化がありました。それを体験したからこそ、ネガティブなものには拒否
反応を起こすようになったのです。

　私が現実と向き合ったように、あなたもぜひ現実と向き合ってみてください。
たとえば、今あなたが病気だとしたら、「私は病気ではない。」と言う必要はありませ
ん。それは真実ではないからです。代わりに、「神様が癒してくれることを信じてい
る。」と言ってみてください。また、「きっと病気はどんどん悪化する」と言う必要はあ
りません。代わりに、「神様の癒しの力が、今私の中で働いている。だから、私はきっ
と大丈夫だって信じている。」と言ってみてください。

　現実と向き合うことを拒んでも、何も良いことはありません。あなたが向き合
う現実には、もしかしたらネガティブな要素が溢れているかもしれません。たとえそ
うだったとしても、状況に左右されることなくポジティブな姿勢を選ぶことは、誰に
でも可能なのです。これから先、どんな状況が起こっても、それと向き合うことので
きる準備万全な心を養っていきましょう。そして、神様がすべてのことを共に働かせ
て、人生のプラスにしてくれると信じ続けましょう。

準備万全な心を持つ

ベレヤの人たちは、テサロニケの人たちに比べてずっと心が広く、喜んで話を聞
いてくれます。そればかりか、二人の言うことがそのとおりかどうか、毎日、聖書を調
べるほど熱心でした。

使徒の働き 17章11節 （リビングバイブル）

聖書は、「準備万全な心」を持つべきだと語っています。準備万全な心とは、神
様の計画に対して心を開き、それを素直に受け入れる態度のことです。たとえ、そ
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れがどのような計画だったとしても。

最近、知り合いの女性が婚約解消という辛い経験をしました。婚約解消した直
後、これからも交際を続けるべきかどうか、それぞれが神様に祈り求めていました。
彼女は別れたくないと思っていたので、彼も同じ気持ちでいてくれることを望んで
いました。そして、また彼が電話をかけてきてくれることを期待し、信じて待ち望ん
でいたのです。

そんな彼女に対し、彼が別れを望んだ場合に備えて、心の準備をするようにと
アドバイスしました。すると彼女は、こう答えました。「それって、ネガティブな考え方
じゃないの？」

いいえ、そうではありません！

この状況を、ネガティブな視点で考えるとこうなります。「彼と別れたら、私の
人生もう終わりだわ。私と結婚してくれる人なんて、もう現れないに決まっている。
はぁ…私って、なんて惨めなの！」

しかし、ポジティブな視点で考えると、こんな風になるはずです。「彼との婚約が
破棄になってしまったこと、正直すごく辛い。でも、私は神様に信頼しよう。彼との交
際が続くことも、今までのような関係を取り戻せることも、信じて祈る。だけど、それ
以上に、神様のパーフェクトな計画を求めたい。たとえ状況が私の望んだ通りにな
らなくても、必ず乗り越えてみせる。だって、イエスが私を愛してくれているのだか
ら。しばらくは苦しいかもしれないけど、絶対に神様を信じ続ける。そうすれば、す
べてのことが一緒に働いて、必ずベストな結果を生み出してくれるから！」

　これこそが、現実と向き合う正しい態度なのです。どのような状況も受け入れ
ることができる「準備万全な心」なのです。しかも、それはネガティブではなく、いた
ってポジティブな姿勢なのです。



50

思考という名の戦場

これこそが、健康でバランスの取れた「理想的な心のあり方」だとは思いません
か？

希望という力

神は信仰の父アブラハムに言った。“あなたに１人の男の子を授けよう。その子
から多くの子孫が生まれ、偉大な民族となる” ――【聖書：創世記15章5節より引
用】この時アブラハムは、［人間的な観点から考えて、］そんな約束はとうてい実現す
るとは思えなかったにもかかわらず、神を信じたのだった。信仰の父アブラハムは神
を強く信頼していた。100歳の自分が、もう父親になれる年ではないことも、また90
歳の妻サラが子どもを産める身体ではないことも、知っていたが、［それが到底不可
能なことに思えても］お構いなし。（神に問い詰めることもせず、）少しも疑うことなく、
ひたすら神を信じ、その確信と信頼はますます強くなっていった。その約束が実現
する前から、約束が叶うことを感謝し、神を讃えるほどだった。 

ローマ人への手紙 4章18-20節　（ALIVE訳より一部強調）

私たち夫婦の活動（ミニストリー）は、キリストのからだの一部です。このミニス
トリーが成長し続けることを、私も夫のデイブも信じています。それを通して、もっ
と多くの人たちを助けたいと強く願っているのです。しかし、もし神様が、私たちの
思い描くビジョンとは異なる計画を持っていたとしたら、私たちはどうするでしょう
か。1年を振り返った時に、最初の頃と比べてあまり変化がなく、著しい成長もなか
ったとしたら。たとえ、そのような状況に直面したとしても、動揺して喜びを失っては
ならないのです。

もちろん、私たちの祈りが答えられ、多くの祝福が与えられることを信じて待ち
望んでいます。しかし、それ以上に、私たちが信じるものがあります。それは、イエ
ス・キリストの存在です。これから先、何が起こるのか、すべてを知ることはできませ
ん。それでも、100％の確信を持ってこう言えるのです。「どんなことが起こっても、
神様がすべてを共に働かせて、人生のプラスにしてくれる。」
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ポジティブで肯定的になればなるほど、私たちは神様の流れに乗っていけるよ
うになります。神様がポジティブで、肯定的な存在であることは明らかですよね。だ
から、私たちも神様の流れに乗りたいのなら、神様のようにポジティブであることが
必要なのです。

もし、あなたが今、不利な状況に置かれているとしたら、こんな風に思ってはい
ませんか？「ジョイス、私の悲惨さを見てよ。それでも『ポジティブになりなさい。』だ
なんて言える？」確かに、自分にとって有利な状況の中で、ポジティブになるのは簡
単なことです。誰にでもできます。しかし、不利な状況の中でもポジティブな姿勢を
選べたとしたら、それこそ意味のあることだとは思いませんか？そのような姿勢が、
神様に対するあなたの純粋な信仰と、霊的な成熟さを物語るのです。あなたの信仰
そのものが、神様への賛美となり、神様の心を満足させるのです。

ローマ人への手紙4章18-20節を読んでみてください。そこには、アブラハムが
自分の置かれた状況を正確に判断している様子が描かれています。(アブラハム
は、自分の置かれた現実を無視しようとはしませんでした。)つまり、自分も妻のサラ
も、とっくに子どもを授かる年齢を過ぎていることを理解していたのです。（ただし、
それについて深く考えすぎることはありませんでした。）それにもかかわらず、人間
の考えでは不可能に見える状況の中でも、アブラハムは信仰に望みを置き続けた
のです。

アブラハムは、不利な状況の中でも、ポジティブな姿勢を貫いたのです！

希望は、私たちの魂の錨（いかり−波の上で船を停泊させるために必要な道
具）であると、聖書は語っています(ヘブル人への手紙6章19節より)。希望は、試練
の時に私たちを堅く守ってくれる力なのです。ですから、希望を捨ててはいけませ
ん。希望を捨ててしまっては、あなたの人生はどんどん惨めになるばかりです。あな
たは、過去に希望を捨ててしまったことはありませんか？そのために、惨めな人生
を送ってはいませんか？もしそうだとしたら、今この瞬間から、希望を持ち始めてく
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ださい！恐れる必要はありません。ただ、これだけは覚えていてください。希望とは、
「すべてをあなたの思い通りに進ませるための約束」ではありません。また、「絶対
に失望しないための約束」でもありません。

思い通りに行かない日も、失望する日も、きっとやってくるでしょう。しかし、そん
な状況の中でも希望を持ち続けることで、心を奪われることなく、ポジティブな姿
勢を貫くことができるようになります。そんなことも可能にできる「神様の奇跡の領
域」に、自分の身を委ねてみてください。

自分の人生に奇跡は起こる！そう期待するのです！

もう一度言います。「あなたの人生に、最高なことが必ず起こる！」

受け取ることを期待しよう！受け取るために期待しよう！

しかし主は、あなたがたを愛し、いつの日か、みもとに帰って来るのを［熱心に］
待っています。［あなたの帰りを期待して、切望しているのです。］約束どおり、あなた
がたをむりやりつかまえてでも祝福しようと待ちかまえています。主は約束は必ず守
るお方なので、主の助け［主の勝利、憐み、愛、平安、喜び、誰にも引き裂くことので
きない絆］を［熱心に］待ち望む人は幸い（ねたまれるほど幸福で幸運）です。

イザヤ書 30章18節 （リビングバイブルより一部強調）

これは、私の大好きな聖書のことばです。このことばをじっくり味わうと、大きな
希望が湧いてくるのです。この箇所から、神様は恵み（最高に良いもの）を分け与え
る相手を探していることがわかります。しかし、ひねくれた態度や、ネガティブな考
え方をする人は、神様からの恵みを受け取る相手にはなれません。なぜなら、良い
ものが与えられることを期待し、楽しみに待っている人を、神様は探しているので
すから。
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邪悪な予感

「邪悪な予感」とは、一体何でしょうか？

私が、神のことばと深く向き合い始めた頃のことです。ある朝、バスルームで髪
をセットしていると、ふと「何か悪いことが起こりそう」という漠然とした脅威に包ま
れていることに気付きました。しかも、その漠然とした脅威は、これまでも常に私の
側にあったことを同時に悟ったのです。

そして、すぐさま「私がいつも抱いているこの感覚は何ですか？」と神様に尋ね
ました。すると、「邪悪な予感だ。」という答えが返ってきたのです。

　「邪悪な予感」というフレーズをこれまで聞いたこともなく、それが何を意味
するのかもわかりませんでした。それから少し経ったある日のことです。聖書を開く
と、箴言15章15節が目に留まりました。

「悩む者には毎日が［不安で悪い予感ばかりする］不吉の日であるが、心に楽
しみのある人には［状況に左右されることなく、］毎日が宴会である。」（新改訳より
一部強調）

その時はっきりとわかったのです。「邪悪な思い」と「悪い予感」のせいで、私は
これまで、なんと惨めな人生を送ってきたことかと。確かに、私の人生には多くの困
難がつきまとっていました。しかし、中には穏やかな日々もあったのです。しかし、そ
んな穏やかな日でさえ、私は惨めなままでした。なぜなら、私の思考パターンが物
事を見る目を汚し、人生を楽しむ能力を奪い、良い日が訪れることにすら気付けな
くさせていたからなのです。何も悪いことなど起きていないのに、「これから悪いこ
とが起こるような気がする」という漠然とした予感が常にありました。そのため、人
生をどう楽しんだら良いのかすら、もうわからなくなっていたのです。
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あなたの舌を悪から守れ！

聖書にこうある。良い日に恵まれ、人生を謳歌したいなら、とげや嘘（裏切り、偽
り）を口からこぼさないように。 

ぺテロの手紙Ｉ 3章10節 (ALIVE訳より一部強調)

「人生を楽しみ、幸福な日々を送る」という生き方と、「ポジティブな思いを抱
き、ネガティブなことばを口にしない」という生き方とは、互いに関連していること
を、このことばは明確に語っています。

あなたがどれだけネガティブな人であっても、またどれだけ長い間、ネガティブ
な考え方をしてきたとしても、あなたは必ず変わることができます。なぜなら、この
私が変われたのですから。以前は、手がつけられないほどのネガティブ人間だった
私が、完全に変えられたのです。そのためには、もちろん時間もかかったし、聖霊の
助けもたくさん必要でした。でも、それだけの価値は大いにありました。

あなたにとっても、やってみる価値は必ずあります。だから、何があっても神様
に信頼してください。そしてポジティブにいこうではありませんか！邪悪な予感に気
を取られ、あなたの視野を曇らせてはいけません。むしろ、そんな予感は蹴散らし
てしまいましょう。無敵で力強いイエスの名によって！



何事も心配しないで、どんな時でも神に祈りなさい。そして、祈りに答えてくださ
る神に感謝しましょう。そうすれば、人間の理解をはるかに超えた、すばらしい神の
平安を経験します。キリスト・イエスにあって、その平安はあなたがたの心と思いを
静め、安らかにしてくれるのです。

ピリピ人への手紙 4章6-7節 （リビングバイブル）

かつて私は、「それまで信じていたことが、ある日突然信じられなくなる」という
奇妙な経験をしたことがあります。なぜ急に信じられなくなってしまったのか、その
理由がわからないまま、ただ頭が混乱するばかりでした。そのような状態が長引く
につれ、ますます私は混乱していきました。まるで、神様を信じることができない不
信仰な思いが、自分の中で急激に広がったかのようでした。そしてついには、自分
のミニストリーに対する情熱さえも疑うようになったのです。神様から与えられたビ
ジョンが、すべて消え去っていくかのように感じられ、とても惨めな気持ちでした。
不信仰は、私たちにそんな惨めな思いをさせるのです。心の活気が失われ、どんな
に頑張っても、神様を信じることができなくなってしまったかのようでした。

そんな中、私の心の奥底から「思考を縛る霊」という言葉が、2日間続けて聞こ
えてきたのです。最初の日は、そのことについてあまり深く考えることはありません
でした。しかし、2日目になると、人々のために祈ろうとした途端、また「思考を縛る
霊」という言葉が聞こえてきたのです。しかも、今回は4、5回続けて！突然やってき
た不信仰な感情に混乱していた私にとって、聞き慣れない「思考を縛る霊」という
言葉は、面白いことに不思議と腑に落ちました。

第6章

思考を縛る霊
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自分たちのミニストリーを通して、今まで数え切れないほど多くの人々と関わり
合い、彼らに手を差し伸べてきました。その中でも特に気付いたのが、思考の面で
問題を抱えている人の数の多さです。それを思い出し、「キリストのからだであるク
リスチャンたちが『思考を縛る霊』から守られるように祈りなさい。」と、聖霊が自分
を導いているのだと感じ始めました。そこで、私はすぐにイエスの名によって「思考
を縛る霊」に対抗して祈り始めました。わずか2、3分祈ると、ものすごい解放が私の
内側に起こるのを感じたのです。それはまさに、劇的な出来事でした。悪霊がコソコ
ソと自分の周りをうろついているなんて、考えただけでもゾッとしますよね。でも、
悪霊は確かに存在するのです。聖書の中でも、イエスは悪魔を名指しで呼び、今す
ぐ出ていくようにと命じています。

思考を縛る霊から解放された

　私はこれまで、神のことばを信じて告白することによって、徐々に解放を体験
してきました。ヨハネの福音書8章31、32節で、イエスは「あなたがたが私の教えに
従いつづけるなら、仲間だと認めよう。あなたがたは真理を悟り、その真理があなた
を自由にする！」（ALIVE訳）と語りました。また、詩篇107篇20節には、「主のひと声
で病気はたちどころに治り、死の入口から引き上げられました。」（リビングバイブル)
とあります。

しかしこの時は、瞬間的に私の思考に何かが起こったのを感じたのです。祈る
前までは、どうしても信じられなくなってしまったことがいくつかありました。しかし、
思考を縛る霊に対して祈った直後には、またすんなりと信じることができるようにな
ったのです。

それでは、もう少し詳しくお話しましょう。思考を縛る霊の攻撃を受ける前の私
は、聖書で語られた神のことばによってこう信じていました。「私はミズーリ州フェン
トン出身の無名の女性。でも、その事実が、私の人生やミニストリーに影響を及ぼす
ことはない（ガラテヤ人への手紙 3章28節より）。やがて時が来たら、神様が私のた
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めに門を開いてくれる。その門は、誰の手によっても決して閉ざされることはない（ヨ
ハネの黙示録3章8節より）。そして、私は神様が与えてくれた解放のメッセージを、
世界中のいたるところで語るようになる。」

さらに、「ラジオやテレビなどのメディアを通して、いつかアメリカ全土に神様の
救いを伝えるようになる」とも信じていました。このように大きな夢を抱けたのは、
私が偉大だからではなく、こんな私でも用いることのできる神様が偉大だからです。

「この世でりっぱな者とされている人々を当惑させるために、弱い者や愚かな者と
されている人々を、神様はあえて選ぶのだ」ということも、聖書を通して知っていま
した(コリント人への手紙Ⅰ1章27節より）。また、病人をいやすために、神様は私を用
いるようになることも信じていました。そして、自分の子どもたちもみな、神様の働き
のために用いられる日が来ると信じていました。これらひとつひとつの素晴らしい
夢を、私の心に与えてくれたのは神様です。理屈では理解しがたいような夢だった
のかもしれません。でも、神様がくれたこれらの思いは、いつかきっと実現すると信
じていました。自分の理性を超えるような信仰を、神様は私に与えてくれたのです。

しかし、思考を縛る霊に攻撃されてからというもの、そのほとんどを信じること
ができなくなってしまいました。代わりに、こう考えるようになったのです。「たぶん、
あれは全部、私が考え出した妄想よ。ただの思い込みに過ぎない。実現なんてする
はずないわ。」しかし、その悪霊が去った後は、信じる力が一気に戻ってきたので
す！この経験を通して気付いたのは、私たちの思考に対して、いかに悪魔が激しく
戦いを挑んでいるかということです。私たちの思考をコントロールできれば、私たち
の人生そのものをコントロールできるということを、悪魔はよく知っているのです。

ですから、あなたの心の状態に、どんな時も目を向けていてください。そして、あ
なたの心がいつも自由で、平安で、信仰に満ちているように心がけましょう。
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信じる決断

また、弱っていて、なんと祈ったらよいかさえ、分からないとき、神の魂（聖霊）は
私たちに代わり、ことばにも表せられないほどの心のうめき声を助けの祈りとして神
へと求めてくれる。

ローマ人への手紙 8章26節 （ALIVE訳より一部強調）

あなたがクリスチャンであるなら、信じると決断する術を身につけなければなり
ません。頭では理解できないようなことも信じるために、神様は私たちに信仰を与
えてくれます。その信仰は、聖霊によって生み出されるのです。人間は、「すべてを頭
で理解したい」と望みますよね。「なぜ？」「いつ？」「どうやって？」を理解しなければ
落ち着かないのです。だから、頭で理解できないようなことは信じるべきでないと、
私たちの理性は拒否反応を起こすのです。

心では正しいとわかっているのに、理性と思考がそれに反発している…。私た
ちが頻繁に直面する状況なのではないでしょうか。

私の場合、神のことばである聖書が語っていることや、神様が私に与えてくれた
rhema（レーマ：ギリシャ語で『啓示のことば』の意味。神様が自分に語ったことば、
もしくは与えた約束）を信じる決断は、すでに遠い昔にしていました。たとえ、「なぜ
そうなのか」、「いつそうなるのか」、あるいは「どのようにそうなるのか」がわからな
くても、神様の約束は必ず実現すると信じる決断をしたのです。神様の子どもであ
る私たちに与えられている特権のひとつは、「不可能を可能にする信仰」なのです。

しかし、この時の私が経験した不信仰との戦いは、「信じる決断をするかしない
か」というようなレベルではありませんでした。思考を縛る霊に捕らわれ、どうしても
自分自身を信じさせることができなかったのです。

感謝すべきことに、神様は聖霊を通して、どのように祈るべきかを教えてくれま
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した。そして、それに従って祈り始めると、すぐに神の力が私の内に広がっていった
のです。

あなたが今この本を手にしているのは、偶然ではありません。そうなるように、
神様が導いたのです。あなたも、昔の私と同じような問題に悩んではいませんか？
もしそうだとしたら、ぜひ力強いイエスの名によって祈ってください！イエスの血潮
の力によって、神様の思いを見えなくさせる悪霊に対抗していくのです。心がくじけ
て信じることができなくなるたびに、「思考を縛る霊」に対抗して、何度でも祈れば
良いのです。たった一度だけではありません。困難に直面するたびに、何度でも祈
って良いのです。

前進し続ける限り、悪魔は私たちに向かって火の矢を投げ続けます。悪魔はあ
きらめることなく、これからも私たちを攻撃し続けることでしょう。だからこそ、ヤコブ
の手紙1章2-8節を思い出し、信仰の盾を掲げるのです。そして、試練の時には神様
に知恵を求め、どうするべきか道を示してもらいましょう。

私はその時、これまで経験したことのないような悪魔からの火の矢を受けて、ど
うしたらいいのかわかりませんでした。しかし、神様は私に祈り方を教えてくれまし
た。それによって、私は解放されたのです。

だから、あなたも必ず解放されます！



わたしは、あなた（神）のさとしを思い、あなたの道［すなわち、あなたの教えとい
う標識に導かれた人生の旅路］に目をとめます。

詩篇 119篇15節 （口語訳より一部強調）

神のことばである聖書は、私たちが考えるべきことについて教えてくれます。この
詩篇の作者は、「神様のさとしを思う」と語っています。つまり、「神様の道と神様の教
えに思いを巡らせ、それについてじっくりと考えることに時間を費やす」というので
す。また、詩篇1篇3節において、彼はこう記しました。「（神に思いを巡らす）その人
は、川のほとりに植えられた、季節が来ると甘い実をつける木のようです。［手入れも
しっかりと行き届いています。］その葉は決して枯れず、その人のすることは、みな栄
えます。［そして、立派に成熟した木へと成長し続けます。］」（リビングバイブルより一
部強調）

神のことばである聖書に思いをはせるのは、とても良いことです。神のことばに
時間を費やした分だけ、そこからより多くの収穫を得ることができるのです。

何を考えているかに注意しよう！

また彼らに言われた、「聞くことがらに注意しなさい。あなたがたの量るそのはか
りで、自分にも量り与えられ、その上になお増し加えられるであろう。［つまり、神のこ
とばである真理に耳を傾ければ傾けるほど、あなたの徳は高められ、知識は増し加
えられるだろう。］」

マルコの福音書 4章24節 （口語訳より一部強調）

第7章

今何を考えているのか考えてみる
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なんと素晴らしい約束でしょうか！時間をかけて神のことばを読み、聞き、それ
について思いを巡らせ…。それをすればするほど、私たちはより多くの「力」と「能
力」を神様から受け取り、聖書への理解がさらに深められるというのです。要する
に、「私たちが神のことばに費やした分だけ、神のことばから受け取る分も増えるの
だ」と、この聖書箇所は語っているのです。

ここで、「神のことばに思いを巡らせ、それについて考えた分に応じて、自分が
受け取る『徳』と知識の量が決まる」と書かれている部分に、特に注目してください。

ギリシャ語の単語であるdunamis（デュナミス）は、KJV訳の中では「力」と訳さ
れています。この単語を『ヴァイン聖書語源辞典』で調べてみると、「徳」という意味
も含まれていることがわかります。また、『ストロング新コンコルダンス完全版』で調
べてみると、「能力」という意味も同時に持つことがわかります。聖書を深く掘り下げ
て、さらに学ぼうとする人は多くありません。それが、クリスチャンとして本当の勝利
を体験できない原因のひとつなのです。しかし、なぜ勝利を体験できないのか理
由がわからないまま、多くのクリスチャンたちは首をかしげているのです。

実のところ、ほとんどの人は、神のことばに対して熱心に取り組んでいません。カ
ンファレンスや集まりに足を運び、聖書の教えを受け取っている人はたくさんいま
す。また、礼拝などのメッセージCDを聞いたり、たまに聖書を読んだりしている人も
多くいるでしょう。しかし、神のことばに思いを巡らせ、生活の中心に神のことばを
置いている人は、実際にはとても少ないのです。

肉体は、基本的に怠け癖を持っています。ほとんどの人は、努力せずに何かを
得たいと願っているでしょう。しかし、そんな都合の良い話などあるわけないので
す。もう一度言います。自分が時間を費やした分だけ、神のことばから得るものがあ
るのです。



65

第7章 - 今何を考えているか考えてみる

神のことばに思いを巡らす

なんと幸いでしょう。（祝福と幸運で満ち、うらやましいほど富んでいることでしょ
う。）悪者のたくらみに耳を貸したり、［自分の思い通りに突き進まず、悪の道に従う
ことなく、］罪人といっしょになって神のことをさげすんだり［文句を言ったり］しない
人は。その人は、主がお望みになることを何でも喜んで行い、いつも、主の教え（神
が示されること）を思い巡らしては、［それについて黙想し、学ぶことで、］もっと主の
みそばを歩もうと考えます。

詩篇 1篇1-2節 （リビングバイブルより一部強調）

「meditate（思い巡らす、黙想する）」という単語を、『ウェブスター辞典』で調べ
てみると、「①思案する、熟考する②心の中で計画し、意図する」という意味があるこ
とがわかります。また、『ヴァイン聖書語源辞典』によると、「meditate」の意味は次の
ように記されています。「～を気にかける、～に注意を向ける、～を練習する、～に熱
心になる。」「ただ一度きりではなく、『繰り返し』『何度も』それをするという意味があ
る。例えば、『繰り返し～を練習する』『何度も～に注意を向ける』など。」「他に、熟考
する、想像する、予めよく考えるなど。」

箴言4章20節に、「わが子よ。私のことばをよく聞け。私の言うことに耳を傾け
よ。」（新改訳）とあります。先ほどの「meditate」の定義を用いて、この聖書箇所を
言い換えると、次のようになります。「神のことばに思いを巡らせ、深く考え、まっす
ぐに向き合い、繰り返して心の中でイメージすることで、神のことばに心を傾けな
さい」。つまり、神のことばを自分の人生に実現させたいと願うなら、神のことばに
ついて考える時間を設けることは必要不可欠だということです。

「継続は力なり」という古いことわざを聞いたことはありますか？ある分野で卓
越したスキルを得るためには、何度も繰り返し練習するものです。それは、神様と共
に歩む人生においても同じなのではないでしょうか。
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「神様のことばに思いを巡らすこと」こそが成功の秘訣

この律法の書をあなたの口から離すことなく、昼も夜もそれを思い、そのうちに
しるされていることを、ことごとく守って行わなければならない。そうするならば、あ
なたの道は栄え、あなたは勝利を得るであろう。

ヨシュア記 1章8節 （口語訳）

もし、あなたがする事すべてにおいて成功し、栄えることを望むなら、昼も夜も
神のことばを思い巡らせなさいと聖書は語っています。

日常の中で、あなたは神のことばについてどれくらい考え、それについて思い巡
らせていますか？この質問に正直に答えるならば、あなたが今抱えている様々な問
題の原因が見えてくるかもしれません。

以前の私は、自分が何を考えて毎日を過ごしているかなど、まったく気にもせず
に生きていました。どんなことでも、頭に思い浮かぶままに思い巡らせていたので
す。その頃の私は、サタンが自分に悪い考えを吹き込んでくるなどとは思いもしま
せんでした。だから、隙だらけだった頭の中を巡っていたのは、サタンが私に吹き込
んだうそや偽りか、考える価値もないようなくだらないことばかりでした。私の思考
をコントロールすることで、サタンは私の人生そのものをコントロールしていたの
です。

「今何を考えているのか」について考えてみよう！

私たちもみな、以前はほかの人たちと変わらなかった。その生活ぶりは、心にあ
る悪を反映したものだった。欲望や悪意のおもむくままに、あらゆる悪事を重ねてい
たのだ。

エペソ人への手紙 2章3節 （ALIVE訳）
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パウロはここで、生まれながらに持ち合わせている肉体的な性質にコントロー
ルされたり、その衝動や欲望に従わないようにと警告しています。

以前の私は、クリスチャンであるにもかかわらず、多くの問題を抱えていました。
頭の中に浮かぶ考えや思いを、コントロールできなかったためです。いつでも考え
事はしていたのですが、そこから何か前向きなものが生まれるような、価値のある
ことは何も考えてはいませんでした。

そうです！私は自分の考え方を変える必要があったのです！

「思考という名の戦場」があることに気付き始めた頃、神様はあることばを私に
語ってくれました。そのひとことが、私にとっての大きな転機となったのです。それ
は、「今何を考えているのかについて、考えてみなさい。」というものでした。言われ
た通り実行してみると、自分が抱える数々の問題の原因がすぐさま見えてきたので
す。

私の頭の中は、ごちゃごちゃに混乱していました！

なぜなら、間違ったことばかり考えては、それについて思い巡らせていたからです。

長年に渡り、私は教会の礼拝に参加してきました。しかし、そこで聞いたメッセ
ージについて、後から思い返したことはほとんどありませんでした。右耳から左耳へ
と、ただ聞き流していたのです。また、毎日聖書を読んではいましたが、その内容に
ついて思い起こすことなどありませんでした。つまり、私は神のことばに心を向けて
いなかったのです。それについて思い巡らせたり、掘り下げて考えようとしたことは
ありませんでした。自分が時間を費やさなかった分、そこから返ってくる徳や知識
は、ほんの少しだけだったのです。
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神様の働きに思いを巡らす

神よ。私たちは、あなたの宮の中で、あなたの恵みを思い巡らしました。
詩篇 48編9節 （新改訳）

詩篇の作者であるダビデは、神様の素晴らしい働き（mighty acts of God）のす
べてに思いを巡らすことについて、多く語っています。神様の力強い名前に思いを
はせ、神様の憐み深さを知り、神様の大きな愛を思い起こして、それをじっくりと味
わうというのです。

　ダビデは、人生のどん底にいた時に詩篇143篇4-5節を書きました。

「それゆえ、私の霊は私のうちで衰え果て、［憂うつに包まれ、］私の心は私のう
ちでこわばりました。私は昔の日々を思い出し、あなたのなさったすべてのことに思
いを巡らし、あなたの御手のわざを静かに考えています。」（新改訳より一部強調）

この聖書箇所からわかることは、憂うつで悲しみにくれるような日であっても、
ダビデは目の前の問題に捕らわれ、物思いにふけることはなかったということで
す。むしろ、昔の日々を思い出し、神様がしてくれた素晴らしいわざに目を向けよう
と、自らの意志で選択したのです。つまり、「ダビデは良い事に目を向け、それに思
いをはせる」ことで、憂うつを克服したのです。

どうか、次のことを決して忘れないでください。

「あなたの思考は、あなたが勝利ある人生を送るための重要な役割を担って
いるのです。」

もちろん、私たちの人生に勝利をもたらすのは、神のことばを通して働く聖霊の
力によってです。しかし、その力が完全に働くために、私たちが全うしなければなら
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ない大きな役割があります。その役割とは、「自分自身の考えや思いを、神様とその
ことばに一致させる」ということです。もしそれを拒み、代わりにくだらないことばか
りを考えているなら、決して勝利を体験することはありません。

心の一新によって変えられる

（この時代の）世間の人たちの生活態度や習慣をまねてはいけない。［それら
は、表面的で空っぽな習慣に過ぎない。］むしろ、すること考えることすべての面で［
新しい理想と姿勢を身に付け］、生き生きとした、全く新しい別人となるのだ。（変え
られるのだ。）そうすれば、神の道がどんなに自分を満足させてくれるか、わかるよう
になる。［何が良くて、神に受け入れられることなのか、神の目から見たあなたのた
めの完璧な計画を知ることができるようになる。］ 

ローマ人への手紙 12章2節 （ALIVE訳より一部強調）

私たちに対する神様の完全な計画を見たいなら、心を一新すれば良いと使徒
パウロは語っています。では、どんな心へと一新させれば良いのでしょうか？「神様
の考えと一致した思考を持つ心」へと一新させれば良いのです。このように、新しい
考え方を身につけていくプロセスの中で、神様がデザインしてくれたベストな自分
へと、私たちは少しずつ変えられていきます。自らの十字架の死と復活によって、私
たちが新しい人間に変えられることをイエスは可能にしてくれました。しかし、それ
を体験するためには、心の一新というプロセスを通る必要があるのです。

混乱を避けるために、ここでひとつ確認したいことがあります。「正しい考え方を
すること」と「救い」には、何の関係もありません。「救い」は、ただイエスの血潮と十
字架の死、そして復活によってのみ与えられるのです。イエスを救い主として受け
入れ、天国に行った人たちは大勢います。しかし、その中には、神のことばによって
自分の心を一新しなかった人たちも大勢いるのです。そのために、地上で勝利の内
に生きることも、神様の完璧な計画を味わうこともなく、彼らはこの世を去っていき
ました。
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長年に渡り、私もそのような人間のひとりでした。彼らと同じように、私もキリス
トを信じて新しく生まれ変わり、天国に行く保証を受け取っていました。教会にも通
い、教会生活の様々な形式事も、きちんとこなして生活していました。でも、私の人
生には、本当の意味での勝利はありませんでした。なぜかというと、いつも間違った
ことを考え、それらを頭の中に思い巡らせてばかりいたからです。

こんな風に考えてみよう

真実なこと、良いこと、正しいことに注目しなさい。きよいこと、愛すべきことにつ
いて思いめぐらし、他の人の長所に目をとめなさい。神を喜び、賛美することばかり
を考えなさい。

ピリピ人への手紙 4章8節 （リビングバイブル）	

私たちが何を考えるべきかについて、聖書はわかりやすくアドバイスしていま
す。それらの聖書箇所からはっきりとわかるのは、私たちは「良いこと」を考えるべ
きだということです。つまり、「自分を引き下げるようなこと」ではなく、「自分を建て
上げるようなこと」について、思い巡らすべきなのです。

私たちが頭の中で考えていることは、その時の態度や気分に大きく影響します。
神様が私たちに語りかけるすべてのことは、私たちの人生にプラスとなることです。
何が私たちを幸せにして、何が私たちを惨めにするのか、神様はよく知っています。
いつも頭の中で間違った考えばかり思い巡らせているなら、その人は惨めな気分
になるでしょう。これは私の個人的な経験から言えるのですが、惨めな思いで生き
ている人は、自分の周りにいる人たちをも惨めな気持ちにさせるのです。

日頃から、心の棚おろしを習慣づけてみてください。「あれ、私、今何について考
えてたんだろう？」と自分に問いかけ、思考パターンを自己点検してみましょう。

自分が考えていることに目を向けるのは、とても意味のあることです。なぜなら、
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人を騙すのが得意なサタンは、私たちの思考を操る隙をいつも狙っているからで
す。自分の惨めさや問題の本来の原因から、私たちが目をそらすようにサタンは仕
向けてきます。そして、あたかも原因は別にあるかのように、私たちの頭の中にうそ
を吹き込むのです。そのため多くの人は、不幸の原因は自分の環境（周囲の状況）
にあると考えます。しかし、その本来の原因は、自分の内側（考え方）にあるのです。

かつての私は、ずっとこう思い込んでいました。「周りの人たちが自分にしてきた
こと、もしくはしてくれなかったことのせいで、私はこんなにも不幸なんだ。」実は、
私が惨めなのは夫と子どもたちのせいだと、その頃の私は本気で信じていました。

「夫や子どもたちがあんな風じゃなければ」、「もっと私のニーズに敏感に応えてく
れたら」、「もっと家事を手伝ってくれたら」、私はもっと幸せになれたはずなのに…
と本気で思っていたのです。そんなことばかり考える生活を、何年も送っていまし
た。そして、ついに気付いたのです。どんな環境の中にあっても、正しい心の態度さ
え持ち続けていれば、不幸な人生など歩まずに済むのだということに。つまり、私を
惨めにしていたのは、環境ではなく、私の内側にうごめく様々な思いだったのです。

最後にもう一度言わせてください。「自分が今何を考えているかについて考えて
みて！」そうすれば、自分の問題の根源を理解して、速やかに自由への道を歩き始
めることができるのです。



第2部

心の状態



しかし、驚くべきことに、実際に私たちイエスの信者（クリスチャン）は、まさに救
世主キリストの思いと心の一部を共有しているのだ。

コリント人への手紙Ｉ 2章16節（ALIVE訳）

あなたの心は、今どのような状態ですか？ 

心の状態は、常に移り変わるものです。穏やかで平安だと思っていたら、急に心
配と不安でいっぱいになったり…。絶対的な確信があって決意したことでも、しばら
くするとその確信が薄れ、次第に不安で心が揺らぎ始めたり…。そんな経験を、誰
もが一度はしたことがあるはずです。

みなさんと同じように、私にもそんな経験があります。何の疑いもなく神様を信
じることができる日もあれば、疑いと不信仰の嵐が吹き荒れるような日もありまし
た。

心の変動があまりにも激しいので、「正常な心の状態」とは何かを知りたいと、
私は考えるようになりました。「正常な心の状態」が何なのかがわかれば、「正常で
はない心の状態」をすぐに察知できるようになります。異常な思考パターンが回り
始めたら、すぐに対処できるように、心の準備をしておきたかったのです。

たとえば、キリストを信じる私たちにとって、批判的で、人をすぐに裁いたり、疑
ってばかりいるような心の状態は、正常の反対、つまり異常であると考えるべきで
す。しかし、以前の私にとっては、それが普通の心の状態でした。長い間、異常な心

第2部

心の状態 - イントロダクション
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の状態にどっぷりと浸っていたため、それが当たり前になってしまったのです。もち
ろん、そんな風になってはいけなかったのですが…。「異常」を「普通」と考える心の
状態が原因となり、私の人生には多くの問題が溢れていました。しかし、自分の考
え方が間違っているだなんて、当時の私には見当もつかなかったのです。

また、「自分の考え方を変えることができる」という発想すら、私にはありません
でした。クリスチャンになってからすでに数年が経っていましたが、思考パターンに
ついて、またクリスチャンとしてどのような心の状態を保つべきかについて、誰から
も教えられたことはありませんでした。

キリストを信じると、その瞬間に私たちの霊は新しく生まれ変わります。しかし、
私たちの心と思考は、それと同時に新しく生まれ変わるわけではありません。心と
思考は一新されなければ、生まれ変わらないのです（ローマ人への手紙12章2節よ
り）。すでに何度もお話ししたように、心と思考の一新には時間がかかります。この本
を読み進めるうちに、もしかしたらあなたは、自分の心の異常な状態に気付くかもし
れません。そして、「キリストの救いを受け取ったクリスチャンなのに、私の心の状態
には異常があるだなんて！」とがっかりするかもしれません。しかし、落ち込む必要な
どないのです。なぜなら、自分の問題をしっかりと認識することが、回復への第一歩
なのですから。

数年前から、私は神様との関係を真剣に追い求めるようになりました。それをき
っかけに、「私の抱える問題の根本的な原因は、間違った思考パターンにある」とい
うことを神様が示してくれました。その頃の私の頭の中は、本当に混乱そのもので
した！今から思えば、私の思考が良い状態にあったことなんて、ほとんどなかったの
ではないでしょうか。仮に、良い状態の時があったとしても、それが長続きすること
はありませんでした。

私は、間違った思考パターンに、どっぷりとはまってしまっていたのです。それに
気付けば気付くほど、私はただ愕然とするばかりでした。それからは、頭の中に入っ
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てくる間違った考えを、意識的に追い出すよう心がけるようになりました。初めの頃
は、追い出したはずの考えが、すぐに頭の中に戻って来てばかりいました。しかし、
それを繰り返していく中で、自由と解放が少しずつ訪れるのを体験したのです。

あなたが心と思考を一新しようとするたびに、サタンは激しい戦いを挑んでき
ます。しかし、そこでめげないで、前進し続けることが大切なのです。目に見える勝
利を勝ち取るまで、祈り続け、神のことばを学び続けることが成功の鍵なのです。

では、どのような心の状態が正常だと言えるのでしょうか。あれこれと思いを巡
らせ、心が落ち着かない状態でしょうか。それとも、落ち着いて、目の前のタスクに
集中できる状態でしょうか。腹を立て、混乱している状態でしょうか。それとも、心
に平安があり、自分の進むべき方向性を理解している状態でしょうか。疑いと不信
仰に満ち、不安と心配で恐れおののいている状態でしょうか。それとも、すべての
悩みを神様に委ね、神の子としての特権の内に生きている状態でしょうか（ペテロ
の手紙Ｉ5章7節より）。

神のことばによると、私たちには「キリストの心」が与えられています。イエスが、
神の子としてだけではなく、肉体を持ったひとりの人間としてこの地上を歩んだ時、
どのようなことを思い、考えていたと思いますか？

これから「思考という名の戦場」第2部を読み進めていく上で、心の中で絶えず
祈り続けてください。そうすれば、あなたの目は開かれるはずです。そして、「イエス
の弟子として勝利ある生活を送る」と決心した私たちにとって、何が正常で何が異
常な心の状態なのか、はっきりと見分けることができるようになるでしょう。



私はいつも栄光なる父に祈っている。我らの主イエス・キリストの神へ。あなた
がたに神の霊が与えられるように。[まだ見ぬ隠された]神の真理を教え、理解する力
を与えてくれるのは神の霊。それもこれも、さらに父さんと親密になるためだ。[深く、
密な真理に対して、]あなたがたの心の目を明らかにしてくれるように。そうすれば神
が呼んでいる将来がどんなものかがわかる。神より(特別に)選ばれし人に約束され
た将来がどれだけ輝かしいか。

エペソ人への手紙 1章17-18節 （ALIVE訳より一部強調）

パウロはここで、「（私たちの）心の目」が明らかにされることによって、さらに知
恵が与えられるようにと祈っています。この箇所について詳しく調べてみた結果、心
の目とは「知性（mind）」、すなわち、思考を指揮する心の部分を指していると考え
られます。つまり、知性は心の一部なのです。

それでは、クリスチャンである私たちの心は、どのような状態であるべきでしょう
か？信仰を持つ私たちにとって、正常な心の状態とはどのようなものでしょうか？そ
の質問の答えを探るために、まず「心（知性）と霊の働きの違い」を見ていきましょ
う。

神のことばである聖書によると、心（知性）と霊はつながっています。これを「心(
知性)と霊の補い合いの法則」と、私は呼んでいます。

この法則をよりよく理解するために、クリスチャンの生活の中で、この原則が実
際にどう作用しているのかを見ていきましょう。

第8章

正常な心の状態って？
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心(知性)と霊の補い合いの法則

人が何を考えているか、その人が実際にどんな人間であるか、本人以外にはわ
かりません。（それを知ることも、理解することもできません。）同様に、神の考えを知り

（、理解し）うるのは、神の霊以外にありません。
コリント人への手紙Ｉ 2章11節 （リビングバイブルより一部強調）

私たちがキリストを救い主として受け入れた瞬間に、聖霊が私たちの内に宿り
ました。聖霊は、神様の心を良く知る存在であると、聖書は教えています。その聖霊
が私たちの内側に住み、神様の知恵と啓示をダイレクトに授けてくれるのです。「そ
の人の内に宿る霊だけが、その人の思いや考えを知る唯一の存在」であるのと同
様に、「神の霊である聖霊だけが、神様の思いや考えを知る唯一の存在」なのです。

神様の思いや考えを知る唯一の存在である聖霊が、私たちの内に宿っている
わけですから、神様の知恵と啓示を私たちに示すことが、聖霊の使命のひとつなの
だと聖書は語っています。知恵と啓示を授かった私たちの霊が「心の目」を開かせ、
知性で理解できるよう働きかけます。そのプロセスを経て、「霊的なレベル」で与え
られた知恵や知識を、私たちは「日常的なレベル」で理解できるようになるのです。

正常？それとも異常？

クリスチャンである私たちは、「霊的な存在」であると同時に、この自然界に生き
る「普通の人間」です。「人間的なもの」は、必ずしも「霊的なもの」を理解できるわけ
ではありません。ですから、私たちに神様からの光が当てられ、心の目が開かれなけ
れば、霊的なレベルで起きていることを理解することはできないのです。聖霊は、私
たちに光を与え、神様からの啓示（情報）を知性で理解できるよう助けたいと願って
います。しかし、私たちの心はあらゆる雑念にとらわれているため、聖霊のサインを
見逃してしまうことが多いのです。余計なことばかり考えて余裕のない心は「異常な
状態」です。しかし、心に余裕があり、安らいでいるなら、それは「正常な状態」だと言
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えます。（休息しているのであり、空っぽな状態ではありません。）

私たちの心は、理屈や心配、不安や恐れなどに支配されるべきではありません。
いつも穏やかで、落ち着いた状態でなければならないのです。この本の第２部を
読み進めていく上で、「異常な心の状態」に関する理解が、あなたの中でより深まる
はずです。それを知れば知るほど、もしかするとあなた自身も、そんな状態に陥るこ
とがあることに気付くかもしれません。

どんな時にも「正常な心の状態」を保つのは、とても大切なことです。だから、こ
の章で描かれている「正常な心の状態」を理解することから、まず始めてみてくださ
い。

そして、「正常な心の状態」をあなたの「普段の心の状態」と比べてみてくださ
い。そうすれば、日常生活の中で、聖霊の語りかけが少ないと感じる理由がわかる
かもしれません。また、知恵や啓示が足りないと感じる理由が見えてくるかもしれま
せん。

聖霊は、私たちの心に光を当てたいと願っています。聖霊は、神様から受け取
った啓示(情報)を、人の霊の内に与えます。もし、「霊」と「知性」がお互いに補い合
っていて、理解を共有しているなら、その人は神様からの知恵と啓示の内を歩むこ
とができるのです。しかし、心がいつも忙しい状態で、落ち着きを失っているとした
ら、その人の霊を通して神様が語ろうとしていることを、ことごとく見逃してしまうで
しょう。

ささやくような細い声

すると、「外に出て、山の上でわたしの前に立ちなさい」と主のことばがありまし
た。と、その時、主が通り過ぎ、激しい風が山を直撃し、岩が砕け落ちました。しかし、
風の中に主はいませんでした。風のあとに地震が起こりましたが、そこにも主はいま
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せんでした。地震のあとに火が燃えましたが、火の中にも主はいませんでした。火の
あとに、ささやくような細い声が聞こえてきました。

列王記Ｉ 19章11-12節 （リビングバイブル）

私は何年もの間、「内側に住む聖霊を通して、神様の啓示を与えてください。」と
祈ってきました。その祈りは、聖書の教えに則った願いです。「求めるなら必ず与え
られる」という聖書の教えを信じ、確信をもって祈っていました。それなのに、知恵
と啓示が足りない日々が終わることはなく、自分は「霊的落ちこぼれ」なのではな
いかと感じるようになりました。しかし、ある日やっと気付いたのです。実際には、聖
霊が私に啓示を与えようとしていたことに！そのチャンスを逃していたのは、ほかで
もない私自身でした。変動が激しく、落ち着かない心の状態が続いていたせいで、
神様が与えてくれる啓示(情報)をことごとく見落としていたのです。

では、こう考えてみてください。2人の人が同じ部屋にいます。そのうちの1人が、
別の1人に向かって、小さな声で秘密を伝えようとしています。しかし、部屋の中は
騒がしく、相手の声を聞き取ることができません。どんなに秘密をささやき続けて
も、騒音が邪魔をして、それを待っているもう1人の耳には届かないのです。よほど
注意して耳を傾けていないと、自分に向かって誰かが何かを伝えようとしているこ
とにすら気付かないかもしれません。

神の霊と私たちの霊のコミュニケーションも、これと同じです。聖霊は、とても穏
やかな性質を持っています。そのため、先ほどの列王記Ｉ19章で、預言者エリヤに
語ったのと同じように、「ささやくような細い声」で私たちにも語りかけるのです。そ
の声を聞き逃さないためには、どんなささやきでも聞き取れる、穏やかな心の状態
を保ち続けることが必要なのです。
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霊と心(知性)

ではどうすればよいのでしょう。私は［内に宿る聖霊に導かれて］霊において祈
り、また知性と理解においても祈りましょう。

コリント人への手紙Ｉ 14章15節 （AMP訳より直訳）

「知性と霊の補い合いの法則」をより深く理解するためには、まず祈りについ
て考えることをお勧めします。コリント人への手紙Ｉにあるこの箇所の中で、使徒パ
ウロは「霊においても知性においても祈る」と語っています。

その意味が、私にはよくわかります。なぜなら、私自身も、パウロと同じように祈
っているからです。私は霊によって（私の知らないことばである異言によって）頻繁
に祈ります。しばらくそのように祈っていると、自分の理解できる言語（私にとっては
英語）で、祈りの課題が心に浮かんできます。これこそが「知性が霊を補っている様
子」であると私は思うのです。つまり、知性と霊が共に働くことで、「霊的なレベル」に
ある神の知識と知恵の語りかけを、「日常的なレベル」で理解することができるの
です。

また、それが逆に働くこともあります。ある時は「祈りたい！」と神の前に心を開
いてみても、霊の内に祈りの課題が与えられないことがあります。そんな時は、頭の
中に思い浮かぶことを、とりあえず祈り始めるのです。いろんな事や状況について
祈るのですが、時には霊の助けが感じられず、祈りが単調になることもあります。そ
して葛藤を覚えたら、今度は頭に浮かんだ別のことについて、とりあえずまた祈っ
てみるのです。

このように様々なことについて祈り続けていると、私の内に宿る聖霊が「グイッ」
と私を引き込む瞬間があります。すると、その瞬間に祈っていたことが、自分の意志
だけではなく、聖霊が祈りの課題として、自分に示しているのだと確信するのです。
このようにして、知性と霊は共に働き、互いに補い合いながら、神の思いを実現さ
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せていくのです。

異言とその解き明かし

［自分には理解できない言語である］異言を語る人は、そのことばを自分で理
解する力も与えられるように祈りなさい。そうすれば、あとで人々にわかりやすく説明
できます。もし私が、自分でも理解できないことばで祈るなら、［内に宿る聖霊に導か
れ、］霊では祈っていても、自分では何を祈っているのかわかりません。［それでは何
の実を結ぶこともなく、ほかの人の役にも立たないのです。］

コリント人への手紙Ｉ 14章13-14節 （リビングバイブルより一部強調）

知性と霊が共に働く、もうひとつの例があります。それは、異言の祈りとその解
き明かし（解釈する能力）です。もし、聖霊がくれる能力（賜物）についてまだ馴染み
がないとしたら、聖書を学ぶことで、ぜひその理解を深めてください。また、その能
力に対して、あなたの心をオープンにしてください。そして、超自然的な聖霊の能力
について、より理解が深まるよう神様に祈り求めましょう。その上で、助けとなる聖
書箇所を探してみることもお勧めします。まずは、コリント人への手紙Ｉ 12-14章を
読むことからスタートしてみてはいかがでしょうか。

私が異言で祈っても、その意味が自分や周りの人に明らかにされなければ、何
の役にも立たず、結果として知性が実を結ぶこともありません。しかし、異言が解き
明かされ、その意味が明らかにされるなら、そこから知性は実を結ぶのです。

　ここで、「異言と解き明かし」とは、「異言とその翻訳」ではないのだということ
を覚えてください。翻訳は、メッセージを1語ずつ訳したものですが、解き明かし（解
釈）は、伝えられた内容を理解し、それについて語ることです。解釈する人の個性に
より、その人なりのスタイルで表現されるのです。

それでは、例を挙げてわかりやすくお話しましょう。スミスさんという女性が、教
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会の集まりの中で立ち上がり、異言でメッセージを語ったとします。それは彼女の
霊から語られた言葉なので、内容を理解できる人はいません。時には、そのメッセ
ージの意味を、神様が私に見せてくれることもあります。しかし、だいたいの場合、
大まかな内容までしかわかりません。しかし、ここで私が、神様が見せてくれた内容
の解釈を、みんなの前で語り始めたとしたらどうでしょうか。たとえ詳細まで理解し
ていなかったとしても、私が信仰によって語ることで、みんなとその意味を共有でき
るのです。しかし、それはあくまでも、私を通して語られた私バージョンの解釈であ
り、一字一句に渡って翻訳された解釈ではありません。

聖霊によって異言で祈り、知性によってその解き明かしをする。これほど、「知性
と霊の補い合いの法則」を説明できる最高な手段はありません。霊が語りかけるこ
とを、知性が理解してくれるのです。

それでは、こんな風にも考えてみてください。スミスさんが語った異言を解釈す
る人を、神様は探しています。この時、もし私の心が忙しなく、余裕のない状態だっ
たら、神様は私を素通りして、別の人を探すでしょう。たとえ神様が自分を選んでく
れたとしても、そんな心の状態では、与えられた解釈を受け取ることはできないの
です。

私がクリスチャンとして、まだ日が浅かった頃のことです。当時、聖霊が与える能
力（賜物）について学んでいた私は、いつも異言で祈ることにこだわっていました。
そんな祈りのライフスタイルがしばらく続いたある日、自分が祈りを退屈に感じて
いることに気付いたのです。そのことを神様に打ち明けると、「それは、自分が祈っ
ている内容を理解していないからだよ。」と言われました。聖霊に導かれて祈る時、
必ずしもそのすべてを理解している必要はありません。しかし、まったく理解しない
まま異言で祈ることにこだわり続けると、バランスの偏った祈りになってしまいま
す。偏った祈りは、多くの実を結ぶことができないのです。



86

思考という名の戦場

穏やかで油断のない心

［日常生活の傾向や性格的な分野においても、］心をあなた（神）にしっかりと
結びつける人を、あなたは守り、どんな時にも完全な平安の内に保ちます。なぜな
ら、その人が自らの意志で、まず最初に自分自身をあなたに捧げ、あなたに頼り、あ
なたの内に確信と希望を見出しているからです。

イザヤ書 26章3節 （AMP訳より直訳）

ここまでの内容から、心(知性)と霊はつながっていて、補い合いながら共に働い
ていることがわかりました。心と霊は、互いに影響し合う関係にあります。だからこ
そ、心は正常な状態に保たれていなければならないのです。そうでなければ、心は
霊の働きを助けることはできません。その補い合いが機能しなければ、あなたが霊
的に満ち溢れた人生を歩むこともできないのです。

実は、サタンもこの事実をよく知っています。だから、サタンはあなたの心を攻
撃し、「思考という名の戦場」であなたに戦いを仕掛けてくるのです。サタンは、あな
たの心を間違った考えで満たし、常に平安のない状況を作ろうとします。それによ
って、あなたの霊を通して働く聖霊を邪魔しようとしているのです。

心は、いつも穏やかでなければいけません。預言者イザヤが語っているように、
正しい思いに留まってこそ、心は休息できるのです。

しかし、油断は禁物です。「負う必要のない重荷」である間違った考えを持ち続
けたままでは、心が休息することは不可能なのです。

最後に、もう一度考えてみましょう。あなたの心は、正常な状態であることの方
が多いですか？それとも、異常な状態であることの方が多いでしょうか？ 



ですから、あなたがたは、心を引き締め、身を慎み(なさい。)
ペテロの手紙Ｉ 1章13節 （新改訳）

前の章で、心に落ち着きのない状態は、正常ではないことがわかりました。異常
な心の状態とは、実はそれだけではありません。それでは、ここでもうひとつの例を
挙げていきましょう。異常な心の状態のもうひとつの形、それは「さまよい迷う心」で
す。ひとつのことに集中して向き合えない心の状態は、悪魔の攻撃を受けている印
なのです。

多くの人は、「自分の思考をコントロールする」という概念すらないまま、これま
で生きてきたのではないかと思います。そのため、心は野放しにされたまま、気の向
くままにさまよい続けてきたのではないでしょうか。

 
一般的に、集中力のなさは、その人が持つ精神面の弱さが原因であると考えら

れています。しかし、原因はそれだけではありません。気の向くまま、思いの向くまま
に心を野放しにしてきたために、心が集中力をなくしてしまったのではないでしょう
か。また、集中力のなさは、ビタミン不足の症状でもあります。ビタミンB群には、集
中力を高める働きをするものがあります。ですから、もし自分が集中力に欠けてい
ると感じるなら、日頃の食生活を見直してみるのも良いでしょう。

極度の疲労も、集中力に大きく影響します。私の経験から、疲れがひどい時こ
そ、サタンの攻撃に合いやすいことを発見しました。身体が疲れている時に攻撃す
れば、それに対抗するためのエネルギーが私たちには残っていないことを、敵はよ

第9章

さまよい迷う心
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く知っているのです。疲れた身体を攻撃され、無抵抗でいるしかない私たちは、悪
魔に抵抗できないことの理由を「自分が精神的に弱い人間だから」と思ってしまい
がちです。実は、それこそがサタンの狙いなのです。そんな風に、私たちが無抵抗に
どんなうそでも信じてしまうような状況を、サタンは作り上げたいのです。

私たちには2人の娘がいます。そのうちの1人は、子どもの頃、なかなか集中力
を保てないという問題を抱えていました。そのため、彼女にとって読書は苦手分野
でした。なぜなら、読書をする上では、集中力と読解力を同時に働かせなければな
らないからです。ほとんどの子どもたちは、読書をしたからといって、その内容まで
は理解していません。目は字面を追うことで精いっぱいで、書かれている内容を理
解するまでは、頭が追い付かないのです。大人にも、同じような困難さを抱えている
人がいます。

集中力を保てないと、読んでいる内容を理解する力も必然的に低くなります。
実は、私にも同じ経験があります。聖書や本を読んでいる最中に、突然、今まで自分
が何を読んでいたかまったくわからなくなることがあるのです。そんな時は、また最
初から読み直すのですが、さっき読んだばかりの文章なのに、それをまるで初めて
読んだかのように感じるのです。なぜかというと、先ほどまでの自分は、目では字面
を追っていても、心はどこか別の場所に行ってしまっていたのです。自分の目の前
にあるタスクに集中できなかったことで、せっかく読んだ文章も、まったく頭に入っ
てはいませんでした。

このように、低い読解力の背後には、集中力の足りなさという問題が潜んでい
ます。そして、集中力の足りなさの原因となっているのが、「さまよう心」なのです。
最近、夫のデイブと私は、友人夫妻と一緒に、アメリカ・ユタ州をドライブしていま
した。道中で突然、デイブが「自分に祝福があるように！」と言ったのを、私と友人
夫妻は耳にしました。（アメリカでは、くしゃみをすると祝福がひとつ逃げると考え
られています。ですから、「祝福が減らないように」という思いを込めて、くしゃみし
た人に「祝福があるように！」と声をかける習慣があるのです。）その瞬間、私たち
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はみんな一斉に大笑い！デイブが大きなくしゃみをしたにも関わらず、私を含め、
誰もそれに気付かなかったのです！みんなそれぞれ考え事をしていたため、身体
とは別の場所に心だけ行ってしまったかのようでした。「ごめんね、デイブ！私った
ら、セントルイスのオフィスに心だけ行っちゃってたみたい。だから、あなたのくし
ゃみに気付けなかったのよ！」と私が言うと、今度は後ろに座っていた友人が、笑
いながらこう言いました。「俺はフロリダで仕事してて気付かなかったよ！」次に、彼
の奥さんも笑いながらこう続けました。「私はダラスのオフィスで、案件処理をして
いたわ！」

私たち3人は、同時に「心だけ」別の場所へ行っていました。現実とは違う場所
へ、しかも一瞬で、心はさまよい出てしまうという現実を目の当たりにしたのです。
心ここに在らずだった私たちが「祝福があるように！」の決まり文句を言ってくれな
かったせいで、結局デイブは自分で自分を祝福する羽目になり、私たちはみんな大
笑いしました。面白い話ではありますが、それと同時に、私たち人間がいかに簡単
に集中力をなくし、目の前の現実にフォーカスできない生き物であるかに気付かさ
れた出来事でもありました。

さまよう心

自分の足に気をつけよ。[今、取り組んでいる目の前のことに心を向けよ。]
伝道者の書 5章1節 （新改訳より一部強調）

「自分の足に気をつけよ」という表現は、「バランスを失うな」「横道にそれる
な」という意味だと思います。さらに理解を広げてみると、「目の前のことに心を集
中させることで、横道にそれずに済む」という意味になるのではないでしょうか。

以前の私には、「さまよう心」がありました。だから、心がさまよわないように、自
分自身をコントロールする必要があったのです。決して簡単なプロセスではありま
せんでした。今でも時々、「さまよう心」に傾いてしまいそうになることもあります。例
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えば、あるプロジェクトに取り掛かろうとしている時に、突然、心がさまよい始め、目
の前の課題とは関係ないことばかりを考えている時があります。だから、まだ完璧
な集中力を手に入れたとは言えません。しかし、少なくとも今は、自分の心を自分で
コントロールし、自由にさまよわせてはいけないことを心得ているつもりです。

『ウェブスター辞典』によると、「wander（さまよう）」には、こんな意味があるこ
とがわかります。「①目的もなく動き回る。（放浪する）　②気ままなペースで、回り
道をする。（ぶらぶら歩く）　③普段は行かないような道を進んだり、不規則な行動
を取ったりする。（曲がりくねって進む）……⑤不透明で矛盾したことを考えたり、表
現したりする。」

もし、あなたにも私と似たようなところがあるとしたら、こんな経験をしたことは
ありませんか？教会に参加して、メッセンジャーの語ることばに耳を傾け、そこから
多くのことを学び、礼拝を楽しんでいます。しかし次の瞬間、心が突然さまよい始め
るのです。しばらくして、ふと我に返ると、その間のことを何も覚えていないのです。
あなたの身体は、教会の椅子に座っているのですが、あなたの心は、ショッピング
センターを散歩していたり、家の台所で夕食の支度をしていたりするのです。

霊的な戦いにおいては、心（知性）がまさに戦場なのです。敵は、心に戦いを仕
掛けてきます。たとえ教会に参加しても、もしそこで語られる教えに心を集中させる
ことができず、うわのそらで聞いていたら、得るものは何もありません。もし自分の
心をコントロールできず、目の前のタスクに心を集中させることができないのなら、
その人はプロジェクトを成功させることはできません。私たちの敵である悪魔は、そ
れをよく理解しているのです。

このような「さまよう心」の現象は、会話の中にも見ることができます。例えば、
夫のデイブが何かについて私に話しています。しばらくは耳を傾けて聞いていた
のに、突然、私は自分がちゃんと理解しながら聞いていないことに気付くのです。な
ぜ、このようなことが起こるのでしょうか？それは、心がさまようことを、私が許してし
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まっていたからです。身体はそこにあって、夫の話に耳を傾けているように見えるの
ですが、心は聞く姿勢を持っていなかったのです。

こんな状況になると、以前の私は「ちゃんと理解しながら聞いてるわよ！」とい
うふりをしていました。しかし今は、「もう一度言ってもらっても良い？心がどこかに
行っちゃっていて、今のところを聞き逃しちゃったの。」と正直に言うようにしていま
す。

そうすることで、心のさまよい癖と少なくとも向き合うことができます。目の前の
問題から目をそらさずに向き合う姿勢こそが、勝利するための秘訣なのです！

では、悪魔がわざわざ攻撃を仕掛けてくる理由を考えてみてください。きっと、
攻撃する価値があるほどの大切なことを、その時の自分は語られているからではな
いでしょうか。その大切なことを私が聞き逃すために、悪魔は攻撃を仕掛け、私の
心がさまよい出るように仕向けているのです。

このような攻撃に対抗するための手段として、教会の録音メッセージをぜひ活
用してください。今では、ほとんどの教会で礼拝のメッセージが録音されています。
もし、あなたがまだ教会の礼拝中に心を集中させることができないなら、録音メッ
セージを繰り返し聞いて、そのメッセージの価値をぜひ受け取ってください。

私たちの「絶対にあきらめない姿勢」を見て、逆に悪魔があきらめるのです。

自分には精神的な問題があると思い込むように、サタンはあなたに仕掛けて
きます。つまり、「私って、どこかおかしいのかもしれない。」と、あなたに思わせるこ
とがサタンの狙いなのです。しかし、精神的な問題のあれこれを考える前に、あな
たにはすべきことが残っています。それは、心のさまよい癖から卒業することです。
心だけ、気ままに街中を散歩させてはいけません。今日から、「自分の足を見守るこ
と」を始めましょう。自分が今、取り組んでいることに心を向かわせるのです。それに
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慣れるまでは、多少の練習が必要でしょう。古い習慣を捨てて、新しい習慣を身に
付けるためには、時間がかかるのです。しかし、それだけの時間を費やす価値は大
いにあります！「今を生きる」という時間は、神様がくれた最高のギフトです。しかし、
心ここに在らずの状態では、そのギフトを満喫することはできないのです。

迷う心

おまえたちがこの山に向かって、“海に入れ”と命じ、そうなると信じて疑わないな
ら、神がそのとおりにする。また、求めていることを神に祈り求め、それがすでに与え
られたと確信するなら、その通りになる！！！ ［求めていたものを、おまえは手に入れ
るのだ！］

マルコの福音書 11章23-24節 (ALIVE訳より一部強調）

あれこれと問題にぶつかるたびに、私は「～はどうなるかしら？（I wonder...）」と頻繁に
口にするようになります。

・明日の天気はどうなるかしら。
・パーティーには、何を着ていけば良いのかしら。
・ダニー（私の息子）の成績表は、どんな結果になるかしら。
・次のセミナーには、どれくらいの人が集まってくれるかしら。

「wonder」という単語を辞書で調べると、こんな風に書かれています。「（名詞）
不思議に思う感覚、あるいは疑いの気持ち　（動詞）好奇心や疑いの気持ちに満た
される」

あらゆることを想像して、「いったいどうなるのかしら？」と不安に思うより、ポジ
ティブで肯定的に考えた方が、心も晴れやかに過ごせることに気付きました。それ
からは、息子のダニーの成績を心配するよりも、良い結果を出してくれるはずと信
じることにしました。パーティーに着ていくドレスを悩むよりも、何を着るかスパッと
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決断できるようになりました。明日の天気を心配したり、セミナーにどれくらいの人
数が集まるか不安に思うよりも、神様にすべてを委ねて、どんなこともプラスに働か
せてくれると信じられるようになりました。

ちなみに…。息子のダニーについてですが、彼にとって勉強は苦手分野でし
た。学業において悪戦苦闘する様子を見て、私はいつも「彼の将来はどうなること
やら…」と感じていたのです。成人した彼の今の姿、気になりますよね？彼は現在、
ジョイスマイヤ―・ミニストリーの会長を務めています。つまり、私の心配は、すべて
時間の無駄だったのです。神様は、ダニーの将来をすでに知っていました。すべて
のことは、神様によってすでに整えられていたのです。

とは言うものの、「どうなることかしら？」と迷うのは人間の自然な反応です。し
かし、そう考えてばかりいると、人は優柔不断になり、優柔不断は混乱をもたらしま
す。あれこれと迷い、なかなか決断できず、最終的に頭の中が混乱した状態では、
信仰によって、神様から祈りの答えを受け取るチャンスを逃してしまうのです。

マルコの福音書11章23-24節で、イエスは何と言っているでしょうか。「何でも
祈って求めるなら、本当に与えられるのだろうかと不安に思いなさい。」とは言われ
ませんでした。「何でも祈って求めるなら、必ず与えられると信じなさい。そうすれ
ば、その通りになります！」と語っているのです。

クリスチャンとして、神様を「信じる」者として、私たちは疑うよりも信じるべきな
のです。



知恵が足りてないか？［それなら、神に］遠慮なく求めればいい！必ずくれる。心
の広い神は与えるのが大好きだからだ！［神は求める相手をとがめたり、文句を言っ
たりはしない。］ただし、神が必ず答えてくれると信じて求めるんだ。［ためらわずに
期待するんだ。］途中で疑わないように。疑う心は、風の吹くがままに波立つ水面の
ように、感情のアップダウンが激しい。そんな人はイエス王に何を期待しても無駄。

［ためらってばかりで、疑い深く、優柔不断な態度と、信じる態度は共存できない。］
相反するものを求めるので、［ふたつの心を持った］どっちつかずの人間になる。［つ
まり、心の安定がなく、すべてのことに対して確信が持てないままになってしまう。］

ヤコブの手紙 1章5-8節 （ALIVE訳より一部強調）

ここまでの内容から、「迷い」と「混乱」には、つながりがあることがわかりまし
た。はっきりとした考えを持たずに、あれこれと思い悩むと、疑いや混乱を引き起こ
してしまうのです。

ヤコブの手紙1章5-8節は、「迷い、疑い、混乱」を克服することの必要性を教え
ています。それを克服しなければ、私たちは求めるものを神様から受け取ることが
できないのです。「ふたつの心を持った人」とは、まさに「混乱した心」の象徴ではな
いでしょうか。（KJV訳では「二心の人」、つまり、ふたつの相反する思いを持った人
と書かれています。）そのような人は、「こっちに行こうかな。やっぱりあっちに行こう
かな。」と、いつも行ったり来たりの繰り返しで、何も決断することができません。や
っと決断できたと思った途端、また心が迷い始めて、疑いと混乱が押し寄せてきま
す。そして、心の行ったり来たりが、また始まるのです。そのような人は、すべてのこ
とに関して、確信を持つことができないのです。

私も以前は、そんな生き方をしていました。しかし、当時の私は、それが「悪魔に

第10章

混乱した心
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戦いを挑まれているサイン」だなんて思いもしなかったのです。ましてや、自分の心
を、その戦場として使われていただなんて！確かに、私は混乱していました。でも、
なぜ自分が混乱しているのか、その理由はまったくわかりませんでした。

論理的に考えすぎると混乱する

あなたがた、信仰の薄い人たち。……なぜ論じ合っているのですか。
マタイの福音書 16章8節 （新改訳）

9章では「迷いの心」についてお話しました。11章では「疑いの心」について見
ていくのですが、その間にある10章では「混乱した心」について、詳しく語っていき
たいと思います。

多くの人は、たとえ神様を信じていても、自分で自覚できるほど混乱していま
す。なぜでしょうか？これまでにも見てきたように、「迷い」がその原因のひとつです。
もうひとつの原因は、「理性（reasoning）」であると考えられます。「reason」という単
語を辞書で調べると、このような意味があることがわかりました。「（名詞）ある仮説
や出来事に対して、理論的な根拠となる事実や動機。（動詞）理性という機能を用
いる。理論的に考える。」

もっとシンプルに説明してみましょう。「なぜ？」と疑問に思うことの真相を探る
時、人は論理的に考えようとします。しかし、論理的に細かく考えてばかりいると、私
たちの心は、目の前の状況や問題の周りを、ただグルグル回っているだけになって
しまいます。複雑な詳細まで、すべてを頭で理解しようとしているからです。人の意
見や教えを聞いて、それが正しいかどうかを判断するために、人はその理屈を考え
ます。理屈に合わないと感じた場合は、それを受け入れずに拒絶するのです。

サタンは、私たちが論理的に考えるよう仕向けることで、神様の思いが私たち
の人生に実現することを妨げます。例えば、神様が私たちに何かを命じたとしま
す。しかし、それが頭で理解できるような命令ではなく、論理的に納得できない場
合は、「それを無視したい」という誘惑に駆られます。神様の思いは、必ずしも、私
たちが頭で納得できるようなことばかりではありません。もし、それが普通じゃない
ことで、喜んで従うことができず、犠牲や不快感を伴うようなことであったらどうで
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しょう。たとえ霊においては従えたとしても、心では拒否してしまうかもしれません。

頭で考えないで、霊に従おう

しかし、神の霊を受け取っていない［生まれながらの］人は、神の霊が教えてくれ
る神の思いを理解することも、受け入れることもできない。 彼には、バカらしく思える
のだ。というのは、自分のうちに神の霊をもらっている人だけが、神の霊の想いを理
解できるからだ。 ほかの人にはそれが理解できない。 

コリント人への手紙Ｉ 2章14節 （ALIVE訳より一部強調）

「頭で考えること」と、「霊に従うこと」の違いをさらに理解するために、私の個
人的な体験談をお話したいと思います。

その頃、私は地元の近くの教会で、毎週集会を開いていました。その日の朝も、
いつものようにその集会へ出かける支度をしていました。私はその時、その集会を
陰で支えてくれていたある女性のことを考えていました。どんな時にも忠実で、働き
者の彼女を思うと、何らかの形で彼女を祝福したいという気持ちが沸き上がってき
ました。

「天のお父さん。ルース・アンは長年に渡って、私たちにとって大きな祝福とな
ってくれました。今度は私たちが彼女を祝福したいのですが、どうしたら良いです
か？」

そう祈り終えると、クローゼットに掛けであった赤いワンピースが、すぐに私の
目に飛び込んできました。その瞬間、「あのワンピースを彼女にプレゼントするよう
にと、神様は語ってるんだわ。」と確信したのです。それは、3カ月前に買ったばかり
の新しいワンピースで、まだ一度も袖を通していませんでした。新品同様のコンディ
ションで、ビニールカバーもまだ掛けてあり、買った時のままの状態でした。とても
気に入っていたのですが、「今日はこれを着ようかな。」と思うたびに、決まって急に
別の物を着たくなったのです。

赤いワンピースが目に飛び込んできた瞬間に、それをルース・アンに贈るべき
だと確信しました。しかし、本当はそのワンピースを手放したくはありませんでし
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た。次の瞬間、私は心の中で言い訳を探し始めたのです。「神様がそんなことを言う
はずないわ。だって、あれは新品のワンピースなのよ？まだ一度も着てないし、結構
値段も高かったじゃない。しかも、あのワンピースに合わせて赤と銀のイヤリングも
買ったんだから！」

あの時、もし私が自分勝手な思いを締め出して、神様の思いに敏感であり続け
ることができていたなら、きっとスムーズに上手くいったはずです。しかし、神様が
語ったことに従いたくない時、私たち人間はあれこれと理屈を並べ、自分自身を騙
すことすらできてしまうのです。私自身も、ほんの数分でワンピースのことなどすっ
かり忘れ、集会に出かける準備を続けていました。結局は、お気に入りの新品ワン
ピースを手放したくなかったのです。だから、「心に浮かんだあの願いは、きっと神
様からじゃなかったのよ。きっと悪魔が、私から大事なものを奪おうとしているんだ
わ。」と、心の中で結論付けたのです。

それから数週間後、私は再び、あの集会に出かける準備をしていました。その
時、以前と同じように、ルース・アンの名前が心の中に浮かんできました。それで私
は、彼女のために祈り始めました。「天のお父さん。ルース・アンは長年に渡って、私
たちにとって大きな祝福となってくれました。今度は私たちが彼女を祝福したいの
ですが、どうしたら良いですか？」すると、またすぐに、クローゼットのハンガーに掛
かっている赤いワンピースが目に飛び込んできたのです。その瞬間、私はひどく悲
しい気持ちになりました。数週間前に起こったあの出来事を思い出したからです。
その時まで、赤いワンピースのことなど、すっかり忘れていました。

今回は、あの時のように知らんぷりをして逃げるつもりはありませんでした。神
様の語りかけに真正面から向き合い、神様に従うか。あるいは、「神様、あなたが何
を語っているかはわかっているけど、それには従いたくありません。」と拒むのか。
私には選択が迫られていました。でも、私は神様を心から愛しています。だから、意
識的に神様を拒むだなんて、絶対にできません。だから、私は神様と真正面から向
き合い、赤いワンピースについて話し始めました。

すると、すぐにある事実が見えてきました。前回、私は自分の理屈を押し通しま
した。ワンピースを手放したくなかったからです。でも、理屈を押し通したことで、
私には神様の思いが見えなくなってしまいました。しかも、ほんの一瞬のうちに。ワ
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ンピースが新品だったということに執着したあまり、「それが神様の語りかけなは
ずがない！」と、自分勝手に決めつけてしまいました。でも、「人に贈り物をする時に
は、新品をあげる必要はない」などとは、聖書には書かれていませんよね！新品のワ
ンピースを贈ることは、私にとっては犠牲だったのかもしれません。しかし、ルース・
アンにとっては、より大きな祝福だったのです。

さらに神様に心を開いていくうちに、こんな事実も見えてきました。そもそも私
があのワンピースを買った理由は、自分が着るためではなく、ルース・アンに贈るた
めだったのです。だから、あのワンピースに一度も袖を通す気になれなかったので
す。神様は私を用いて、ルース・アンを祝福しようと考えました。しかし、私には私な
りの考えがあったため、その考えをあきらめるまでは、聖霊によって導かれ、神様に
用いてもらうことができなかったのです。

この出来事は、私に多くのことを教えてくれました。いかに私たちが自分の考え
に左右されやすく、理屈を並べてしまいがちか。また、それが原因となり、いかに私
たちが神様の思いとはかけ離れた場所に行き着いてしまうか。それに気付いたこ
とで、自分の思いで物事を判断することの「おこがましさ」を、私は知ったのです。

コリント人への手紙Ｉ 2章14節は、「生まれながらの人は、聖霊の語りかけを理
解できない」と教えています。つまり、私の自己中心的な心である「生まれながらの
人」は、新品のワンピースを誰かにあげるだなんて、理屈で理解することができませ
んでした。しかし、私の霊は、理屈では語れないその理由を、よく理解していたので
す。

私の体験談があなたの助けとなり、「頭で考えること」と「霊に従うこと」の違い
を、さらに理解できるように願っています。そして、あなたが今まで以上に、神様のう
ちを歩めるようになりますように。

ところで、私が実際に、ルース・アンに赤いワンピースを贈ったかどうか、皆さん
気になるところですよね。あの後、私は彼女にあのワンピースを贈りました。彼女は
現在も、私たちのオフィスで働いています。今でも時々、あの赤いワンピースを着て
出勤してきます。
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追記：それから数年後、今度はルース・アンから私に、あの時のワンピースが贈
られてきました。今では時代遅れなデザインとなってしまったワンピースですが、そ
れを見るたびに、私が神様に反抗しようとしたあの出来事を思い出します。今思え
ば、数年後には着古され、時代遅れとなり、もう誰も着なくなったこのワンピースの
ために、私は理屈を並べ、神様に従わないリスクすら負おうとしていたのです。それ
を私に思い出させるために、あの赤いワンピースは、今でもクローゼットの中で静
かに眠っています。

神のことばを実行する人になろう！

また聞くだけでなく、［聞いたことに従い、］それを実行することも忘れてはなりま
せん。みことばを聞くだけは聞いて、［真理とは真逆の嘘を理屈によって信じ込み、］
自分を偽った行動をとることがありませんように。

ヤコブの手紙 1章22節 （リビングバイブルより一部強調）

聖書を読んで、「それに従いたくない」という思いが湧いてくることがあります。
その理由は、私たちの「理性」が関係していると思うのです。人間的な理性が働くこ
とで、神様の真理とは真逆のことを、あたかも真理であるかのように思い込んでし
まうのです。聖書が教えることのすべてを頭で理解しようとしても、それは時間の無
駄です。しかし、たとえ頭で理解できなくても、それを霊において飲み込むことがで
きたら、私たちは前に一歩踏み出し、神様に従っていけるようになるのです。

たとえ私がそれを好まなくても、またそれを良いアイデアだと思わなくても、神
様は私が従う方を選択するように願っているのです。

神様が聖書を通して、また自分の内なる人を通して語りかける時、私たちは理
屈を並べたり、議論したり、それを頭で理解できるかどうか試したりする必要はあり
ません。それは、私たちの役目ではないのです。

神様に語られたら、とにかく前進すれば良いのです。いろいろと頭で考える必要
はありません。
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人間の理性ではなく、神様を信頼する

心を尽くして主に拠り頼め。［知性を尽くして主に信頼せよ。］自分の悟り［また理
解力］にたよるな。

箴言 3章5節 （新改訳より一部強調）

言い換えると、「自分の理性で判断すること」に頼るなということです。理性で判
断することだけに頼っていては、神様の真理が見えなくなり、心に混乱を招きます。

以前、私は神様に「どうしてこんなにも多くの人が混乱したままなのですか？」と
聞いたことがあります。すると、神様はこう答えてくれました。「自分の頭ですべてを
理解しようとするのは、もうやめなさいと、彼らに伝えなさい。そうすれば、もう混乱
することもなくなるだろう。」まったくその通りだと思いました。「理性で判断するこ
と」と「混乱すること」は、実はワンセットなのです。

例えば、あなたがあることについて、心の中で漠然と考えたとします。その意味
を理解したくて、神様に求めてみることにしました。しかし、もしその途中で頭が混
乱し始めたら、それはあなたが「頭で考え過ぎている」というサインです。

「理性で判断すること」に頼るのは、色々な意味で危険なことです。その理由の
ひとつは、「頭で納得できるような理屈は、いくらでも作り出せる」という点です。頭
で納得できたからと言って、それが正しいという保証はありません。理性で正しいと
判断しても、実際には間違っていることはたくさんあるのです。

人間はこれら3つの要素を好みます。それは、「論理」と「秩序」、そして「理屈」で
す。誰でも、「頭で納得できることだったら、やってみても良いかな。」と思うもので
す。人間は、頭の中に、それぞれ理性という名の箱を持っています。目の前に問題
や課題が立ちはだかると、何とかして、それを理性の箱の中にきれいにおさめよう
と奮闘するのです。それが完成すると、「ほら、やっぱりね。こうやってきれいにおさ
まったんだから、これで良いのよ。」と、自分の中で完結させてしまいます。このよう
に、頭で納得できて、自分にとってしっくりいく理屈は、いくらでも作り出すことがで
きます。しかし、それが正しいという保証はなく、実はまったくの的外れで、間違って
いることもたくさんあるのです。
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イエスの弟子のひとりであったパウロは、ローマ人への手紙9章1節で、こう語
っています。「私はキリストにあって真実を言い、偽りを言いません。次のことは、私
の良心も、聖霊によって［教えられ、促されて、私と共に］あかししています。」（新改
訳より一部強調）パウロは、自分が正しいことをしているという確信を持っていまし
た。それは、自分の理性が「正しい」と判断したからではなく、自分の霊が、聖霊に導
かれて「正しい」と判断したからなのです。

前の章でお話した『心(知性)と霊の補い合いの法則』を覚えていますか？時に
は、心(知性)が霊を補う場面があることについても少し触れました。知性と霊は共
に働くわけなのですが、その中でも霊はさらに優れた器官であり、知性よりも重視
されるべき存在です。

「これは間違っている」と霊が悟ったなら、私たちはそれを信じるべきです。理
性で感じることを優先したり、理性が並べる理屈に傾いてはいけません。それと同
じように、「これは正しい」と霊が悟った場合にも、それを信じるべきなのです。理性
が並べる理屈に影響されてはいけません。

神様は、たくさんのことを理解するための力を、私たちに与えてくれます。しか
し、イエスと共に歩み、イエスに従っていく上で、私たちはすべてのことを理解して
いる必要はないのです。時には、神様はあえて、多くの「なぜ？」を私たちに残してい
きます。それは、私たちの信仰をより成長させるためなのです。答えの見つからない
疑問は、私たちの人間的な部分を十字架につけ、神様により信頼することの大切さ
を教えてくれます。人間にとって、頭で答えを見つけ出すこと以上に、ただ純粋に神
様に信頼するのは、実は難しいことなのです。でも、それを選択することで、私たち
は穏やかな心を保つことができるようになるのです。

理性で判断することで、私たちの心は忙しなく働きます。その忙しなさの中で、
正しいことを見抜く能力は鈍り、結果として、神様が語る声を聞き逃すようになって
しまうのです。「自分の頭で理解する知識」と、「神様が見せてくれる知識」との間に
は、大きな違いがあるのだということを、どうか忘れないでください。

「神様に語られた」と心に感じたことが、果たして本当に神様から来ているのか
どうか、その確信を霊で感じ取れるようでありたいと、私は個人的に願っています。自
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分で納得がいくように理屈を並べたり、頭で判断したり、論理的に考えたり…。そんな
堂々巡りを、混乱して疲れ果てるまで、私は続けたくはありません。人間的な勘や理
解によってではなく、神様を信頼することから得られる心の平安を、私は体験したい
のです。

たとえ頭では理解できなくても、「すべてを知っている神様」を私たちは知って
いるのですから、それだけで心は100％満たされるべきなのではないでしょうか。

キリストを知ることにだけ心を注いでいこう

愛する皆さん。私が初めて皆さんのところへ行った時、神のことば［キリストの十
字架によって、どのように人々に救いをもたらしたか］を伝えるのに、難しいことば遣
いをしたり、高度な理論をふりまわしたりはしませんでした。（救い主である）イエス・
キリストと、その十字架上の死以外は語るまいと決心したからです。［つまり、それ以
外のことは知るつもりもなく、それ以外の知識をかざすこともなく、それ以外の何も
気にはしないということです。］

コリント人への手紙Ｉ 2章1-2節 （リビングバイブルより一部強調）

この箇所では、人間的な知識や判断に対して、パウロがどのような態度を取っ
たのかがわかります。そんな彼の思いを理解し、今では心から感謝しています。そう
思えるようになるまでには、長い時間がかかりました。でも、ある日私も気付いたの
です。ほとんどの場合、あまり多くを知り過ぎていない方が、実は幸せでいられるの
だということに。時には、多くを知り過ぎてしまったために、惨めな思いをする結果
になることもあるのです。

どちらかと言うと、私は好奇心旺盛で、どんなことでも探求していくタイプです。
自分が納得いくまで、すべてをとことん知り尽くしたい性分です。そんな私に、神様
は大切なことを教えてくれました。私が理屈で考えれば考えるほど、私の中の混乱
は悪化していくのだということを。それが原因となって、神様が語ることばを、私は
聞き逃してしまうのです。神様はこう言いました。「ジョイス。あなたは本当に、私の
語りかけを聞き、善悪の判断力を得たいと願うのか？もしそうなら、これ以上、物事
を人間的に判断し続けてはならない。」
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振り返ってみると、きっとあの頃の私は、すべてを理解することで安心感を得よ
うとしていたのだと思います。自分の人生の中で、「この先どうなるのかわからない」
というような不安定さを持ちたくなかったのです。すべてのことを、自分でコントロ
ールしようとしていました。頭で理解できないようなことが起こると、恐怖心すら感
じたのです。あの頃の私は、すべてをコントロールしているようで、実は何かが欠け
ていました。そのようなライフスタイルの中では、心に安心感はなく、心身ともに疲
れ切っていました。

このように忙しない精神状態が長く続くと、身体も疲れ果てていくのです。つま
り、自分で自分をへとへとにしてしまっているのです！

神様は、「そのような悪習慣は捨ててしまいなさい。」と、私に強く語りました。も
し、あなたも私と同じように、「頭ですべてを理解したい中毒」にかかっているのだ
としたら、その悪習慣を捨ててしまうことを強く勧めます。そうです。当時の私は、ま
さに中毒を起こしていました。薬物依存やアルコール、ニコチン中毒などと同じよう
に、間違った脳の活動も「中毒」となり得るのです。自分の中毒症状について神様に
語られ、私は理屈をこねるのをやめる決心をしました。すると、今度は禁断症状が
現れたのです。これから先どうなるのかと不安になり、喪失感と恐怖が押し寄せ、け
だるさにも襲われました。

しかし、それまでは、あれこれ忙しなく考えることに多くの時間を費やしてきた
ので、それを止めた途端、心がとても穏やかになりました。今までとはまったく違っ
た感覚で、慣れるまで退屈にすら思えたほどです。でも今では、この穏やかさをとて
も気に入っています。以前は、あらゆることに全神経を注いで、心はいつも忙しない
状態でした。今では、そんな風に理屈で考えることに対して、逆に苦しみを感じ、そ
れに耐えることは到底できそうもありません。

人間的な判断ですべてを理解しようとするのは、神様が私たちに望む「正常な
心の状態」ではありません。

もし、自分の中の理屈っぽさが目を覚ましたら、それは「普通ではない」というこ
とを忘れないでください。あなたがクリスチャンとして、勝利の中を歩みたいと望ん
でいるのなら、なおさらのことです。『思考という名の戦場』で繰り広げられる戦い
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に、あなたが打ち勝つためには、自分の心がいつも正常な状態でいられるよう、心
に目を向け続けましょう。



信仰の薄い人だな。なぜ疑うのか。
マタイの福音書 14章31節 （新改訳）

イエスは彼らの不信仰に驚かれた。
マルコの福音書 6章6節 （新改訳）

私たちは、「疑い」と「不信仰」を同じものであると考えてしまいがちです。確か
に、多少のつながりはあるかもしれませんが、このふたつはまったく異なるものなの
です。

『ヴァイン聖書語源辞典（完全版）』によると、動詞の「doubt（疑い）」には、この
ような意味があることがわかりました。「ふたつの道に同時に立つこと……どちらを
選択するべきかわからない確信のなさを示している。信仰が小さく、心が散漫なた
めに不安を覚え、希望と不安の間を行ったり来たりしている様子。」

また、同じ辞典によると、ギリシャ語には「unbelief（不信仰）」と訳される単語が
ふたつあることがわかりました。そのうちのひとつの単語は、RV訳（KJV訳の改訂
版）においては、「不従順（従わないこと）」と書かれているそうです。

「疑い」と「不信仰」は、敵が用いる強力な武器です。そのふたつを比べてみる
と、次のような傾向が見えてきました。「疑い」は、私たちがどっちつかずの状態で、
ふたつの意見の間をさまようように仕向けます。「不信仰」は、神様に従わない姿勢
を私たちの中に植え付けます。

第11章

疑い深く、不信仰な心
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悪魔の戦術を知るのは、私たちにとって有利なことです。あなたは、敵の強力な
武器である「疑い」と「不信仰」に対して、どう向き合っていますか？

疑い

あなたがたは、いつまでどっちつかずによろめいているのか。
列王記Ｉ 18章21節 （新改訳）

ここで、「疑い」についてのわかりやすいストーリーを紹介したいと思います。

ある男性が病気になりました。彼は、癒しに関する聖書のことばを引用して、病
気に立ち去るよう命じ、癒しの奇跡が起こることを信じていました。その間にも、「疑
い」という名の敵は、幾度となく彼を攻撃し続けました。

困難に直面し続けるうちに、彼はだんだんと失望し始めました。

そんな中、神様は落ち込んだ彼の目を開いて、霊的な世界で起こっていること
を見せてくれたのです。そこで彼が目にしたのは、悪魔が自分にうそを吹き込んで
いる様子でした。「お前の身体が癒されるはずなどない。神のことばをどれだけ宣
言しても無駄だ。」しかし、それと同時に、彼はこんな光景も目にしました。自分が神
のことばを宣言するたびに、口から剣のような光が放たれているのです。悪魔はそ
れを見て恐れおののき、後ずさりしています。

神様が見せてくれた光景は、神のことばを宣言し続けることの力を彼に教えて
くれました。また、自分には癒されると信じる強い信仰があるからこそ、悪魔は攻撃
し続け、疑いの心を植え付けようとしているのだということもわかりました。

疑いは、神様が私たちの心に植え付けるものではありません。私たちには、神様
によって信仰が与えられていることを、聖書も明確に語っています（ローマ人への
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手紙 12章3節より）。神様は、私たちの心に信仰を与えてくれました。しかし、悪魔は
「疑い」という武器で私たちを攻撃し、与えられている信仰を否定しようとするので
す。

疑いは、「神のことばに対立する考え」という形で、私たちの中に忍び込んでき
ます。だからこそ、神のことばを良く知ることが、私たちの大きな力になるのです。神
のことばを良く知っていれば、悪魔のうそを見抜くことができます。悪魔のうそは、
神のことばとは相反するものだからです。悪魔は、なぜ私たちにうそを吹き込もうと
するのでしょうか？それは、イエスが十字架の死と復活を通して、私たちのために
勝ち取ってくれたものを盗むためです。そのことを、どうか心に刻んでおいてくださ
い。

疑いと不信仰

神は信仰の父アブラハムに言った。“あなたに1人の男の子を授けよう。その子
から多くの子孫が生まれ、偉大な民族となる” ――【聖書：創世記15章5節より引
用】

この時アブラハムは、［人間的な観点から考えて、］そんな約束はとうてい実現す
るとは思えなかったにもかかわらず、神を信じたのだった。信仰の父アブラハムは神
を強く信頼していた。100歳の自分が、もう父親になれる年ではないことも、また90
歳の妻サラが子どもを産める身体ではないことも、知っていたが、［それが到底不可
能なことに思えても］お構いなし。（神に問い詰めることもせず、）少しも疑うことなく、
ひたすら神を信じ、その確信と信頼はますます強くなっていった。その約束が実現
する前から、約束が叶うことを感謝し、神を讃えるほどだった。神がした約束ならど
んなことでも実現すると、堅く信じていたのだ。 

	 ローマ人への手紙 4章18-21節 （ALIVE訳より一部強調）

神様の約束を信じていても、「疑い」と「不信仰」が私たちに襲いかかることがあ
ります。そんな時、私はこの聖書箇所を好んで読み、その内容をじっくりと味わうよ
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うにしています。

アブラハムは、「妻のサラとの間に授かる子が後継者となる」という約束を、神
様から受け取っていました。しかし、どんなに年月が過ぎても、アブラハムとサラの
間には子が与えられませんでした。それでも、アブラハムは信仰によって立ち続け、
神様の約束は必ず実現すると信じ続けました。その間にも、彼は疑いの思いに攻撃
され、不信仰の霊によって、神様に背くようにと圧力をかけられたのです。

この状況で「神様に背く」ということは、神様が私たちを励ますのに対して、私た
ちがそれを「あきらめる」ということです。神様に背くとは、単にモーセの十戒を破る
ことではありません。イエスの声を無視して、神様が私たちに語ってくれたことを受
け止めずに拒むことも、神様に背いているのと同じなのです。

アブラハムは、困難の中にあっても堅く立ち続けました。状況に左右されること
なく、神様を賛美し続け、栄光を帰すのをやめませんでした。それをあきらめずに
続けたことで、結果として、彼の信仰は強められたのだと聖書は教えています。

神様が何かを語る時、ただ私たちに呼びかけるだけで、野放しにするようなこ
とはありません。私たちがそれを信じ、実際に行動に移すための信仰も、同時に与
えてくれるのです。私たちの神様は、中途半端に物事を終わらせたりはしません。私
たちが前進して行動に移せるように、「できると信じる力」も与えてくれるのです。サ
タンは、私たちの心が信仰で満たされるのを恐れています。それがいかに危険であ
るかを良く知っているからです。つまり、信仰で満たされている私たちは、サタンで
すらひるんでしまうような力を持っているのです。だからこそ、それを阻止するため
に、サタンは「疑い」と「不信仰」で私たちを攻撃してくるのです。

心に疑いや不信仰が生じるのは、私たちに信仰がないからではありません。そ
れは、私たちの信仰を破壊しようと、サタンがうそを吹き込んでいるからなのです。

それでは、たとえを用いてさらに見ていきましょう。私が、今後ミニストリーに携
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わっていくことを、初めて神様に示された時のことです。その日も、いつもと変わら
ない朝の始まりでした。唯一違ったのは、その3週間前に、私が聖霊のバプテスマ
を受けていたことです。ちょうどその時、初めて買った聖書のメッセージ音源を聞
き終えたところでした。『向こう岸に渡る』というタイトルのメッセージで、その力強
い内容に心を掻き立てられたのを今でも覚えています。また、ひとつの聖書箇所か
ら、丸1時間もかけてこんな風にメッセージできる人がいるということも、当時の私
にとっては衝撃的でした。

その後、寝室のベッドを整えていると、突然、「神のことばを教えたい」という強い
感情がこみ上げてきたのです。次の瞬間、イエスは私にこう呼びかけました。「あな
たは、あらゆる場所でわたしのことばを教えるようになる。そして、それは音源として
録音され、多くの人に聞かれるようになる。」私は、それを肉声で聞いたわけではあ
りません。でも、私の内に住む存在が、確かにそう呼びかけるのを聞いたのです。そ
して、私が神様の呼びかけに応え、それを実現していけると信じる力も、同時に受け
取りました。

それが本当に神様からの呼びかけだったと信じる根拠は、私にはありません
でした。また、それを実現できると信じる根拠もありませんでした。私自身が抱える
問題が、あまりにも多かったからです。まさが、自分が「ミニストリー向きの人材」だ
なんて、思いもしませんでした。でも、神様は、この世では賢いとあがめられる人た
ちを当惑させるために、弱くて愚かな人たちを選ぶのです（コリント人への手紙Ｉ
１章27節より）。神様は、人のうわべではなく、心の中を見ています（サムエル記Ｉ
16章7節より）。もし心が正しいなら、神様は私たちの肉欲的な部分も新しくしてく
れるのです。

人間的な視点から考えれば、私の内側にこみ上げてきた情熱には意味があり、
いつかそれが実現すると信じる根拠など、どこにもありませんでした。しかし、私は満
ち溢れる信仰によってこう信じたのです。イエスが私に呼びかけることなら、絶対に
実現できると。神様が私たちに何かを呼びかけるなら、それに対する情熱や信仰、
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やり遂げるのに必要な能力も与えてくれます。しかし、夢の実現までの長い歳月の
間、悪魔は定期的に、何度も繰り返して、疑いと不信仰で私を攻撃し続けたのです。

神様は、信じる人々の心に、夢やビジョンを与えてくれます。それは、小さな「種」
としてスタートします。女性が、子宮の中に命の種を受け取って妊娠するのと同じよ
うに、私たちも神様からの呼びかけという「種」を受け取って「妊娠する」のです。この

「妊娠期間」に、サタンは私たちの夢の「中絶」を試みて、何度も攻撃してきます。そ
の時の攻撃手段が、「疑い」と「不信仰」なのです。これらを使った攻撃は、私たちの
心にダメージを与えようと挑んできます。

信仰は、霊によるものです。つまり、霊的な力を備えています。敵は、私たちの心
が霊と一致することを好みません。神様から信仰を受け取ると、私たちは夢に対し
て前向きになり、その実現を信じ続けることができるようになります。しかし、それ
は悪の王国にとっては大打撃です。敵であるサタンは、それをよく理解しているの
です。

水の上を歩き続けよう！

ところが舟は、もうすでに陸から数丁も離れており、逆風が吹いていたために、
波に悩まされていた。イエスは夜明けの4時ごろ［午前3時から6時の間］、海の上を
歩いて彼らの方へ行かれた。弟子たちは、イエスが海の上を歩いておられるのを見
て、幽霊だと言っておじ惑い、恐怖のあまり叫び声をあげた。しかし、イエスはすぐに
彼らに声をかけて、「しっかりするのだ、わたしである。恐れることはない」と言われ
た。するとペテロが答えて言った、「主よ、あなたでしたか。では、わたしに命じて、水
の上を渡ってみもとに行かせてください」。イエスは、「おいでなさい」と言われたの
で、ペテロは舟からおり、水の上を歩いてイエスのところへ行った。しかし、風を見て
恐ろしくなり、そしておぼれかけたので、彼は叫んで、「主よ、［私を死から］お助けく
ださい」と言った。イエスはすぐに手を伸ばし、彼をつかまえて言われた、「信仰の薄
い者よ、なぜ疑ったのか」。ふたりが舟に乗り込むと、風はやんでしまった。

マタイの福音書 14章24-32節 （口語訳より一部強調）
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それでは、32節の「ふたりが舟に乗り込むと、風はやんでしまった。」という部分
に着目してみましょう。この箇所は、敵の策略を見事に表しています。イエスに命じ
られたペテロは、今まで経験したことのないチャレンジに挑むため、舟から足を1歩
踏み出しました。それはこれまでにイエス以外、誰も成功したことのないチャレンジ
でした。

その成功のためには、信仰が必要でした！

しかし、ペテロのチャレンジは失敗に終わりました。襲いかかる嵐に、気を取ら
れ過ぎてしまったからです。それで恐ろしくなり、疑いと不信仰によって押し潰され
たペテロは、次第に沈み始めました。すぐに助けを求めてイエスに叫び、イエスは
ペテロを助け出してくれたのですが、ペテロが舟に戻った途端、なんと嵐はすぐに
止んだのです！

ローマ人への手紙4章18-21節に登場した、アブラハムのことを思い出してくだ
さい。彼は、不可能に見える状況の中でも信仰を捨てませんでした。自分の置かれ
た状況に、目を背けていたからではありません。むしろ、それをよく理解していまし
た。しかし、ペテロとは異なり、アブラハムの信仰は、状況に影響されて弱まること
はなかったのです。そのことについて考え過ぎたり、話し過ぎたりすることもありま
せんでした。アブラハムは、自分の思いをただ神様にだけ委ねたのです。私たちも、
彼と同じように振る舞うことができます。自分の状況を理解した上で、たとえそれが
厳しい状況だったとしても、意識的に自分を建て上げることに心を向け、信仰をさ
らに強めていくことができるのです。

そのためにも、アブラハムはいつも神様を賛美し、栄光を帰し続けたのです。た
とえ逆境の中にあっても、自分がすべきことをやり通せば、それが「神様に栄光を
帰すこと」につながるのです。エペソ人への手紙6章14節では、霊的な戦いに打ち
勝つために、私たちは「真理の帯」を締めるべきであると教えています。
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あなたの人生を嵐が襲って来たら、両足でしっかりと踏ん張り、岩のように顔を
引き締め、「絶対に舟には戻らないぞ！」と、聖霊によって固く決意してください。私
たちがあきらめて安全な場所へと引き返した途端、嵐は静まるものだということを
忘れないでください。

あなたを怖がらせるために、悪魔はあなたの人生に嵐を引き起こします。嵐の
中で踏ん張る時、あなたの心（思考）が戦場なのだということを、どうか思い出して
ください。戦場と化している自分の心の思いに左右されて、物事を決断するのは危
険です。だから、自分の心ではなく、霊に目を向けてください。そうすれば、最初に示
されたのと同じビジョンを、もう一度あなたは見るはずです。

迷いは禁物！

知恵が足りてないか？［それなら、神に］遠慮なく求めればいい！必ずくれる。心
の広い神は与えるのが大好きだからだ！［神は求める相手をとがめたり、文句を言っ
たりはしない。］ただし、神が必ず答えてくれると信じて求めるんだ。［ためらわずに
期待するんだ。］途中で疑わないように。疑う心は、風の吹くがままに波立つ水面の
ように、感情のアップダウンが激しい。そんな人はイエス王に何を期待しても無駄。

ヤコブの手紙 1章5-7節 （ALIVE訳より一部強調）

以前、ある牧師のこんな体験談を聞いたことがあります。聖書学校を卒業後、
彼は自分の今後について困惑していました。卒業後はミズーリ州セントルイスに戻
って、地域教会を始めたいという強い思いを神様から受け取っていました。彼自身
も、ずっとそのつもりでいました。しかし、いざ卒業の時期になって、気が付けば所
持金はわずか50ドル。しかも、妻と子ども1人を抱え、妻は間もなく第2子の出産を
控えていました。明らかに、状況は思わしくありません。

決断を迫られる中で、あるふたつの団体から、ミニストリーのスタッフにならな
いかとオファーを受けました。
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両方とも定評のある大きな団体で、安定した収入も保証されます。そのオファー
が魅力的であることは言うまでもありませんでしたが、何よりも、そのような有名な
団体で働けるということが、彼の自尊心をくすぐったのです。慎重になればなるほ
ど、彼は混乱しました。まるで、「ミスター・ダウト（疑い）」が彼を訪ねてきたかのよう
でした。

自分のしたいことがはっきりとわかっていたはずなのに、彼はふたつの選択肢
の間をゆらゆらとさまよっていました。状況から考えると、セントルイスに帰ること
は現実的ではなかったため、どちらかの団体のオファーに乗ってしまいたい思い
が、どんどん強くなっていったのです。とは言うものの、その決断に対して、心には平
安がありませんでした。最終的に、彼はオファーをくれた団体の牧師に相談しに行
ったそうです。するとその牧師は、こうアドバイスしました。「どこか静かな所に行っ
て、心を静め、頭のスイッチを切って来なさい。それができたら、今度は自分の心と
向き合い、そこにあるものを見つめてみなさい。そこに何があるかわかったら、あと
はそれを実行に移すのみだよ！」

牧師からのアドバイスに従い、自分の心と向き合う時間を作った彼は、心の中
にあるものをすぐに見つけることができました。それは、セントルイスで教会を始め
ることへの情熱だったのです。現実的には不可能に見える状況の中で、どうやって
それを実現できるのか、彼には見当もつきませんでした。でも、示されたものに対し
て、彼は従順に前へ踏み出す決意をしたのです。その結果、彼は最高な将来を手に
入れることになりました。

やがて、牧師となったリック・シェルトン氏は、ミズーリ州セントルイスで『ライ
フ・クリスチャン・センター』を創設し、その教会で今日も主任牧師を務めています。
シェルトン牧師の働きを通して、何千もの人々が祝福され、人生が変えられました。
私はそこで5年間、副牧師として働きました。私のミニストリーは、その時期に生み
出されたものです。あの時、もしシェルトン牧師が、自分の心ではなく頭に従って決
断していたら、どれだけ多くのものが悪魔に奪われていたことでしょうか。もし、疑
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いと不信仰に揺るがされ、彼が正しい決断をしていなかったら、今とはまったく違う
未来になってしまっていたことでしょう。

疑いは選択肢のひとつ

翌朝、エルサレムに向かう途中、イエスは空腹を覚えられました。ふと見ると、道
ばたにいちじくの木があります。さっそくそばへ行き、実がなっているかどうかをごら
んになりましたが、葉ばかりです。［本来ならば、いちじくの実は葉が生えるのと同じ
時期に実るはずなのです。］それで、イエスはその木に、「二度と実をならせるな」と
言われました。すると、いちじくの木はみるみる枯れていきました。「先生。どうしたこ
とでしょう。こんなにもすぐに枯れるとは……。」すっかり驚いた弟子たちに、イエス
はお答えになりました。「よく聞きなさい。あなたがたも、（固く揺るがない）信仰を持
ち、疑いさえしなければ、もっと大きなことができるのです。たとえば、このオリーブ山
に、『動いて、海に入れ』と言っても、そのとおりになります。ほんとうに信じて祈り求
めるなら、何でも与えられるのです。」

マタイの福音書 21章18-22節 （リビングバイブルより一部強調）

弟子たちは驚いて、どうすればたったひと言でいちじくの木を枯らすことができ
るのかと尋ねました。するとイエスは、こんな風に答えました。「もしあなたが信仰
を持ち、疑わなければ、わたしがしたのと同じことを、あなたもできるようになりま
す。また、それよりもさらに大きなわざを行うようになるのです。」（ヨハネの福音書 
14章12節より）。

すでに見てきたように、信仰は神様からの贈り物です。だからこそ、私たちには
信仰があると確信して良いのです（ローマ人への手紙 12章3節より）。一方で、「疑
い」は選択肢のひとつであり、私たちに対して仕掛けられた悪魔の策略なのです。

私たちは、自分で自分の考えを選択することができます。だから、「疑い」が忍び
込んできたら、それを悪魔の策略だとすぐに認識し、「いいえ、いらないわ！」と言い
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返せるようになりましょう。そして、「疑い」なんて払いのけて、ただひたすら信じ続け
ていきましょう！　

何を選択するのか。その権利は、あなたにあるのです！

不信仰とは従わないこと

彼らがふもとに着くと、大ぜいの群衆が待ちかまえていました。その時、一人の
男が駆け寄り、イエスの前にひざまずいて叫びました。「先生。息子をあわれと思っ
てお助けください。ひどいてんかん持ちで、火の中でも水の中でも、おかまいなしに
倒れるのです。それで、お弟子さんたちのところに連れて来てお願いしたのですが、
だめでした。」

「ああ、なんと不信仰な人たちでしょう。いったいいつまで、あなたがたのことを
我慢しなければならないのですか。さあ、その子をここに連れて来なさい。」イエス
がこう言って、その子に取りついている悪霊をおしかりになると、悪霊は出て行き、
子どもはその場ですっかり治ってしまいました。あとで弟子たちは、そっとイエスに
尋ねました。「どうして、私たちには悪霊が追い出せなかったのでしょう。」

イエスはお答えになりました。「信仰が足りないからです。もしあなたがたに小さ
なからし種ほどの信仰があったら、この山に向かって『動け』と言えば、そのとおり山
は動くのです。何でもできないことはありません。

マタイの福音書 17章14-20節 （リビングバイブル）

不信仰を放っておくと、次第に私たちは、神様に従わない方向へと傾いていき
ます。

上の聖書箇所のような状況に直面した場合、どうすれば良いのか、イエスはあ
らかじめ弟子たちに命じておいたはずです。それなのに、自分たちの不信仰のため
に、弟子たちはイエスの命じたことに従えませんでした。その結果、彼らが成功する
ことはなかったのです。
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疑いと同じように、不信仰は、私たちの人生に神様の計画が実現するのを妨げ
ます。私たちが神様の呼びかけに応え、力を受けて、夢を実現することを阻止するの
です。また、不信仰は、私たちの心が安らぎを得るのを妨げようとします。私たちのた
ましいが安らぎ、喜びで満たされるようにと、神様は望んでいます。しかし不信仰は、
その恵みから私たちを引き離そうとするのです（マタイの福音書 11章28-29節よ
り）。

神様がくれる安息

それゆえに、［荒野で人々が陥ったのと］同じ不信仰と不従順によって、だれひ
とり堕落したり、滅んだりすることのないよう、［神の］安息に入り、［それを自分自身
で体験しようと］熱心に努め、全力を尽くし、まっすぐに励み続けようではありません
か。

ヘブル人への手紙 4章11節 （ＡＭＰ訳より直訳）

へブル人への手紙4章では、全体に渡って、信じる人々に神様が与えてくれる「安
息」について書かれています。旧約聖書において、安息とは「人々が休息をとるため
の日」でした。しかし、新約聖書においては、それ以外にも、「神様を信じる人々が安
心して留まれる、霊的な休息の場所」を意味することがわかります。神様を信じる私
たちには、心配や不安に対してNoと言える大きな特権が与えられています。心配や
不安を選ぶ代わりに、神様の中で安息し、留まり続けることができるのです。

さらに、ヘブル人への手紙4章11節に着目してみましょう。そこには、信じていな
ければ安息に入れないことが明確に記されています。不信仰と従わない姿勢を持ち
続けたままでは、私たちは安息に入ることができません。不信仰は、私たちを「荒野の
生活」に閉じ込めます。しかし、イエスは永遠になくならない安息の場所を、私たちの
ために用意してくれたのです。荒野の生活から抜け出し、永遠になくならない安息の
場所に入るための唯一の方法は何だと思いますか？それは、「信仰によって生きる」
ことによってなのです。
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信仰から信仰へと生きる

この福音は、私たちがキリストを信じる時、神が私たちを天国に入るにふさわし
い者、すなわち、神の目から見て正しい者としてくださることを教えています。それ
は、初めから終わりまで、信仰によって達成されるのです。「正しい人は信仰によって
生きる」（ハバクク書2章4節）と、聖書に書いてあるとおりです。

ローマ人への手紙 1章17節 （リビングバイブル）

以前、この聖書箇所の核心を突くような出来事があったのですが、今でもそれ
をよく覚えています。ある日の夕方、家事を済ませようとして、私は家中を歩き回っ
ていました。なぜかとても惨めな気分で、心に喜びはなく、平安もありませんでした。

「いったい、私はどうしちゃったのですか？」と、イエスに問いかけました。そのよう
な心の状態になることが頻繁にあったので、どうしてそうなってしまうのか、その理
由を純粋に知りたかったのです。イエスと一緒に人生を歩みながら、その都度学ん
だことをきちんと実行に移しているつもりでした。それなのに、まだ自分には足りな
い部分があるように思えたのです。

その時、電話が鳴りました。受話器を持って話をしながら、聖書のことばが書か
れたカードのセットを指で探っていました。特に、カード1枚1枚に気を配っていた
わけではなく、ただ会話の最中に何となくパラパラとめくっていたのです。そして、
会話を終えて電話を切った後、ふと、何か励ましが得られるかどうか、試しに1枚引
いてみることにしました。

　私が引いたカードは、ローマ人への手紙15章13節でした。「どうか、希望を与
えてくださる神があなたがたを幸せにし、［信仰を通して］平安で満たしてください
ますように。どうかあなたがたを、聖霊の力によって（尽きることなく注がれる）希望
にあふれさせてくださいますように。」（リビングバイブルより一部強調）

その時、はっと気が付いたのです！
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私の抱える問題の根本にあったのは、「疑い」と「不信仰」でした。悪魔のうそに
耳を傾け、それを信じることで、自分自身を不幸な気分にさせていたのです。私の
心は、ネガティブな思いで溢れていました。喜びも平安もなかったのは、それを信じ
る選択をしていなかったからです。不信仰な思いで生きながら、同時に喜びや平安
を持つことは不可能なのです。

だから、悪魔ではなく、神様を信じる選択をするべきなのです！

どんな時にも、信仰から信仰へと生きる決断をしましょう。ローマ人への手紙1
章17節によると、信仰から信仰へと生きることで、私たちは神様の正しさを知るこ
とができるのです。私の場合、信仰から信仰へと生きるのではなく、信仰から疑い
へ、疑いから不信仰へと生きていました。それを、イエスが私に気付かせてくれた
のです。その後、しばらくは信仰へと戻るのですが、それからまた疑いへと流れ、不
信仰に戻るという、終わりのないサイクルを繰り返していました。だから、私の人生
には問題が山積みで、惨めさを感じながら生きていたのです。

ヤコブの手紙1章7-8節によると、二心の人（ふたつの相反する思いがある人）
は、すべての面で安定せず、イエスが与えたいと望むものを受け取ることができな
いのです（KJV訳の直訳より）。だから、自分は決して二心の人にならないと、固く決
意しましょう。決して、疑いの中を生きてはいけないのです！

神様は、あなたの人生に最高な計画を持っています。だから、悪魔のうそに騙
されて、その計画を奪い取られてしまうことがないように気をつけましょう！そして、
このことばを心に留めて生きていきましょう。「…神に逆らうあらゆる高慢な議論
と、人々の目から神［に関する真の知識］を隠している、あらゆる壁を打ち砕きま
す。…私は、反抗する者を捕虜として神に連れ戻し、回心させて、（救い主であり、
選ばれし存在である）キリストに従わせます。」（コリント人への手紙Ⅱ10章5節リ
ビングバイブルより一部強調）



どんなことがあっても思い煩ってはいけない。
詩篇 37篇8節 （KJV訳より直訳）

「不安」と「心配」は、私たちの心に戦いを仕掛け、イエスに仕えるのを妨げよう
とします。敵はまた、「不安」と「心配」という名の苦痛を与えることで、私たちの信仰
を押しつぶそうとします。その状態のままでは、私たちは勝利の中を生きることがで
きません。

世の中には、心配せずにはいられない「心配中毒」の人がたくさんいます。自分
自身の心配事がないなら、代わりにほかの人の心配をしてしまうほど、彼らは心配
せずにはいられないのです。実は、かつて私にも同じような傾向がありました。だか
ら、「心配中毒」を語る上で、私は適任なのではないかと思います。

その頃の私は、何かを心配せずにはいられませんでした。そのため、イエスが
いのちを犠牲にしてまで勝ち取ってくれた平安を、心から味わうことができなかっ
たのです。

心配を抱えたままでは、平安のうちに生きることはできないのです。

平安は、必要な時だけサッと羽織るジャケットとは違います。それは聖霊の実で
あり（ガラテヤ人への手紙5章22節より）、イエスに留まり続けることで内側に実る
ものなのです（ヨハネの福音書15章4節より）。「イエスに留まること」は、ヘブル人
への手紙４章に書かれている「神様の安息に入ること」と関係しています。イエス

第12章

不安と心配に駆られる心
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は、彼の平安を私たちに与えてくれました（ヨハネの福音書 14章27節より）。同時
に、私たちに「恐れたり、おびえたり、ソワソワしてはいけない」と呼びかけました。
言い換えれば、平安とは神様からの贈り物なのです。それを受け取るために、私た
ちは人間的な思いや考えではなく、神様の平安を選ぶ必要があるのです。心配した
り、不安になったりするようなことではなく、自分を安らかな気持ちにしてくれること
に目を向けましょう。そうすれば、穏やかで平安に満ちた心を手に入れられるので
す。

聖書の中には「心配」を表すフレーズがいくつかあります。翻訳によって表現が
異なり、例えば、KJV訳では、「worry（心配する）」という単語は使われていません。
代わりに、「fret not（思いわずらわない）」（詩篇 37篇8節）や「take no thought（考
えない）」（マタイの福音書6章25節）、「be careful for nothing（何も気にしない）」

（ピリピ人への手紙4章6節）、「cast all your care（あらゆる心配を捨てる）」（ペテ
ロの手紙Ｉ5章7節）などが用いられています。私は普段、AMP訳の聖書を読んで
いますが、その訳においても、「心配」を表すフレーズは様々です。しかし、この本に
おいては、皆さんにわかりやすくお伝えするために、「worry（心配する）」という表
現で統一して、お話していきたいと思います。

「心配する」の定義

『ウェブスター辞典』によると、「worry（心配する）」は、「（自動詞）①不安で、心
に悩みを感じる。…（他動詞）①不安や困惑、悩みを感じさせる。…（名詞）②慢性的
な不安の源」と書かれています。また、「不安な思いに駆られて、精神的に自分を拷
問している状態」という定義もあると、以前どこかで耳にしたことがあります。

「不安な思いに駆られて、精神的に自分を拷問している状態」という定義を初
めて聞いた時、「自分を拷問するだなんて、そこまで私は愚かじゃないわ！」と思いま
した。きっと、クリスチャンなら誰でも、そう感じるのではないでしょうか。無抵抗に
自分を拷問するような愚かさではなく、それ以上の知恵を、クリスチャンならば心得
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ているはずなのです。

心配しても、何の解決にもなりません。それなのにどうして、私たちは心配せず
にはいられないのでしょうか。

『ランダムハウス英和大辞典』において、「心配」は次のように表されています。
「動物が動物に攻撃を仕掛けること。喉に噛みつき、揺さぶり、ずたずたにする。あ
るいは、何度も噛みついたり、飛びかかったりして相手を苦しめること」。

この定義についてじっくり考えてみると、こんな相関図が見えてきました。つま
り、悪魔は「心配」を用いて、私たちに飛びかかり、とことん苦しめるのです。ほんの
数時間でも、何かを心配しながら過ごしただけで、まるで誰かに喉を噛まれ、揺さ
ぶられ、ずたずたにされたかのような気分になります。しかも、「心配せずにはいら
れない」というサイクルにはまってしまうと、私たちは繰り返し何度も嚙みつかれ、
飛びつかれ、ずたずたにされ続けていることになるのです。

「心配」とは、まさにサタンが心に仕掛けてくる攻撃です。聖書は、私たちがどう
やって心を扱うべきかを教えています。しかし、敵は私たちの邪魔をして、心と上手
く向き合えないように仕向けてきます。忙しない心の状態では、悪魔が間違った思
いを植え付けてきても、それを見過ごしてしまうのです。間違った思いに捕らわれ
た心は、「神様に用いられる」という本来の目的を満たすことができなくなってしま
します。

心の正しい扱い方については、後の章で詳しくお話します。この章では、心配す
ることの無意味さをさらに理解するために、もう少し「心配」について見ていきましょ
う。

マタイの福音書6章25-34節は、心配に打ちのめされそうな時にこそ、私たちが
読むべき聖書箇所です。1節ずつ詳しく見ながら、このテーマについて、イエスは何



128

思考という名の戦場

を言っているのか考えてみましょう。

いのちよりも大切なものなんてあるの？

だから、わたしはあなたがたに言います。自分のいのちのことで、何を食べよう
か、何を飲もうかと心配したり（不安に感じたり）、また、からだのことで、何を着よう
かと心配したり（不安に感じたり）してはいけません。いのちは食べ物［の価値］より
たいせつなもの、からだは着物より［はるかに勝って］たいせつなものではありませ
んか。

マタイの福音書 6章25節 （新改訳より一部強調）

いのちには、どんなものにも勝る価値があります。私たちは、神様がくれたこの
いのちを、大いに楽しむべきなのです。ヨハネの福音書10章10節で、イエスはこう
言いました。「強盗は、盗んだり、殺したり、滅ぼしたりするために来ます。しかし私が
来たのは、（あなたがたが楽しむべき）いのちを、（満ち満ちて）あふれるほど豊かに
与えるためです。（リビングバイブルより一部強調）」だからこそサタンは、あらゆる
手を尽くして、私たちからいのちを奪おうとします。その手段のひとつが、「心配」な
のです。

「人生において、心配する必要は一切ない」と、マタイの福音書6章25節は教
えています。そうです。心配する必要は一切ないのです！神様は、私たちに最高ない
のちを与えてくれました。それが、すべての必要を満たしてくれるのです。しかし、も
し私たちが心配ばかりしていたら、必要なものも、神様がくれた最高な人生も、結
果的に失うことになってしまうのです。

あなたは鳥よりも価値ある存在

空の鳥を見なさい。食べ物の心配をしていますか。種をまいたり、刈り取ったり、
倉庫にため込んだりしていますか。そんなことをしなくても、天の父は鳥を養ってお



129

第12章 - 不安と心配に駆られる心

られるでしょう。まして、あなたがたは天の父にとって鳥よりはるかに価値があるので
す。

マタイの福音書 6章26節 （リビングバイブル）

ここで書かれているように、空の鳥を眺めてみてください。きっと、何かがわか
るはずです。イエスが私たちにそう言われたのですから、ぜひトライしてみましょ
う。

毎日ではなくても、時々空を見上げて、鳥たちがしっかりと養われている様子を
観察してみてください。野生に生きる鳥たちには、次の食事の保証などありません。
でも、そのことを思い悩んで、気が狂いそうになっている鳥を、誰も見たことはない
はずです。

この箇所で神様が伝えようとしているポイントは、実はとてもシンプルです。
「あなたは、鳥よりも価値ある存在ではないか！」と、神様は言っているのです。

たとえ、あなたが「自分は価値の低い人間だ」と感じていたとしても、少なくとも
鳥よりは価値があることを知っているはずです。あなたよりも価値の低い鳥たちで
すら、あそこまでしっかりと養われています。だとしたら、さらに価値ある存在である
あなたは、天のお父さんによって、もっと大切に養われているはずなのです。そのこ
とを忘れないためにも、どうか空の鳥を眺めてみてください。

心配したからといって何になるの？

だいたい、どんなに心配したところで、自分のいのちを一瞬でも延ばすことがで
きますか。

マタイの福音書 6章27節 （リビングバイブル）

この聖書箇所は、「心配することに意味などない」ことを単刀直入に語っていま
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す。心配しても、何の得にもならないのです。それなら、どうして心配し続ける必要
があるのですか？どうして悩み続けるのでしょうか？

なぜそんなに悩むの？

また、なぜ着る物の心配をするのですか。野に咲いているゆりの花を見なさい。
着る物の心配などしていないでしょう。それなのに、（威厳と恵みに満ちた）栄華をき
わめたソロモンでさえ、この花ほど美しくは着飾っていませんでした。今日は咲いて
いても、明日は枯れてしまう草花でさえ、神はこれほど心にかけてくださるのです。だ
としたら、あなたがたのことは、なおさらよくしてくださらないでしょうか。ああ、信仰
の薄い人たち。

マタイの福音書 6章28-30節 （リビングバイブルより一部強調）

自ら造り上げた身近なものを用いて、神様は大切なことを教えてくれました。何
もせずにただ咲いている1本の野の花でさえ、神様は世話をし、栄華をきわめたソ
ロモン王よりも美しく着飾ってくれました。それならば、神様が私たちをそれ以上
に世話して、必要をすべて満たしてくれるのは、言うまでもありません。

だから、心配したり悩んだりしてはいけない

そういうわけだから、何を食べるか、何を飲むか、何を着るか、などと言って心配
するのはやめなさい。（悩むのはやめなさい。）

マタイの福音書 6章31節 （新改訳より一部強調）

この聖書箇所に、私はあるフレーズをひとつ付け足して、こう解釈しています。
「何を食べるか、何を飲むか、何を着るか、これから先どうしようか、などと言って
心配するのはやめなさい。」

サタンに遣わされた悪霊たちは、私たちの耳元で1日中、「これから先、どうする
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つもり？」と同じ質問を何度も繰り返してきます。答えのない難問を投げかけられた
私たちは、それでも答えを見つけようとします。その結果、貴重な時間を無駄にして
しまうのです。悪魔はいつも「思考という名の戦場」で戦いを仕掛けてきます。それ
は、少しでも長く私たちを縛り上げて、拷問し続けようと企んでいるからです。「これ
から先、どうするつもりなんだ？」悪霊たちのそんな質問に対して、私たちはシンプ
ルにこう答えれば良いのです。「はっきり言って、まだわからないわ。でも、神様が私
のこれからを知っているのだから、私はそれで満足よ。これからも、神様が私に道し
るべを与えてくれるから。」

31節において、イエスは「心配したり、悩んだりしないように」と教えています。「人
の心の思いが、そのまま口から出てくるのですから。（マタイの福音書12章34節 リビ
ングバイブル）」という聖書のことばを、皆さんは覚えていますか？私たちの心を間違
った思いで満たせば、私たちの口も同時に支配できることを、悪魔はよく知っている
のです。私たちが語る言葉が、私たちの信仰のありのままの姿を映し出します。だから
こそ、私たちが発する言葉は、とても重要なのです。

「神様がくれるもの」ではなく、「神様そのもの」を求めよう

ほんとうの神を信じない人たち（異邦人）のまねをしてはいけません。彼らは、そ
れらがたくさんあることを鼻にかけ、そうした物に心を奪われています。しかし天の
父は、それらがあなたがたに必要なことをよくご存じです。（熱意を持って一心に）神
を第一とし、（神の道と正しさを追い求め、）神が望まれるとおりの生活をしなさい。
そうすれば、必要なものは、神が与えてくださいます。

マタイの福音書 6章32-33節 （リビングバイブルより一部強調）

神の子である私たちは、この世の人々のようであってはなりません。この世の人
々は、物欲を満たすことばかり考えますが、神の子である私たちは、第一に神様を
求めるべきなのです。そうすれば、私たちの必要をすべて満たすと、神様は約束して
くれました。



132

思考という名の戦場

私たちは、神様が与えてくれる「もの」にではなく、神様の「存在そのもの」を求
めるべきなのです！

神様は、私たちの天のお父さんです。お父さんは、子どもたち（私たち）に喜んで
良い物を与えてくれます。でも、子どもたちがお父さんではなく、自分が欲しい物ば
かり追い求めているとしたら、話は別です。「seek（追い求める）」という単語は、「追
いかける、切望する、全力を尽くして手に入れようとする」といった、とても力強い意
味を持っています。何かを欲する思いは、決して悪いものではありません。しかし、
私たちが「追い求める」べき存在は、神様だけなのです。なぜなら、神様の存在がな
ければ、価値あるものなど存在し得ないからです。

願い求める前から、神様はすでに私たちの必要を良く知っています。だから、た
だシンプルに、自分の願いを神様に知ってもらえば良いのです（ピリピ人への手紙
4章6節より）。そうすれば、ベストなタイミングで、神様は必要を満たしてくれます。
心配しても、何の役にも立ちません。むしろ、必要が満たされるのを妨げるだけで
す。

1日ずつ達成していこう

だから、あすのための心配は無用です。あすのことはあすが心配します。労苦は
その日その日に、十分あります。

マタイの福音書 6章34節 （新改訳）

心配したり悩んだりすることは、「明日はどうなるのだろうか」と考えながら、今
日1日を過ごすことだと思います。果たして、明日のことを考えて過ごすために、神
様は今日を与えてくれたのでしょうか？今日この日に私たちがすべきことは何なの
かを考え、貴重な1日を無駄にしないようにしましょう。

私たちにいのちが与えられているのは、今いる場所で、今日を生きるためなの
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です！

残念なことに、1日を最大限に活かす方法を知らずに、多くの人は生きていま
す。でも、あなたなら、その方法を手に入れられるのです。敵であるサタンの目的
は、私たちのいのち（人生）を盗むことだと、イエスは言いました（ヨハネの福音書
10章10節より）。これ以上、敵を野放しにしてはいけません！与えられた今日という
日を、明日への心配で無駄にするのはやめましょう。あなたが今日すべきことは、も
う十分与えられているのですから。そのことにだけ、目を向けていれば良いのです。
今日すべきことを達成するための力を、神様は与えてくれます。しかし、明日すべき
ことを達成するための力は、明日にならないと与えられません。だから、今日は今日
にだけフォーカスすれば良いのです！

心配したり、悩んだりしないで

何事も心配するな。心配を祈りに変えるんだ。すでに持っているものに感謝した
うえで（確信をもって）神に願うのだ！（願い続けるのだ！）

ピリピ人への手紙 4章6節 （ALIVE訳より一部強調）

これも、心配に打ちのめされそうになる時に、ぜひ読んでほしい聖書箇所のひ
とつです。

また、聖書のことばを実際に口に出して宣言することを強くお勧めします。聖書
のことばは、私たちが敵に立ち向かっていくための両刃の剣です（ヘブル人への手
紙 4章12節、エペソ人への手紙 6章17節より）。たとえ剣を持っていても、鞘に納ま
ったままでは、戦いの中で何の役にも立ちません。

神様は、聖書のことばを私たちに与えてくれました。それは、紛れもなく神のこと
ばです。だから、それを大いに使おうではありませんか！敵に立ち向かっていくため
の力を与えてくれる聖書箇所は、ほかにもたくさんあります。それらをたくさん心に
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蓄えて、いざという時に神のことばの武器で戦えるよう備えておきましょう。実際に
イエス自身も、神のことばの武器で敵に打ち勝ったのですから！

悪魔が吹き込んでくる思いを打ち砕く

［真の］神と人の間に立って邪魔をする高慢な意見を木っ端微塵にする。…反
抗する者を捕虜として神に連れ戻し、改心させ、救世主（また、唯一の聖なる存在で
ある）キリストに従わせる。

コリント人への手紙Ⅱ 10章5節 （ALIVE訳より一部強調）

神のことばに反する思いが襲ってきたら、それを吹き込んでくる悪魔を黙らせ
る方法があります。それは、神のことばを声に出して語ることです。

神様を信じる私たちが信仰に立ち、神のことばを声に出して宣言することほど、
力強い武器はありません。心配と不安との闘いに打ち勝つために、私たちはこの武
器を手に取り、立ち向かっていけるのです。

心配事を神様に委ねる

もしあなたがたが、神の力強い手の下で、謙虚にして［自分自身を低くして］い
るなら、ちょうどよいタイミングで、神は高く引き上げてくれる。思いわずらいや心配
事［あなたが気にかけていることなど］をすべて、［きれいさっぱりと］神に任せなさ
い。というのも、神のほうで万事、心にかけてくれているからだ。

ペテロの手紙Ｉ 5章6-7節 （ALIVE訳より一部強調）

私たちの人生に、敵が波乱を仕掛けてきても、それを丸ごと神様に委ねられる
特権を、私たちは持っています。「委ねる」という表現は、英語では「cast」と記されて
います。実は、この単語には「放り投げる」という意味も含まれているのです。もし問
題に直面したら、私たちは文字通り、その問題を神様に丸ごと放り投げてしまって
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良いのです。神様は、それを必ずキャッチして、解決への道を切り開いてくれるので
す。

この聖書箇所から、「自分を低くして謙虚になる」ということは、「心配するのを
やめる」という意味であることがわかります。心配する人は、「自分の力で解決の糸
口を引き出せる」と、まだ思い込んでいるのです。問題の解決策を自分の力で見つ
け出そうと、頭がフル回転しているからこそ、「心配」という感情が生まれるのです。
プライドの高い人は、何でも自分でやりたがります。でも、謙虚さを持った人は、神
様で満ち溢れています。プライドの高い人は、いつも何かと心配ばかりしています
が、謙虚さを持った人は、神様を待ち望むことの価値を知っているのです。

神様だけが、私たちを救い、解放することのできる存在です。まずは、私たちひと
りひとりがその事実をしっかりと受け止めましょう。そうすれば、どんな状況に直面
しても、まず最初に神様に拠り頼み、神様の中で安らぎを得ることができるのです。

神様の中で得る安らぎ

神よ、彼らの来襲をとどめてください。私たちには、このような大軍から身を守る
すべなどありません。どうしたらよいのか見当もつきません。ただあなたに助けを求
めるばかりです。

歴代誌Ⅱ 20章12節 （リビングバイブル）

私は、この聖書のことばが大好きです！ここに登場する人たちは、ある3つの現
実に気付きました。

1．自分には敵に立ち向かう力がない。
2．この状況の中で、どうすれば良いのかわからない。
3．神様に助けを求める以外に方法はない。
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これらの現実に、彼らがはっきりと気付いた様子を見て、神様はどのように応え
たでしょうか？それでは、15節と17節を見ていきましょう。「恐れてはならない。この
大軍を見ておじけてはならない。この戦いはあなたがたの戦いではなく、わたしの
戦いだ。…あなたがたは戦わなくてよい。持ち場を守り、黙って、わたしのすばらし
い救いを見よ。」（歴代誌Ⅱ 20章15節、17節 リビングバイブル）

ここで、「あなたがたは、持ち場を守り」と書かれていますが、自分の持ち場とは
一体どこにあるのでしょうか？それは、神様の中にあります。神様を賛美し、イエス
に留まり、安らぎを得ることが、私たちの持ち場なのです。どんな時にも神様を待ち
望み、神様に目を向け、神様の呼びかけに従っていく。自分の思いに従って動くこと
の愚かさを知り、神様を敬う。それこそが私たちの持ち場であり、すべきことなので
す。

神様の中で得る安らぎに関して、もうひとつ付け加えたいと思います。「神様の
安らぎ」が与えられる理由は、そこに反対勢力が存在するからです。すべてが上手
くいっていれば、心に平安を保つのは簡単なことです。神様を知らない人たちです
ら、良い状況の中では心に平安があるでしょう。しかし、「神様の安らぎ」とは、辛い
状況の中で神様が与えてくれるものです。それは、天のお父さんから、愛する子ども
たちへ贈るプレゼントなのです。

さらにわかりやすく説明するために、私が以前聞いた、ある2人の画家のストー
リーをお話したいと思います。ある日、彼らは「あなたがたにとっての『平安』を、絵
画で表現してほしい」という依頼を受けました。1人の画家は、山奥にたたずむ、静
かな湖の様子を描きました。もう1人の画家は、しぶきをあげて荒々しく流れる滝
と、その上から身を乗り出すようにそびえる白樺の木、そして、その枝にある巣の中
で休む1羽の鳥を描いたそうです。

どちらの絵が、「平安」の真の姿を描いていると思いますか？それは、2番目の
絵です。先ほども言ったように、反対勢力のない平安など、存在しないからです。最
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初の絵は、ただ停滞している様子を描いているに過ぎません。確かに穏やかな風
景で、気力回復のために訪れるには絶好のロケーションでしょう。美しい風景では
ありますが、そこに「神様の中にある安らぎ」は描かれていません。

イエスは、私たちにこう語りました。「あなたがたに贈り物をあげましょう。あなた
がたの思いと心を安らかにすること、それがわたしの贈り物です。わたしが与える平
安は、この世のはかない平安とは比べものになりません。（ヨハネの福音書14章27
節リビングバイブル）」神様のくれる平安は、霊的な安らぎです。神様の中にある安ら
ぎは、嵐の真っ只中に存在するのです。イエスは、私たちを苦しめる反対勢力を、す
べて取り除くために来たのではありません。それをどう対処すれば良いのか、その方
法を教えるために来たのです。私たちは、イエスの荷を共に背負うことで、たくさんの
ことを身につけていきます（マタイの福音書11章19節より）。つまり、イエスの生き
方から学び、イエスが地上を生きたのと同じように、私たちも生きるべきなのです。

イエスが、あれこれと心配したことはありませんでした。だから、私たちも心配す
るべきではないのです！

「心配事がきれいさっぱりなくなるまでは、心配せずにはいられないわ。」あな
たは、そんな風に考えていませんか？もしそうだとしたら、あなたは一生をかけて心
配し続けることになります。なぜなら、心配事がなくなる日など、決して来ないから
です。ネガティブな視点から、こう考えているわけではありません。ただ、真実をお伝
えしているだけです！この世界は、不安と混乱で溢れています。でも、その中に留ま
り続ける必要など、私たちにはないのです。

マタイの福音書6章34節は、明日の心配などしなくて良いと、私たちを励まして
います。今日の分の労苦とだけ向き合えば、それで充分なのです。これは、イエスが
語ったことばです。ネガティブ思考ではなかったイエスが、こう語ったのです。平安
に留まり、嵐の真っ只中で神様の安らぎを楽しむ。それこそが、神様に栄光を帰す
何よりの方法なのです。
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あぁ心配。心配でたまらない！

振り返ってみると、自分にはどうすることもできないことを心配し続けて、どれだ
けの歳月を私は無駄にしてしまったことでしょう。できれば、もう一度あの頃に戻っ
て、今度は違う向き合い方ができたらと思うのですが、残念ながら、それは叶わな
い望みです。神様がくれる時間は、たった一度きりしかやってきません。同じ時間
を、またやり直すことはできないのです。

夫のデイブは、私とは正反対で、色々と心配するタイプではありません。私が何
かを心配していても、一緒になって心配してくれない彼に、私はよく腹を立てたもの
です。「もし神様が助けてくれなかったらどうしよう…。」そんな悪いシナリオを想像
する私に、彼が共感することはまったくありませんでした。例えば、私が台所で請求
書の山とにらめっこして、どこからお金をかき集めれば良いか頭を悩ませていても、
デイブは隣の部屋で、楽しそうに子どもたちとじゃれ合っていました。座ってテレビ
を観る彼の後ろで、子どもたちは飛び跳ねたり、カーラーを彼の髪に巻いたりして
遊んでいるのです。

イライラを隠せなくなった私は、デイブにきつい口調でこう言ったのを覚えてい
ます。「ちょっと！子どもたちと遊んでばかりいないで、こっちに来て手伝ってよ！こん
な家計で今月どうすれば良いの？何とかしてよ！」すると彼は、こう答えました。「僕に
どうしろっていうんだい？」確かに、彼に何ができるでしょうか？私には、返す言葉が
ありませんでした。でも、家計は火の車だというのに、そんなことはお構いなしに子
どもたちとじゃれ合う彼が腹立たしく、怒りを抑えきれなくなっていたのです。

そんな私を優しくなだめるように、彼は「いつだって神様が必要を満たしてく
れたから、ここまで生きてこれたんじゃないか。」と言いました。確かに、私たちが自
分の役割を果たしていれば（十分の一献金だけでなく、それ以外の特別献金も喜
んで捧げ、祈り、信じ続けること）、神様も私たちの必要を満たし続けてくれるので
す。私が不安に駆られている間にも、デイブは神様に信頼し続けていました。心に
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落ち着きを取り戻した私は、デイブや子どもたちと一緒にくつろごうと、隣の部屋
へ移動しました。でも、少し時間が経つと、また同じ思いが心に忍び込んで来たの
です。「でも、本当に、これからどうしたら良いのかしら…？どうやって支払いを全部
済ませれば良いの？もし払えなかったら、私たちはどうなってしまうの？」

次の瞬間、私の頭の中には、映画のワンシーンが浮かび出されていました。住
宅ローンの滞納、車の差し押さえ、経済的な支援を求め、親戚や友人の前で大恥を
かくデイブと私…。そんな悲劇が、次から次へと頭をよぎるのです。あなたも、そん
な映画のワンシーンを、頭の中で観たことがありますか？もしくは、そんな悲劇の連
続が、頭の中をよぎったことはありませんか？もちろん、ありますよね。そうでなけれ
ば、今この本を手にしているはずがありません。

悪魔が吹き込んできた思いに便乗してしまった私は、しばらくするとまた台所
に戻り、請求書の山と電卓、そして家計簿を手に、なんとかならないものかと、再び
計算を始めました。時間をかけて請求書を眺めて、ない知恵を絞り出せば、解決
策が見えてくるかもしれない。そんなことを期待するのですが、解決策を持ってい
るのは私ではなく、神様だけだったのです。計算をし直せばし直すほど、イライラ
は積るばかり。ここで、どこかで見たあのやり取りが、また始まったのです！私がす
べての「責任」を背負って頭を悩ませているにもかかわらず、子どもたちと楽しい
時間を過ごしているデイブに腹を立て、また怒りをぶつけ始めたのです！

でも、その時の私が背負っていたのは「責任」ではなく、ただの「心配事」でし
た。その「心配事」を、全部私に委ねてしまいなさいと神様は言ってくれていたの
に、私は自分で背負ったまま、ただ苦しんでいました。

振り返ってみると、家族で過ごすべきだった結婚当初の楽しい夜を、私はことご
とく無駄にしてきました。私たちが生きている今という「時間」は、神様からの贈り物
です。でも、私はそれを悪魔に引き渡していました。あなたの時間は、あなただけの
ものです。だから、それを無駄にすることなく、大切に使いましょう。過ぎ去ってしま
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ったら、もう二度と戻ってこないのですから。

神様は、私たちの必要をすべて満たしてくれました。しかも、色々な方法で！神
様が、私たちをがっかりさせることは決してありません。一度たりともないのです。な
んて誠実な神様なのでしょう！

心配しないで、ただ神様を信頼しよう

［欲張ったり、欲深く生きたり、情欲に燃えたり、物欲を満たそうとしたりせず、］
お金を愛する心を捨て、いま与えられているもので満足しなさい。［いま置かれた環
境で、すでに与えらてているもので満足しなさい。］神は、こう約束しておられます。「
わたしはどんな場合にもあなたの期待にそむかず、［あなたをあきらめず、］あなた
を見捨てない。［決して、決して、決して、どんなことがあっても、絶対に、あなたを無
力なままに捨てておかず、あなたを見捨てず、あなたを失望させたりしない（あなた
のことは、わたしに任せなさい） ！］」

へブル人への手紙 13章5節 （リビングバイブルより一部強調）

本当に神様が必要を満たしてくれるかどうか、不安に感じる時に、ぜひこの聖
書箇所を読んでください。きっと、大きな励ましを得るはずです。

この中で、私たちはお金にフォーカスする必要がないことを、神様は教えていま
す。私たちを養ってくれるのはお金ではなく、神様だからです。神様は、どんな時に
も私たちをがっかりさせたり、裏切ったりしないと約束してくれました。

私たちは、自分の役割にだけフォーカスすれば良いのです。神様の役割をこな
す必要はありません。人生の重荷は、自分で負うには重すぎます。油断すれば、その
重さに押しつぶされてしまうかもしれません。

だから、もう心配するのはやめましょう。「主に信頼して（確信をもって寄り頼み、
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完全に委ねて、）人を思いやり、親切にしなさい。そうすれば、この地に安住し、成功
を収めることもできます。（詩篇 37篇3節 リビングバイブルより一部強調）」

これが、神様の約束なのです！



人を非難しなければ、神もあなたを非難しない。
マタイの福音書 7章1節 （ALIVE訳）

人を非難し、批判し、疑う態度は、人生に多くの苦悩をもたらします。それによっ
て、多くの人間関係は傷つき、敵の策略通りに壊されていくのです。もう一度言いま
す。戦場は、「心の中」にあるのです。

「私はこう思う」と、自分の意見を述べることも、私たちを孤立させるための悪
魔の道具になることがあります。すべてに対して意見したがる人と一緒にいても、ち
っとも楽しくはないですよね。それ以上に、相手の考えに耳を傾け、そこから学ぼう
とする姿勢を持ち、良い関係を築くことの方が大切です。しかし、意見せずにはいら
れない人たちは、発言したい気持ちを優先させてしまうのです。

わかりやすく説明するために、ある女性の話をしたいと思います。彼女の夫は、
とても裕福な実業家でした。普段から口数が少なく、おとなしい性格の夫に対して、
もっと話上手になってほしいと彼女は日頃から思っていました。彼はとても物知り
だったので、その豊富な知識をもっと活かしてほしかったのです。例えば、パーティ
で友人たちと会話を楽しんでいる時、自分の詳しいトピックが話題にあがっても、
彼は積極的に会話に加わろうとしません。そんな夫を見て、彼女は苛立ちを感じず
にはいられなくなるのです。

そんなある夜、パーティーから帰ると、彼女はさっそく夫を責め立てました。「あ
なた、あの時どうして何も話さなかったの？あの話題だったら詳しいでしょ？会話に

第13章

人を非難しやすく、批判的で疑い深い心
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加われたじゃない。それなのに、自分は何も知らないような顔をして、どうしてじっと
座ったままだったの？」

すると、彼はこう答えたそうです。「自分が知っていることを、また改めて聞く必
要なんてないだろう。だから僕は黙っていたんだ。そうすれば、ほかの人が知ってい
て僕がまだ知らないことについて、色々と聞けるじゃないか。」

このエピソードを聞くと、彼が裕福な理由がわかりますよね。裕福なだけでな
く、彼は賢い人でもあったのです！知恵がなければ、富を手にすることはできませ
ん。人間関係においても、知恵がなければ、良い人間関係を広げていくことはでき
ません。

人を非難しやすく、自己主張が強くて批判的な人が、長く続く人間関係を築くこ
とは大変難しいのではないでしょうか。サタンは、私たちが孤立して、人に拒絶され
ることを望んでいます。だから、人に対して批判的になればなるほど、サタンは私た
ちを攻撃しやすくなるのです。この章を読み進める中で、自分の間違った思考パタ
ーンを認識し、どうやってそれと向き合えば良いのか、その方法をつかんでもらえ
たらと願っています。

「裁くこと」とは？

『ヴァイン聖書語源辞典（完全版）』によると、ギリシャ語には「judgement（裁
き）」と訳される単語が複数あることがわかります。そのうちのひとつは、「他人の誤
り・過ちに対して下される判定」と解釈され、「condemnation（非難、罪の宣告）」と
訳されることもあるそうです。また、同じくギリシャ語には「judge（裁く）」と訳される
単語が複数あり、そのうちのひとつは、「意見を持つ」と解釈され、「sentence（判決
を下す）」と訳されることもあるそうです。

人を非難したり、人に判決を下す権利を持つのは、ただ唯一、神様だけです。も
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し私たちが他人を裁き、非難するなら、それは「神様の立場に自分を置いている」の
と同じことなのです。

それを聞くと、私の中には「神様を敬い恐れる」感情がますます沸き上がりま
す。どちらかと言うと、私は度胸のあるタイプだと思います。そんな私でさえ、「神様
の立場に自分を置く」なんてことはできません！人を裁き、非難する問題は、かつて
私自身が格闘した分野です。だから、その格闘を通して神様から教えられたことを、
ぜひみなさんにも分かち合いたいのです。きっと、みなさんの役に立つと信じてい
ます。

「批判的になること」、「強く自己主張すること」、「人を非難すること」。これら3
つは、互いに関係し合っています。そのため、ここではひとつの大きな問題として、
取り上げていきたいと思います。

以前の私は、とても批判的な人間でした。人や物事の良い点よりも、悪い点に
ばかり目が向いてしまったのです。このような傾向は、性格によって強く出る人もい
れば、ほとんど出ない人もいます。例えば、朗らかで陽気なタイプの人は、「楽しいこ
と、面白いこと」に目を向ける傾向が強く、それ以外のものには関心を持とうとしま
せん。人生の喜びを奪うものには、あえて目を向けないのです。反対に、悲観的なタ
イプや、支配欲の強いタイプの人は、間違いを見つけるのが得意です。一般的に考
えて、このような傾向の人たちは、周りに対するネガティブな考えを、すぐ口に出し
てしまいます。

物事の見方は、人それぞれです。自分の意見を表に出したいと感じる時、まず
気付くべきことがひとつあります。それは、「自分にとっての『正しいこと』が、必ずし
も相手にとっての『正しいこと』とは限らない」ということです。それこそが、まさに重
要ポイントなのです。例えば、「盗んではいけない」という常識は、すべての人にとっ
て『正しいこと』ですよね。でも、ここで私が伝えようとしているのは、そのような一般
的なレベルの話ではありません。日常生活の中で遭遇する、ありふれたことの数々
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についてなのです。

どちらが正しいとは言い切れないような、人それぞれの選択が、日常には溢れ
ています。外野である他人から指図されることなく、自分の意志で決めるべきことも
たくさんあるのです。何をどう考えるかは、その人の自由なのです。

夫と私は、あらゆる面で考え方が異なります。例えば、部屋のレイアウトや小物
選びに関しても、好みがまったく違うのです。相手のチョイスが気に入らないわけで
はないのですが、一緒に買い物に出かけると、いつもお互い違うものを選びます。
なぜでしょうか？それは、単純に私たちが「違う人間同士」だからです。彼の好みも、
私の好みも、どちらかが正しくて、どちらかが間違っているということはありません。
ただ、「違う意見」を持っているに過ぎないのです。

私に共感しない彼を受け入れられるようになるまで、数年かかりました。そこ
にたどり着くまで、「私と同じ意見じゃないなんて、あなたの方がおかしいんじゃな
い？」と、彼によく訴えたものです。そんな私の態度が原因となり、ふたりの関係に亀
裂が生じることも頻繁にありました。

プライド─「私」という存在が大きくなり過ぎる問題

私は、神に特別な力を授かったからこそ、みなさん1人1人に警告しよう。自分を
過大評価するのではない。［自分の存在価値に関して、大げさな意見を持ってはい
けない。］ユニークに創られたありのままの自分を受け入れるのだ。すべての人が
ユニークなら、誰が上も下もない。つまり、比べる意味がないのだ。だから、自分がど
んな人間か、まわりと比べることで計るのではなく、自分は神になにを与えられたの
か、を見て計るのだ。 

ローマ人への手紙 12章3節 （ALIVE訳より一部強調）

人を非難したり、批判的になる根本的な原因は、それよりもさらに深刻な問題
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である「プライド」にあります。自分の中の「私」が、本来あるべき姿よりも大きくなり
過ぎると、人への非難や批判が強い人間になってしまうのです。だからこそ、聖書は
繰り返して「高ぶってはならない」と、私たちに忠告しているのです。

私たちが持つ才能や優れた点は、神様の恵みによって与えられた能力であり、
それ以外の何物でもありません。それなのに、自分の才能を誇ったり、過大に評価
したりするなら、それはあなたが人を「自分よりも劣っている」と考え、心のどこかで
見下している証拠なのです。このような態度や考えを、神様はひどく嫌っています。
自分の心をそのまま放っておくのは、扉をいくつも開けっぱなしにして、いつでも敵
が出入りできる状態を作っているのと同じなのです。

聖なる恐れ

愛する皆さん。もし誰かがあやまちを犯したら、聖霊によって歩む［聖霊とつな
がり合い、聖霊によって導かれている］あなたがたは、やさしく謙遜な気持ちでそ
の人を助け、正しい道に立ち返らせてあげなさい。また、自分自身も悪の道に落ち
込まないように気をつけなさい。互いの悩み、苦しみを共に負い（耐えて、担い合っ
て）、（救い主である）キリストの命令に従いなさい。［従順さを保つことで、自分に足
りない部分を補いなさい。］りっぱな人間である自分が、なにもそこまで身を低くす
る必要はない［ほかの人の重荷を共に背負う必要などない］と思う人は、自分を偽
っているのです。［それは、単に自分を過大評価しているに過ぎず、周りの人と何ら
変わりはないのです。］

ガラテヤ人への手紙 6章1-3節 （リビングバイブルより一部強調）

この聖書箇所をじっくり読むことで、周りの人の弱さに対して、私たちはどのよう
に向き合うべきか、どのような態度で接するべきかがわかります。高いプライドを持
つことに対して「聖なる恐れ」を抱き、人を裁いたり、非難したり、批判的になったり
しないように気をつけていきましょう。
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「人を裁く」だなんて、自分は何様のつもり？

あなたはいったい誰なので、他人のしもべをさばくのですか。しもべが立つのも
倒れるのも、その主人の心次第です。このしもべは立つのです。なぜなら、主（主人で
あるキリスト）には、彼を立たせることができるからです。

ローマ人への手紙 14章4節 （新改訳より一部強調）

では、こんな風に考えてみましょう。ある日、あなたの隣人がやって来て、頼んで
もいないアドバイスを突然投げかけてきました。あなたの子どもが学校へ何を着
て行ったら良いか、どの科目を選択したら良いか、彼女には関係のないことを、あ
れこれ指示してくるのです。そんなことがあったら、あなたはどう感じますか？ある
いは、あなたの掃除の仕方が気に入らないと急に言ってきたら、彼女にどう答えま
すか？きっと、「あなたには関係ないことでしょ！」と言いたくなるはずです。

それがまさに、この聖書箇所が指し示すポイントなのです。私たちは、みな神様
のものです。たとえ弱さがあっても、神様は私たちを立ち上がらせ、ありのままの存
在を認めてくれました。私たちは、それぞれが神様に応答するのであり、お互いに
応答し合うのではありません。だから、お互いを批判的に裁き合うのは、私たちの役
目ではないのです。

人への非難や批判的な考えを、私たちの心の中に植えつけるチャンスを、悪魔
はいつも狙っています。そのためなら、休むことなんて少しも惜しまないのです。実
は昔、私には変わった癖がありました。公園やショッピングセンターで行き交う人々
を眺めては、その人の服装やヘアスタイルに文句をつけたり、一緒にいる人の批評
をしたりして、こそこそと心の中で楽しんでいたのです。人に対して意見を持ち過ぎ
ないように注意することを、難しいと感じる人も中にはいるでしょう。しかし、たとえ
意見を持ったとしても、それを毎回言い表す必要はないことを覚えておきましょう。
そこから少しずつ進歩していく中で、最終的には、周りに対して意見したいと感じる
ことも、次第に減っていくはずです。たとえ意見を持ったとしても、批判的なものば
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かりではなくなるでしょう。

私は、自分に対して「ジョイス、あなたには関係ないでしょ！」と、よく言い聞かせ
ています。最初は、あることについて「考えている」だけだったのに、気がつくと「非
難する」に発展していた場合、それは心の中で問題がまさに熟成してしまった証拠
です。そのことを考えれば考えるほど、問題はさらに大きくなります。あげくの果てに
は、それをほかの人にも話したり、非難している相手に、直接意見しに行ったりする
ようになってしまうのです。そこまで発展した感情は爆発寸前で、人間関係におい
ても、あなたの霊的な状態においても、大きなダメージを及ぼしかねません。でも、
シンプルに「私には関係ないわ。」と自分を言い聞かせることができるようになれ
ば、今後直面するかもしれない問題の数々を回避できるはずです。

私の育った家庭では、人を裁いて非難したり、批判したりするのが当たり前でし
た。だから、私にとって「人を非難し批判すること」は、まるで幼なじみのような存在
だったのです。私のように、「非難と批判」と共に育った人たちにとって、そのままの
状態で人生を生きることは、「足を骨折したままボールのドリブルをしている」のと
同じです。私はかつて、神様と一緒に「ボールのドリブル」をしようとしていました。
つまり、何をするにも神様のように考えて、神様のように行動しようとしていたので
す。でも、どうしてもできませんでした。私が神様の思いに沿って行動できるように
なるためには、まず自分の中に築き上げられた要塞を砕く必要があったからです。
それに気付くまでの間、惨めな思いを噛みしめながら、私は長い歳月を過ごしまし
た。

あなたの心が変わるまで、あなたの行動が変わることは決してありません。

マタイの福音書7章1-6節は、「人に対する裁きと批判」に関する代表的な箇所
です。人への批判的な思いに苦しむ時には、この聖書箇所をぜひ読んでみてくださ
い。それ以外にも、この問題を取り扱った聖書のことばはたくさんあります。それら
も一緒に読むことをお勧めします。何度も繰り返して読んで、噛みしめてみてくださ
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い。そして、今度は声に出して読んでみてください。聖書のことばを武器として、あな
たの心に要塞を築こうとしている悪魔に対抗していきましょう。もしかすると、あな
たの中に長年居座っている要塞から、悪魔は攻撃を仕掛けてくるかもしれません。

それでは次に、マタイの福音書7章について詳しく見ていきましょう。各節ごと
に、コメントしていきたいと思います。

人を裁けば、やがては自分も裁かれる

人を非難しなければ、神もあなたを非難しない。あなたが接する態度で相手も
神も接する。他人の行動を非難するなら、自分も同じように非難される。自分が他人
を扱うように、神もあなたを扱う。

マタイの福音書 7章1-2節 （ALIVE訳）

この聖書のことばは、「人は種を蒔けば、その刈り取りもすることになります。」（ガ
ラテヤ人への手紙6章7節新改訳より）という法則を、よりシンプルにわかりやすく教
えています。「種蒔きと刈り取りの法則」は、単に農業や経済の分野にだけでなく、精
神的なエリアにおいても、当てはめて考えることができます。種を蒔いて作物を収穫
し、資金を投資して利益を得るのと同じように、私たちの態度に関しても、蒔いたも
のは必ず自分が刈り取るようになるのです。

私の知り合いの牧師が、よくこんな話をします。誰かが自分について、批判的に
話すのを耳にしたら、「その人が種蒔きをしているのだろうか？それとも、私が過去
に蒔いた種の刈り取りを、自分が今しているのだろうか？」と自分に問いかけるそう
です。私たちが誰かに批判される場合、私たち自身が過去に蒔いた「人への批判」
という種の刈り取りを、「誰かに批判される」という形でしている場合があるからで
す。
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医者なら、自分で自分を直してみて！

自分の目に大きなごみを入れたままで、どうして人の目にある、小さなちりを気
にするのですか。大きなごみが目をふさいで、自分がよく見えないというのに、どうし
て、『目にごみが入っている。取ってあげよう』などと言うのですか。偽善者よ。まず自
分の目から大きなごみを取り除きなさい。そうすれば、はっきり見えるようになって、
人を助けることができます。

マタイの福音書 7章3-5節 （リビングバイブル）

悪魔は、私たちがいつも人の欠点を非難して、そのことばかり気にするように仕
向けてきます。そうすれば、私たちは自分の欠点に対して盲目になり、自分の悪い
部分と正しく向き合おうとはしなくなるからです。

私たちが、周りの人たちを変えることなどできません。それは、神様だけができ
ることです。同じように、自分で自分を変えることもできません。でも、自分が変わっ
ていくために、聖霊が内側で働くことを受け入れ、共に協力し合っていくことはでき
ます。しかし、まず最初に私たちが踏むべき自由への第一歩は、神様が私たちに示
そうとしている「真実」に、真正面から向き合う姿勢を持つことです。

もし、周りの人の欠点ばかりをいつも考えていたり、話題の中心が誰かの欠点
になりがちだとしたら、その人こそが、悪魔に盲目にされている張本人なのです。
だから、「自分のことは棚に上げて、ほかの人の欠点ばかりを詮索してはいけない」
と、イエスは私たちに強く教えているのです。ほかの人を気にする前に、まず自分自
身の問題と向き合い、変えられていくべきなのです。それを実現させるために、まず
神様の助けを受け取りましょう。そうすれば今後、人の欠点に気付く時、批判する代
わりに、聖書の教えに基づいて相手の成長を助けるためには、何をすべきかわか
るはずです。
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互いに愛し合いなさい

聖なる（神聖な）ものを犬に与えてはいけません。真珠を豚にやってはいけませ
ん。豚は真珠を踏みつけ、向き直って、あなたがたに突っかかって来るでしょう。

マタイの福音書 7章6節 （リビングバイブルより一部強調）

神様は私たちに、お互いに愛し合うための力を与えてくれました。この聖書箇所
は、そのことについて語っていると思います。

私たちは、お互いに愛し合うための力を神様からもらい、それを実行するように
命じられています。それにもかかわらず、代わりにお互いを裁き合い、批判し合うの
なら、それは愛という「聖なるもの」を、犬や豚（悪霊たち）に投げ与えるのと同じこ
とです。人を裁いて、批判すればするほど、私たちは悪霊たちが忍び込む隙を与え
ているのです。そのチャンスを逃すことなく、悪霊たちは投げ与えられた「聖なるも
の」を踏みつけ、向き直り、私たちに突っかかって来るのです。

「愛によって生きる」ことは、悪魔の攻撃から身を守るための最強の手段です。
愛によって生きている人たちが、悪魔の攻撃から大きなダメージを受けることはほ
とんどありません。

4人目の子を妊娠した時、私はすでにクリスチャンでした。聖霊のバプテスマも
受けて、ミニストリーに関わることへの情熱に燃え、熱心に聖書を学んでいました。
信仰によって体験する癒しについても、熱心に取り組んでいた時期でした。しかし、
妊娠して最初の3ヵ月はとても具合が悪く、体重も減り、みるみる衰弱していったの
です。吐き気と倦怠感から身体を動かすことも苦痛で、ほぼ1日中、ソファで横にな
っていました。

最初の3人の子どもの妊娠では、ここまで体調を崩すこともなく、楽しい妊娠生
活を送りました。でも、当時の私は、教会には通っていても聖書をあまり知らず、生
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活の中で信仰と向き合うこともありませんでした。それと比べると、4人目の妊娠で
は、神様の教えや約束について、とても良く理解していました。しかし、今回の妊娠
では今までにない具合の悪さで、どんなに祈っても、悪魔を追い出そうとしても、体
調は回復しなかったのです。

ある日、ベッドに横になっていると、夫や子どもたちが裏庭で楽しそうに遊んで
いるのが聞こえてきました。その時、私は強い口調で神様をこう問いただしたので
す。「神様、私のどこがいけないのですか？どうしてこんなに具合が悪いのですか？

いつになったら体調は元に戻るのですか？」

次の瞬間、「マタイの福音書7章を読みなさい。」と聖霊が導くのを感じました。
「この章は、今の私と何の関係があるのですか？」神様に尋ねてみても、ただひた
すら「この章を読みなさい。」と、繰り返し語られているのを感じるだけです。そのや
り取りの中で、2,3年前に起きたある出来事について、私は突然思い出しました。

その頃、私は自宅で聖書勉強会を開いていました。その中に、ジェーンという
若い女性がいたのですが、彼女はいつも忠実に参加してくれるメンバーの1人でし
た。やがて、彼女の妊娠が発覚しました。妊娠初期、いつも身体が疲れていて、体調
も悪かった彼女は、今までのように毎回集まりに参加することができなくなったの
です。

その日、ベッドに横たわりながら、私は「神の家族」である彼女のことを思い出し
ていました。そして、妊娠で具合の優れなかった彼女に対して、体調を押してでも集
まりに参加しなかったことを非難し、彼女について批判的に話してしまった自分の
ことも…。振り返ってみると、参加メンバーの中で、彼女を助けようと手を差し伸べ
た人は誰もいませんでした。代わりに、「彼女は弱虫で、妊娠を言い訳にして休んで
いるだけ」と、ただ決めつけてばかりいたのです。
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それから2年経った今、私はあの時のジェーンとまったく同じ状況に陥っていま
した。先ほども言ったように、これまでは妊娠しても体調を崩すことなどなく、健康に
過ごせていたのです。しかし、あんな風にジェーンを批判的に決めつけ、非難したこ
とで、私は悪魔に大きな隙を与えてしまったのです。神様からもらった真珠である「
ジェーンを愛する力」、つまり「聖なるもの」を、私は犬や豚の前に放り投げたので
す。そのため、今度はそれらが私に襲いかかり、突っかかって来ようとしていたので
す。それに気付いた瞬間、私はすぐに自分の過ちを悔いて、神様の前に新しい心を
求めました。すると、すぐに体調は回復し、残りの妊娠生活を安心して過ごすことが
できたのです。

この出来事を通して、人を「こうだ」と決めつけて非難することが、いかに危険で
あるかを学びました。それ以来、私は二度と同じ過ちを繰り返していません。…と言
いたいところですが、残念ながら同じ過ちを何度も繰り返しています。でも、そのた
びに神様が私を諭し、正しい方向へと導いてくれるのです。私は、そんな神様の存
在に心から感謝しています。

私たち人間は、みな失敗するものです。弱さを持っていない人など、どこにもい
ないのです。だからこそ、お互いに冷たい態度で批判し合うのは止めましょう。「むし
ろ、互いに親切にし、…神がキリストにあってあなたがたを赦してくださったように、
互いに赦し合いなさい。（エペソ人への手紙 4章32節 リビングバイブルより）」と聖
書が教えるように、お互いを赦し合っていきましょう。

人を裁くと非難を招く

こう書くと、あなたは、「なんてひどい連中だろう」と言うかもしれません。しかし、
悪いことにかけてはあなたも、五十歩百歩ではありませんか。「そんな悪い連中が罰
を受けるのは当然だ」ときめつける時、ほかでもない自分自身にそう言っているの
です。自分も［人を非難したり、批判したりと、彼らと］同じことをしているのですから。

ローマ人への手紙 2章1節 (リビングバイブルより一部強調）
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この聖書箇所を、別の言葉で言い換えるとこうなります。「人のすることを、あな
たはあれこれ非難しているけれど、あなたもそれとまったく同じ事をしていることに
気付かないのか。」

以前、神様に示されたあるたとえのおかげで、この原則をさらに理解できるよう
になりました。その当時、私にはどうしても不思議に思うことがあったのです。人は
なぜ、自分がやる分には「正しい」と思えることも、人がやると文句を言いたくなる
のでしょうか。不思議に思う私に、神様はこう語ってくれました。「それはね、ジョイ
ス。人はみな、自分のことはバラ色の眼鏡で見ているけれど、周りの人のことは虫
眼鏡で見ているからなんだよ。」

つまり、自分の行動に関しては何かと言い訳をするのに、誰かがそれとまったく
同じ行動を取った場合、相手に対して容赦のない見方をしてしまうのです。マタイ
の福音書7章12節にある「人からしてほしいと思うことを、そのとおり、人にもしてあ
げなさい。」（リビングバイブル）という教えは、すばらしい人生の教訓です。これを
守っている限り、人を非難したり、批判したりすることはなくなるはずです。

人を非難し、裁いてしまう心の根底には、ネガティブで否定的な心が存在しま
す。人の正しい面に目を向ける代わりに、どこが間違っているかを常に考え、あら捜
しをしているのです。

だから、ネガティブではなく、ポジティブで肯定的な考え方をいつも養っていき
ましょう！

そうすることが人のためであり、何よりも、あなたのためなのです。
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自分の心を守ろう

油断することなく、あなたの心を守れ、命の泉は、これから流れ出るからである。
箴言 4章23節 （口語訳）

あなたは、自分に向かっていのちが豊かに流れてきて、内側から溢れ出すこと
を望みますか？もしそうなら、どんなことがあっても、あなたの心を守るべきなので
す。

神様を信じる私たちが「考えるべきではない思い」というものがあります。人を
非難し、批判することも、そのひとつです。神様が教えることは、すべて人生のプラ
スになることであり、私たちに幸せをもたらしてくれるものです。神様の道に従って
いくなら、人生には必ず良い実が成ります。しかし、悪魔の道に従うなら、実が成る
どころか、逆に腐っていくのです。

疑うことを疑う

愛は人に見切りをつけることがない。愛はどんな時も希望を捨てず、あきらめず、
（すべての人に対して）最善を信じる。 

コリント人への手紙Ｉ 13章7節 ALIVE訳より一部強調）

正直に言うと、この聖書のことばに従うのは、私にとっていつも大きなチャレン
ジです。子どもの頃から、どんなことにも疑ってかかるようにと教えられて、私は育ち
ました。実際に、親は「誰も信用してはいけない」と私を教育したのです。「親切そう
な人は見返りを求めているはずだから、特に注意しなければならない」と、幼い頃
から頭にたたき込まれてきました。

どんなことにも疑ってかかるように教えられた私は、その後、実際に人から何度
も裏切られ、傷つき、失望を経験しました。クリスチャンになる前だけでなく、クリス
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チャンになった後も、そんな辛い経験は続いたのです。でも、愛についてじっくりと
考えた時、「愛はいつでもベストを信じるのだ」ということに気付き、私の考え方は
大きく変わったのです。

あなたの心が毒に侵され、サタンの要塞が築かれてしまったなら、それを砕い
て、心を一新させる必要があります。それができる唯一の手段、それは神のことば
の武器によってです。神のことばを学び、じっくりと考え、自分自身に言い聞かせ、
思い巡らすことで、あなたの心は一新されます。

私たちには、素晴らしい聖霊が与えられています。たとえ、私たちの思いや考え
が間違った方向に進んでしまっても、聖霊がそのことに気付かせてくれるのです。
私も、そんな神様の働きをいつも体験しています。愛に基づいた思いではなく、疑
い深い思いで心が満たされそうになると、神様がその状況に気付かせてくれます。
人間的に考えれば、普通は「簡単に人を信用したら、ただ利用されるだけ」と感じる
のでしょう。確かに、そうなることも時にはあるかもしれません。しかし、裏切りを恐
れて人に疑ってかかるより、人を信頼することで得られるプラスの方が、はるかに
勝っていることは確かなのです。

信頼と信仰は、人生に多くの喜びをもたらします。それに根差して生きること
が、私たちの築く人間関係を、最大限にまで成長させてくれるのです。

疑いの感情を心の中に許してしまうと、人間関係にマイナスの影響を及ぼしま
す。それを放ったままでは、結果的に、すべての人間関係は破壊されていくのです。

要するに、「神様の方法は成功するけれど、人間の方法は成功しない」というこ
とです。神様は、人を裁いたり、批判したり、疑いを持つことは罪だと教えています。
神様が罪だと定めるのなら、私たちもそう考えるべきなのです。神様が愛すること
を愛し、神様が憎むことを憎む。また、神様が許すことを許し、神様が許さないこと
を許さない。これこそが、私たちの基本であるべきなのです。
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心のバランスのとれた態度こそが、ベストな人間関係を生み出すのです。ここで、
「人に疑ってかからないこと」＝「人との付き合いの中で問題に直面しても、知恵と
洞察力を用いて判断してはいけない」ではないことを理解してください。つまり、出
会うすべての人に対して、自分をさらけ出したり、相手に傷つけられるかもしれない
ような状況を、わざわざ作る必要はありません。一方で、出会う人ごとにネガティブ
な態度で接したり、疑いの目を向けたり、相手に利用されたらどうしようと恐れて接
したりする必要も、まったくないのです。

神様のことは100％信頼しよう！人のことは慎重な態度で信頼しよう

イエスが神殿の都エルサレムを訪れたのは、過越祭に参加するためだったが、
そこにいる間に起こしたキセキ（驚くべきこと）を見て、大勢の人がイエスを信じた
のだった。［そして、彼らはイエスの仲間に加わったつもりになっていた。］しかし、イ
エスは人間の考え方を知っていたため、彼らを信用することはなかった。人につい
ての入れ知恵は無用。イエスは［人間の心を読むことができ、］”人”を完全に把握し
ていたからだ。

ヨハネの福音書 2章23-25節 （ALIVE訳より一部強調）

ある時、私の教会でがっかりするような出来事が起きました。その問題には、
私も大きく関わっていました。その出来事の後、神様は私に、ヨハネの福音書2章
23-25節を示してくれたのです。

この箇所は、イエスと弟子たちの関係を表しています。ここでは、イエスが弟子
たちを過剰には信頼していなかった様子が、シンプルに描かれています。弟子たち
を疑ったわけでも、まったく信頼しなかったわけでもありません。ただ、誰もが持ち
備えている人間特有の性質を、イエスはよく理解していました。そのため、過剰に弟
子たちを信頼して、自分を委ねることはしなかったのです。

教会で起きたその出来事から、私は良い教訓を学びました。私があれほどまで
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に傷ついた理由は、問題を起こした女性たちのグループに、深く関わり過ぎていた
からなのです。そのため、人との健康的な関わり方のバランスを崩してしまったの
です。このように、信頼関係におけるバランスを崩すと、悪魔が忍び込む隙を与えて
しまうのです。

ペテロの手紙Ｉ5章8節には、こう書かれています。「（バランスを保ち）自分を
手なずけ、くれぐれも警戒しろ！（控え目で慎重さを持て！）最大の敵である悪魔は、

［ひどい空腹で］飢えほえたけるライオンのように、引き裂くべき獲物を求めて、う
ろつき回っている。」（ALIVE訳より一部強調）

振り返ってみると、私はこの女性たちを頼りにし過ぎていたのだと思います。そ
のため、本来は神様にだけ置くべき信頼を、彼女たちに置いてしまったのです。どん
な人間関係においても、越えてはならない境界線があります。その知恵をないがし
ろにして、境界線を越えてしまうと、やがては問題が起きて、深く傷つくことになるの
です。

1番の信頼は、いつも神様にだけ置くべきなのです。そうすることで、聖霊の呼
びかけに対して、私たちはより敏感になることができます。境界線を越えてバランス
を崩しそうになっても、聖霊がそのことに気付かせてくれるのです。

中には、「自分には物事を見分ける力がある」と考える人もいますが、そういう人
は、ただ単に疑い深いだけという可能性もあります。確かに、「霊を見分ける力」と呼
ばれる聖霊のギフトも存在します（コリント人への手紙Ｉ 12章10節より）。しかしそ
れは、良いものと悪いものを見分ける能力であって、悪いものだけを見分ける能力
ではありません。疑いの感情は、まだ新しくされていない古い心から生まれます。一
方、物事の善悪を見分ける力は、新しくされた霊から生まれるのです。

だから、本物に見せかけた「人間的な能力」ではなく、真の聖霊のギフトを求め
て祈りましょう。あなたの持っているものが、本当に聖霊のギフトとしての「見分け
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る力」であるなら、ゴシップではなく、祈りへとあなたを駆り立ててくれるはずです。
真のギフトによって、真の問題を見分けたなら、人間的なやり方ではなく、聖書の教
えに沿った方法でそれを対処できるはずです。人間的なやり方で問題を対処しよう
としても、問題をさらに大きくし、より複雑にするだけです。

親切なことばは甘く、元気をくれる

知恵のある人のことばは的確で説得力があります。親切なことばははちみつの
ように甘く、人々を元気づけます。

箴言 16章23-24節 （リビングバイブル）

「口で語る言葉」と「内側にある思いや考え」は、「骨」と「骨髄」のように深く関
係し合っているため、切り離して考えることはできません（ヘブル人への手紙　4章
12節より）。

私たちの思いや考えは、内側に潜む言葉です。自分と神様だけが、その声に耳
を傾けることができます。それらの言葉は、私たちの人間としての本質や、心と身
体の健康に影響を及ぼします。それによって、人との接し方も左右されるのです。ま
た、内側の思いや考えは、最終的には言葉となって口から発せられます。残念なが
ら、つい口走ってしまった言葉のために、恥ずかしい思いをしたり、自分の愚かさを
さらけ出してしまうこともあるのです。人を裁いて非難したり、批判したり、疑ってば
かりいては、決して喜びは訪れません。

イエスが来たのは、私たちがいのちを楽しむようになるためなのです（ヨハネ
の福音書10章10節より）。ですから、キリストの心に根差して行動する決断をして
ください。そうすれば、これまで体験したことのない新しい人生の領域に、あなたは
足を踏み入れるはずです。



わたしの民は知識がないために滅ぼされる。
ホセア書 4章6節 （口語訳）

この聖書箇所は、消極的で受け身な態度が抱える問題に関する、まさに的を得
た教えです。クリスチャンの間でも、「消極性（受け身な態度）」という言い回しを聞
いたことのある人は、ごく少数でしょう。たとえ聞いたことがあっても、それがどんな
ものなのか、ほとんどの人は深く考えたことがないはずです。

「消極的で受け身な態度」とは、「積極的で自発的な態度」に対して真逆の意味
を持っています。聖書によると、そこには深刻な問題が潜んでいることがわかりま
す。なぜなら、ペテロの手紙Ｉ5章8節には、こう書かれているからです。「最大の敵
である悪魔の攻撃に備えて、警戒しなさい。悪魔は、飢えてほえたけるライオンのよ
うに、引き裂くべき獲物を求めてうろつき回っているのです。（リビングバイブル）」
また、テモテの手紙Ⅱ 1章6節では、「あなたのうちに注ぎ込まれた力と勇気を、もう
一度、奮い起こしなさい。（リビングバイブル）」と教えています。

では、「passivity（消極性・受動性）」とはどういう意味なのでしょうか。様々な定
義を調べた結果、私なりにまとめた解釈がこちらです。「感情・願望の欠如、あらゆる
ことに対する無気力感、なまぬるさ、怠け癖」。そのような態度の背後には、悪霊が
存在しています。神様を信じる私たちを無気力にして、自分の意志を働かせないよ
う仕向ければ、私たちを打ち倒したも同然だということを、悪魔はよく知っているの
です。神様を信じる私たちが、自分の意志を働かせて悪魔に対抗するなら、負ける
ことは決してありません。しかし、自分の意志を働かせることなく、消極的で受け身

第14章

消極的で受け身な心
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な態度のままでは、悪魔の攻撃を真に受けるだけなので、結果として深刻な状況を
招いてしまいます。

実際に、感情面で支配されているクリスチャンがあまりにも多過ぎます。そのた
め、悪魔に感情を支配されて「意志のない状態」に陥ってしまうと、私たちはどんど
ん受け身になり、自分がやるべきことも自発的にできなくなっていくのです。それ
は、ほかでもない悪魔の策略です。では、意志のない状態のクリスチャンとは、どん
な人たちでしょうか？彼らは、ただ気が向けば神様を賛美し、気が向けば与え、気が
向けば自分の言ったことを守ります。もし気が向かなければ、たとえそれが自分の
すべきことだとわかっていても、行動に移そうとはしなくなるのです。

空っぽの空間も、空間であることに変わりはない！

悪魔に機会を与えないようにしなさい。
エベソ人への手紙 4章27節 （新改訳）

私たちが、ついサタンに明け渡してしまうもの、それが心の中の「空っぽの空
間」です。消極的な心の中は、空っぽで何も入っていません。そのため、油断すると
あらゆる悪い考えが、いとも簡単に心を埋め尽くしてしまうのです。

受け身なタイプのクリスチャンは、悪い考えが心を埋め尽くしても、それを問題
として認識しない人がほとんどです。なぜかと言うと、それを「自分の考え」として受
け止めてしまうからです。そのため、「自分の空っぽな心に、悪魔が悪い考えを忍び
込ませた」とは、思いもしないのです。

それでは、心に悪い考えが入らないようにするには、どうすれば良いでしょう
か？その手段のひとつが、「自分の心をいつも正しい考えで満たすこと」です。もち
ろん、悪霊を追い出すことも手段のひとつとして考えられます。しかし、追い出され
た悪霊は、しばらく別の界隈を転々として、最終的には元の場所に戻ろうとします。
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その時、もし元の場所が空っぽだったら、今度は仲間を引き連れてやって来ます。
そうなってしまうと、心の持ち主の状態は、悪霊を追い出した前の状態よりもさらに
悪化してしまうのです（ルカの福音書 11章23-26節より）。

悪い考えを持った人が、すべて悪霊にとりつかれていると言っているのではあ
りません。しかし、悪い考えの背後には、悪霊が存在しているのも事実なのです。悪
い考えが入るたびに、それを毎回追い出すこともできます。しかし、追い出した後の
空間を正しい考えで埋めなければ、悪い考えは必ず元に戻って来るのです。それで
は、ただの堂々巡りになってしまいます。だからこそ、空っぽな空間を正しい考えで
埋めれば、敵は自分の居場所がなくなったことに気付き、再び帰ってこようとはしな
くなります。堂々巡りする必要もなくなるのです。

罪には、行動を起こすことで犯すタイプの「積極的な罪」と、すべきことでも行動
に移さないタイプの「消極的な罪」があります。つまり、「悪い事をしてしまった」とい
う罪もあれば、「正しいことを行動に移さなかった」という罪もあるということです。
たとえば、思いやりのない言葉は、人間関係にダメージを与えます。それと同じよう
に、感謝の思いを伝えなかったために、人間関係が崩れてしまうことだってあるの
です。

受け身な人は、「自分は何もしていないのだから、どこも悪くない」と考える傾向
があります。だから、間違いを指摘されると、「私は何もしていません！」と言うので
す。確かに、「何も」していないわけですから、ある意味それは正答なのかもしれま
せん。しかし、その人は「何もしていないこと自体が間違っている」という点に気付く
必要があります。そう、何もしていないことが問題なのです。

受け身な態度は克服できる

何年も前のことですが、夫のデイブは「消極的で受け身な態度」の問題を抱え
ていました。すべてにおいて消極的というわけではなく、積極的に取り組んでいる
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こともありました。毎日仕事に行き、土曜日にはゴルフをし、日曜日には好きなアメ
フトの試合をテレビで観戦する。しかし、それ以外のことをしてもらおうとすると、彼
の重い腰はなかなか上がりませんでした。たとえば、「壁に絵を飾ってもらえる？」と
頼んだら、仕上がるまで3、4週間は待つ覚悟が必要だったのです。そのため、私た
ち夫婦の間には摩擦が絶えませんでした。私の目には、夫が「自分のやりたいこと
しかしない人」として映っていたのです。

その頃のデイブはすでにクリスチャンで、神様を心から愛していました。そのた
め、この問題を克服したいと望んだ彼は、熱心に神様を求めました。すると、神様が
祈りに答えるように、「消極的で受け身な態度の危険性」について詳しく学べる機
会が与えられたのです。そのおかげで、自分がすぐに行動に移せない理由が、次第
に明らかになっていきました。実は、受け身な態度の背後には、悪霊が存在してい
たのです。デイブは、すべてのことに対して消極的だったわけではなく、積極的に行
動できる分野もありました。なぜ、積極的になれたかと言うと、それらの分野では、
きちんと自分の意志を働かせていたからです。しかし、受け身になる分野において
は、自分の意志を働かせていませんでした。つまり、彼は敵に対して、自分の意志を
明け渡してしまっていたのです。結局、敵に押しつぶされそうになった彼は、願望も
なく、「何かをしたい」という気持ちも失せて、物事を達成するために必要な「やる
気」すらなくしてしまったのです。

神のことばを学び、祈ることに対しても、夫は消極的でした。真剣な態度で、彼
が神様に助けを求めていないことがわかっていたので、私にとっては、彼に耳を傾
けるのも苦痛でした。当の私にも、「反抗心」という問題があったからです。このこと
からも、悪魔が私たちの弱さを利用して、お互いを衝突させようとしたことがよくわ
かります。このように、ほんの些細な問題で、多くの夫婦が離婚していくのです。しか
し残念なことに、ほとんどの夫婦は、離婚した後になっても、自分たちの抱えていた
問題の本質に気付かないままなのです。

確かに、私には少し積極的になり過ぎる面がありました。自己中心的な思いに
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よって、私はいつも神様より前を走っていました。自分本位に行動しているにもか
かわらず、それを神様が祝福してくれると期待していたのです。それとは逆に、夫の
デイブは、神様を待ち望む以外、ほとんど何もしていませんでした。そんな彼の姿
を見るだけでも、私の中のイライラは募るばかりだったのです。今では笑って話せ
るようになりましたが、あの頃の私たちにとっては深刻な問題だったのです。もし神
様が助けてくれなかったら、ほかの夫婦のように、私たちも離婚への道まっしぐらだ
ったことでしょう。

デイブはいつも口癖のように、「君はいつも神様より先を行くね。」と言っていま
した。それに対して私は、「あなたは神様よりも20km近く後ろにいるじゃない！」と
返したものです。つまり、私の問題は積極的過ぎることであり、デイブの問題は消極
的過ぎることだったのです。

せっかく才能が与えられていても、それを活かさなければ、私たちは気力を失
い、最終的には「何もできない」と思い込むようになります。何もしない期間が長く
なればなるほど、意欲も失われていきます。その原理は、運動とよく似ています。

私は今、とても良い運動プログラムに参加しています。その中で、運動はすれば
するほど、辛さよりも楽しさの方が増すのだということを経験しました。始めた当初
は、確かにとてもきつかったです。その日のプログラムを終えるたびに、身体のあち
こちが痛みました。運動しなかった期間があまりにも長かったので、身体はなまり
きっていたのです。私は元々、積極的に運動するタイプではありませんでした。しか
し、運動しない期間が長くなるにつれ、体力の衰えを感じ、再び運動する決心をし
たのです。筋肉は、鍛えなければすぐに弱っていくのです。

本題に戻りますが、デイブ本人も、やがて問題の本質に気付き始めました。長
い間、消極的で何もせずに過ごしてきたため、彼の心は悪霊によって抑圧されてい
たのです。聖霊に助けられながら、この事実に気付いた夫は、「何でもグズグズと先
延ばしにする怠け癖をやめて、もう一度、積極的で活発な自分になろう！」と、すぐに
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一大決心をしました。

決心するのは簡単ですが、いざ実行に移すとなると、なかなか簡単にはいかな
いものですよね。今までずっと受け身な態度で過ごしてきたため、長いこと使って
いなかった身体を奮い立たせて、運動しなければならないのですから。しかも、し
っかりと筋肉がついて、その部分が再び強くなるまで、ずっと鍛え続けなければ意
味がないのです。

その時から、夫は毎朝5時に起きて聖書を読み、祈ってから、仕事に出かけるよ
うになりました。それはまさに、戦闘の火ぶたが切って落とされた瞬間でした！いっ
たん手に入れた領域を、悪魔が自ら手放すはずがありません。だから、私たちが自
分の意志で戦いを仕掛けない限り、それを再び勝ち取ることはできないのです。最
初は、頑張って朝早く起きても、そのままソファで眠ってしまうことも頻繁にありまし
た。でも、だからと言ってあきらめることなく、夫は毎朝5時に起きて神様と時間を過
ごし、着実に前進し続けました。「早起きする」という形で、実際に行動を起こせた
理由は、彼の強い意志にあります。朝の祈りをライフスタイルの一部にするのだと
いう「意志」を、自ら働かせていたのです。

そのプロセスの中で、「時には退屈に感じる日もあった」と彼は言います。読ん
でいる聖書箇所をまったく理解できなかったり、祈っても答えられている実感がな
かったりと、自分の進歩を感じられないこともあったそうです。しかし、それでも夫
は、あきらめずに行動を起こし続けました。消極的で、受け身な態度の持つ危険性
を知った以上、行動せずにはいられなかったのです。

やがて、何かが少しずつ変わり始めました。デイブに「壁に絵をかけてほしい」
とか、「壊れた物を修理してほしい」とお願いすると、すぐにやってくれるようになっ
たのです。夫は再び、自分の考えで行動し、自分の意志で決断できるようになりまし
た。それでも、正直に言うと、頼まれたことをする気分になれなかったり、「できれば
やりたくない」と感じることがほとんどだったそうです。しかし、そんな自分の感情に
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流されることなく、「今やるべきことをやろう」と決断できるようになったので、次第
に行動が伴うようになりました。感情によってではなく、理性によって正しい決断を
して、それを実行に移すことで、彼はますます自由を体験し始めたのです。

そこにたどり着くまでの道のりは、彼にとって決して楽なものではありませんで
した。たった数日や数週間で、その自由を手に入れたわけではありません。ほかの
問題と比べてみても、「消極的で受け身な心」の抱える問題は、克服するのに長い
時間がかかります。なぜなら、先ほども触れたように、自分を励まし、支えてくれるは
ずの感情が、受け身な心には欠けているからです。

デイブは、神様の助けを熱心に求め続けました。その結果、今日の彼は、受け身
な男性ではまったくありません。夫は現在、私たちのミニストリーの役員を務め、ラ
ジオやテレビ放送を介したアウトリーチを監督し、経営面における責任をすべて担
っています。また、フルタイムで私の活動に同行し、スケジュールの管理も行ってい
ます。そんな多忙な日々の中でも、彼は家庭を第一にする最高な父であり、最高な
夫です。その後も、神様と過ごす時間を大切にし、毎朝聖書を読んで祈る日課を欠
かしたことはありません。つまり、デイブは多くの尊敬に値する、ますます最高な男
性へと生まれ変わったのです。

今でも、夫はゴルフを楽しみ、テレビのスポーツ観戦もかかしません。しかし、
それだけではなく、自分がすべきこともきちんとこなしています。現在の彼を知る人
は、その素晴らしい仕事ぶりと積極性から、「以前は彼が受け身な人だったなんて、
まったく信じられない！」と口を揃えて言います。

消極的で受け身な心は、必ず克服することができます。しかし、克服するための
最初のステップは、実際に行動を起こすことではありません。それは、「克服すると
心の中で決断すること」なのです。デイブの場合も、まず心の中で、消極的な思考パ
ターンを変えると決断することから始まりました。その決断に至るまでは、実際に進
歩が現れることはありませんでした。
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まずは「正しく考える決断」から　−「正しい行い」は後から自然とついてくる

世間の（今の時代の）人たちの生活態度や［薄っぺらに過ぎない］習慣をまねて
はいけない。むしろ、すること考えることすべての面で、生き生きとした、全く新しい別
人となるのだ。（変えられるのだ。）そうすれば、［新しい価値観と態度を身につけ、］
神の道がどんなに自分を満足させてくれるか、わかるようになる。 

ローマ人への手紙 12章2節 （ALIVE訳より一部強調）

神のことばである聖書には、ダイナミックな原則が全体に渡って記されていま
す。この原則を理解し、それを実行に移して生きていかなければ、勝利ある人生を
送ることはできません。その原則とは、「正しい行動は、正しい考え方から生まれる」
という教えです。

別の言葉で言い換えると、「考え方を変えなければ、行いも変わらない」というこ
とです。

物事の順序に関しては、人それぞれ様々な考え方があります。しかし、神様が定
める物事の順序においては、一番最初に置かれるのが「正しい考え方」です。そして、

「正しい行い」がその後に続きます。なぜこのような順序になるかと言うと、「正しい
考え方」をすれば、「正しい行い」は後から自然とついてくるものだからです。正しい
行いとは、正しい考え方の産物であると私は思います。神様を信じる人たちは、何と
かして正しい行いをしようと、自分の力で努力します。でも、「正しい行い」の実は、努
力したからといって結ばれるわけではありません。ぶどうの木である神様につながっ
ていなければ、実を結ぶことはないのです（ヨハネの福音書15章4節より）。「ぶどう
の木につながる」ということは、「神様に従う」という意味です（ヨハネの福音書15章
10節より）。

この原則について教える時、私はいつもエペソ人への手紙4章22-24節を引用
します。まず、22節に書かれていることに着目してみましょう。「古い邪悪な性質を
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捨て去りなさい。［新しくされる必要のあった古い自分を脱ぎ捨てなさい。］古い性
質とは、以前のあなたがたのように肉欲に惑わされ、滅んでいくような生き方です。」

（リビングバイブルより一部強調）

これに続いて、24節ではこう書かれています。「あなたがたは、神にかたどって
造られた（真の義と聖さを持つ神の性質を帯びた）新しい人になるように、（生まれ
変わった）新しい性質を身にまといなさい。」（リビングバイブルより一部強調）

これらの聖書のことばは、何を語っているのでしょうか？22節は、「間違った行
いはやめなさい」と教えていて、24節では、「正しい行いをしなさい」と勧めている
のです。

それでは、このふたつの節の真ん中にある23節はどうでしょうか？この節を、私
は「橋渡しのアドバイス」と呼んでいます。なぜなら、23節では、22節（間違った行
い）から24節（正しい行い）へ移り進むための方法を教えているからです。そこに
は、こう書かれています。「あなたがたの態度や考えを一新しなければなりません。

［感情面と霊的な面において、真新しい態度を持つのです。］」（リビングバイブル
より一部強調）

悪い行いをやめて、正しい行いをしたいと思うなら、まず考え方を変えなけれ
ばなりません。消極的で受け身な人だって、正しいことをしたいと心の中では思っ
ているはずです。しかし、意識的に自分の意志を働かせて、神のことばと思いに沿
って生きる決心をしない限り、正しい行いを実行できるようにはならないのです。

これについて考える時、私はある男性のことを思い出します。その人は、私が以
前主催したセミナーの参加者でした。セミナー終了後に、彼は祈りを求めて、ほか
の人たちと一緒に列に並んでいました。彼は、性的欲望を抑えられない問題を抱え
て悩んでいたのです。妻を心から愛していた彼は、自分のせいで、ふたりの結婚が
壊れてしまうのを心配していました。しかし、この問題を解決しなければ、離婚の危
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機は回避できなかったのです。

男性は言いました。「実は、どうしても自分の性欲をコントロールできないんで
す。悪いとわかっていても、どうしてもほかの女性に目が行ってしまう。この問題か
ら解放されるように、ぜひ祈ってください。今まで何度も祈ったのですが、どうしても
駄目なんです。」

その時、聖霊に促されて、私はこう語りました。「わかりました。あなたのために
祈りましょう。ただし、自分の心のスクリーンにあなたが映し出す映像について、神
様に対して正直であり続ける必要があります。もし本当に、その問題から解放され
て自由になりたいなら、心にポルノを思い浮かべたり、別の女性のことを想像した
りしてはいけません。」

自由になりたいのに、なぜ解放されないのか。この男性のケースから、その理由
を見ることができます。つまり、この男性は正しい行いを求めて祈りましたが、ただ
祈るだけで、自分の考え方を変えようとはしていませんでした。だから、解放と自由
を体験できなかったのです。

実は、多くの人が心の中で罪をもてあそんでいます。マタイの福音書5章27-28
節で、イエスはこう語りました。「また、神の掟には、“姦淫してはならない” つまり、結
婚相手以外とセックスしてはならないとある――【聖書:出エジプト記20:14、申命
記5:18より引用】だが言い換えよう。みだらな思いで女性を見るなら、その時点で
姦淫だ！（ALIVE訳）」人が罪深いことをしてしまう原因は、罪深い考えを心の中に
刻んでいるからなのです。

私が自宅で聖書勉強会を始めた頃、そこに参加していたある女性が、イエスを
信じる決心をしました。そして、これまでの夫婦関係や家庭の状況など、すべてを正
しく変えていきたいと願うようになりました。確かに、当時の彼女の人生は問題だら
けでした。家庭環境や子どもたちのこと、夫婦関係、金銭面、自分の健康状況など、
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思いつくことすべてが問題だらけだったのです。彼女は、自分が夫を愛していない
ことについても、人前でオープンに話していました。それだけではなく、彼女は夫を
軽蔑していたのです。そんな自分の態度が間違っていることや、神様もそれを喜ば
ないことを知って、彼女は夫を再び愛そうとしました。でも、夫のそばにいることす
ら我慢できないくらい、気持ちは離れてしまっていたのです。

私たちも、彼女自身も、その場にいたすべての人も、心をひとつにして祈りまし
た！聖書のことばを彼女と分かち合い、聖書メッセージの録音された音源もプレゼ
ントしました。とにかく、思いつく限りのことをすべて試したのです。彼女自身も、私
たちのアドバイスに従おうとしているようでした。それなのに、何の進展も見られな
かったのです。一体、何がいけなかったのでしょうか？その後、カウンセリングを通
して、ある事実が明らかになりました。小さい頃から、彼女が抱き続けてきた空想の
世界へのあこがれが、今も心のどこかに潜んでいたのです。その世界では、プリン
セスである彼女のもとへ、ハンサムなプリンスが、毎日花束やスイーツを持って仕
事から帰って来ます。そんなプリンスの深い愛情に、プリンセスはもう胸がいっぱい
になるのです。

彼女は、こんな空想を思い描きながら、1日を過ごしていました。そして、夕方に
なると、今日も頑張って働いた夫が帰ってきます。疲れ切った顔で、汗にまみれ、薄
汚く、しかもちょっと肥満体系で、おまけに歯も1本欠けた夫が…。期待外れの現実
を目の当たりにした彼女は、そんな夫をつい毛嫌いしてしまうのです。

ここで、少し考えてみてください。この女性は、イエスを信じて新しく生まれ変わ
ったのですが、それでも人生には問題が山積みでした。神様に従い、神様のために
生きたいと決意し、神様が願うように再び夫を愛そうともしました。勝利ある人生を
送り、幸せな結婚生活を手に入れたいと心から願いました。しかし、それを不可能
にしていたのは、ほかでもない彼女自身の心だったのです。再び「健康的な心」を取
り戻すまで、夫に対する嫌悪感を克服するのは難しい状況でした。
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彼女は、実在することのない空想の世界に生き続けていました。だから、現実と
向き合うための心の準備がまったくできていなかったのです。また、彼女も消極的
で受け身な心の持ち主であったため、神様の教えに従い、自分の意志で考え、行動
することもありませんでした。そのため、彼女の心にあった空っぽの空間は、悪魔に
よって乗っ取られ、悪い考えをことごとく吹き込まれてしまったのです。

空想の世界を自分のものであると思い込み、それを楽しんでいる限り、彼女が
本当の勝利を体験することはありません。それに気付いた彼女は、自分の考え方を
新しくする決心をしました。すると、自分の中で何かが変わっていくのを体験し始
めたのです。また、夫に対する態度を改めたことで、それが夫にも良い変化をもたら
し、彼も自分の容姿や、彼女への接し方に気を配るようになったのです。

天にあるものに心を向ける

救世主イエスと共に死から復活したのだろう？［そして、新しいいのちを得て、死
からよみがえったイエスと共に生きるのだろう？］それなら［永遠に続く豊かな宝と、
］永遠の富を求め、天国のために生きろ！そこに我らの王はいる！神の右の玉座に！
この世ではなく、（すべてに勝って上にある存在である）天に目を向けろ！

コロサイ人への手紙 3章1-2節 （ALIVE訳より一部強調）

この聖書箇所でも、先ほどと同じ原則を見ることができます。もし、イエスが死
からよみがえったのと同じいのちを生きたいと願うなら、地上にあるものではなく、
天にあるものに心を向け、力溢れる真新しい人生を求め続けることが大切なので
す。

使徒パウロは、シンプルにこう語っています。「もし、私たちが幸せな人生を送り
たいなら、どんな時にも、心を良いことに向け続ける必要がある。」

神様を信じるほとんどの人は、幸せな人生を送りたいと望んでいます。しかし、
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彼らは「何か良いことが起ったら良いなぁ」と願うばかりで、自分から積極的に行動
を起こすこともなく、じっと座って待っているだけなのです。そして、理想的な人生
を歩む人たちを見ては羨ましく思い、彼らと自分を比べてみては、苦々しい思いを
かみしめているのです。

あなたは、問題を克服して勝利ある人生を送りたいですか？あるいは、死からよ
みがえったキリストの力溢れるいのちを生きたいと思っていますか？もしそうだっ
たら、受け身な姿勢で「こうなったら良いなぁ」と待ち構えているだけではなく、「必
ずこうしてみせる！」という決意を固めるのです。消極的に留まり続けるのではなく、
今こそ積極的に行動を起こしていきましょう。そして、「正しい行いは、正しい考え方
から生まれる」という原則を忘れないでください。今日、この瞬間に、正しい考え方
で心の空間を埋め尽くす決心をしましょう！



この世に、キリストの心（助言や目的）を知り、それを理解して、キリストご自身を
導いたり、教えたり、知識を授けたりできる人などいるでしょうか。しかし、私たちに
はキリスト（救い主）の心が与えられていて、キリストの胸のうちにある思い（感情や
目的）を抱いているのです。

コリント人への手紙Ｉ 2章16節 （AMP訳より直訳）

ここまで、正しい考えを持つことの大切さについてお話してきました。その中で、
あなたも「正しい考えを選んでいこう！」と心に固く決意したのではないでしょうか。
それでは次に、神であるイエスは、どのような考えを「正しい考え」として教えている
のか見ていきましょう。地上での人生を歩む間、信じられないようなことを考えなが
ら人間たちが生きる様子を、イエスは何度も目の当たりにしました。もし、私たちも
イエスが生きたように生きたいと望むなら、まずは「イエスが考えるように自分も考
える」ことから始めなければなりません。

そう言われて、あなたはすでにこう感じていませんか？「イエスのように考える
だなんて、そんなこと無理よ。イエスは完璧な存在なのだから。多少、考え方を良く
していくことはできても、イエスと同じように考えるだなんて、不可能だわ。」

しかし、私たちには「キリストの心」、つまり「新しい心と新しい霊」が与えられて
いると、聖書は語っているのです。

第15章

キリストの心
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新しい心と新しい霊

わたしはあなたがたに新しい心を与える。それで、あなたがたは正しい願いを抱
くようになる。また、あなたがたに新しい霊を授ける。それで、石のように堅い罪の心
が取り除かれて、愛に満ちた新しい心が生じる。わたしの御霊を授けるので、あなた
がたはわたしのおきてを守り、わたしの命令に何でも従うようになる。

エゼキエル書 36章26-27節 （リビングバイブル）

クリスチャンである私たちは、これまでとは違う新しい性質を受け取りました。
それは、キリストを信じて新しく生まれ変わった時に与えられた、神様の性質なの
です。

この聖書箇所からもわかるように、神様の教えを心に留めて、神様が定めたこと
を守るなら、私たちは「新しい霊と新しい心」を受け取ります。ローマ人への手紙8
章6節は、自分中心で人間的な心とは、どんなものかについて教えています。もし、
私たちが人間的な心に従うなら、その結末は死です。しかし、聖霊の心に従うなら、
私たちはいのちへと導かれるのです。

つまり、「いのちをもたらすもの」と「死をもたらすもの」を見分ける力を養うこと
で、私たちは大きく前進していけるのです。

もし、自分の身近に「死をもたらすもの」があるなら、二度とそれに手を出しては
いけません。また、あなたの思考パターンが死（あらゆる悲観的な思い）につながる
ものだとしたら、それは明らかに聖霊の心から生まれたものではありません。

それでは、もう少し詳しく説明しましょう。例えば、ある人から過去に受けたひど
い扱いを思い出し、私が傷ついていたとしましょう。その出来事を考えれば考える
ほど、怒りがこみ上げてきて、いかに自分が相手のことを嫌っているのか思い知ら
されます。その瞬間、もし私が「いのちをもたらすもの」と「死をもたらすもの」の違



179

第15章 - キリストの心

いを見分けることができれば、その時の自分の感情が「死をもたらすもの」であるこ
とに気付くはずです。相手のことを思い浮かべるだけで、怒りがこみ上げ、感情が
高ぶって、ストレスも増すばかり。体調すら悪くなることもあります。そんな状況の中
で、頭痛や腹痛、気だるさが襲ってきたら、それは自分の中に渦巻く悪い考えが原
因かもしれません。それと同じように、自分がどれだけ祝福されているかに目を向
け、大好きな神様のことを考えている時には、それが「いのちをもたらす思い」であ
ることを認識できるのです。

自分が「いのち」に満たされているのか、それとも「死」に満たされているのか。
それを見分ける力を身につけることは、神様を信じる私たちにとって、とても重要な
ことです。どんな時にも、いのちに満たされて生きるために、イエスは私たちにキリ
ストの心を与えてくれました。ですから、私たちはそれに従って生きていくべきなの
です。

それでは、キリストの心に従って生きるための具体的な方法について、ステップ
ごとに見ていきましょう。

ステップ１：ポジティブで肯定的に考えよう

約束もせず、お互いに「そうしよう」と決めたわけでもないのに、ふたりの他人が
共に歩むことなどあるだろうか？

アモス書 3章3節 （AMP訳より直訳）

キリストの心に沿って考える人は、ポジティブで肯定的な思いを、心の中に巡ら
せています。ポジティブな考え方をすることの重要性については、これまでの章で
も何度か触れました。その大切さをもう一度思い出すためにも、ぜひ第5章を開い
てみてください。実は、私も第5章を読み直したのですが、自分で書いた文章である
にもかかわらず、とても心が恵まれました。
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ポジティブな姿勢が持つ力については、何度お話しても足りません。それほど、
私たちの人生に必要な要素なのです。何よりも、まず神様自身が、とてもポジティブ
で肯定的な存在です。その流れの中で、神様と共に歩みたいと願うなら、神様と同
じように、私たちもポジティブに考える習慣を身につける必要があります。だからと
言って、「ポジティブになれ！」と自分を洗脳する必要はありません。自分のあり方や
生き方も含め、総体的に「ポジティブな人間になろう」ということなのです。

心にポジティブな姿勢を持つことで、それを外側にも溢れさせていきましょう。
何かを考え、期待する時にも、ポジティブな視点から見るのです。また、人との会話
においても、ポジティブで肯定的な話し方を心がけましょう。

イエスは、どんな状況でもポジティブな心の姿勢を持ち、それを外側にも溢れ
させていました。イエスが耐え忍んだ試練は数えきれません。中には、人々から個
人的に攻撃されたこともありました。人にだまされ、自分が一番辛かった時に弟子
たちから裏切られ、からかわれ、孤独に追いやられ、人々から誤解され…。イエスが
体験した苦難は計り知れません。しかし、どんなに「ネガティブ」が押し寄せてきて
も、イエスが「ポジティブ」を失うことはありませんでした。状況に左右されることな
く、どんな時にも人々を建て上げ、励ましに満ちたことばを語りました。自分の周り
に集まる人々に対して、希望を語り続けたのです。

私たちの中に与えられているキリストの心は、極めてポジティブです。だから、も
し自分がネガティブなことばかり考えていたら、それは私たちがキリストの心を働
かせていない証拠です。今日、多くの人たちが、人生の浮き沈みの中で苦難を体験
しています。がっかりしたり、憂うつになったり、失望したりと、人生の浮き沈みは様
々です。しかし、ポジティブな姿勢からは、そのような浮き沈みは生まれません（医
学的に病気を抱えている場合を除いて）。ネガティブで否定的な姿勢になっている
時こそ、浮き沈みがやってくるのです。たとえ、病気が原因で浮き沈みがやってきた
としても、ネガティブな姿勢でいるなら、それは激しさを増し、病状はさらに悪化し
てしまうでしょう。
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詩篇3篇3節によると、神様は私たちの栄光であり、私たちを高く引き上げてく
れる存在です。神様は、私たちの希望、態度、気分、頭、手、心…つまり、私たちの人
生そのものを高く引き上げたいと願っているのです！

神様は私たちを引き上げる存在ですが、それとは反対に、悪魔は私たちを抑
えつけ、押し潰すチャンスを狙っています。人生に起こるネガティブな出来事や状
況を使って、サタンは私たちを落ち込ませようとしているのです。「落ち込ませる」
という表現は、英語では「depress」と訳されるのですが、その単語を辞書で調べ
てみると、「霊や魂を低くする。悲しませる。」という意味があることがわかります。
また、『ウェブスター辞典』によると、「depress」されたもの（落ち込まされたもの）
とは、「周囲の環境よりも下に沈められたもの。くぼみ、へこみ。」と説明されていま
す。つまり、「depress」とは、「沈める」、「抑えつける」、「地面（標準）より下に押さ
え込む」といった意味を持っているのです。ネガティブに考えてしまいそうになる
ような場面は、私たちの日常生活に溢れています。しかし、ネガティブに考えても、
さらに心は落ち込むばかりです。ネガティブな姿勢は、問題を解決するどころか、
より悪化させるだけなのです。

うつを克服する

詩篇143篇3-10節では、うつとは何なのか、また、どうすれば克服できるのかに
ついて書かれています。この聖書箇所を通して、悪魔の攻撃であるうつを克服する
ためのポイントを、細かく段階に分けて見ていきましょう。

1．問題の性質を見極め、原因を突き止める

私は敵に追いつめられ、地面にたたきつけられました。そして、墓のように暗い
所に住まわせられたのです。

詩篇 143篇3節 （リビングバイブル）
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「墓のように暗い所に住まわせられた」とは、人生の浮き沈みの中で、どん底を
体験している人の心の状態を表しているかのようです。

この箇所から、私たちの魂が攻撃されることによって、うつが発症することがわ
かります。その攻撃を仕掛けてくるのが、敵であるサタンなのです。

2．うつは、いのちと光を奪う

いっさいの希望を失った私は、恐怖に取りつかれ、身震いしています。［私の胸
の中で、心はしびれ、麻痺しています。］

詩篇 143篇4節 （リビングバイブルより一部強調）

うつは、私たちの霊的な自由と力を圧迫し、それを奪い取ろうとします。

聖霊によって強められ、励まされることで、私たちの霊は力と自由を得ます。実
は、サタンもそのことを良く知っているのです。だから、私たちから力と自由を奪う
ために、憂うつな気分を使って攻撃してくるのです。「うつっぽいかな」と感じたら、
すぐにその感情に立ち向かい、拒む必要があります。うつは、長く放置すればするほ
ど、取り除くのが難しくなってしまうのです。

3．これまでの良かった時間を思い出す

私は古き日を思い出します。あなたがかつてなさった、すばらしい奇跡の数々を
思い巡らし、あなたの手により生み出された、すべての働きについて、心静かに考え
ます。

詩篇 143篇5節 （AMP訳より直訳）

この箇所では、詩篇を書いた著者が、自分の置かれた状況の中で、どんな態度
を取ったのかを見ることができます。何かを「思い出し」、「思い巡らし」、「心静かに
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考える」ことは、すべて心の働きです。この詩篇の著者は、自分の思考が感情に与え
る影響力をよく理解していました。だから、悪魔の攻撃に立ち向かっていけるよう
自分を駆り立てるために、意識してポジティブなことを考えたのです。

4．問題の真っ只中で、神様を賛美する

乾ききった地が雨を慕うように、私はあなたに両手を差し伸べています。
詩篇 143篇6節 （リビングバイブル）

この詩篇の著者は、神様を賛美することの重要性も理解していました。だから、
状況に左右されることなく、彼は両手を天に広げ、神様をほめたたえたのです。そし
て、自分が唯一必要なのは、神様の存在であることを宣言しました。自分の必要を
満たすことができるのは神様だけだということを、彼は理解していたのです。

私たちがうつっぽい状態になる理由は、何かに対する必要を抱えているからで
す。その必要を満たすことができるのは神様しかいないのに、私たちは間違ったも
のに答えを求めてしまうのです。それでは、うつが癒されるどころか、問題はさらに
悪化するばかりです。

エレミヤ書2章13節で、神様は次のように語っています。
「わたしの民は悪事に悪事を重ねた。いのちの水の泉であるわたしを捨て、水

をためることもできない、壊れた水ためを作った。（リビングバイブル）」

乾いた魂を満たすことができるのは、神様だけです。神様以外にも、自分を満た
すものはあると勘違いしたり、そう考えて騙されたりしてはいけません。間違ったも
のを追いかけるなら、私たちは必ず失望します。この失望が、「うつ」への扉を開くの
です。



184

思考という名の戦場

5．神様の助けを求める

主よ、すぐにもこの祈りに答えてください。（私の霊は、今にもくじけてしまいそう
です。）悩みはますます深刻になります。どうか見放さないでください。そうでなけれ
ば、（墓穴に落ちていく人 と々同じように、）私は死んでしまいます。

詩篇 143篇7節 （リビングバイブルより一部強調）

ここで、詩篇の著者は神様に助けを求めています。彼は、こう叫び求めているの
です。「神様、急いでください！あなたの助けなしでは、もうこれ以上、耐え続けること
はできそうもありません！」

6．神様の声に耳を傾ける

朝にあなたの恵みを聞かせてください。私はあなたに信頼していますから。私に
行くべき道を知らせてください。私のたましいはあなたを仰いでいますから。

詩篇 143篇8節 （新改訳）

この箇所では、神様の声に耳を傾けることの大切さについて、著者が深く理解
していたことがわかります。彼は、神様からの愛と恵みに確信を持とうとしていまし
た。それと同時に、神様の目が自分に注がれ、自分の行くべき道筋が示されること
を願っていたのです。

7．解放のために祈る

主よ。私を敵から救い出してください。私はあなたの中に、身を隠します。
詩篇 143篇9節 （新改訳）

ここでも、「自分を敵から助け出せるのは、神様だけだ。」と著者は宣言していま
す。
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この一連の詩篇の中で、著者は問題に捕らわれることなく、ただ神様にだけ、目
を向け続けたことに気付いたでしょうか。

8．神様の知恵、知識、リーダーシップを求める

あなたの意志が何なのか、どうか教えてください。あなたこそ、私の神ですから。
あなたの霊によって、私を平らでまっすぐな土地へと導いてください。

詩篇 143篇10節 （AMP訳より直訳）

おそらく、著者はこの時、神様の意志から離れてしまっていたのではないでしょ
うか。そのため、心は開けっ放しの状態になり、敵に忍び込む隙を与えてしまったの
でしょう。やがて、神様に留まることほど安全な場所はないと気付き、「あなたの意
志の中に留まらせてほしい。」と願っているのではないでしょうか。

次に、彼は神様に平穏さを求めます。彼が「平らでまっすぐな土地へと導いてく
ださい。」と願ったのは、彼の心が不安定な状態だったからではないでしょうか。だ
から、山あり谷ありではなく、まっすぐで平穏な状態を求めたのだと思います。

与えられた武器をどんどん使おう

私たちは人間の武器ではなく、神がかった武器を使って、悪魔の要塞を打ち破
る。 人間の議論を打ち破り、［真の］神と人の間に立って邪魔をする高慢な意見を
木っ端微塵にする。この武器を用いて、私は、反抗する者を捕虜として神に連れ戻
し、改心させ、救世主（また、唯一の聖なる存在である）キリストに従わせる。

コリント人への手紙Ⅱ 10章4-5節 （ALIVE訳より一部強調）

サタンは、うつや感情の浮き沈みを用いて、私たちを暗闇と絶望の淵に引きず
り込もうとします。実際に、自殺に至る人たちの大半は、うつに苦しんだことのある
人たちなのです。自殺願望を持つ人たちは、ネガティブな思いを心に放置している
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ため、すべてものが否定的に見え、将来に何の希望も持てなくなっているのです。

皆さん、どうか忘れないでください。ネガティブな感情は、ネガティブな考え方か
ら生まれるのです。

思考は、まさに戦場です。そこでは、勝つか負けるかのどちらかなのです。あな
たがそこで勝利するためには、ポジティブで肯定的な考え方を選ぶ必要がありま
す。だから、今この場所で、ポジティブに考えることを決断しましょう！あらゆるネガ
ティブな思いや憶測を捨て、自分の考えをキリストに従わせ、神様の思いに沿った
考え方を選んでいくのです（コリント人への手紙Ⅱ 10章5節より）。

ステップ2：神様の心と自分の心を一致させよう

［日々の生き方や性格的な傾向も含め、］自分の心をあなた（神）にしっかりと
結びつける人のことを、あなたはしっかりと守り、完全な平安のうちに保ってくれま
す。なぜなら、その人が自らの意志で、まず最初に自分自身をあなたに捧げたから
です。そして、今もあなたに頼り、あなたの内に確信と希望を見出しているからです。

イザヤ書 26章3節 （AMP訳より直訳）

イエスは、天のお父さんである神様といつもつながり、どんな時でもコミュニケ
ーションしていました。私たちが誰かとコミュニケーションをする時、相手のことを
考えずに、その人とつながるのは不可能です。例えば、私が夫と話をしている時に、
心は上の空だとしたら、本当の意味でコミュニケーションしているとは言えません。
心がきちんと彼に向かっていないからです。それと同じように、もし私たちの中でキ
リストの心が働いているのなら、心はまっすぐと神様に向けられ、神様の働きを思
い巡らしているはずなのです。
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神様とその働きを思い巡らす

私のたましいが脂肪と髄に満ち足りるかのように、私のくちびるは喜びにあふれ
て賛美します。ああ、私は床の上であなたを思い出し、夜ふけて私はあなたを思い
出します。

詩篇 63篇5-6節 （新改訳）

私は、あなたのなさったすべてのことに思いを巡らし、あなたの［偉大な］みわざ
を、静かに考えよう。

詩篇 77篇12節 （新改訳より一部強調）

私は、あなたの戒めに思いを潜め、［あなたの定めた教えに沿ったいのちの道で
ある］あなたの道に私の目を留めます。

詩篇 119篇15節 （新改訳より一部強調）

私は、昔の日々を思い出し、あなたのなさったすべてのことに思い巡らし、
あなたの御手のわざを静かに考えています。
詩篇 143篇5節 （新改訳）

詩篇の主な著者であるダビデは、「神様とその働きに思いを巡らす」や、「神様
のしてくれたすべての偉大なわざを思い出す」、「神様の道に目を留める」といった
表現を繰り返し使っています。神様の素晴らしさに思いを巡らし、神様がしてくれた
すべてのことを思い出すことで、私たちの心は励まされ、さらに建て上げられていく
のです。

私は、自然や動物、海の生き物に関するテレビ番組を観るのが好きです。それ
を観ていると、神様の造ったものの素晴らしさや神様の偉大さ、そして、神様の計り
知れない創造力を感じるのです。この世のすべてのものは、神様の力によってしっ
かりと支えられているのです（へブル人への手紙1章3節より）。
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もし、あなたが勝利ある人生を送りたいなら、神様とその働きに思いを巡らせ、
心を向けることをライフスタイルにしてください。

　私の好きな聖書のことばに、詩篇17篇15節があります。この節の後半で、著
者はこんな風に話しています。「朝ごとに目覚める時、私はこの上ない満足感を味
わいます。自分が、神様の存在の中にいることを実感するからです。［そして、私はあ
なたと親しく対話します。］（AMP訳より直訳）」

これまで生きてきた中で、私は数えきれないほどの不幸な日々を送りました。な
ぜかと言うと、目覚めた瞬間から、私は間違ったことばかりを考えて、1日をスタート
させていたからです。でも、聖霊の助けと共に、私はキリストの心（聖霊の心）によっ
て考え、行動できるようになりました。それからは、心身共に満ち足りた生活を送れ
るようになったのです。朝、早起きをして、まず神様との時間を持つと、その日1日を
満ち足りた心で過ごせるようになります。

神様との親しいコミュニケーション

しかし、わたしは真実を言います。わたしが去って行くことは、あなたがたにとっ
て益（良いこと、好都合、プラスになること）なのです。それは、もしわたしが去って行
かなければ、助け主（カウンセラー、支援者、仲裁者、力づける存在、いつも支えてく
れる存在）が［深い関係を築くために］あなたがたのところに来ないからです。しか
し、もし行けば、［深い関係を築くために］わたしは助け主をあなたがたのところに
遣わします。その方が来ると、罪について、義について、（正しい心について、神との
正しい関係について、）さばきについて、世にその誤りを認めさせます。

ヨハネの福音書 16章7-8節 （新改訳より一部強調）

これは、イエスが地上での人生を終え、天に帰る直前に言ったことばです。天で
は、栄光に包まれたイエスが、お父さんである神様の右に座ります。この聖書箇所
から、私たちが神様と親しくつながり合うことを、神様自身が強く望んでいることが
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わかります。

自分自身の思いや考えほど、私たちにとって身近な存在はありません。だから、
心が神様で満たされれば満たされるほど、神様の存在が私たちの中でさらに大きく
なり、神様とつながり合うことがますます楽しくなるのです。その結果として、神様が
くれる喜びと平安、そして勝利を、日々の生活の中で自然と体験するようになるの
です。

聖書にも約束されている通り、イエスはどんな時にも私たちと共にいます（マタ
イの福音書 28章20節、へブル人への手紙 13章5節より）。でも、積極的にイエス
のことを考えようとしなければ、日常の中で、私たちが彼の存在を意識することは
ほとんどありません。例えば、部屋の中で誰かと一緒にいても、もし私の心が上の空
で、ほかのことばかり考えていたとしたら、そこに誰かがいることにすら気付かない
かもしれません。イエスと私たちの関係も、それと同じです。イエスは、どんな時に
も共にいます。しかし、私たちが意識的にイエスのことを考えないなら、彼がそこに
いることにすら気づけないのです。

ステップ３：「神様は私を愛している」というアイデンティティ

私たちは神に与えられた愛を“知っている（実際に見て体験したことによって、神
の愛を理解し、認め、意識している）”だけでなく、“信頼”して（神の愛にしがみつき、
信仰を置き、身を委ねて）いる。神は愛。愛のうちに生きる者は、神のうちに生きる
者。神も同じく、その者のうちに生きている。

ヨハネの手紙Ｉ 4章16節 （ALIVE訳より一部強調）

「神様を感じるためには、神様が共にいることを意識しなければならない」と
言いましたが、神様の愛についても、それと同じことが言えます。もし、「神様は私を
愛している」と考えたことが一度もないなら、神様の愛を体験することはできない
のです。
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エぺソ人への手紙3章で、パウロは、人々が神様の愛を体験するようにと祈って
います。聖書には、「神様は私たちを愛している」とはっきり書かれています。それな
のに、どうしてこんなにも多くの人たちが、神様に愛されている確信を、今も持てな
いままなのでしょうか？

このミニストリーを始めた頃のことを、今でもよく覚えています。初めてのカンフ
ァレンスを任された時、そこで自分は何を語るべきなのか神様に尋ねました。する
と、こんな返事が返ってきたのです。「人々に、わたしが彼らを愛していることを伝え
なさい。」

私はこう答えました。「神様、そんなことはもうみんな知っていますよ。それじゃ、
まるで日曜学校に通う子供たちに、ヨハネの福音書3章16節からメッセージをする
みたいじゃないですか。カンファレンスでは、もっと力強いメッセージを語りたいの
です。」

すると神様は、こう言いました。「彼らの中で、わたしの愛を本当に理解している
人はほとんどいない。わたしが愛していることを理解しているなら、今のような生き
方はしていないはずだ。」

そこで、私は聖書を開き、神様の愛を受け取ることについて、もう一度学び始め
ました。その中で、私自身も神様の愛を十分に理解していなかったことや、もっと神
様の愛を受け取る必要があることに気付いたのです。そして次に、ヨハネの手紙Ｉ
4章16節が心に示されました。この聖書箇所は、神様の愛を理解して、受け取るこ
との大切さを教えています。これらのことからわかるように、私たちは、神様の愛を
積極的に受け取っていく必要があるのです。

それまでの私は、神様に愛されていることを知ってはいたのですが、ただ何とな
く理解していただけで、漠然とした感覚に過ぎませんでした。しかし、神様の愛は漠
然としたものではありません。私たちの人生に力強く働くために、惜しみなく注がれ
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ているのです。そして、たとえ試練の真っ只中でも、私たちを勝利へと導く力を持っ
ているのです。

ローマ人への手紙8章35節で、使徒パウロは次のように語っています。「では、
いったいだれが、私たちを救世主キリストの愛から引き離せる？困難や災難、ま
た、迫害が引き離すことはできるのか？また、飢えや破産、危険や死が引き離すこ
とができるのか？（ALIVE訳）」そして、37節でこう続けています。「しかし、こうした
中にあっても、私たちへの愛してくれたイエスによって、圧倒的な勝利を得るのだ！

（ALIVE訳）」

時間をかけて聖書と向き合い、神様の愛について学んだ結果、神様の愛を深く
体験するための秘訣を手に入れました。その秘訣とは、「神様に愛されていること
を意識し、それを声に出して言い表すこと」です。それからの私は、神様の愛に関す
る聖書箇所を心に蓄え、それをいつも思い出し、声に出して言い表すようになりま
した。そんな習慣を数か月に渡って続けた結果、神様の無条件の愛をさらに実感
し、より深く体験するようになったのです。

今では、困難な状況に直面している時も、神様の愛を肌で感じることができま
す。神様に愛されているのだから、何があっても恐れる必要はないと、確信を持っ
て言えるのです。

恐れないで

愛には恐れがない。完全な愛は恐れをとり除く。
ヨハネの手紙Ｉ 4章18節 （口語訳）

神様は完全な愛で、ありのままの私たちを愛してくれます。ローマ人への手紙5
章8節に、「私たちがまだ罪人であった時、神はキリストを遣わしてくださいました。
そのキリストが私たちのために死なれたことにより、神は私たちに大きな愛を示し
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てくださったのです。（リビングバイブル）」と書かれてる通りです。

自分の中にキリストの心を働かせている人は、自分の欠点ばかりを考え、思い
悩むことはありません。なぜなら、自分が自分をどう思うかではなく、神様が自分を
どう思っているかに重点を置いているからです。つまり、キリストの心を働かせてい
る人は、「神様の完全な愛のゆえに、私たちは正しくされた（義とされた）」というア
イデンティティを持って生きているのです。だから私たちも、「キリストにあって義と
された自分」というアイデンティティを確立させて、そのことを考えながら毎日を生
きましょう。私たちが正しい行いをしたから、神様の目に義とされたわけではありま
せん。恵み深い神様が救ってくれたからこそ、義とされたのです。その事実を信仰に
よって受け取ることで、神様の義が「正しい行い」となって、私たちの人生に現れて
くるのです。

罪の意識によってではなく、「神様に義とされたこと」を意識して生きよう

神はわたしたちの罪のために、罪を知らないかたを［実質的に］罪とされた。そ
れは、わたしたちが、彼にあって神の義となるため［神の義を身につけ、義の内に生
き、義の証となるため］なのである。［神との関係の中で、ただ神の恵みのゆえに義と
して認められ、受け入れられて、神の義となるべきなのである。］

コリント人への手紙Ⅱ 5章21節 （口語訳より一部強調）

神様を信じた後でも、自分についてネガティブに考えることをやめられずに、苦
しんでいる人がたくさんいます。自分の弱さや過去の失敗のために、「神様は私のこ
とをがっかりしているのではないか？」と感じてしまうのです。

あなたも、罪の意識の中で自分を責め続けて、人生に与えられた大切な時間を
無駄にしてはいませんか？そう、大切な時間を「無駄」にしてはいませんか？罪の意
識によって生きることも、自分を責めることも、時間の無駄遣いに過ぎないのです！
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キリストに出会う前の人生を思い出して、自分を非難する必要はありません。そ
れよりも、キリストに出会ってから人生が大きく変えられたことや、今の自分は神様
の目に義とされていることに心を向けるのです。前にもお話したように、心の中で考
えることは、行動となって表に現れます。だから、ポジティブな姿勢を持ちたいなら、
まずは考え方から変えていく必要があるのです。「自分はひどい人間だ」と考えてば
かりいたら、それが態度や振る舞いにも影響して、状況はますます悪化してしまい
ます。ですから、自分を責めるようなネガティブな思いが心に湧いてきたら、その時
はすぐに、神様の愛に目を向けてください。自分は神様に愛されているのだという
こと、そして、自分はすでにキリストにあって義とされたのだということを思い出す
のです。

今、この瞬間にも、あなたは良い方向へと変わり続けています。そして、霊にあっ
て日々成長し続けています。神様は、もうすでに、あなたのために最高な計画を用
意してくれているのです。そのビジョンを、いつも心に思い描いていきましょう。

それこそが、私たちの考えるべきことなのです！

どんな時にも、神のことばに沿って物事を考えることを意識しましょう。心に思
い浮かぶことすべてが、必ずしも「自分の考え」ではありません。だから、自分が今何
を考えているのか、本当にそのことを考えるべきなのか、意識しながら選んでいき
ましょう。

悪魔なんて、放り出してしまいましょう。そして、正しく考えることを選び、前進し
続けていきましょう。

ステップ４：人々を励まし、後押しできる姿勢を持つ

勧める（励ます）人は勧め（励まし）に精を出しなさい。
ローマ人への手紙 12章8節 （新共同訳より一部強調）
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キリストの心によって生きる人は、自分やその環境について、また周りの人々に
対して、ポジティブな思いを抱きます。相手の徳を高め、励ましを与えるような肯定
的な考え方をしているのです。

今日、世界は励ましを必要としています。しかし、相手に対して優しい気持ちを
持っていなければ、その人を励ますことはできません。なぜなら、心に満ちているこ
とが、言葉となって現れるからです。人々を励ます言葉を語りたいなら、まずは「愛
に満ちた思い」を心に持つように意識しましょう。

そして、周りの人たちに愛を示して、励ましのことばを掛けていきましょう。

『ヴァインの聖書語源辞典（完全版）』によると、英語の「exhort（勧める・激励
する）」の語源であるギリシャ語の単語「parakaleo」には、「人に声をかける（para
は、「脇へ」、kaleoは、「呼ぶ」）…忠告する、勧める、人にある行いをするよう促
す…」という意味があるそうです。これを個人的に解釈すると、「勧める（exhort）」
とは、「誰かと共に歩み、その人が前進できるよう後押しをする」ということだと思
います。ローマ人への手紙12章8節には、神様からのギフトである「人を励まし、後
押しする能力」について詳しく書かれています。誰がその能力を持っているのか、
実は簡単に見分けることができます。なぜなら、人を励まし、後押しできる人は、ど
んな時にも周りを建て上げるような言葉を語っているからです。励ます能力を持っ
た人は、相手の気持ちを高め、前進し続ける力を駆り立てる方法を知っているの
です。

すべての人が、この能力を特別なギフトとして、神様から受け取るわけではあり
ません。しかし、間違った考えを受け入れたり、それを口に出したりしないよう意識
し続けることで、誰でも「励ましを与える人」へと成長していけるのです。

私たちは皆、すでに多くの問題を抱えて生きています。それでもなお、お互いに
批判し合い、傷つけ合って、さらに問題を増やしたとしても、何の得にもなりません。
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それよりも、お互いに愛し合い、相手を建て上げることにフォーカスした方が、自分
のためだとは思いませんか？（エペソ人への手紙 4章29節より）愛は、どんな時に
も、お互いのベストを信じ続けるのです（コリント人への手紙Ｉ 13章7節より）。

愛を持って相手のことを考える習慣を、まずはあなたから始めてみてください。
そうすれば、相手の態度が良い方向へ変わっていくのを目の当たりにするはずで
す。「心の中にある思い」と「口から出る言葉」は、最高な人生を建て上げる器にも
なれば、人生を破壊する凶器にもなります。つまり、サタンの働きに対抗する力にも
なれば、逆に、サタンの働きを助ける力にもなり得るのです。

例えば、あなたのお子さんが問題のある行動を繰り返していて、態度を改める
必要があったとしましょう。子どもの態度に変化が表れることを願い、あなたは神様
に祈ります。祈りの答えが与えられるまでの間、あなたはどのように過ごしますか？
どんなことを考え、どんな言葉を口にするでしょうか。実は、ここが大事なポイント
なのです。多くの人は、祈りの答えを受け取るチャンスを、自ら逃しています。なぜか
と言うと、祈った本人が「うちの子が変われるはずない」と否定的に考え、そう発言
することで、結果的に神様の働きを妨げているからです。

子どものために祈った後、その子に対する否定的な思いを抱いてしまったこと
はありますか？または、子どもの態度に変化を求めて祈った後、「うちの子が変われ
るはずなんてないわ！」と否定的に考え、その気持ちを人に話してしまったことはあ
りませんか？問題に打ち勝ちたいと本気で思うのなら、まずは「神のことばに自分
の思いを従わせ、神様の思いと自分の思いを一致させる」必要があるのです。

心の中で、聖書の教えとは正反対なことばかりを考えているのなら、それはあな
たが神のことばの中に歩んでいない証拠です。それと同じように、聖書の教えに基づ
いて頭を働かせていないのなら、神のことばの中を生きているとは言えないのです。

希望を求めて祈りながら、「そんなの無理だ」と考えたり、そう発言するのは正し
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くありません。ですから、祈りの答えを受け取りたいなら、自分の思いと言葉を、祈り
の内容と一致させるのです。そうすれば、祈りの答えを受け取り、より多くのブレイク
スルーを体験できるはずです。

だからと言って、目の前の問題を無視して、極端に考える必要はありません。例
えば、あなたの子どもの状況を、友人に聞かれたとします。あなたも、問題の解決
を祈り続けているのですが、その時点では、まだ子どもに何の変化も見られません。

「最近、お子さんはどうしてる？何か良い変化はあった？」と尋ねる友人に対して、
あなたはどう答えますか？そんな時は、正直に、でも信仰を持って、こう答えるのを
お勧めします。「実は、まだ何の変化も見えていないの。でも、神様があの子のうち
に働いてくれているって信じてるのよ。きっと、あの子はもうじき変わっていける
わ！」

ステップ５：感謝の心を育てる

感謝の思いも新たに神殿の門をくぐり、賛美の歌声とともに宮の内庭に入りなさ
い。さあ、感謝してほめたたえなさい。

	 詩篇 100篇4節 （リビングバイブル）

キリストの心によって生きる人は、賛美と感謝に満ちた思いを抱きます。

不平不満ばかりこぼしていると、心に隙ができるため、サタンが忍び込んできま
す。ここでは、あえて「不平不満症候群」と呼びますが、不平不満症候群は、私たちの
考え方や話し方にも影響を与えます。それによって、実際に病気を患ったり、気力を
失って弱々しい人生を送る人もいるのです。

感謝する心を持たないまま、パワフルな人生を送ることはできません。聖書は、
感謝することの影響力について操り返し語っています。不平不満をため込んで、文
句ばかり言っていたら、やがて私たちは滅んでいくのです。しかし、感謝の心を育
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て、それを言い表していくのなら、私たちはいのちを得るのです。

感謝の心がなければ、感謝のことばは出てきません。一方、感謝の心があれば、
感謝の思いがことばとなって、あなたの口から自然と溢れ出すのです。

いつも感謝しよう

	 ですから、キリストを通して、賛美のいけにえ、すなわち、すばらしいキリストの
名を感謝の心で認め、告白し、キリストの名に栄光を帰すくちびるの果実を、絶えず
神に捧げていきましょう。

	 ヘブル人への手紙 13章15節 （AMP訳より直訳）

あなたは、どんな時に感謝を捧げていますか？どんな時にも、どんな状況でも、
すべてに感謝することをライフスタイルにしていきましょう。そうすれば、悪魔に支
配されることのない、勝利ある人生を送ることができるのです。

どんな状況にあっても、絶えず私たちが喜んで、感謝を捧げていれば、悪魔が
入り込む隙などありません。もちろん、このようなライフスタイルを送るためには、た
とえ気分が進まなくても、神様を賛美し、感謝する姿勢を持つ決断が必要です。し
かし、悪魔に喜びを明け渡すよりも、難しい状況の中で神様を賛美し、感謝の心を
選ぶことの方が、自分のプラスになると思いませんか？これは私も経験したことで
すが、気分を害されて腹を立て、感謝することを拒んでしまうと、次第に喜びが奪わ
れていくのです。そのために、私は何度も痛い思いをしました。言い換えると、不平
不満の霊に支配され、その言いなりになってしまったら、私たちは喜びを失うので
す。

詩篇34篇1節で、著者は「何が起ころうと、私は主をほめたたえます。どんなとき
にも、主の栄光と恵みを人々に伝えます。（リビングバイブル）」と語っています。で
は、どうすれば何が起きても神様をほめたたえることができるのでしょうか？それは、
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「思考においても、発言することばにおいても、絶えることなく神様を賛美し続ける
こと」によってなのです。

ですから、感謝の心を持つ人になりましょう。神様に対してだけでなく、周りの人
々に対しても感謝の心を持つのです。誰かが親切にしてくれた時には、心で思うだ
けでなく、実際に感謝の気持ちを伝えてみてください。

家庭においても、感謝の思いを表すことを忘れてはいけません。私たちは、神様
が与えてくれた祝福に慣れてしまい、それに対して感謝することを忘れてしまいが
ちです。感謝の気持ちを忘れてしまっては、与えられた祝福をいつか失うことにな
るかもしれません。

私は心から夫に感謝しています。結婚してから随分と長い歳月が流れました
が、それでも夫に感謝の気持ちを伝えようと、いつも心がけています。夫はとても忍
耐強く、それ以外にもたくさんの長所を持っています。そんな風に、相手に感謝の気
持ちを伝えると、その人との関係もさらに強められます。相手のどんな所を感謝して
いるのか、具体的に伝えてみるのも良いでしょう。

私は仕事柄、これまで多くの人と接してきました。その中で、感謝の気持ちを表
すのがとても上手な人たちにも出会いました。どんな小さなことであっても、誰かに
してもらった親切には、きちんと感謝を表すのです。それに対して、何をされても決
して満足しない人たちも、これまで多く見てきました。この問題には、プライドが大
きく関係しています。自分のことしか考えられないので、周りの人がどんなに親切に
してくれても、それを当たり前のこととして捉えてしまいます。むしろ、「もっと親切に
してほしい」と考えてしまうのです。そういう人たちが感謝を表すことは、めったにあ
りません。

感謝の気持ちを伝えることは、相手を高めるだけでなく、自分にとってもプラスに
なります。なぜなら、感謝を表せば表すほど、心の中には喜びが溢れてくるからです。
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私たちの周りには、感謝すべきことがたくさんあります。それらを思い巡らし、感
謝する心を日々育てていきましょう。また、祈りを通して、神様に感謝の思いを伝え
ていきましょう。そうすれば、あなたの心には、喜びと光が満ち溢れるはずです。

すべてのことに感謝を捧げよう

酒を飲みすぎてはいけない。そこには多くの悪が潜んでいる。むしろ、神の霊に
満たされて支配してもらうのだ。詩篇と賛美歌を引用し、神の霊が導く歌をうたい、心
からイエス様に向かって音楽をかなでつつ、互いに語り合いなさい。［KJV訳では、『
自分自身に語りなさい。』と書かれている。］いかなる状況にでも王たるイエス・キリス
トの名によって、父なる神に感謝するのだ！

エペソ人への手紙 5章18-20節 （ALIVE訳より一部強調）

なんてパワフルな聖書箇所でしょうか！

では、どうすれば聖霊に満たされ続けることができるのでしょうか？それは、「詩
篇と賛美歌を引用し、神の霊が導く歌を歌う」ように、思考を通して自分に語りか
け、ことばを通して人々に語りかけることによってなのです。だからと言って、単に聖
書のことばや讃美歌を引用して、会話すれば良いというわけではありません。むし
ろ、どんな時にも賛美を捧げ、すべてのことに感謝しているならば、自分の思いや
言動は、自然と神のことばで満たされていくはずなのです。

ステップ６：神のことばを基準にして考える

あなたがたのうちには、神のことば（思いや考え）が生きていません。なぜなら、
あなたがたは神により遣わされた者を信じることも、彼に従うことも、信頼して委ね
ることもしていないからです。［神のメッセージがあなたがたのうちに生きていない
のは、神により遣わされたメッセンジャーを信じていないからです。］

ヨハネの福音書 5章38節 （AMP訳より直訳）
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聖書には、神様の思いや考えが書き記されています。それを読むことで、私たち
は神様について学び、深く考えることができます。あらゆる状況の中で、また様々な
分野において、「神様だったらどう考えるだろうか？」という疑問に答えてくれるのが
聖書なのです。

ヨハネの福音書5章38節では、神様を信じない人々を、イエスが叱る様子が
書かれています。先ほども言ったように、聖書は神様の考えや思いを文章化した書
物です。ですから、神様を信じ、神様からたくさんの祝福を受け取りたいのなら、神
のことばを「生きたメッセージ」として心の中に蓄える必要があります。（そのこと
が、AMP訳によると明確にわかります。）聖書のことばをじっくりと味わうことで、私
たちの心に神のことばが息づくのです。このようにして、神様の思いが私たちの思
いとなって、自分の内側にキリストの心が働き始めるのです。

ヨハネの福音書1章14節には、イエスは「人となった神のことば」であると書か
れています。つまり、イエス自身が神のことばであったわけですから、彼の心は常に
神のことばで満たされていたと考えられます。

神のことばを思い巡らす。これこそが、私たちが身につけるべき人生の最重要
ポイントなのです。『ヴァインの聖書語源辞典（完全版）』によると、ギリシャ語には、

「meditate（黙想・瞑想する、思い巡らす）」と訳される単語がふたつあり、それらは
次のような定義を持っています。「～のことを大事にする」、「～に関心を寄せる、実
践する」、「～に勤勉である」、「一般的な方法で実践する」、「思い巡らし、イメージす
る」、「あらかじめ熟考する」。また、別の資料によると、「つぶやく」、「ぶつぶつ言う」
と定義されています。

神のことばを思い巡らすことの大切さは、語っても語りきれません。私はそれを
「人生の教訓」と呼んでいます。なぜなら、神のことばを思い巡らすことは、自分自
身を養うだけでなく、周りにいる人々のことも養い、祝福することだからです。

「meditate（黙想・瞑想する）」という表現は、ほかの宗教やカルト・グループの
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活動においても使われているため、この表現に抵抗を感じるクリスチャンも少なく
ありません。しかし皆さん、考えてみてください。サタンには、「自分だけのオリジナ
ル」を作り出す能力はありません。だから、サタンは、光の王国である神の真理から
アイデアを盗み、暗闇の王国の繁栄のために、真理をねじ曲げて用いるのです。つ
まり、「黙想し、思いを巡らすこと」には力があるからこそ、サタンはその意味をねじ
曲げ、暗闇の王国のために役立てているのです。しかし、それなら私たちだって躊
躇せずに、黙想することの力を良いことのために用いていくべきだとは思いません
か？本来、「黙想し、思いを巡らすこと」は聖書の教えなのだということを忘れないで
ください。それでは次に、「黙想し、思いを巡らすこと」について、聖書が何と語って
いるのか見ていきましょう。

神のことばに思いを巡らし、成功を手に入れる

…まずあなたが、昼も夜も律法を忘れず、それを完全に守るよう心がけなさい。
模範を示し、どんなことも律法どおりきちんと行わなければならない。成功するもし
ないも、すべてその一点にかかっている。

ヨシュア記 1章8節 （リビングバイブル）

この聖書箇所において、「神のことばが、まず心の中に生きて実践されていない
なら、行動において実践されることはない」と、イエスは人々に教えています。

また、詩篇1篇2,3節では、「神様に従う幸いな人」について書かれているので、
そちらも見ていきましょう。「その人は、主がお望みになることを何でも喜んで行い、
いつも、主の教え（教訓、導き）を思い巡らしては（熟考し、学んでは）、もっと主のみ
そばを歩もうと考えます。その人は、［しっかりと手入れされ、］川のほとりに植えら
れた、季節が来ると甘い実をつける木のようです。その葉は決して枯れず、その人
のすることは、みな栄え（、成熟し）ます。（リビングバイブル）」
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神のことばに思いを巡らし、癒しを体験する

わが子よ。私（神）のことばをよく聞きなさい。それを肝に銘じ、忘れないようにし
なさい。そうすることがあなたのいのちとなり、健やかにするのです。

箴言 4章20-22節 （リビングバイブルより一部強調）

「meditate（黙想・瞑想する、思い巡らす）」ということばの定義のひとつに、
「attend（～に関心を寄せる、実践する）」があると、先ほどお話しました。そのこと
を踏まえて、この箴言の箇所をもう一度読んでみてください。この中にある「神のこ
とばはあなたのいのちとなり、あなたを健やかにする」という表現は、何を意味して
いると思いますか？

神のことばを思い巡らすこと（じっくりと深く考えること）は、私たちの身体に良
い影響を与えてくれます。実際に、イエスと出会ってから今日に至るまでの間、私の
外見は随分と変わりました。今の私は、思い悩むことも、悲しみに暮れることも、自
分を惨めに感じることもありません。そんな内側の変化が、外見にも現れているの
です。自分を惨めに思っていれば、それが表情にも現れます。同じように、喜びが心
に満ちていれば、それも表情に現れるのです。つまり、喜んでいれば喜んでいるほ
ど、私たちは若々しさを増していくのです！もちろん、あの頃と比べれば、私も歳を
取りました。でも、私の心は神様によって日々新しくされています。それは、外見にも
大きく影響するのです。

神のことばを聞いて、収穫を得る

イエスは彼らに言った。「あなたが聞いていることの内容に注意を払いなさい。
あなたがたが［耳にする真理に対して］どれだけ［考え、学んだか］によって、あなた
がたのもとに返ってくる［徳や知識］の量が決まるのです。聞く者に対しては、さらに
多くのものが与えられるのです。」

マルコの福音書 4章24節 （AMP訳より直訳）
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この箇所にあるイエスの教えは、「種を蒔けば、やがて収穫が来る」という原則
と同じです。種をたくさん蒔けば、より多くの収穫を得ることができますよね。それと
同じように、神のことばについて考え、学ぶことに時間を費やせば費やすほど、私た
ちは聖書からより多くを受け取り、さらに心が養われていくのだと、ここでイエスは
語っているのです。

神のことばを読んで、収穫を刈り取る

	 今、隠されているものは、神の啓示が訪れる瞬間のために隠されているので
す。］隠れているのは、必ず現われるためであり、［一時的に］おおい隠されているの
は、［神の啓示の時に］明らかにされるためです。

マルコの福音書 4章22節 （新改訳より一部強調）

先ほどの24節と合わせて考えてみると、聖書の中には、ものすごい宝が隠され
ていることがわかります。その宝とは、私たちが「いのちと力に満ち溢れる人生を歩
むための秘訣」です。神様は私たちに、その秘訣を示したいと願っています。私たち
が神のことばとじっくり向き合い、考え、学び、思い巡らし、心の中で思い描き、声に
出して言い表すことで、その秘訣を手に入れられるのです。

そんな風に、神のことばと向き合うことで、隠された秘訣が明らかになるのを、
私自身も体験しました。だから、神のことばを教える者として、その原則の正確さを
確信しているのです。たったひとつの聖書箇所から、数えきれないほどの知恵と教
えを、神様は私たちに示してくれます。同じ聖書箇所であったとしても、読むたびに
新しい気付きが与えられるのです。

神のことばと熱心に向き合う人には、神様が新しい気付きを与え続けてくれま
す。だからと言って、自分では聖書を読まないで、人が聖書を読んで語られたことに
頼ってばかりではいけません。自分で聖書を読んで学び、聖霊に導かれながら真理
のうちを歩み、祝福された人生を送ろうではありませんか。
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神のことばを思い巡らすことに関しては、永遠に語り続けることができます。先
ほども言いましたが、神のことばの中に生きることは、私たちにとって最も重要なこ
となのです。普段の生活の中でも、聖書のことばを思い出せるよう、聖霊に求めて
みてください。そして、どんな時にも神のことばを味わって、毎日を歩んでいきまし
ょう。それが習慣となって身につくと、神様の力が、自分の人生にもっと溢れ出すの
を、あなたは体験するはずです。また、神のことばと向き合う習慣があれば、予期せ
ぬ問題に直面しても、きっとすぐに聖書箇所が頭に浮かぶはずです。そこから知恵
と力を受け取り、問題と正しく向き合いながら、私たちは前進していけるのです。だ
から皆さん、この原則を忘れないでください。神のことばを実践する力は、「神のこ
とばにじっくりと向き合う習慣を身につけること」から生まれてくるのです。

神のことばを喜んで受け取る

だから、どんな悪も過ちも人生から一掃するんだ。心に植えられた神の教えを謙
虚に(穏やかで控えめな態度で)受け入れるならできる。

ヤコブの手紙 1章21節 （ALIVE訳より一部強調）

この箇所から、神のことばには、罪だらけの人生から私たちを救い出す力があ
ることがわかります。しかし、そのためには、神のことばを心の中に喜んで受け入
れ、それを植えつけ、根を張らせることが必要なのです。神のことばを心に植えつ
け、根を張らせるためには、神のことばを心に蓄えることが大切です。ほかのことに
ではなく、何よりも神のことばに、自分の意識を向けていきましょう。

もし、目の前の問題に捕らわれ、そのことばかりを考えているなら、私たちはそ
の問題に深く根を下ろすようになるのです。「自分のこんなところが嫌。」とか、「あ
の人のあんなところが間違っている！」など、いつも自分や人の欠点ばかり考えてい
るなら、ただ問題そのものにフォーカスしているだけで、何の解決にもなりません。
また、神のことばの持つ力と私たちの関係性は、こんな風に描写できます。それはま
るで、私たちの目の前に広がる大きな「いのちの海」のようです。そこからいのちを
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汲み上げ、実際に体験するためには、神のことばと向き合い、それを学んでいく必
要があるのです。

私たちのミニストリーは、「エンジョイング・エブリデイ・ライフ（人生を毎日楽し
むコツ）」とも呼ばれています。なぜその名前をつけたかというと、私たちは「神の
ことばを愛し、神のことばに従うことで、人生を最大限に楽しんで生きることができ
る」と確信しているからです。

いのちを選ぼう！

	 古い性質［聖霊の存在しない判断力や理性］に従って歩むのなら、行き着く先
は死なのである。［ここで言う死とは、罪の代償として味わう惨めな死を指している。
それは、肉体の死を指すだけではない。この世に生きている間にも背負わなければ
ならない死である。］しかし、神の霊に従って歩むのなら、いのちと平安が待ってい
る。［その平安は、とこしえまで永遠に続くのである。］

ローマ人への手紙 8章6節 （ALIVE訳より一部強調）

それでは、第2部を閉じる前にもう一度、ピリピ人への手紙4章8節を見ていき
ましょう。「さて、兄弟姉妹よ。良いことに目をとめ、賛美したくなることばかり考える
んだ。［そのようなことに心を向け続けるんだ。］それは、真理、立派さ、正しさ、純粋
さ、美しさ、そして、尊敬に値することだ。（ALIVE訳より一部強調）」

ここでは、あなたの心があるべき状態について語られています。あなたのうちに
は、キリストの心が与えられています。だから、それを働かせていきましょう。「イエ
スだったら、こうは考えないだろうな…」と感じるような考え方は、どんどん排除して
いくべきなのです。

このように、思考をいつも「見張る」ことで、自分の思いや考えをイエスに従わ
せることができるようになるのです（コリント人への手紙Ⅱ 10章5節）。
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あなたの思いが間違った方向に行きそうになったら、すぐに聖霊がそのことに
気付かせてくれます。その時、どんな思いを選ぶのか、決断するのはあなた自身で
す。自分中心の人間的な思いに従うことを選びますか？それとも、聖霊の思いに従
うことを選ぶでしょうか。人間的な思いは、あなたを死へと導きます。一方、聖霊の
思いは、いのちへと導いてくれるのです。どちらを選ぶのか、その選択権は、あなた
に委ねられています。

とは言うものの、私はあなたにこう勧めたいのです。「いのちを選んで！」



第3部

荒野をさまようメンタリティ



	
ホレブからセイル山の道を経て、［カナンとの境の］カデシュ・バルネアに達する

には、［わずか］11日の道のりである。［しかし、イスラエルの民は、そこに着くまでに
40年もかかった。］

申命記 1章2節 （口語訳より一部強調）

イスラエルの人々は、40年もの間、約束の地を目指して荒野をさまよいました。
しかし、約束の地までは、本来ならば、11日間もあれば到着できるほどの距離だっ
たのです。それなのに、なぜ彼らには40年もかかったのでしょうか？敵が襲いかか
ってきたのでしょうか？過酷な道を旅していたからでしょうか？試練が絶えなかっ
たのでしょうか？それとも、何か別の理由があったのでしょうか？

そんな風に色々と考えていると、神様は私に、ある大切なことを教えてくれまし
た。そして、それは私だけでなく、すべてのクリスチャンが知るべき大切な教えだと
思うのです。神様は、私にこう言いました。「わずか11日間で済むはずの旅が、40年
間の旅になったのは、イスラエルの民が『荒野をさまよう心』を持っていたからなの
だ。」

あなたは、この山に十分長く留まった

	 私たちの神、主は、ホレブで私たちに告げて仰せられた。「あなたがたはこの
山に長くとどま	っていた。

	 申命記 1章6節 （新改訳より一部強調）

第3部

荒野をさまようメンタリティ
- イントロダクション
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イスラエルの人々が、11日間の道のりを40年もかけて旅したと聞いて、あなた
は驚いてはいませんか？でも、そんなに驚いている場合ではありません。なぜなら、
実は私たちも、彼らと同じことをしているからです。同じ山の周りを、前進するわけ
でもなく、ただグルグルと回っているだけのクリスチャンがたくさんいます。だから、
勝利ある人生を手に入れるまでの道のりを、私たちは何年もかけて旅しているので
す。つまり、本当はもっと早く手に入れられるはずの勝利を、私たちは自ら先延ばし
にしているのです。

あの日、イスラエルの人々に対して語ったのと同じことばを、今日の私たちにも
神様は語ろうとしているのではないでしょうか。

「あなたは、この山に十分長く留まった。さあ、今こそ前進すべき時だ。」

心を正しい方向に向ける決断

	 あなたがたは上にあるもの（より高いもの）を思うべきであって、地上のものに
心を引かれてはならない。

	 コロサイ人への手紙 3章2節 （口語訳より一部強調）

「荒野をさまよう心」とはいったい何なのか、神様は10の例を挙げて教えてく
れました。イスラエルの人々が、40年もの間、荒野をさまよったのは、彼らの中にあ
る「荒野をさまよう心」が原因でした。それが物語るように、「荒野をさまよう心」は正
しい心の状態ではありません。

心には様々な状態があります。正しい状態もあれば、間違った状態もあります。
心が正しい状態なら、それは私たちにとってプラスに働きます。しかし、心が間違っ
た状態にあると、それは私たちにダメージを与え、前進することの妨げになります。
だから、コロサイ人への手紙3章2節からもわかるように、私たちは、いつも心を正
しい方向に向けている必要があるのです。間違った心の状態を放置すると、周りに
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対してだけでなく、私たちの内側にも悪影響を及ぼしてしまうのです。

自分の内側が「荒野」と同じ状態になってしまうと、結果として、私たちは荒野を
さまよう人生を送るのです。つまり、いつも悪いことが起こると想定して、悲観的に
生きていると、実際に悲観的なことばかり起こる人生になってしまうのです。

私自身も、これまでの自分を振り返ってみると、必ずしも不幸なことばかりでは
ありませんでした。それなのに、人生を楽しいと感じたことは一度もなかったので
す。それはきっと、私の心が「荒野」になっていたからだと思います。素敵な家に住
み、夫と4人の子どもに恵まれ、やりがいのある仕事を持ち、安定した収入もありま
した。十分幸せな暮らしを送っていたはずなのに、私の内側に「荒野をさまようメン
タリティ」がいくつも存在していたために、「幸せだ」と感じることができなかったの
です。幸せを感じるよりも、問題にばかり目が行ってしまったのは、すべてに対して
否定的だった私の考え方が原因だったのです。

過去に起きた辛い経験のために、すべてに対して否定的な見方をする人がた
くさんいます。そういう人たちは、未来に希望を抱くことも、良いことが起きると期待
することもできずに苦しんでいるのです。その原因は、彼らの内側にある「ネガティ
ブのかたまり」にあります。そのかたまりのせいで、見るものすべてがネガティブに
映ってしまうのです。ネガティブな見方ばかりしていると、次第に惨めな気持ちにな
り、やがて前進する気力もなくし、最終的には、目標であるゴールにたどり着くこと
ができなくなってしまうのです。

神様は、エジプトで奴隷生活を送っていたイスラエルの民を呼び集め、彼らが
永遠に暮らすことのできる約束の地へと導きました。そこは、乳と蜜が流れる豊か
な地でした。何に不自由することもなく、思いつく限りの豊かさで埋め尽くされてい
るような、この上ない繁栄の地だったのです。

しかし、神様がエジプトから呼び出した人々のうち、約束の地に入ることができ
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た人はほとんどいませんでした。代わりに、荒野で死に絶えたのです。神の子どもで
ありながら、約束のものを手に入れることなく死に絶えるだなんて、これほど悲しい
ことはありません。あんなに最高な祝福が約束されていながら、彼らはそれを受け
取ることも、味わうこともなく、死んでいったのです。

実は私も、長い間ずっとそんな生き方をしてきました。神の子どもとされた自分
には、天国というゴールが約束されていることを知っていました。でも、そこにたど
り着くまでの旅路である「人生」を楽しむことができなかったのです。イスラエルの
人々のように、私も荒野で惨めな思いをしていました。しかし、そんな私を神様はあ
われみ、暗闇に光を注ぎ込んでくれたのです。そして、その光が、私を荒野から導き
出してくれたのです。

これから、第3部を読み進めていく中で、あなたの人生に光が差し込むことを祈
ります。そして、荒野を抜け出し、神様のまぶしい光の中を、あなたが歩み出すこと
を信じています。



幻（ビジョン）がなければ、民はほしいままにふるまう。
箴言 29章18節 （新改訳より一部強調）

荒野をさまよっていたイスラエルの人々は、自分たちの将来に夢を描くことが
できずにいました。これまでの経緯は理解していても、これからどこに向かうのかを
想像することができなかったのです。今まで体験してきたことに基づいて、彼らはす
べてを判断しようとしていました。つまり、今まで見てきたもの（過去）と、今見えるも
の（現在）を基準にして物事を考えていたのです。そのため、どうすれば「信仰の目」
で将来を見ることができるのか、彼らにはわかりませんでした。

人々を解放するよう神様に任命された

「わたしの上に主の御霊がとどまっておられる。主は、貧しい人たちにこの福音
（神の救いの知らせ）を伝えるために、わたしを任命された。主はわたしを遣わし
て、捕虜には解放を、盲人には視力の回復をお告げになる。踏みにじられている人
を自由にし、主の恵みの年をお告げになる。」

ルカの福音書 4章18-19節 （リビングバイブル）

幼い頃から、私は虐待を受けて育ちました。家庭は崩壊寸前で、家族として機
能しているとはとても言えない状態でした。そのため、子どもの頃の私は、いつも恐
れと苦悩の中にありました。専門家によると、子どもの人格は5歳までに形成されま
す。そんな大事な時期を、崩壊した家庭環境で送った私は、気が付くと非常に複雑
な人間になっていました！人から傷つけられることを恐れて、周りと自分との間に大

第16章
『私の将来は、過去と現在に左右される』

―荒野をさまようメンタリティNo.1
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きな壁を作り、うわべだけで生きるようになっていたのです。自分のテリトリーには
誰にも入れさせず、同時に自分のこともそこに閉じ込めていました。また、私はすべ
てを思い通りに運ばせないと気が済まない性格でもありました。他人と関わること
に大きな恐れを感じていたので、すべてをコントロールし、思い通りに運ばせるこ
とで、自分を落ち着かせようとしていたのです。そうすれば、誰も自分を傷つけるこ
とはできないと思っていました。

大人になった私は、クリスチャンとしてキリストのために生きていきたいと願う
ようになりました。でも、これまでの人生や経験してきたことを考えると、どうやって
キリストのために生きていけば良いのかわかりませんでした。「過去のせいで、未来
はすでに台無しにされた」と思い込んでいたからです。「あんな境遇を歩んできた
人間が、どうやったら良い人生を送っていけるというの？そんなの絶対無理に決ま
ってるじゃない！」頭の中では、そんな声がいつも鳴り響いていました。しかし、イエ
スは癒し主です。病んでいる人や傷ついた人、心がボロボロであざだらけの人、厳
しい苦難の中で打ちのめされた人を癒すために、私たちの元へやってきたと聖書
は語っているのです。

イエスは牢屋の扉を開け、捕らわれていた人たちを解放しました。しかし、それ
を信じ、「自分も解放される」と確信するまでは、私の中に変化を見ることはありま
せんでした。「自分は解放される」と信じることは、人生に対して「ポジティブで肯定
的なビジョンを描く」ということです。だから、私が解放を体験するためには、「自分
の未来は、過去に捕らわれていない」ことを、まず信じる必要があったのです。

もしかしたら、あなたも私のように、悲惨な人生を歩んできたのかもしれませ
ん。または、今そのような境遇にあり、心が押しつぶされそうになっているのかもし
れません。そして、過酷な現実と向き合い、「将来に希望を抱くことに意味などある
のか？」と感じているかもしれません。たとえそうだとしても、私は声を大にして言い
たいのです。「あなたの未来が、過去や現在の状況に左右されることなど決してあり
ません！」
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ですから、これからは新しい考え方を身につけていきましょう。神様にとって、不
可能なことなどひとつもないのです（ルカの福音書18章27節より）。もちろん、人間
にはできないことがたくさんあります。でも、私たちは、何もない状態からすべてを
造り出した無敵の神様に仕えているのです（へブル人への手紙11章3節より）。あ
なたの無力さを神様に委ね、これから神様がどう働くのかに期待しましょう。神様が
働くために唯一必要なのは、「あなたの信仰」です。あなたが信じてさえいれば、あ
とは神様が成し遂げてくれるのです。

神様に対して、見る目と聞く耳を持つ

	 ダビデ王の家系は切り倒されますが、その切り株から新芽が生え、そこから一
本の若枝が出て、その上に主の霊が宿ります。それは知恵の霊、悟りの霊、助言と力
の霊、知識の霊、そして主を恐れる霊です。この方は主に従うことを喜びとし、外見
や捏造された証拠、うわさによってさばかず…

イザヤ書 11章1-3節 （リビングバイブル）

私たちの持つ肉体の目では、物事を正確に判断することはできません。だから、
私たちには霊的な「見る目」と「聞く耳」が必要なのです。世間のうわさや耳に入って
くることを、そのまま丸ごと信じてはいけません。むしろ、そんな時にこそ「聖霊は何
を語っているのだろうか？」と耳を傾けるべきなのです。あなたにはどんな将来が
待っているのか、それを知っているのは神様だけです。だから、周りが何と言うかで
はなく、神様がどう語っているかに耳を傾けましょう。

エジプトから脱出したばかりのイスラエルの人々は、これまでの道のりや目の
前の現状に、その後も左右され続けました。彼らが過去を振り返るのをやめて、未
来に目を向けるようになるために、神様はモーセを用いて、彼らをエジプトから助
け出し、約束の地についてのビジョンを示したのです。それでは、イスラエルの人々
の姿勢がなぜ間違っていたのかについて、聖書箇所と照らし合わせながら、詳しく
見ていきましょう。
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何が問題なのか？

やがて嘆き声は、モーセとアロンへの痛烈な非難の声に変わりました。「なんて
ことだ。こんなことならエジプトで死んだほうがよかった。そんな国に行くくらいな
ら、この荒野で死んだほうがまだましだ。神様はおれたちを殺すつもりなんだ。そう
なったら、妻や子は奴隷にされてしまう。さっさと引き返して、エジプトへ帰ろう。」

民数記 14章2-3節 (リビングバイブル）

この聖書箇所を、注意して読んでください。イスラエルの人々が、驚くほどネガ
ティブな態度を取っていたことに気付きましたか？彼らはいつも不満をこぼし、弱
音ばかり吐いていたのです。その上、約束の地にたどり着くことを願う以上に、過去
の奴隷生活に戻った方がましだと考えていたのです。

どうして彼らは、このような態度を取っていたのでしょうか？それは、目の前の
現状が、問題だらけだったからではありません。むしろ、彼ら自身が「問題」そのもの
だったのです。だから、このような態度を取っていたのです。

間違った考え方は、間違った態度を生み出す

	 そこには飲み水が十分ありませんでした。またまた不満が爆発し、モーセとア
ロンをつるし上げようと人々がぞくぞくと集まって、抗議の集会を開きました。「あの
時、主に殺された者たちといっしょに死んでしまえばよかったのだ。あんたたちの魂
胆はわかっている。わざと、この荒野にわれわれを連れ出し、家畜もろとも皆殺しに
しようというんだろう。

民数記 20章2-4節 （リビングバイブル）

この発言から、いかにイスラエルの人々が神様を信頼していなかったかがわか
ります。彼らの考え方はとてもネガティブで、いつも「自分たちは敗北する」と思い込
んでいました。だから、必ず成功するという確信を持てない状況の中では、挑戦す
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る前から「絶対に失敗する」と決めつけていました。つまり、彼らの悪い態度の原因
は、彼らの間違った考え方にあったのです。

悪い態度は、間違った考え方から生まれるのです。

感謝のない態度

	 このあと彼らはホル山に帰り、そこから南へ行き、エドムの国をぐるりと回っ
て、紅海へ通じる道に出ました。ところが、［降りかかる試練に］途中で我慢できなく
なり［落ち込み、深く失望し］、また文句を言い始めたのです。不平不満はモーセに
集中しました。「何の恨みがあって、われわれをエジプトから連れ出し、こんな荒野
で飢え死にさせるのか。食べ物も飲み物もないではないか。あんなまずい（取るに足
らない、虚しいだけの）マナは、もうたくさんだ。」

民数記 21章4-5節 （リビングバイブルより一部強調）

これまでの聖書箇所から、イスラエルの人々の態度の悪さが明確にわかりまし
た。それに加えて、この箇所では、彼らには感謝の心さえもなかった様子が伝わって
きます。イスラエルの人々は、エジプトで耐えがたいような奴隷生活を送っていた
はずなのに、過去に未練を残し、「あの頃の方が今よりもましだった」と感じていた
のです。

あの時、もし彼らが先祖アブラハムのことを思い出し、彼の生き方から何かを
学んでいたなら、もっと違う態度を選ぶことができたかもしれません。彼らの先祖で
あるアブラハムは、その生涯を通して、数えきれないほどの困難を乗り越えてきま
した。しかし、そんな彼でさえ、未来を悲観したり、ネガティブに考えたりすることは
決してなかったのです。
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争いのある所にいのちはない

	 そこに、アブラム（神によりアブラハムと名付けられる以前の名前）の羊飼い
とロトの羊飼いとの間に争いが起きました。しかも、その地にはカナン人やペリジ
人の部族も住んでいて、いつ襲われるかわからない危険があったのです。アブラム
はロトと話し合うことにしました。「なあ、ロト、お互い身内同士の使用人のけんかは
やめさせなければならない。伯父、甥の仲なのだから。それで、こうしようと思うのだ
が、おまえの意見はどうだ。まずおまえが、どこでも好きな場所を選ぶのだ。そして、
私たちはここで別れる。おまえが東の方を欲しいなら、私はここに残るし、この地が
いいと言うなら、私が東へ移ることにしよう。」ロトは、ヨルダン川周辺の水に恵まれ
た肥沃な平野をじっと見つめました。まだソドムとゴモラの町が神に滅ぼされる前
だったので、そこは、まるでエデンの園のように見えました。エジプトやツォアル近辺
の美しい田園にも似ています。ロトはその土地を選びました。東部一帯に広がるヨ
ルダン渓谷の低地です。彼は家畜と使用人を連れてそこへ行くことにし、アブラムは
カナンの地に残りました。二人はこうして別れました。

創世記 13章7-11節 （リビングバイブルより一部強調）

アブラハムは、争いの中に生きることの危険性をよく理解していました。だか
ら、彼は甥のロトに、自分たちは別々の道を行くべきであると告げたのです。そのプ
ロセスを愛に基づいて行い、今後の争いを未然に防ぐためにも、アブラハムはまず
最初に、ロトに好きな土地を選ばせました。最初の選択権を得たロトは、ヨルダン
川周辺にある、その中でも一番良い平野を選びました。そして、彼らは別々の道を
進み始めたのです。

叔父であるアブラハムの祝福を受け取るまで、ロトはただの一文無しでした。
だから、そんなロトに対して、アブラハムはそれなりの態度を取ることもできたはず
です。しかし、彼はそうしませんでした。なぜなら、正しい態度さえ取っていれば、あ
とはすべて神様が面倒を見てくれるという確信を、アブラハムは持っていたからで
す。



223

第16章 -『私たちの将来は、過去と現在に左右される』

目を上げて、天を見よう

ロトがアブラムと別れて後、主はアブラムに仰せられた。「さあ、目を上げて、あ
なたがいる所から北と南、東と西を見渡しなさい。わたしは、あなたが見渡している
この地全部を永久にあなたとあなたの子孫とに与えよう。」

創世記 13章14-15節 （新改訳）

甥のロトに良い土地を譲ったアブラハムは、結果的に有利ではない状況に置
かれました。しかし、そんなアブラハムに対して、神様は目を上げるようにと言いま
した。そして、今置かれた場所を経て、これから神様が導こうとしている未来を見せ
たのです。

アブラハムは、不利な境遇の中でも、正しい態度を忘れませんでした。そのた
め、彼には悪魔が忍び込めるような隙などなく、神様の祝福が奪われることもあり
ませんでした。その結果、彼はロトと別れる前にも増して、さらに多くの豊かさを手
に入れました。そして、あらゆる面で、神様に大いに祝福されたのです。

ですから、私たちも目を上げ、未来に対してポジティブなビジョンを描きましょ
う。そして、可能性を信じ、「無いものを有るもののように」呼ぶ信仰を持ち続けま
しょう（ローマ人への手紙 4章17節 新改訳より）。私たちの将来は、過去や現状に
左右されることなど決してありません。ただ、自分の心に与えられた神様の約束を
信じ、希望を持って未来を見つめ、将来についてポジティブに発言していけば良
いのです。



	 テラは、息子のアブラムと嫁のサライ、ハランの息子で孫に当たるロトを連れ
てカルデヤのウルを出発し、カナンの地へ向かいました。しかし途中、ハランの町に
立ち寄ったまま、そこに住みつき…

創世記 11章31節 （リビングバイブル）

責任（responsibility）とは、神様の力に対する私たちの応答（response）であ
ると言われています。つまり、「自分の目の前に神様が置いてくれたチャンスに対し
て、正しく応答すること」が、私たちの担うべき責任なのです。

神様は、アブラハムの父であるテラに、ある責任を与えました。それはまさに、彼
が神様の力に応答できるチャンスだったのです。神様は、テラにカナンの地へ向か
うようにと命じました。しかし、神様に従ってカナンを目指す道の途中で、テラはハ
ランの町に立ち寄り、最終的にはそこに住み着いてしまったのです。

新しいチャンスを神様からもらうと、私たちは期待に胸をふくらませます。しか
し、実際に挑戦してみると、単に楽しいことばかりではないことに気付き、テラのよ
うに、途中であきらめてしまう場合がほどんどなのです。

何か新しいことに挑戦する時は、ただ「新しい」というだけで、私たちはワクワク
するものです。感情に駆り立てられて、ある程度までは到達できるのですが、ただ感
情に走らされているだけでは、目標を達成することはできないのです。

実は、私たちの間にも、テラと同じ傾向を持つクリスチャンがたくさんいます。目

第17章
『責任を負うのは嫌だから、誰か代わりにやって！』

―荒野をさまようメンタリティNo.2
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的地を目指して出発するのですが、旅の疲れからだんだんと活気を失い、途中で
立ち寄った場所に住み着いてしまうのです。目標を達成したい気持ちはあるのです
が、それに伴う責任は負いたくありません。だから、もし誰かが代わりに達成してく
れるなら、それに便乗して達成感を味わいたいと考えるのですが、実際はそう簡単
にはいかないものです。

自分の責任は、他人任せにできない

翌日、モーセは人々に言いました。「あなたたちは大きな罪を犯した。それで、も
う一度山に登り、主にお願いしようと思う。あなたたちの罪を赦していただけるかも
しれない。」モーセは主のもとに戻って言いました。「主よ、あの者たちは大きな罪を
犯しました。金で偶像を造ったのです。けれども、あえてお願いします。どうか罪を赦
してやってください。もし、どうしてもだめだと言われるのなら、あなたが書き記され
る書から、私の名前を消してください。」

出エジプト記 32章30-32節 （リビングバイブル）

この箇所を読み、学びながら気付いたのですが、イスラエルの人々は、責任と
名の付きそうなものはすべて避けようとしていました。だから、彼らの代わりにモー
セが祈り、神様を求めたのです。罪を犯したのはイスラエルの人々であったにもか
かわらず、モーセがその罪を悔い、神様に赦しを求めたのです（出エジプト記32章
1-14節より）。

例えば、生まれたばかりの赤ちゃんの場合、負うべき責任はまだありません。し
かし、成長に伴って、責任も少しずつ増えていきます。そこで登場する親の大事な役
目が、「責任を担うことの大切さを子どもに教える」ということなのです。天のお父さ
んである神様も、子である私たちに、責任を担うことの大切さを学んでほしいと願っ
ているのです。

神様は、フルタイムのミニストリーで仕える機会を私に与えてくれました。ラジオ
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やテレビ放送を通じて、アメリカのみならず、世界中に神のことばを広め、神様の良
い知らせである福音を宣べ伝える働きをしています。それだけを聞くと、とても華や
かなミニストリーだと思うかもしれません。しかし、実際には、とても多くの「責任」が
伴う働きでもあるのです。ミニストリーに関わりたいと望む人たちのほとんどは、「そ
うすれば、いつも霊的に満たされていられる！」と思っているのではないでしょうか。

私たちのミニストリーにも、ここで働きたいという人たちからの履歴書が送られ
てきます。そのうちの大多数は、「キリスト教の宣教団体で働けるなんて、最高に幸
せ！」と考えて応募してきます。しかし、採用されて実際に業務がスタートすると、他
の職場で働くのと同じように、ミニストリーでも「働かなければならない」ことに気付
くのです。つまり、朝早く起きて、時間通りに出勤し、リーダーシップに従って、その
日の業務をこなすのです。だから、ここで働きたいと言う人には、「クリスチャンの団
体だからといって、いつもフワフワと宙に舞いながら『ハレルヤ』と合唱しているわ
けではないのよ。」ということを最初に伝えています。どんな時にも、私たちは精いっ
ぱい仕事と向き合っているのです。誠実な姿勢で働き、ベストを尽くすことにコミッ
トしているのです。

もちろん、フルタイムでミニストリーに関われるのは大きな特権です。しかし、最
初のワクワク感が消えて、感情が落ち着き始めた頃にこそ、高いレベルの責任が要
求されるのだということを、応募者の皆さんにはいつもはっきりとお伝えしていま
す。

蟻を見ならえ！

怠け者よ、蟻を見ならいなさい。蟻のやり方を見て学びなさい。蟻には、働けと
命じる支配者がいません。それでも夏の間懸命に働き、冬の食糧を集めます。ところ
が、あなたがたは眠ってばかりいます。いったいいつ目を覚ますのですか。「まだし
ばらく寝かせてほしい」と言っていますが、その「ほんの少し」が問題なのです。のん
びり眠っている間に泥棒のように［、あるいは、ゆっくりと目的地に向かう旅人のよう
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に］貧しさが近づいてきて、気がついたときには手遅れです。［乏しさは、武装した男
のようにやって来て、あなたを無力にします。］

箴言 6章6-11節 （リビングバイブルより一部強調）

このような怠け癖が、イスラエルの人々にもありました。その怠け癖が、わずか
11日間で済むはずの道のりを、40年もの歳月をかけて旅する結果を招いたので
す。

上にある箴言の箇所は、「蟻を見ならいなさい」と私たちに呼びかけています。
私もこの箇所が好きで、頻繁に開いて読んでいます。蟻には、監督官もいなければ
仕事を指揮するリーダーもいません。それでも怠けることなく、自分と家族のために
せっせと働いているのです。

人から言われなければ行動できないタイプの人は、何事に関しても大きな結
果を残すことができません。人の目がある時にしか正しく行動できないタイプの人
も、同じように、大きな飛躍を遂げることはできません。私たちは、周りからの言葉
やプレッシャーに押されて行動を起こすのではなく、自分の思いによって突き動か
されるべきなのです。だから、私たちは神様の前に生きていきましょう。神様はすべ
てを見ているのですから、私たちが忠実に生きるなら、それを見逃すことはありま
せん。そして、時が来たら、必ず報いてくれるのです。

呼ばれる人は多いが、そこから選ばれる人は少ない

なぜなら、呼ばれる人は多いのですが、そこから選ばれる人は少ないからです。
マタイの福音書 20章16節 （AMP訳より直訳）

以前、ある聖書の研究者が、この箇所について解説するのを聞いたことがあり
ます。彼が言うには、「多くの人が神様に呼ばれ、神様に仕えるチャンスをもらって
いるけれど、実際にその呼びかけに応答し、責任を受け止め、神様に仕える人は少
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ない。」というのです。

先ほども言いましたが、「こうなったら良いな。」と理想を抱くことは簡単です。し
かし、それに伴う責任を受け止め、夢の実現に挑戦する人はあまりいません。「荒野
をさまようメンタリティ」によって突き動かされている人たちは、何の責任も負わず
に祝福を味わいたいと願っているのです。

立ち上がって行きなさい！

さて、主のしもべモーセが死んだ後、主はモーセの従者、ヌンの子ヨシュアに告
げて仰せられた。「わたしのしもべモーセは死んだ。今、あなたとこのすべての民は
立って、［モーセの代わりに彼らを率いて］このヨルダン川を渡り、わたしがイスラエ
ルの人々に与えようとしている地に行け。あなたがたが足の裏で踏む所はことごと
く、わたしがモーセに約束したとおり、あなたがたに与えている。」

ヨシュア記 1章1-3節 （新改訳より一部強調）

モーセの死後、彼に代わってイスラエルの人々を導き、ヨルダン川を渡って約
束の地を目指しなさいと、神様はヨシュアに命じました。その瞬間、これまで負った
ことのないような多くの責任を、ヨシュアは担うことになったのです。

神様の子どもである私たちも、これから多くのものを霊的に受け継いでいきま
す。その中で、自分が負うべき責任を真剣に受け止めないなら、神様に用いられる
チャンスを逃しているのと同じなのです。

ほら見て、今が絶好のチャンス！

	 風を警戒して［、すべてが万全な状態になるのを待って］いる人は種を蒔かな
い。雲を見ている者は刈り入れをしない。

伝道者の書 11章4節 （新改訳より一部強調）
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1993年、私たち夫婦は、テレビ放送による伝道について神様に語られました。
「テレビを通じて伝道するチャンスを、あなたたちに与えよう。でも、今この機会を
逃すなら、もう二度と同じチャンスは訪れないだろう。」あの時、これが一度きりの
チャンスであると語られていなかったら、きっと私たちは「今はその時ではないか
もしれない。」と、チャンスを見送っていたと思います。その頃、やっとミニストリー
が軌道に乗り始め、居心地の良さを手に入れたばかりだったのです。もし、私たち
がチャンスを見送っていたら、それは神様によって選ばれた別の人のチャンスにな
っていたことでしょう。神様は、すぐに呼びかけに応答する人を探しているのです。

それまで、9年という歳月を費やして、私たちはミニストリーを生み出してきまし
た。しかし、その瞬間、神様はもっとたくさんの人たちに伝道するチャンスを、私たち
に与えようとしていたのです。もちろん、それこそが私たちの心からの願いでした。
しかし、それを実現させるためには、やっと手に入れた居心地の良さを手放し、新
たな責任を担う必要があったのです。

神様が私たちに新しいチャンスをくれる時、「それを始める『良い機会』（使徒
24章25節 口語訳より）が来るまで待っていよう。」という誘惑に駆られることがあり
ます。何の障害もなく始められるタイミングが、あるいは最小限の犠牲で済むタイミ
ングが来るまで、つい尻込みしてしまうのです。

私たちは、責任を担うことを恐れる人間になってはいけません。逆境があってこ
そ、私たちはますます強くなるのです。もし、簡単なことばかりを選り好みしていた
ら、弱さが強さへと成長することはありません。

神様は、私たちが責任を受け止め、神様に任されたもの、つまり、私たちの能力
や才能を管理できるようになってほしいと願っています。与えられた才能を用いて、
実を結んでほしいと望んでいるのです。自分の才能や能力を生かすことなく放置す
ることは、神様が私たちを信頼して託した責任をないがしろにしているのと同じこ
となのです。
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いつも準備万端でいなさい！

こんなことにならないために、目を覚まして、いつでもわたしを迎える準備をして
いなさい。わたしが来るその日、その時が、いつかわからないのですから。

マタイの福音書 25章13節 （リビングバイブル）

マタイの福音書25章は、イエスが戻られるまでの間、私たちはどのように過ご
すべきかについて、たとえを用いて教えています。

1節から12節では、「花婿を迎える10人の娘」が登場します。そのうちの5人は
配慮の足りない行動を取ったのですが、あとの5人は賢い選択をした様子が描か
れています。配慮の足りなかった娘たちは、花婿を出迎える必要最低限の準備をし
ただけで、それ以外は特に何もしませんでした。必要以上の労力を惜しんだ彼女た
ちは、出迎え用のランプの油を、入り切る分しか準備しなかったのです。それに対し
て、賢い娘たちは、それ以上の配慮を惜しみませんでした。万が一、花婿の到着が
遅れた場合に備えて、ランプ用の予備の油も用意したのです。

いよいよ花婿が到着するという時、労力を惜しんだ娘たちは、自分のランプの
灯りが消えかけていることに気付きました。そこで、彼女たちはどうしたと思います
か？賢い娘たちに、予備の油を分けてほしいと頼み始めたのです。これは、日常生
活でもよく目にするような光景ですよね。怠けてばかりで何でも後回しにする人は、
本来ならば自分のすべきことであっても、責任感の強い人が自分の代わりにやって
くれるのを期待しているのです。

与えられたものを用いる

	 「…悪いなまけ者のしもべだ。」
マタイの福音書 25章26節 （新改訳）
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マタイの福音書25章では、続いて「3人のしもべ」が登場します。主人は、この3
人のしもべたちに自分の財産の管理を任せ、遠い国へと旅立っていきました。もち
ろん、しもべたちが責任を持って、預けた財産を管理してくれると信じ、安心して出
かけていったのです。

最初のしもべには、5タラント（当時の通貨）が託されました。このしもべは、預か
った5タラントを有効に活用し、さらに5タラントの利益を上げました。2人目のしも
べには、2タラントが託されました。このしもべも同じように、預かった2タラントを投
資して、２タラントの利益を得ました。しかし、1タラントを託された3人目のしもべ
は、恐くなって、そのお金を地面に隠してしまったのです。彼は、勇気を出して1歩踏
み込むことができなかったため、結局何もしなかったのです。つまり、彼は「責任を
負うことを恐れた」のです。

主人が戻って来ると、2人のしもべが託されたタラントを使って利益を上げたと
知り、主人は彼らを誉めました。しかし、預かったタラントを地面に隠し、何もしなか
ったしもべに対しては、「悪い怠け者のしもべだ！」と声を上げたのです。そして、彼
に預けた1タラントを、10タラント持っているしもべに渡し、その怠け者のしもべに
対しては、罰を与えるようにと命じたのです。

神様に正しく応答したいなら、私たちは与えられた能力を十分に生かすべきな
のです。そうすれば、私たちの主人であるイエスが再び戻ってくる時に、自分が与え
られたものだけでなく、それ以上を返すことができるでしょう。

私たちがそれぞれ実を結ぶこと。それこそが神様の望みであると、聖書にはは
っきりと書かれているのです（ヨハネの福音書 15章16節より）。



233

第17章 - 『責任を負うのは嫌だから、誰か代わりにやって！』

委ねるべきなのは「心配事」であり、「責任」じゃない

	 もしあなたがたが、神の力強い手の下で、謙虚にしているなら、ちょうどよいタ
イミングで、神は高く引き上げてくれる。思いわずらいや心配事をすべて、神に任せ
なさい。というのも、神のほうで万事、心にかけてくれているからだ。

ペテロの手紙Ｉ 5章6-7節 （ALIVE訳）

責任を負うことを恐れてはいけません。私たちが委ねるべきなのは心配事であ
り、自分に与えられた責任ではないのです。世の中には、どんなことがあっても心配
しないという人たちがいます。彼らは、「心配事を跳ねのける」技を身につけたわけ
ですが、その生き方があまりにも心地良かったので、自分が負うべき責任さえも跳
ねのけることを覚えてしまったのです。

目の前にある現実に心を向けましょう。たとえそれが難しい状況だったとして
も、そこから逃げ出してはいけないのです。

自分が神様に願ったことを受け取るのなら、そこに責任も伴うことを忘れない
でください。家や車を所有する場合にも、あなたがそれをしっかりと管理することを
神様は望んでいるのです。怠けたい気持ちが襲ってきたら、自分の内側にキリスト
の心が与えられていることを思い出してください。そして、怠けたい気持ちが悪魔
からの策略であることを認識して、それに左右されることなく、自分のやるべきこと
を実行すれば良いのです。何かを願い求めるのは簡単です。しかし、それに対して
責任ある行動を取るためには、私たち自身が成長する必要があるのです。

私は以前、「湖のほとりにある別荘を買いたい！」と夫にねだったことがありま
す。家族で休暇を過ごしたり、祈りに集中したり、静かに聖書を学ぶ時間を設けた
り…。騒々しい日常から少し離れるのには最適な場所でした。きっと、子どもたちや
孫たちも気に入るはずだと思い、何とか夫を説得しようとしました。あの別荘があれ
ば、ミニストリーのリーダーたちをそこに招いて、ミーティングをしたり、一緒に祈り
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の時間を持つこともできるはずです。

考えれば考えるほど、この名案に心が弾みました。でも、デイブは別荘の管理の
ことばかりを考え、あまり前向きではありませんでした。すでに多忙な私たちが、自
宅に加えて別荘まで管理するなんて無理だと言うのです。「庭の芝刈りや維持費の
問題、その他の諸費用だってあるのだから、今は別荘を所有するよりも、使いたい
時に借りる方が効率的」というのが彼の考えでした。

あれこれと想像して舞い上がっていた私とは対照的に、夫は実用面のことまで
冷静に考えていたのです。何かを決断する時には、感情面と実用面の両方を見る
必要があります。ただ楽しいからというだけでなく、それに伴う責任についても、じ
っくりと考えなければならないのです。確かに、湖のほとりの別荘だなんて素敵なア
イデアだと思いますが、それは時間的に余裕のある人たちが所有すべきものです。
現実的に考えると、その頃の私たちには、時間的な余裕がまったくありませんでし
た。それを心のどこかでわかっていたのに、なかなかあきらめることができず、その
後も1年くらい夫にねだり続けました。

そんな私からの誘惑に動じることなく、夫が態度を変えなかったことを、今とな
っては感謝しています。もし、あそこで彼の態度が揺らいでいたら、きっとあの別荘
を購入していたはずです。でも、しばらく所有した後、管理の大変さに心がくじけて、
最終的には売却していたことでしょう。実は、それからしばらくして、友人があの別
荘を購入しました。そして、スケジュールが合えば、私たちの使いたい時にいつでも
借りられることになったのです。さらに数年後には、私たち自身も、別荘を購入でき
ることになりました。今から考えると、その時が、私たちにとってはベストなタイミン
グだったのです。もし、1番最初に別荘を持つことを考えたあの時に購入していた
ら、それは明らかに間違った選択でした。つまり、「ただ欲しい」という気持ちだけで
は不十分なのです。それに伴う責任を負う準備ができていることも必要なのです。

いつも知恵を持って行動していれば、神様があなたの必要を満たしてくれるの
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を体験するでしょう。キリストの心を働かせている人は、感情に左右されることな
く、知恵に導かれて歩むことができるのです。

私たちは、「どんな時にも責任ある行動を取れる人」になっていきましょう！



これらの律法を守るのは決してむりなことではありません。
申命記 30章11節 （リビングバイブル）

これからお話する考え方は、先ほどの章に登場した『荒野をさまようメンタリティ
No.2』とよく似ています。しかし、この考え方に捕らわれているクリスチャンがあまり
にも多いため、しっかりとこの章で取り扱うべきだと強く感じました。

私の元に祈りやアドバイスを求めて来る人たちが、頻繁に口にするフレーズが
あります。例えば、彼らの問題について聖書は何と語っているのか、また聖霊がどう
導こうとしているのかを私が話すと、ほとんどの人はこう答えるのです。「確かに、そ
れが正しい答えだということはわかります。神様も、同じことを自分に語ってくれて
いますから。でも、私には難しすぎて、どうしても無理なのです。」

「私には難しすぎて無理。」そんなフレーズを、悪魔は心に植え付けてきます。
そうやって、私たちがあきらめて投げ出すように仕向けてくるのです。数年前、そん
な悪魔の策略に初めて気付いた時、神様は私にこう語りました。「難しすぎると弱音
を吐くのは、もうやめなさい。そうすれば、難しいことも徐々に簡単になっていくは
ずだ。」

絶対にやり遂げると固く決断したことでも、いざ困難に直面すると、すぐに「何で
こんなに大変なの！」と感じたり、弱音を吐きたくなったりしてしまうものです。ポジ
ティブで前向きに考えれば順調に進むはずなのに、ネガティブで後ろ向きに捉える
ことで、逆に問題を増やしてしまうのです。

第18章
『難しいことはやめて！私には無理だから！』

―荒野をさまようメンタリティNo.3
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神のことばと真剣に向き合い始めた頃、聖書を読めば読むほど、神様が教える
正しい生き方や行動について、より深く理解できるようになっていきました。その当
時、私は自分の生き方と、聖書の示す生き方を比べながら、いつもこんな風に言っ
ていたのです。「神様、あなたが導くように生きていきたいです。でも、私には難しく
て、どうしても無理なのです。」すると神様は、申命記30章11節に書かれていること
ばを示してくれました。そこには、「神様の教えは決して難しいものではなく、私たち
の生活からかけ離れたものでもない」ということが書かれていました。

なぜ神様は、「自分の教えは難しいものではない」と言ったのでしょうか？その
答えは、私たちに与えられた聖霊にあります。内側で聖霊が力強く働き、私たちを助
け導いてくれることで、人間的には難しく感じるような神様の教えにも従うことがで
きるようになるのです。

もう1人の助け手

	 わたしは父に、もう1人の助け手（カウンセラー、支援者、仲裁者、力づける存
在、いつも支えてくれる存在）を送っていただくようお願いします。その助け手は、い
つもあなたがたと共におられます。

ヨハネの福音書 14章16節 （リビングバイブルより一部強調）

神様の恵みに頼ることなく、自分だけの力で何かを成し遂げようとしても、状況
はただ難しくなるばかりです。もし、人生に何の困難もなければ、聖霊の力に頼る必
要などなかったでしょう。聖書は、聖霊の存在を「助け手」と呼んでいます。聖霊は私
たちの内に宿り、私たちを助けるために、いつでも一緒にいてくれます。どんなに大
きな問題が目の前に立ちはだかろうとも、それを解決できる力をくれるのです。自
分では、どうすることもできないような難しい問題も、聖霊の助けがあれば、スムー
ズに乗り越えていけるのです。
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簡単な方法と難しい方法

このようにしてついに、エジプトの王ファラオはイスラエル人を行かせることに
なりました。さて、エジプトから約束の地へ行くには、ペリシテ人の地を通るのが最
も近道でしたが、神は別の道を通るようにしました。人々はエジプトを出る時、一応
は武装していましたが、道中ずっとペリシテ人と戦うのはつらいことです。みな勇気
を失って、またエジプトへ帰ってしまうかもしれません。

出エジプト記 13章17節 （リビングバイブル）

神様の呼びかけに従って進む限り、どんなことがあっても、神様が最後まで守り
抜いてくれます。そして、私たちが耐えられないような試練に見舞われることがない
ようにと、いつでも見守っていてくれます（コリント人への手紙Ｉ10章13節より）。
自分が命じることに関して、神様はすべての責任を担っています。だから、神様に完
全に頼って生きていれば、どんな時にも必要な力が与えられます。これ以上、苦し
みの中で、もがきながら生きる必要などなくなるのです。

神様があなたに語りかけることを、「無理だ。」と言って拒んではいけません。も
し、状況が難しくなったら、神様と過ごす時間を増やせば良いのです。もっと神様に
頼って、恵みをさらに受け取れば良いのです（へブル人への手紙 4章16節より）。

恵みとは、無償であなたに与えられる神様の力です。あなたを通して恵みの力
が働くことで、「できない」と感じるような困難でさえ、乗り越えられるようになるの
です。ですから、それとは反対の意味を持つ「私には難しすぎて無理。」というフレ
ーズには、くれぐれも注意してください。

時には、神様によって、あえて難しい道へと導かれることもあります。その経験
を通して、神様は私たちを成長させようとしているのです。もし、すべてが順調に進
んでばかりの人生だったら、神様に頼ることの必要性にすら気付けなかったはずで
す。
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神様が、イスラエルの人々を、長く険しい方の道にあえて導いたのは、彼らがま
だ臆病者のままだったからです。目的である約束の地に入るためには、多くの戦い
が待ち受けていました。その戦いで勝利するためにも、神様は彼らを鍛え、成長さ
せる必要があったのです。確かに、どちらかといえば険しい方の道ではありました
が、決して耐えられないほどの道のりではありませんでした。神様が私たちに、耐え
られないような試練を与えることはありません。もし、「耐えられない」と感じるなら、
それはあなたがそう思い込んでいるからなのです。

ほとんどの人が、「約束の地に入りさえすれば、もう戦う必要などなくなる。」と考
えているようですが、それは大きな勘違いです。ヨルダン川を渡り、約束の地を手に
入れたイスラエルの人々の記録からわかるように、次から次へと、敵から戦いを挑
まれました。しかし、神様の導きに従い、神様の強さによって行動した彼らは、すべ
ての戦いで勝利を収めたのです。

神様はあえて、短くて簡単な道のりではなく、長く険しい道のりをイスラエルの
人々に歩ませました。そうすることで、まだ戦う準備のできていなかった彼らを強
め、約束の地を手に入れるために必要だった成長の機会を与えたのです。そうでな
ければ、約束の地に立ちはだかる敵たちを目の前にして、彼らは逃げ出し、エジプ
トへ戻ってしまったかもしれません。それを回避するためにも、あえて長く険しい道
のりを歩ませることで、彼らに神様の偉大さを示し、自分自身の力に頼ることの無
意味さを教えたのです。

困難にぶつかると、「もうやめてしまいたい」と心は訴えてきます。心を打ち負か
すことができれば、私たちを倒したも同然であることを、サタンはよく知っているの
です。だから、どんなことがあっても、がっかりして落ち込んだり、やる気を失ったま
までいてはいけないのです。

めげないで！

だから正しい行ないに疲れ果ててはならない！あきらめずに歩み続けるなら、や
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がて祝福を刈り取る日が来るからだ！ 
ガラテヤ人への手紙 6章9節 （ALIVE訳）

がっかりして、やる気を失うということは、心の中であきらめているのと同じで
す。聖霊は、私たちにあきらめてはいけないと呼びかけています。辛くても、しがみ
ついていれば、収穫の時は必ず訪れるのです。

イエスのことを考えてみてください。洗礼を受けて、聖霊に満たされた後、イエ
スは荒野へと向かいました。そこで彼は、悪魔に何度も試されたのです。それでも、
不平をこぼしたり、失望したり、落ち込んだりすることはありませんでした。つまり、
ネガティブに考えたり、否定的なことばを口にしたりはしなかったのです。「なぜこ
んなことになってしまったのだろう。」と困惑しながら、すべてを頭で理解しようとす
ることもありませんでした。むしろ、悪魔に試されるたびに、勝利を収めたのです。

試練と誘惑に見舞われた40日の間、荒野をさまよいながら、「あぁ、もう無理
だ。」とイエスが弱音を吐くことはありませんでした。それよりも、天のお父さんであ
る神様から力を受け取り、荒野での時間を勝利のうちに終えたのです（ルカの福
音書 4章1-13節より）。

例えば、「なんて問題だらけの旅なんだ！」と不満を言いながら、弟子たちを引き
連れて国々を旅するイエスの姿など、想像できませんよね！「これから背負う十字架
は、きっと辛いものだろうな。」、「次はどんな困難が待ち受けているだろう。考えた
だけでも恐ろしい。」、「毎日なんでこんな生活をしなければならないんだ！田舎の
ど真ん中で、どこへ行ってもよそ者扱いで、宿も寝床も保証されない旅なんて、もう
まっぴらだ！」…そんな風に弱音を吐くイエスが想像できますか？

私自身も、世界中を旅しながらイエスのことを宣べ伝えています。移動ばかりの
ライフスタイルですが、それを大変だとは考えない態度を身につける必要がありま
した。毎回、必ずしも居心地の良いホテルに滞在できなくても、外食が続いても、毎
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週末に自分のベッドで眠れなくても、自宅にいられなくても、新しい出会いの中で、
良い関係を築き始めた頃に別れの時が来ても、不満を言わないと決めたのです。
イエスのことを世界中の人々に伝える特権が与えられているのだから、多少の不
便さが伴っても、良い態度で乗り切る姿勢を身につけました。

あなたにも、私にも、キリストの心が与えられています。だから、どんな状況に直
面しても、キリストのような態度で乗り切ることができるはずです。だから、「辛かっ
たらあきらめてしまおう」という態度ではなく、「勝利する自分」を思い描きながら、
心の準備をしていきましょう。

苦しみの後には、勝利がある

	 キリストは肉体に苦しみを受けられたのですから、あなたがたも、いつ苦しみ
に会ってもよい心がまえでいなさい。［あきらめずに忍耐し、神に喜ばれる心がまえ
でいるのです。］肉体に苦しみを受けても、［キリストの心を持ち続け、］神に従い通
した人は、罪とはっきり手を切りました。［つまり、自分自身とこの世の人々を喜ばせ
ることよりも、神を喜ばせることを選んだのです。］こうしてあなたがたは、残りの人生
を人間的な欲望の追求に費やすことなく、神の御心のままに生きるようになるので
す。

ペテロの手紙Ｉ 4章1-2節 （リビングバイブルより一部強調）

この聖書箇所は、苦しい状況を切り抜けるための秘訣を教えてくれます。この箇
所に、私なりの演出を加えると、このような解釈になります。

　「イエスが地上で経験したすべてのことを考えてください。人間と同じ肉体を
持った彼が、苦しみの中でどのように耐え忍んだかを知り、それを模範にすれば、
あなたも困難を切り抜けられるはずです。戦いのために、自らを備えなさい。勝利を
勝ち取りたいなら、イエスが考えたのと同じように、あなたもこう考えるのです。『神
様に喜ばれるためなら、あきらめることよりも、苦しみを耐え忍ぶことを選ぶ。』
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キリストの心を持ち続けるために苦しむのなら、それはもはや、あなたが自分
のために生きているのではないことを証明しています。困難なことから逃げ出して、
簡単な道ばかりを選ぶのではなく、自分の感情や人間的な欲を締め出して、神様の
ために生きる者とされたのです。」

神様の呼びかけに従って生きるためには、私たちには耐え忍ぶべき「人間的な
苦しみ」があるのです。

確かに、肉体的な面で考えると、常に世界中を飛び回るライフスタイルは、必ず
しも心地の良いものではありません。でも私には、これが神様から与えられたミニス
トリーだという確信があります。だからこそ、良い態度でこの働きに臨む心がまえが
必要なのです。そうでなければ、まだ何も始めていない段階で、私は敗退してしまう
でしょう。

あなたにも、できれば避けたいと感じる人間関係があるかもしれません。でも、
その人から逃げ出すことを神様は望んでいないと知っているので、苦しみを感じな
がらも、その人との関係を保とうとしてはいませんか？確かに、苦手な人との関係
を保つのは、人間的に考えれば楽ではありません。でも、その状況をこんな角度か
ら見てみてください。神様の計画の中に留まるには、それに伴う苦難があります。で
も、耐え忍ぶことを投げ出して、神様の計画の外側へ逃げる方を選んでしまうと、そ
こにはもっと多くの苦難が待ち構えているのです。そのことをいつも覚えながら、あ
らゆる状況に備えた心がまえでいましょう。

キリストの完璧さの中に留まれば、自分も満たされた状態でいられる

私は、貧しさの中にいる道も知っており、豊かさの中にいる道も知っています。ま
た、飽くことにも飢えることにも、富むことにも乏しいことにも、あらゆる境遇に対処す
る秘訣を心得ています。私は、私を強くしてくださる方によって、どんなことでもでき
るのです。［私の内側に力を注ぎ込んでくれる神によって、私はどんなことにも立ち
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向かう準備ができています。神のゆえに、私は何も恐れることなどありません。キリス
トの完璧さの中で、私は満ち足りていられるのですから。］

ピリピ人への手紙 4章12-13節 （新改訳より一部強調）

正しい考え方を持つことで、戦いに向けて私たちは備えられていきます。しか
し、間違った考え方のままで戦いに行くなら、それは武器を持たずに最前線に赴く
ようなものです。そんな無謀なことをすれば、すぐに倒されてしまいます。

イスラエルの人々は、いつまでもぶつぶつと不平をこぼすような人たちでした。
そのために、わずか11日間で済むはずの道のりを、40年もかけてさまよい続けた
のです。困難なことがあるとすぐに不平をこぼし、新しいチャレンジに直面するたび
に文句を言いました。まるで、生きること自体が難しいかのような態度を取っていま
した。そんな彼らの根底にあったのが、「難しいことはやめて！私には無理だから！」
というメンタリティだったのです。

クリスチャンの中にも、「日曜日には勇敢な戦士、月曜日には不満だらけ」という
態度の人がたくさんいます。日曜日になると、教会で友人たちと、信仰や人生につい
て熱く語り合うのですが、月曜日になり、教会で語り合ったことをいざ実践するチャ
ンスが来ても、周りには自分の素晴らしさを見せびらかす相手もいないので、ほん
の些細な問題に直面しただけで、すぐにやる気をなくしてしまうのです。

もしあなたが、すぐに不平不満をこぼし、ぶつぶつと文句を言ってしまうタイプ
の人だったら、次の聖書箇所を心に刻んで、考え方を一新してください。「私は、私
を強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです。」（ピリピ人への手紙 
4章13節 新改訳より）



	 何もしていないのに罰せられたら、神のために耐えろ！神はあなたとともに喜
び、あなたに微笑む！（神によってあなたは認められ、受け入れられ、感謝に値する
存在となる。）［結局のところ、］悪いことをして罰せられるのなら、どんなに我慢して
みせても、とても立派とは言えないが、善のために苦しむなら、［その結果、］神が微
笑む。 （神に受け入れられ、喜ばれる。）

ペテロの手紙Ｉ 2章19-20節 （ALIVE訳より一部強調）

困難な状況の中でも、神様を賛美して、讃えることができるようになるまでは、
私たちが本当の意味での解放を体験することはありません。ここで覚えておいてほ
しいのが、「苦しみの中にいること＝神様を讃えること」ではないということです。た
とえ苦しみの中にあっても、状況に左右されることなく正しい態度を持ち続けるこ
とが、結果として「神様を讃えること」につながるのです。

先ほど登場したペテロの手紙Ｉ2章19-20節には、神様からの知恵と約束が詰
まっています。それを受け取るためには、この箇所をじっくりと読み、一字一句を掘
り下げて、その意味を消化しながら解釈する必要があります。私自身も、長年に渡
り、この箇所を学んできたのですが、その中でどうしても理解できない点がありまし
た。イザヤ書53章3-6節には、イエスが身代わりとなって、私たちの苦しみと罪の罰
を背負ってくれたと記されています。それなのに、なぜ神様は、今もなお私たちが苦
しむことを喜ばれるのでしょうか？

それから数年が経ち、私はやっと気が付いたのです。この聖書箇所のポイント
は、「苦しみ」ではなく、苦しみの中で私たちが選ぶ「態度」だということに。

第19章
『愚痴をこぼし、あら探し、不平不満…どうしてもやめられない』

―荒野をさまようメンタリティNo.4
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では、ここで「耐える」という言葉に注目してみましょう。自分に関係のないこと
で、人からひどい扱いを受けても、もし私たちが良い態度で「耐える」のなら、それ
は神様に喜ばれることであると書かれています。つまり、神様を喜ばせるものは、私
たちの苦しみではなく、苦しみの中でも良い態度で耐え忍んでいる姿なのです。苦
しみを乗り切るためにも、私たちはイエスの模範から学び、不当な扱いを受けなが
らも耐え忍んだその姿から、励ましを受けるべきなのです。

イエスは私たちの見本

これは、神があなたに与えた任務だ！［あなたは、自分自身をこの任務から切り
離すことはできないのだ。］あなたのために苦しんでくれたキリスト［の生き様こそ］
が見本だ。こうあるとおり、彼は悪かった試しがなく、（悪巧みや）嘘をついた試しも
ない――【聖書：イザヤ書53:9より引用】侮辱されても口答えせず、苦しめられても［
復讐を試みて］仕返しをせず、公平に裁いてくれる神に身を［つまり、彼のすべてを］
ゆだねたのだ。

ペテロの手紙Ｉ 2章21-23節 （ALIVE訳より一部強調）

試練の中で苦悩したイエスの生き様は、実にみごとでした！不平をこぼさず、じ
っと口を閉ざしたまま、目の前の状況に動揺することなく、神様だけを信頼し…。ど
のような場面に遭遇しても、イエスはこのような態度を貫いたのです。穏やかな場
面では穏やかに対応できるけれど、状況が悪化したり、自分が不当に扱われたりす
ると短気になってしまう。そんな人間的な態度を、イエスは一度も取らなかったの
です。

先ほどの聖書箇所からもわかるように、私たちにとって、イエスは最高の見本な
のです。私たちがどのように生きるべきかを教えるために、自らの人生を用いて模範
を示してくれました。私たちも、自分の振る舞いを通して、周りの人々に模範を示し
ていることに気付いていましたか？子どもは、親から言われた言葉よりも、親の生き
方や振る舞いから、より多くのことを吸収しています。ですから、私たちは「生きた推



249

第19章 - 『愚痴をこぼし、あら探し、不平不満…どうしてもやめられない』

薦状」として（コリント人への手紙Ⅱ 3章2-3節より）、神様の道を示す模範となり、暗
闇の世界に差し込むひとすじの光となるべきなのです（ピリピ人への手紙2章15節
より）。

謙遜で、穏やかに、そして辛抱強く

イエス様のために囚人となった私から、お願いだ。このようにすばらしい祝福を
受けるべくして［神によって］選ばれたあなたがたは、［神様の働きのために呼ばれ
たことの特権を理解し、］それにふさわしい生き方をするのだ。謙そんで（心を低く
し、）穏やかな人（自己中心的ではなく、親切で、柔らかい心を持った人）になり、愛
をもって互いの欠点を思いやり、互いに辛抱強くあってほしい。

エペソ人への手紙 4章1-2節 （ALIVE訳より一部強調）

「謙遜で、穏やかに、そして辛抱強く」。このテーマにぴったりの出来事が、私た
ち家族に起きました。ちょうど、息子のダニエルが、ドミニカ共和国への宣教旅行か
ら帰ってきた時のことです。彼の腕には赤い発疹ができていて、ひどくただれてい
る部分もありました。現地の人によると、ドミニカ共和国ではよく見られる、毒ツタに
よる皮膚炎の一種だろうということでした。しかし、あまりにもひどい発疹だったの
で、病院で診てもらうことにしました。その日は、かかりつけの医師がちょうど不在だ
ったので、代わりの当直医が診察する予定でした。

娘のサンドラが電話をして、受診の予約を取りました。その際に、きちんとダニ
エルの年齢を伝え、姉の自分が弟を連れて行くことを説明しました。その日は、サン
ドラを含め、家族みんなが忙しいスケジュールに追われていました。そんな中、ス
ケジュールを調整して、車で片道45分の病院まで、サンドラはダニエルを連れて行
ってくれたのです。ところが、病院に到着すると、「親同伴ではない未成年者の診察
は、受け付けることができません。」と言われ、診察を断られてしまったのです。

サンドラは、事前に病院に電話をした時、「今から弟を連れて行く」とはっきり伝
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えたことを説明しました。ミニストリーのために不在がちだった私たち両親に代わ
り、彼女がダニエルを病院へ連れて行くことが、これまでも何度かあったからです。
しかし、看護師はかたくなに診察を断り続け、親同伴で出直すようにと言ったので
す。

この状況下で、サンドラは腹を立てることもできました。スケジュールがぎっしり
詰まっていたにもかかわらず、無理を押して、弟のダニエルを病院に連れて行った
のです。それなのに、肝心の診察を受けることもできず、残っているのは片道45分
の道のりだけ。彼女の努力は、すべて水の泡になってしまったかのようでした。

しかし、そんなサンドラに神様は手を差し伸べてくれました。おかげで、彼女は
その場で、愛をもって穏やかに振る舞うことができたのです。そして、その時に祖母
を訪ねていた父親に電話を入れ、すぐに病院まで来てもらえることになりました。そ
の日デイブは、家を出る前に、何気なくオフィスに寄って、私の著書とメッセージ音
源をいくつかバッグに詰め込んでいました。何でそうしたのか、実は彼にもわかりま
せんでしたが、その時はただ漠然と、そうすべきだと強く感じたのだそうです。

夫が病院に到着すると、受付の女性が「もしかして、あなたは牧師さんか何か
で、ジョイス・マイヤーさんのご主人じゃないですか？」と尋ねました。彼女は、いつ
もテレビで私の番組を観ていて、家族の名前を何度か聞いたことがあるらしく、デ
イブの名前を見た途端、「もしかしたら同じ人かしら？」と思ったそうです。デイブは
彼女としばらく話をして、心の癒しに関する本をプレゼントしました。

もしあの時、サンドラが腹を立てて、受付の彼女に怒りをぶつけていたら、どう
なっていたでしょうか？クリスチャンとしてのサンドラの証（彼女の人生に神様が働
いたことの経験談）に、傷がついていたかもしれません。それだけでなく、テレビで
私たちを知っていた受付の女性にとっても、サンドラが感情的になる様子を見るこ
とで、クリスチャンに対する印象が悪くなり、彼女と神様との関係に悪影響を及ぼし
ていたかもしれません。
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世の中には、神様を求めている人がたくさんいます。その人たちに、言葉で神様
の素晴らしさを伝えるよりも、日々の振る舞いを通して証明することの方が、はるか
に重要であり効果的なのです。もちろん、救いを言葉で伝えることは、とても大切で
す。しかし、せっかく言葉で伝えたとしても、自分の振る舞いがそれを台無しにして
しまったら、何の意味もありません。むしろ、初めから何も伝えない方がましです。

サンドラは、あの状況の中で、こみ上げる怒りを抑える苦しみに耐えました。こ
れこそが、私たちの持つべき態度なのだと聖書は教えているのです。

ヨセフが耐え忍んだ苦しみ

	 一方、ご自分の民を飢えから救うため、ヨセフを奴隷としてエジプトに送られ
ました。ところがヨセフは牢獄につながれ、足かせや鉄の首輪をかけられたのです。
神の時がくるまで、［非情な兄たちに対して言ったことが現実となる時まで、］ヨセフ
は忍耐を試されました。

詩篇 105篇17-19節 （リビングバイブルより一部強調）

旧約聖書に登場するヨセフのことを思い出してください。彼は、兄たちによって
不当に扱われたあげく、奴隷としてエジプトに売られました。しかし、兄たちはその
事実を父親に隠し、「ヨセフは野獣に殺された」と報告しました。やがて、ヨセフは、
ポティファルという金持ちによって、奴隷として買い取られました。行く先々で、神様
はヨセフを祝福したので、彼はすぐに新しい主人に気に入られました。

おかげで、ヨセフは順調に出世しました。しかし、また不当な扱いを受ける出来
事が起きてしまったのです。ポティファルの妻がヨセフを誘惑し、不倫の関係を迫
ったのですが、誠実なヨセフがそんなことを受け入れるはずがありません。もちろ
ん、主人の妻の誘惑を振り切ったのですが、そのために彼女を怒らせてしまいまし
た。そして彼女は、ヨセフの主人である自分の夫に、「ヨセフに襲われたのよ！」とう
そをついたのです。怒った主人は、何もしていない無実のヨセフを、ろうやに入れま
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した。

ろうやに入れられてもなお、ヨセフは人々の役に立とうと努力し、決して愚痴を
こぼしたりはしませんでした。このような苦しみの中でも、正しい態度を持ち続け
たヨセフは、やがて神様によってろうやから解放され、再び出世の道を歩んだので
す。そして、最終的には国を治める権威を手に入れ、エジプトではパロ王の次に並
ぶ権力者となったのでした。

神様はまた、兄たちとの関係においても、ヨセフの潔白を証明してくれました。
世界中が飢餓で苦しんでいた時、兄たちは食料を求めて、エジプトのヨセフのとこ
ろへ頭を下げに来たのです。そんな有利な状況の中でも、ヨセフは兄たちに復讐す
ることなく、神様に喜ばれる正しい態度を持ち続けました。そして、「兄たちが自分
に与えた不幸も、神様は良いことのために用いてくれた」と言いました。つまり、兄た
ちは自分の手の中にではなく、神様の手の中にいるのだから、自分には彼らを祝福
する以外の選択肢はないと、ヨセフは考えたのです。（創世記39-50章より）。

愚痴をこぼすのは危険な行為

また、彼らのように、キリストがどれだけ辛抱してくれるか、試すようなまねをして
はいけない。［どこまでなら神は忍耐し続けられるかを試し、反抗的な態度を取った
り、批判したり、神の優しさを利用してはならない。そのように神を］試そうとした人
は、全員蛇にかまれて死んだ。また、彼らのように、神に向かって文句を並べてはい
けない。神は天使を遣わして、そんなを彼らを（死によって）滅ぼした。どうしてこれら
のことが聖書に書かれてるのか？それは私たちへの警告だからだ。［私たちが彼ら
の例から学び、同じ過ちを繰り返さないためだ。］世界の末期という大事な（達成と
完了の）時代に生きている私たちのために聖書は書かれたのだ。 

コリント人への手紙Ｉ 10章9-11節 （ALIVE訳より一部強調）

この箇所から、ヨセフとイスラエルの人々の間には、明らかな違いがあったこと
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がわかります。ヨセフは、過酷な状況の中でも、まったく不平をこぼしませんでした。
それに対し、イスラエルの人々は、どんなに些細なことであっても、自分の思い通り
にならないことには、すぐに不平をこぼしたのです。愚痴を言い、あら探しをして、不
平不満ばかりを口にすることの危険性が、聖書には明白に書かれています。

ここで神様が伝えようとしているメッセージは、とてもシンプルです。つまり、イ
スラエルの人々は、不平不満をこぼすことで、自分の中に敵が入り込む隙を与えて
いました。そこに忍び込んだ敵によって、最終的には滅ぼされたのです。神様への
感謝を言い表すべき時に、代わりに不平不満をこぼした彼らは、自分の間違った行
動のために、大きな代償を払うことになったのです。

イスラエルの人々が荒野で経験した苦しみと滅びが、このように記録として残
されているのは、今を生きる私たちへの教訓を示すためなのです。もし彼らと同じ
生き方を選ぶなら、私たちにも同じような結末が待っているのだと聖書は語ってい
ます。

不平不満は、言葉となって口から出る前に、まず私たちの頭の中で渦を巻き始
めます。頭の中が不平不満だらけだと、その思いが口をついて出てくるのです。不
平不満に満ちた考え方は、明らかに荒野をさまようメンタリティです。そのような考
え方に縛られたままでは、私たちは約束の地へ入ることができません。

イエスが私たちの見本であり、見習うべき模範です。だから、イエスがしたのと
同じように、私たちも行動すべきなのです。

イスラエルの人々は、不平不満を口にした結果、荒野に留まり続けました。

イエスは、神様を賛美したことによって、死からよみがえりました。

これらの表現を比較してみると、神様を賛美して、感謝の心を持つことには、大
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きな力があるのだと改めて気付かされます。それと同時に、不平不満をこぼすこと
にも、別の意味での力があることに気付くのです。そうです。不満ばかりを並べて、
愚痴をこぼし、ぶつぶつと文句を言い、あら探しをすることには、大きな力があるの
です。その力とは、私たちを滅びへと導く負の力です。私たちが心に不満を抱いて、
愚痴をこぼすたびに、サタンは負の力を蓄え、私たちの中で支配力を増していくの
です。つまり、本来持つべきではない支配力をサタンに与えてしまっているのは、他
でもない私たちなのです。

愚痴こぼし、あら探し、不平不満…そのすべてを締め出していこう

	 どんな時にも、［神に対して］愚痴をこぼしたり、あら探しをしたり、不平不満を
言ったり、［あなたがたの間で］疑問し合ったり、疑ったりすることなく、すべてのこと
を行いなさい。それは、あなたがたが、この曲がった邪悪な［霊的に堕落し、歪んだ］
時代にあって、罪も非難される要素もない、純真で汚れない神の子どもとして［非難
されることなく］歩むことで、自分自身を世界に証明するためなのです。この［暗闇
の］世界において、あなたたちは［星や光線のように］きらきらと輝く光なのです。

ピリピ人への手紙 2章14-15節 （AMP訳より直訳）

この世界は、不平不満で溢れています。人々は皆、愚痴をこぼしたり、文句を言
ってばかりいて、感謝の心があまりにも欠けています。仕事や上司に対する不満を
言ってばかりで、定職が与えられていることの祝福を忘れています。もし、その職を
失ったら、ホームレスのための支援センターに身を寄せ、食事のために炊き出しの
列に並ぶ生活が待っていることに気付いていないのです。

実際に現在、支援センターに身を寄せて生活することを余儀なくされている人
たちは、喉から手が出るほど、あなたの仕事を欲しがるはずです。安定した収入が
約束され、自分の住まいが与えられ、自分で食事の準備ができるようになるのな
ら、たとえどんな上司の下で働くことになっても、多少の困難は喜んで忍耐しなが
ら、仕事に励むことでしょう。
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もしかすると、今のあなたの収入は、現実的に考えて低い方なのかもしれませ
ん。もしくは、あなたに対する上司からの扱いは、許されるべきものではないかもし
れません。それはきっと、耐えがたい状況でしょう。でも、そこから脱出するための方
法は、不平不満をこぼすことではないのです。

心配してイライラする代わりに、祈って感謝の態度を持とう！

	 何事も心配するな。心配を祈りに変えるんだ。すでに持っているものに感謝し
たうえで神に（必要なものをはっきりと求めて）願うのだ！

ピリピ人への手紙 4章6節 （ALIVE訳より一部強調）

この箇所で、使徒パウロは、問題を解決するための方法を教えています。どのよ
うな状況に直面しても、それに動じることなく、感謝の心で祈ること。それが答えな
のです。

以前、私もそれと同じことを、神様に教えられました。「ジョイス。あなたは、今
自分が持っているものに感謝していない。それなのに、どうして、さらに与える必要
があるのだろうか。何かを受け取っても、あなたはまた不平をこぼすだけではない
か。なぜ、また不満の対象となるようなものを、あえて与える必要があるのだろう
か。」そう語りかける神様の声に、私は気付いたのです。

どんなに祈り求めても、感謝の心をもって生活していないなら、祈りに対する期
待通りの答えを受け取るのは難しいはずです。聖書は、「不満だらけの態度で」祈れ
とは言っていません。「感謝の心で」祈れと言っているのです。

自分の思い通りに物事が進まなかったり、欲しいものが手に入らなかったり、予
想以上に長い間待たされるような状況に直面すると、人はつい、ぶつぶつと文句を
言ったり、愚痴をこぼしたり、人のあら探しをしてしまいます。だから、そんな状況に
置かれた時にこそ、忍耐強く辛抱しなさいと聖書は教えているのです。
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忍耐とは、単に何かを待ち続けることではありません。良い態度で待ち続けるこ
とが、忍耐なのです。

不平不満をこぼすことや、それに関するすべてのネガティブな考えや発言を、
私たちは決して軽く見てはいけません。これは、深刻な問題なのです。不平不満に
心を許してはいけません。あなたの大切な口を委ねてはいけません。「それはとて
も危険なことだ」と、神様は私たちに伝えようとしているのです。どうかそれを、真剣
に受け止めてください。

申命記1章6節で、神様はイスラエルの人々に、「あなたがたは、この山に十分長
く留まった」と語りかけました。もしかすると、あなたも今まで同じ山の周りを、何度
も回り続けてきたのではありませんか？今、その山を離れて、前進する時が来たの
です。これからの人生を良い方向へと変えていきたいのなら、思いにおいても、言
葉においても、不平不満を締め出していく必要があるのです。

不平不満をこぼさないように、自分自身を見張るのは決して簡単なことではあ
りません。しかし、あなたには、確かに「キリストの心」が与えられているのです。こ
の際、それを最大限に生かしていこうではありませんか。



ですから、兄弟たちよ。主が再び戻る時まで［待っている間、］忍耐を働かせなさ
い。大地が豊かに実り、やがて収穫を迎えるまで、農夫が期待しながら待っている
様子を考えてみてください。雨が降り終えてから、次の雨雲が大地を潤すまでの間、

［眠ることなく畑を世話しながら、］忍耐して働いている農夫のことを［思い浮かべ
るのです］。

ヤコブの手紙 5章7節 （AMP訳より直訳）

思い通りに物事が進まないと、つい我慢できなくなり、イライラしてしまうのは、
私たちの内側にプライドが潜んでいるからです。プライドが高く、高慢な人は、正し
い態度で何かをじっと待つのが苦手です。前の章でも触れたように、忍耐とは、「単
に何かを待ち続けること」ではなく、「待っている間にも正しい態度を持ち続けるこ
と」なのです。

上の聖書箇所には、「待つと決めたなら、忍耐して待ちなさい。」とは書かれてい
ません。「待っている間にも、忍耐を働かせなさい。」と書いてあるのです。その表現
からもわかるように、私たちにとって「待つこと」は、人生の一部であり、切っても切
れない存在なのです。しかし、良い態度で待ち続けることが得意な人は、ほとんど
いません。でも、よく考えてみると、私たちが何かを受け取るのは、ほんの一瞬の出
来事ですが、そのために待つ時間は、ほんの一瞬ではありません。つまり、人生のほ
とんどの時間は、「受け取ること」にではなく、「何かを待つこと」に費やされている
のです。

何か必要なものがあると、私たちは神様に祈り求めます。そして、必要が満たさ

第20章
『待たされるなんてあり得ない。今すぐ受け取りたい！』

―荒野をさまようメンタリティNo.5
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れることを信じ、それが実現するまで、ひたすら待ち続けるのです。やがて、祈りの
答えが与えられると、私たちの心は喜びで溢れかえります。長い間、待ち続けた分、
喜びもさらに大きくなるのです。

しかしながら、私たち人間は、いつも何かしら目標を追い求めて生きるもので
す。ひとつのことを達成すると、さらに次のゴールを目指し始めます。期待に胸をは
ずませながら、神様に願い求め、その実現を思い描きながら、再びじっと待ち続け
るのです。

自分の人生を振り返ってみると、「受け取る瞬間」より、「待っている時間」の方
が、はるかに長かったことに気付きます。だから私は、祈りの答えを受け取る瞬間だ
けでなく、それまでの待っている時間も、最大限に楽しみながら過ごそうと心に決
めたのです。

目的に向かって前進し続けながら、そこにたどり着くまでの過程も楽しむ。それ
こそが、人生を最大限に生きるための秘訣です！

プライドが邪魔をして、忍耐を働かせることができない

私は、神に特別な力（自分が受けるには値しないほどの神様の助け）を授かっ
たからこそ、みなさん1人1人に警告しよう。自分を過大評価するのではない。［自分
の存在価値を、過剰に引き上げて考えてはならない。］ユニークに創られたありのま
まの自分を受け入れるのだ。すべての人がユニークなら、誰が上も下もない。つま
り、比べる意味がないのだ。だから、自分がどんな人間か、まわりと比べることで計
るのではなく、自分は神になにを与えられたのか、を見て計るのだ。

ローマ人への手紙 12章3節 （ALIVE訳より一部強調）

忍耐しながら待つことができない人は、待つ時間を楽しむこともできません。
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プライドの高い人は、自分のことを過剰に評価しがちなので、どんな場面にお
いても、自分が不便な思いをする必要はないと考えます。だから、プライドが邪魔を
して、忍耐を働かせることができないのです。

もちろん、自分のことを悪く思う必要はありません。しかし、過剰に評価し過ぎる
べきでもないのです。必要以上に自分を高くしてしまうと、結果的に、周りの人を見
下すようになっていきます。自分の思い通りに周りの人が動いていなかったり、きち
んと仕事をこなしていないと感じると、内側に潜むプライドが顔をのぞかせて、私
たちの中にイライラの渦を巻き始めるのです。

しかし、謙遜さを身につけた人は、神様に対しても、周りの人に対しても、簡単
にイライラしたりはしません。

現実的に考えよう！

あなたがたも心配しないで、安心していなさい。こんなにも念には念を入れて話
したのは、そのためなのですから。確かに、この世では苦難と悲しみが山ほどありま
す。しかし、元気を出しなさい。［勇気を出して、自信と確信を持ちなさい。くじけては
いけません。］わたしはすでに世に勝ったのです。［あなたがたに害を加える力を取
り除き、あなたがたのために勝利を勝ち取ったのです。］

ヨハネの福音書 16章33節 （リビングバイブルより一部強調）

理想や期待ばかりを大きく膨らませて、現実とのギャップをさらに広げること
で、サタンは私たちをもっとイライラさせようと仕向けてきます。

自分を取り巻く環境や人間関係など、「とにかく周りのすべてのものが完璧であ
ってほしい！」と思ったことはありませんか？そんな風に、非現実的な理想を抱えた
ままでは、遅かれ早かれ、私たちはいつか破滅してしまいます。「自分の人生には、
何の不自由も妨げもあってはいけない。嫌な人たちだって、本来いるべきじゃな
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い。」サタンはこのように、間違った考え方を心に植えつけることで、私たちを破滅さ
せようと企んでいるのです。

だからと言って、「否定的になろう」と言っているわけではありません。私はいつ
も、肯定的でポジティブに生きることを勧めているし、それが一番大切だと確信し
ています。しかし、現実的に考えれば、この世の中に完璧なものなどないことは明ら
かです。その事実を冷静に受け止め、現実的に物事を捉えることも、人生には必要
だと言っているのです。

ミニストリーを始めたばかりの頃、私たち夫婦はセミナーを開くために、ほぼ毎
週末出かけていました。ホテルのパーティルームや市民ホールを、セミナー会場と
して借りていたのですが、そこで何かしら不具合が生じるたびに、ついイライラして
いました。エアコンの調子が悪かったり（もしくは完全に機能しなかったり）、部屋の
照明が暗過ぎたり、椅子のカバーが裂けて、中のスポンジクッションがはみ出して
いたり、前の晩の結婚披露パーティーでふるまわれたケーキの残りが、まだ床に落
ちていたりなど、とにかく色々なことがありました。

それなりの金額を払って会場を予約したのですから、当日は、隅々まで準備が
行き届いているのが当然だと思っていました。だから、その期待が外れて、不具合
ばかりが見つかると、どうしてもイライラしてしまったのです。いつでも最善を尽くし
て、清潔で雰囲気の良い会場を探してはいるのですが、期待通りの会場にめぐり合
う割合は、全体の75％程度です。

ホテルに関しても、同じことが言えます。早めのチェックインを事前に手配して
おいても、いざ到着してみると、まだ部屋の準備ができていなくて、ロビーで数時間
待たされたことがありました。また、セミナーの開催日時について、ホテル側に詳細
をどれだけ入念に伝えても、問い合わせを取り次ぐスタッフが、たびたび間違った
時間や詳細を伝えていたこともありました。さらに、ホテルスタッフや会場担当者か
ら、失礼でやる気のない接客をされたり、セミナー中に催される食事会の料理が、
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注文したものと違ったりなど、数えきれないほどの予期せぬ出来事に遭遇してきま
した。

ある時には、800人分のデザートが間違えて出されたこともありました。女性の
ための食事会で出されたデザートのケーキに、注文していなかった仕上げのラム
酒がかけられていたのです。その時、キッチンでは、同時進行で結婚披露宴用のケ
ーキの準備が進んでいたのですが、それと間違えて運ばれてしまったようでした。ク
リスチャンの中には飲酒を好まない人も多くいるため、参加者の女性たちから「ケ
ーキに少しお酒が入っていたようね。」と言われた時には、とても気まずい思いをし
ました。

このような話なら、まだまだいくらでも出てきます。つまり、何が言いたいかとい
うと、会場から宿泊先、関係スタッフに至るまで、とにかくすべてが完璧だったセミ
ナーなんて、ほとんどないということです。あったとしても、それは非常にまれなこと
です。

そんなことを繰り返しているうちに、なぜ、不都合が生じるたびにイライラして
しまうのか、その原因を突き止めることができました。それは、私の理想と期待が膨
らみ過ぎて、現実的ではなくなっていたからです。

最初から失敗することを想定して、計画を立てた方が良いと言っているのでは
ありません。しかし、「この世界には、苦難や試練、災難、いらだちがある」と語ったイ
エスのことばを胸に留めて、様々な状況を対処していくべきだと思うのです。クリス
チャンにとっても、ノンクリスチャンにとっても、この地上に生きる限り、不完全さは
つきものです。しかし、神の愛に留まり、聖霊の実を結んで生きていれば、この世の
どんな災難だって、私たちに害を加えることはできないのです。

追記：現在も、私たちは頻繁に旅を続けています。あの頃から25年経った今で
も、行く先々で不便な思いをしたり、災難に見舞われることがあります。例えば、最
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近開催したカンファレンスでは、夜のセッションが終わってホテルの部屋に戻ると、
カードキーを入れてもドアが開かないことが２度ありました。まだ宿泊客が同じ部
屋に滞在しているにもかかわらず、なぜコンピューターシステムがカードキーの情
報を変えてしまうのか、いまだに理解できませんが、このようなケースは、決してま
れではありません。誰かがフロントまで下りて行って、新しいカードキーを持ってく
るまで、私たち一行は廊下で待たされるわけなのですが、そのたびにホテルスタッ
フの方たちは、丁重に謝罪してくれました。

こんな不都合に見舞われても、今ではイライラすることはほとんどなくなりまし
た。なぜなら、先ほどもお話したように、「生きている限り、不完全さはつきものだ」と
心得ているからです。私たちに与えられた役割は、問題が起きないように状況をコ
ントロールすることではありません。たとえ問題が起きても、正しい態度で対応する
ことなのです。

忍耐、それは耐え抜く力

	 あなたがたは、神に選ばれた者として（神自身が選んだ代表者として）、また、
［神によって］聖められ、深く愛されている者として、優しさと憐み、親切心、謙遜
さ、温厚なふるまい、そして忍耐を身につけなさい。［決してあきらめずに、じっとが
まんして、何が起こっても心穏やかに耐えるのです。］

コロサイ人への手紙 3章12節 （AMP訳より直訳）

私はよくこの聖書箇所を開いて、どんな時にも正しい態度でふるまえるよう自
分に言い聞かせています。そして、忍耐とは「単に何かを待ち続けること」ではなく、

「待っている間にも正しい態度を持ち続けること」なのだと、心に刻み込むのです。

忍耐は試練の中で生まれる

愛する皆さん。あなたがたの人生は、多くの困難と誘惑に満ちていますか。そう
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であれば喜びなさい。行く道が険しければ、それは忍耐を養う良いチャンスとなる
からです。忍耐力を十分に養いなさい。さまざまな問題が持ち上がった時、そこか
ら逃げ出そうともがいてはいけません。忍耐力が十分身につけば、完全に成長した、

［欠けたところのない、］どんなことにもびくともしない、強い人になれるでしょう。
ヤコブの手紙 1章2-4節 （リビングバイブルより一部強調）

忍耐とは、聖霊の結ぶ実であり（ガラテヤ人への手紙5章22節より）、救いを体
験して新しく生まれ変わったすべてのクリスチャンに与えられるものです。クリスチ
ャンである私たちが、忍耐を働かせている様子を、神様は見たいと願っています。
なぜなら、神の子どもである私たちの模範を通して、神様をまだ信じていない人々
が、神様の力強さを知るようになるからです。

ヤコブの手紙1章には、私たちが完全に成長すると、欠けたところのない強い人
間になると書いてあります。つまり、忍耐強さを持ち備えた人を、悪魔が思い通りに
操ったり、支配したりするのは不可能だということです。

ヤコブはまた同じ章で、困難な状況に遭遇する時には、「さまざまな試練」（新
改訳より）により忍耐が養われることを思い出して、むしろ喜びなさいと教えていま
す。

私の人生を振り返ってみても、「さまざまな試練」を通して、結果的には忍耐が
養われたと実感しています。でも、忍耐を養うためには、まず向き合わなければなら
ないものがいくつかあるのです。それは、自分の内側から湧き上がるプライドや、怒
り、反抗心、自己憐憫、不平不満といった、「神様の性質とは正反対の思い」です。忍
耐を養うためには、自分の内側に潜むそれらの思いと、まず向き合う必要があるの
です。
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試練？それとも単なる不都合？

	 彼らはホル山から、エドムの地をぐるりと回り、紅海に通じる道に出た。ところ
が、人々は旅の途中、［降りかかるさまざまな試練のために、ひどく失望して、気分が
落ち込み、］これ以上我慢できなくなった。

民数記 21章4節 （AMP訳より直訳）

我慢できずにイライラするのは、荒野をさまようメンタリティのひとつであるこ
とを、前の章でもお話しました。そのメンタリティに捕らわれていたために、イスラ
エルの人々は、40年もの間、荒野をさまよい続けたのです。しかし、彼らが直面した
試練は、本当にそこまで深刻なものだったのでしょうか？それとも、単なる不都合
に過ぎなかったのでしょうか？もちろん、時には大きな試練にぶつかることもありま
す。でも、私たちが不満をこぼすような状況というのは、成長した考え方のできる人
にとっては、取るに足らないようなものばかりなのです。

些細な不都合にも耐えられず、すぐに動揺ばかりしていたイスラエルの人々
が、そんな状態のまま約束の地に入っても、果たして先に住んでいた民族と対等に
戦うことができたでしょうか？

聖霊があなたの内側に「忍耐の実」を結ぼうとしているのを感じたら、それに抵
抗することなく、素直に聖霊の働きに協力してください。たとえ聖霊を拒んでも、あ
なたはただ、「忍耐の実」が成るプロセスを長引かせているに過ぎないのです。だ
から、どんな試練に直面しても、忍耐を持ち、良い態度で接することで、「忍耐の実」
を結んでいきましょう。そうすれば、試練の中をじっと耐え忍ぶだけでなく、耐え忍
ぶ間にも、最大限に人生を楽しむコツをつかめるはずです。
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忍耐と我慢の大切さ

忍耐だ。神の望むことをしたなら、［また、それを受け取って、最大限に味わいた
いと望むなら、］必ず約束を果たしてくれる。

へブル人への手紙 10章36節 （ALIVE訳より一部強調）

この聖書箇所からわかるように、忍耐と我慢の姿勢を持たないなら、神様から
約束のものを受け取ることはできません。また、ヘブル人への手紙6章12節による
と、私たちが神様の約束を受け継ぐためには、信仰と忍耐が必要なのです（リビン
グバイブルより）。

プライドの高い人は、どんな時にも自分の力で突き進んで、何に関しても自分の
タイミングで行動しようとします。プライドは、心の中で「いつでも自分のやりたいよ
うにやろうよ！」と叫んでいるのです。

でも、謙遜はこう叫んでいます。「『神様の時』がベストタイミング。『神様の時』
は、早すぎないし遅すぎない！」

謙遜な人は、忍耐強く待ち続けます。神様の偉大な力を理解していると同時に、
自分の力で行動を起こすことの無意味さも知っているからです。一方、プライドの
高い人は、自分の力で行動を起こし、手当たり次第に色々と試すのですが、何の結
果も残すことができないのです。

まっすぐの道がゴールへの近道とは限らない

	 広くて歩きやすい道は正しい道に見えます。しかし、その終点は死です。
箴言 16章25節 （リビングバイブル）

霊的な領域においては、まっすぐで歩きやすい道が、必ずしもゴールへの近道
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とは限りません。むしろ、それが破滅への近道となることもあるのです。

時には、神様の導く方向が、目的地まで遠回りであるように感じることもあるで
しょう。それでも、私たちは神様を信頼し、忍耐して待ち続ける姿勢を身につけるべ
きなのです。

確かに、世の中には、満たされない思いを抱えているクリスチャンがたくさんい
ます。それは彼らが、神様の時に、神様の方法で答えが与えられるまで、忍耐して待
つ姿勢を持っていないからです。その代わりに、自分の力で何とかしようと無駄な
労力を使うので、最終的にはくたびれてしまいます。

あなたが、忍耐強く神様を待ち望んでいると、悪魔はさっそく攻撃を仕掛けてき
ます。「何もしないでぼーっとしてるな！行動を起こせ！」と、何度も心を揺さぶってく
るのです。人間的な思いで行動しても、私たちが実を結べないことを、悪魔は良く
知っています（ヨハネの福音書6章63節、ローマ人への手紙13章14節より）。だか
ら、私たちが自分の力だけで行動を起こし、結果を残せずに落胆するよう仕向けて
くるのです。

ここまでの内容からもわかるように、もし「忍耐なんて無理！」と感じることがあ
ったら、それはあなたが、プライドによって動かされている証拠なのです。そして、プ
ライドが生み出す破滅を回避するための唯一の方法は、「謙遜を身につけること」
なのです。

自分を低くして、神様を待ち望む

あなたがたは、神の力強い御手の下で自分を低くしていなさい。［身分を低くし、
自分を控えめに評価しなさい。］ちょうどよい時に、神はあなたがたを高く引き上げ
てくださるでしょう。

ペテロの手紙Ｉ 5章6節 （リビングバイブルより一部強調）
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「自分を控えめに評価しなさい。」という表現は、自分のことを駄目な人間だと
思いなさいという意味ではありません。「自分の力で、問題をすべて解決できると思
い上がってはいけません。」という意味なのです。

過剰な自意識を持って、何でも自分の力で解決しようとするのではなく、神様の
力強い手の下に自分を低くすることを学ぶべきなのです。そうすれば、神様のベス
トタイミングが訪れた時に、私たちは高く引き上げられるでしょう。

神様を待ち望むことを選び、人間的な思いで行動することにNOと言えるように
なったら、私たちは「自分に対して死んだ者」となります。「自分に対して死ぬ」とは、
自分がやりたいと思う方法や、自分が良いと思うタイミングを手放し、代わりに神様
の思いを人生の中心に置いて、神様の方法を選んで生きるということです。

神様の呼びかけに対して、いつでもすぐに応えられる従順さを育てていきまし
ょう。人間的なプライドに動かされて行動することの危険性を、どうか理解してくだ
さい。「我慢できない！」、「忍耐なんて無理！」…そんな態度の根源に潜んでいるの
が、プライドなのです。プライドによって生きる人は、こう言います。「お願いだから、
私を待たせないで。だって私には、今すぐにすべてを手に入れる権利があるのだか
ら！」

思い通りに物事が進まなくて、イライラしたり、我慢の限界を感じ始めたら、神
様にこう祈ってみてください。「神様、私はあなたのタイミングで、あなたの計画が実
現することを１番に望みます。私が先走って、あなたよりも前を歩みたくはありませ
ん。後ろから遅れてついて行くことも望んでいません。天のお父さん、あなたと共に
歩み続けるために、忍耐強く待ち望む姿勢を、どうか私に与えてください！」



人は答えた、「わたしと一緒にしてくださったあの女が、木から取ってくれたので、
わたしは食べたのです」。そこで主なる神は女に言われた、「あなたは、なんというこ
とをしたのです」。女は答えた、「へびがわたしをだました（裏切った、出し抜いた、欺
いた）のです。それでわたしは食べました」。

創世記 3章12-13節 （口語訳より一部強調）

「自分の行動に責任を持ちたくない。上手くいかないのは、すべて人のせい。」
このような考え方は、荒野をさまよう生活を長引かせる原因のひとつです。

人類の始まった頃から、人間にはすでに問題がありました。エデンの園にいた
アダムとエバは、自分の犯した罪を暴かれると、それを相手になすり付け、神様を
責め、最後は悪魔のせいにしました。このように、責任逃れをしようとしたのです。

すべてはあなたのせい！

	 主の約束にもかかわらず、サライとアブラムには、なかなか子どもができませ
んでした。そこでサライは、ハガルというエジプト人の女の召使を、アブラムにそば
めとして与えました。「主はいつまでたっても子どもを授けてくださらないので、あな
たが私の召使を迎え入れるしかないと思います。もし子どもが生まれたら、私の子
ということにしてください。」アブラムは同意しました。こうしてカナンの地に来てから
10年後、アブラムはハガルを迎え、やがて彼女は妊娠しました。ところが、そのこと
がわかると、ハガルはとたんに傲慢になり、女主人のサライに横柄な態度をとるよう
になったのです。サライはアブラムに申し立てました。「召使が私を見下げるなんて、

第21章
『確かに私の態度は良くないかも。

でも、それは私のせいじゃない！』
―荒野をさまようメンタリティＮｏ．６
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みんなあなたのせいですよ。ハガルはいったいだれのおかげで、子どもを身ごもっ
たと思っているのでしょう。こうなったら、どちらが正しいか、主に決めていただきまし
ょう。」　「まあまあ、そこまで言わなくても。あの娘をおまえの好きなように罰したら
いいではないか。」それならと、サライは召使ハガルにとてもつらく当たりました。我
慢できず、ハガルは逃げ出しました。 

創世記 16章1-6節 （リビングバイブル）

アダムとエバの間で起こったような展開を、アブラムとサライの言い争いにも
見ることができます。アブラムとサライは、「ふたりの間に子どもが与えられる」とい
う神の約束を待ち続けることに疲れて、結局、人間的な考えで行動を起こしました。
神様を待ち続けるよりも、「自分たちのやり方」で問題の解決を試みたのです。しか
し、それが状況を悪化させたことに気付くと、すぐにお互いを責め始めました。

私たち夫婦の間にも、これと似たような場面がたくさんありました。ふたりとも、
問題の本質から目をそらし、現実と向き合うことをずっと避けていたのです。

今でも鮮明に覚えているのですが、当時の私は、夫が変えられるようにと必死
で祈っていました。聖書を読めば読むほど、夫の欠点が目に付くようになり、「彼は
変わらなければならない！」とますます感じるようになっていったのです。しかし、そ
んな私に、神様は何と言ったと思いますか？「ジョイス、問題はデイブではない。…
あなた自身だよ。」

それを聞いて、私はショックを受け、その場に泣き崩れてしまいました。私のよ
うな人間と暮らすことがどれだけ大変なことなのか、神様はその時、気付かせてく
れたのです。それから3日間、ずっと泣いて過ごしました。私は、すべてを自分の思
い通りにコントロールしないと気が済まない性格です。いつも小言ばかり並べて、
不満をこぼし、気難しい態度で、ネガティブな雰囲気満載で…。そんな私を満足さ
せるのは、周りの人にとって至難の業だったはずです。初めて自分の真の姿と向き
合い、私の自尊心は大きく揺らぎました。しかし、それと同時に、その瞬間が私にと
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って「回復の始まり」でもあったのです。

その他大勢の人々と同様、私も何か起こると、すぐに人のせいにしたり、環境の
せいにしたりしていました。「私がこんな態度を取るようになったのは、過去に受け
た虐待のせいなのだから、どうすることもできない。」と思っていたのです。しかし、
神様はこう言いました。「確かに、虐待を受けた過去が、今のあなたという存在に影
響を与えたかもしれない。しかし、虐待を言い訳にして、悪い態度を取り続けるべき
ではない！」

私たちの心に対して、サタンはいつも必死に働きかけてきます。隙を狙っては、
数々の要塞を築き上げ、私たちが真理から離れていくように仕向けてきます。なぜ、
サタンはそんなことをするのだと思いますか？それは、「真理が私たちを自由にす
る」ということを、サタンはよく知っているからです。

自分の真の姿と向き合い、自分のふるまいを客観的に見ることには、精神的な
苦痛が伴います。だから、私たちはつい、それを避けようとするのです。他人の真の
姿だったら、簡単に向き合えるのですが、自分の真の姿となると、なかなか直視で
きないものなのです。

もし…だったら

（そこで、イスラエルの人々は）また文句を言い始めたのです。不平不満はモー
セに集中しました。「何の恨みがあって、われわれをエジプトから連れ出し、こんな
荒野で飢え死にさせるのか。食べ物も飲み物もないではないか。あんな（軽くて、どう
でもいいような）まずいマナは、もうたくさんだ。」

民数記 21章5節 （リビングバイブルより一部強調）

荒野をさまよっていたイスラエルの人々は、すべてのことを神様とモーセのせ
いにしていました。長い間、荒野をさまよう結果を招いた原因は、彼ら自身にあった
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のに、その責任を上手く逃れて、すべてを神様とモーセのせいにしたのです。そん
な彼らの他人任せな態度が、40年間も荒野をさまよう大きな要因となったことを、
神様は私に教えてくれました。

また、それと同じ態度を、私自身も取っていたのだと気付かせてくれました。だ
から、同じ山の周りを、いつまでもぐるぐると回り続けていたのです。なぜ悪い態度
を取ってしまうのか、その理由を自分なりに考えた結果がこちらです。

「もし、子どもの頃の虐待がなかったら、こんな風に短気な性格にはならなか
ったはずなのに。」

「もし、子どもたちがもっと手伝ってくれれば、私だってもうちょっと優しくなれ
るのに。」

「もし、夫が毎週土曜日にゴルフに出掛けなければ、私だってこんなに怒った
りはしないわ。」

「もし、夫がもっと私と話をしてくれるなら、こんなに寂しい思いをしなくて済む
のに。」

「もし、夫がもっと贈り物をしてくれたら、私だってここまでネガティブじゃなく
なるかもしれないのに。」

「もし、外で働かなくて済むなら、ここまで疲れることもないし、不機嫌にだって
ならないわ。（だから、仕事をやめたんだけど、実際には…だったわ。）」

「もし、もっと外出できる余裕があったら、こんなに退屈な思いをしないで済ん
だのに。」
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「もし、もっとお金持ちだったら…。」

「もし、自分の家があったら…。（だから家を買ったんだけど、実際には…だっ
たわ。）」

「もし、こんなにも支払いの請求が来なければ…。」

「もし、もっと良いご近所さんたちに恵まれていたら…。」

「もし、もっと良い友人たちに囲まれていたら…。」

「もし…！もし…！もし…！もし…！もし…！」そう繰り返していても、きりがありま
せん！

でも…

	 主はモーセに言われた、「人をつかわして、わたしがイスラエルの人々に与え
るカナンの地を［あなたがたのために］探らせなさい。すなわち、その父祖の部族ご
とに、すべて彼らのうちのつかさたる者ひとりずつをつかわしなさい」。モーセは主
の命にしたがって、パランの荒野から彼らをつかわした。その人々はみなイスラエ
ルの人々のかしらたちであった。40日の後、彼らはその地を探り終って帰ってきた。
そして、パランの荒野にあるカデシにいたモーセとアロン、およびイスラエルの人
々の全会衆のもとに行って、彼らと全会衆とに復命し、その地のくだものを彼らに見
せた。彼らはモーセに言った、「わたしたちはあなたが、つかわした地へ行きました。
そこはまことに乳と蜜の流れている地です。これはそのくだものです。しかし、その地
に住む民は強く、その町々は堅固で非常に大きく、わたしたちはそこに［長身で勇敢
な］アナクの子孫がいるのを見ました。」

民数記 13章1-3節、25-28節 （口語訳より一部強調）
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「もし…」や「でも…」は、サタンが私たちを欺くために用いる表現の一種です。
「もし…」や「でも…」で始まるような思いを、サタンは私たちの心に植えつけようと
します。約束の地を偵察するために送られた12人は、2人がかりでないと運べない
ほど大きなくだものを抱えて、イスラエルの人々の待つ所へと帰って来ました。しか
し、約束の地に関する彼らの報告は、決して良いものではありませんでした。

ここで12人は、「でも…」の可能性に負けてしまったのです！彼らが否定的な報
告をしたのは、神様に目を向ける代わりに、これから起こるかもしれない問題に、心
を捕らわれてしまったからです。

私たちが目の前の問題に負けてしまうのも、これと同じ理由からです。神様より
も、問題の方が大きく見えてしまうのです。そんな視点が邪魔をして、いつまでも真
理と向き合うことができずにいるのではないでしょうか。「神様だったら、こんな自
分でも変えてくれる！」という確信が持てずに、自分の真の姿から目をそらしている
のです。

私の場合、最近では、「自分の真の姿と向き合うことから逃げたい」と感じること
はなくなりました。神様が自分の内側で働いている限り、私は変わっていけると確
信しているからです。これまでにも、神様はすでに、私の中で多くのことを成し遂げ
てくれました。だから、私は神様を100%信頼できるのです。でも、神様を信じてまだ
間もなかった頃は、なかなかそう簡単にはいきませんでした。現実から目をそらし、
自分や周りをごまかしながら生きていたのです。長い間、ずっと暗闇の中で生きて
きたので、光の中に飛び込むということは、私にとって簡単ではありませんでした。

心のうちに宿る真実

神よ、あなたのいつくしみによって、わたしをあわれみ、あなたの豊かなあわれ
みによって、わたしのもろもろのとがを［何度も］ぬぐい去ってください。わたしの不
義をことごとく洗い去り、わたしの罪からわたしを清めてください。わたしは自分のと
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がを知っています。わたしの罪はいつもわたしの前にあります。わたしはあなたにむ
かい、ただあなたに罪を犯し、あなたの前に悪い事を行いました。それゆえ、あなた
が宣告をお与えになるときは正しく、あなたが人をさばかれるときは誤りがありませ
ん。見よ、わたしは不義のなかに［罪深い状態で］生れました。わたしの母は罪のう
ちにわたしをみごもりました。［すなわち、わたし自身も罪人なのです。］見よ、あなた
は真実を心のうちに求められます。それゆえ、わたしの隠れた心に知恵を教えてくだ
さい。

詩篇 51篇1-6節 （口語訳より一部強調）

詩篇51篇で、ダビデ王は、神様の憐みと赦しを叫び求めています。なぜなら、バ
テ・シェバとの情事と、彼女の夫の殺害という大きな罪を犯したことに関して、神様
がダビデと向き合っていたからです。

信じがたい話ですが、ダビデが罪を犯してから、この詩篇を書くに至るまで、１
年もかかりました。その間、彼は自分の罪と向き合うことを拒み続けていたのです。
罪と向き合い、自分の非を認めなければ、犯してしまった罪を後悔して、本当の意
味で心を入れ替えることはできません。心を入れ替える決心をしていない状態で
は、神様に赦されることはないのです。

次に、6節を見てください。そこには、神様は「真実を心のうちに求める」と書い
てあります。つまり、神様から祝福されたいと願うなら、神様に対して、自分自身に対
して、また犯した罪に対して、正直になる必要があるのです。

罪を告白することで、私たちは赦される

	 もし自分には過ちがないと言うのなら、［自分の罪深さを認めずに、むしろ拒
んでいるのであり、］私たちは自身を騙してしまっていることになる。そしてそれは、［
神の救いの良い知らせである福音が示す］真理を拒絶しているまぎれもない証拠
だ。［つまり、真理は私たちの内側にはない。］しかし、心の闇に漂う間違いや過ちを
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正直に［率直に］告白することで光に照らすなら、［誠実な存在である］神は約束どお
りに過ちを赦し、［すべて帳消しにして、］その闇から解放してくれる。［そして、神の
望みにそぐわないすべての思いや目標、行動などを取り除き、心をきよめ続けてく
れる。］“過ちを犯したことなどない”と言うなら（主張するなら）、神を嘘つき呼ばわり
していることになり、その教えを拒絶しているのと同然なのだ。［すなわち、神の救い
の良い知らせは、そのような人の心には宿っていないのだ。］

ヨハネの手紙Ｉ 1章8-10節 （ALIVE訳より一部強調）

もし、私たちが過ちを後悔して、心を入れ替える決心をするなら、神様はすぐに
でも赦してくれます。しかし、自分がしたことにまっすぐ向き合い、自分の非を認め
なければ、私たちが本当の意味で「心を入れ替えたい」と願うことはないのです。

また、たとえ自分の過ちを認めたとしても、言い訳ばかり並べているなら、それ
は本当の「真実と向き合う姿」として、神様の目に映ってはいません。人は誰でも、
自分を正当化しようとするものです。しかし聖書には、私たちを正当化できる唯一
の存在は、イエス・キリストだけだと書いてあります（ローマ人への手紙3章20-24
節より）。つまり、私たちの犯した罪を帳消しにできるのは、イエスが十字架で流し
た血潮だけなのです。

ある日、近所の知人から電話があり、急ぎで銀行まで連れて行ってほしいと頼
まれました。その日のうちに銀行に行かなければならないのに、あいにく車が故障
して動かず、銀行の閉店時間も迫っていたのです。私はその時、ちょうど自分の用
事で忙しくしていたので、彼女を銀行に連れて行く気分ではありませんでした。だか
ら、ついイライラした話し方をしてしまったのです。電話を切った後、「なんてひどい
ことをしてしまったのかしら！」と我に返り、また彼女に電話をして、きちんと謝り、銀
行まで連れて行ってあげようと思いました。でも、その時の私の頭の中は、溢れ出
す言い訳の数々でいっぱいだったのです。「たまたま気分が悪かったから…。」「ち
ょうど忙しくしていたのよ…。」「今日は、たまたま大変なことが重なって…。」私は彼
女に対して、自分を正当化しようとしていたのです。
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でも、心の中では、「そんな言い訳をしてはいけない。」と語りかける聖霊の声
が、しっかりと聞こえていました。

「ただ電話して謝れば良いのだ。『私が間違っていました。あんな態度を取って
しまって、何の言い訳もできないわ。どうか赦してちょうだい。お詫びに、今すぐ銀行
まで送らせてくれない？』それ以上のことを言う必要はない！」

頭では正しいとわかっていることでも、行動に移すのは簡単ではありません！そ
の時、私の心は爆発寸前でした！今すぐ逃げ出したくて、穴があれば入りたい気分
でした。でも、神様の真理から身を隠せる場所なんて、どこにもありません。なぜな
ら、真理は光だからです。

真理は光

［すべてが始まる前、］まだこの世界に何もない時から、キリスト（ことば）は神と
共におられました。キリストは、いつの時代にも生きておられます。キリストは神だか
らです。このキリストが、すべてのものをお造りになりました。そうでないものは1つ
もありません。キリストには永遠のいのちがあります。全人類に光を与えるいのちで
す。そのいのちは暗闇の中でさんぜんと輝いていて、どんな暗闇もこの光を消すこと
はできません。［また、光を追い出したり、吸収したり、独占したり、排除したりするこ
ともできないのです。］

ヨハネの福音書 1章1-5節 （リビングバイブルより一部強調）

真理は、暗闇の世界に対抗するための最強な武器です。真理は光です。暗闇は
決して、光に打ち勝つことはできないし、これからもそうなることは決してないと聖
書は語っています。

サタンは、すべてを暗闇の中に隠そうとしますが、聖霊は、すべてを光のうちに
さらけ出そうとします。光の中では、すべての問題や過ちが明らかになります。その
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ひとつひとつと向き合うことで、やがて私たちは、本当の自由を手に入れるのです。

イエスは、真理が私たちを自由にすると言いました（ヨハネの福音書 8章32節
より）。その真理は、聖霊を通して、私たちに明らかにされるのです。

真理の御霊（みたま）

わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそ
れに堪えられない。けれども真理の御霊（真理を与える御霊）が来る時には、あなた
がたをあらゆる真理（完全なる真理の全貌）に導いてくれるであろう。それは自分か
ら語るのではなく、その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるで
あろう。

ヨハネの福音書 16章12-13節 （口語訳より一部強調）

すべての真理を弟子たちに見せることも、イエスにはできたはずです。でも、な
ぜそうしなかったかと言うと、弟子たちの心の準備がまだできていないと判断した
からです。だから、聖霊が天から下り、彼らの中に宿り、共に歩むようになるまでは、
すべての真理が明かされるのを待たなければならないと言ったのです。

十字架での死と復活の後、イエスが天に昇ってから、神様は聖霊を私たちの元
へ送りました。それは、聖霊が私たちと共に歩み、私たちの中で働くことで、神様の
完全なる栄光を、この地上で実現させるためなのです。

もし、真理と向き合うことを恐れるなら、どうやって聖霊の働きを受け入れるこ
とができるでしょうか？聖霊は、「真理の御霊」と呼ばれています。聖霊の主な働き
は、私たちが真理と向き合う手助けをすることです。聖霊は、私たちを真理へと導き
ます。なぜなら、真理が私たちを自由にするからです。

もしかすると、過去に起きた出来事が影響して、今のあなたの態度が生まれた
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のかもしれません。周りの人や、環境など、あなたを傷つけるものがあったのかもし
れません。でも、だからと言って、すべてを過去のせいにして、今のままの自分で居
続ける言い訳にしてはいけません。

私の態度やふるまい方の原因には、紛れもなく、過去に受けた性的虐待と、言
葉の暴力、心理的虐待が強く結びついていました。しかし、虐待を言い訳にしてい
る限り、私が間違った行動パターンから抜け出すことはできませんでした。「過去を
言い訳にすること」は、「問題に対して開き直ること」と同じです。「問題を抱えたまま
でいるのは嫌！でも、あんな過去があったのだから仕方ないの。」そう考えることで、
結果的に敵からの攻撃を容認しているのです。

どんな束縛であっても、私たちは必ずそこから解放されます。でも、そのために
40年間かけて荒野をさまよう必要はありません。しかし、もしかすると、あなたはも
うすでに、荒野で40年以上さまよい続けたのではありませんか？あなたの内側に
潜む「荒野をさまようメンタリティ」が、あなたを荒野に留め続けてはいませんか？も
しそうであれば、今日があなたの決断の日です。

「自分の真の姿を見せてください！」と、神様に祈るのです。そして、祈りが答え
られて、真の姿と向き合う時が来たら、あきらめずにじっと堪えるのです！それは、決
して楽なプロセスではありません。でも、忘れないでください。神様は、あなたにこう
言っています。「わたしは決してあなたを離れず、また、あなたを捨てない。（ヘブル
人への手紙13章5節新改訳より）」

あなたが荒野を抜け出す時は、もう目の前まで来ています。荒野を出て、約束の
地を思いっきり楽しんでください！



 

それを聞いた人々は、絶望的な声を上げて、夜通し泣き続けました。やがて嘆き
声は、モーセとアロンへの痛烈な非難の声に変わりました。

民数記 14章1,2節 （リビングバイブル）

イスラエルの人々は、極度に自分たちを哀れみました。不運な出来事が起きる
たびに、まるでそれを口実にするかのように、自分たちを哀れんでいたのです。

私も以前は、イスラエルの人々のように、自分を哀れんでばかりいて、それが悪
い習慣になっていました。そんな私に、神様はこう語ったのです。「ジョイス。あなた
には、自分を哀れむ人生を送ることもできれば、力に満ちた人生を送ることもでき
る。しかし、その両方を同時に生きることはできない。」

自分を哀れむことの問題については、急がずに、じっくりと語っていきたいと思
います。なぜなら、当たり前のように自分を哀れんでいては、神様の力の中を歩むこ
となどできないからです。それをしっかりと理解することで、私たちはより自由へと
近づくのです。

励まし合って、互いを高める

	 そういうわけですから、すでに実行しているように、互いに励まし合い（戒め合
い、勧め合い）、助け合い（互いを高め、力づけ、建て上げ合い）なさい。

テサロニケ人への手紙Ｉ 5章11節 （リビングバイブルより一部強調）

第22章
『なんて惨めな人生…哀れな自分がかわいそうでたまらない！』

―荒野をさまようメンタリティNo.7
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傷ついた自分を癒すために、長年の間、私は自分を哀れんできました。だから、
心を癒せる手段を手放すのは、私にとって簡単なことではありませんでした。

誰かに傷つけられたり、失望や挫折を味わったりすると、悪魔は私たちの耳元
で、こんな偽りをささやくのです。「かわいそうに。あんな目に遭うなんて、不公平だ
よね。」

そんな時は、心に押し寄せる思いにじっと耳を傾けてみてください。そうすれ
ば、自分を哀れむ思いを利用して、敵があなたを束縛しようとしていることに気付く
はずです。

聖書は、「自分を哀れむ心を野放しにしてはいけない」と教えています。その代
わりに、「神様にあって互いに励まし合い、高め合いなさい」と勧めているのです。

神様が与えてくれる能力のひとつに、「人を憐れむ能力」というものがあります。
それは、心に傷を負った人に対して、神様と同じ憐れみの思いを抱き、相手の苦し
みを少しでも楽にしてあげたいと願う心です。しかし、自分を哀れむ人は、そんな神
様からの能力を、ゆがんで解釈しています。本来なら、人を憐れむようにと与えられ
たものを、自分のために用いてしまっているからです。

愛についても、同じことが言えます。ローマ人への手紙5章5節によると、聖霊に
よって、神の愛が私たちの心に注がれていることがわかります。それは、私たちが神
の愛の深さを知ることで、互いに愛し合うようになるためなのです。

人々に分け与えるために受け取った愛を、自分だけのものにするなら、それは
身勝手で自己中心的なことです。そのような態度は、結果的に私たちを滅ぼします。
もちろん、私たちは自分自身を愛するべきですが、偏った愛し方ではなく、神様が
自分を造ってくれたことに感謝して、バランス良く愛することで、正しい自尊心を養
っていけるのです。過剰な自己愛は、単なる大きな問題に過ぎません。また、自分を
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哀れむ心は、神様よりも自分が一番になっていることの表れでもあります。なぜな
ら、自分ばかりを哀れんでいると、やがて自分のことしか見えなくなり、自分の感情
以外のものには関心を持たなくなるからです。自分自身や自分が必要としているも
の、また心配に感じること以外は何も見えないので、視野の狭い考え方しかできな
くなるのです。

他の人のことを思う

自分のことばかり［だけ］にとらわれるのではなく、他の人のことにも目を向けな
さい。

ピリピ人への手紙 2章4節 （リビングバイブルより一部強調）

先日、あるカンファレンスに招かれてメッセージをする予定だったのですが、
直前になって、それが急にキャンセルとなりました。私もすごく楽しみにしていたの
で、その知らせを聞いて、正直がっかりしました。このような時、以前の私なら、思い
きり自分を哀れんで、キャンセルした主催者側に批判的な思いを抱き、ネガティブ
な考えや行動に走っていたことでしょう。しかし、様々な経験を重ねる中で、「このよ
うな場合には口を閉ざしているのが1番だ」ということを学んだので、今回は自分
の思いを抑えることができました。口を開いて、言うべきではないことを口走るより
は、いっそのこと何も言わない方が良いのです。

そして、心を落ち着かせて座っていると、今回の状況に対する主催者側の思い
が、私にもだんだんと見えてきました。今回のカンファレンスは、会場が確保できな
かったために、やむを得ずキャンセルになったのですが、そのことで主催者側も非
常にがっかりしているのだと、神様は私に気付かせてくれたのです。彼らこそ、カン
ファレンスを心待ちにして、多くの期待を寄せていたのですから、このような結末を
迎えることになり、がっかりしていないはずなどなかったのです。

自分の立場だけでなく、いつも相手の立場に立って物事を考えられるようにな
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れば、きっと「自分は哀れだ」と思うことすらなくなるはずです。自分を哀れむ思い
は、相手のことを考えずに、自分のことばかり考えている時に湧いてくるのです。

時には、人からの同情を集めようと必死にもがいて、疲れ果ててしまうこともあ
るでしょう。そうです。自分を哀れむ心は、私たちを荒野に引き止めるための、サタ
ンの得意な手口なのです。そのことに気付かず、自分を哀れんでばかりいると、そ
れがまるで中毒症状のようになり、そこから抜け出せなくなるのです。

中毒症状とは、ある刺激に対して、無意識に反応することです。これが繰り返さ
れ、ついには習慣となるのです。

では、あなた自身はどうでしょうか。自分を哀れみたくなるようなことがたくさん
ありますか？がっかりした時、その思いとどう向き合っていますか？

しかし、クリスチャンである私たちには、がっかりしても、またチャレンジできる
特権が与えられていることを忘れないでください。神様は、いつでも新しいスタート
を、私たちに与えてくれるのですから。一方、自分を哀れむ心を野放しにしたままで
いると、最終的には、それが私たちを過去に縛りつけることになるのです。

過去を手放して、神様に委ねる

先の事どもを［あえて］思い出すな。昔の事どもを考えるな。見よ。わたしは新し
い事をする。今、もうそれが起ころうとしている。あなたがたは、それを知らないの
か。確かに、わたしは荒野に道を、荒地に川を設ける。

イザヤ書 43章18-19節 （新改訳より一部強調）

以前の私は、自分を哀れんでばかりいました。そんなことに時間を費やして、人
生の貴重な歳月をどれだけ無駄にしてしまったことでしょう。まさに、「私ってかわい
そう症候群」を抱えながら生きていたのです。がっかりするようなことが起こると、
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無意識のうちに自分を哀れむことがすっかり習慣になっていました。サタンは、私
たちが自分を哀れんでいる隙を狙っては、すぐに間違った考えを心に吹き込んで
きます。次第に、心の中はサタンの偽りでいっぱいになり、挙句の果てには、自分が
何を考えているのかさえわからなくなってしまうのです。頭に浮かぶことを次々と思
い巡らし、色々なことを考えれば考えるほど、自分が哀れで、かわいそうでたまらな
くなるのです。

私たちが結婚したばかりの頃から、夫のデイブはフットボール観戦が大好きで
した。シーズンになると、毎週日曜日の午後、決まってテレビで試合を観戦していま
した。フットボールがシーズンオフになると、今度は別のスポーツのシーズンが始
まるので、日曜日の午後は、いつも何かしらの試合中継がありました。大好きなス
ポーツ観戦ができるので、デイブはいつも楽しそうにしていたのですが、私はスポ
ーツ観戦には興味がありません。デイブは、とにかくボールが飛び交うスポーツで
あれば、何でも構わず夢中になれる人です。だから、試合が始まるとつい集中し過
ぎて、妻の私がそこにいることさえ忘れてしまうほどでした。

そんなある日、いつものようにテレビでスポーツ観戦をしていた彼の前に立ち、
「デイブ、私、気分が悪いの。もしかして死んじゃうかも。」と言ったことがあります。

その時、デイブは何て言ったと思いますか？テレビから視線をそらすこともなく、
「へえ、そりゃあすごいじゃないか。」ですって！

あの頃の私にとって、日曜日の午後は穏やかではありませんでした。いつも心
はムカムカして、そこにいることすら忘れられている自分が、哀れで仕方なかったの
です。そんな風に、デイブに対してイライラした時は、決まっていつも家の掃除をし
ていました。今から思えば、妻である私がこんなに惨めな気持ちでいるのに、自分
だけテレビを観て楽しんでいることに、多少の罪悪感を持ってほしかったのかもし
れません。何時間もかけて、家中をものすごい勢いで掃除して、わざと大きな音でド
アや引き出しを閉めたり、デイブがテレビを観ている部屋を、重たそうに掃除機を
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抱えてウロウロしたり…。とにかく、「私はこんなに頑張っているのよ！」と、大げさに
アピールしたのです。

そんな風にして、何とか夫の気を引こうとしても、彼が私の思いに気付く気配な
ど一向にありませんでした。結局、あきらめることしかできない私は、バスルームの
床に座り込んで大泣きするのです。でも、泣けば泣くほど、惨めさは増すばかりでし
た。なぜ、多くの女性はバスルームで泣くのでしょうか？その理由を、後から神様が
教えてくれました。大抵のバスルームには、大きな鏡がありますよね。だから、床に
座り込んで、ワアワアと泣いた後、鏡に映った自分を見つめて「かわいそうな私…」
と、改めて思いに浸るのです。

私の場合、鏡に映った自分の顔があまりにも惨めに見えて、それでまた泣いて
しまうこともありました。鏡の前で思う存分自分に浸った後は、「かわいそうな私」を
アピールしながら、デイブのいるリビングへゆっくりと入っていくのです。すると、デ
イブはちらっと私を見て、「もしキッチンに行くなら、アイスティーを持ってきてくれ
る？」と頼むのでした。

つまり、何が言いたいかと言うと、そんな風に自分の惨めさをアピールしても、
まったく効果はないということです！それどころか、ただ自分を疲れさせるだけで、
挙げ句の果てには、1日中沈んだ気持ちで泣きわめいたせいで、体調を崩すことも
ありました。

私たちは、自分のやり方で人を変えることはできません。人を変えることができ
るのは、神様だけなのです！好きなだけスポーツ観戦していた自分の態度を改める
ようにと、デイブの心に働きかけることができるのは、私でも、他の誰でもなく、神様
だけなのです。自分の思い通りにならなくても、神様に信頼し、哀れな自分に浸るの
をやめるようになってからは、スポーツ観戦に没頭していたデイブの態度も、だん
だんと変わっていきました。
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彼は今でも、スポーツ観戦を楽しんでいます。そんな夫の姿を見ても、私が以前
のようにイライラすることはなくなりました。私は私で、その時間に好きなことをし
て楽しむようにしています。もし、試合中継の時に、夫に手伝ってほしいことがあっ
たり、一緒に時間を過ごしたい場合には、怒った態度で言うのではなく、優しくお願
いすると、彼も快く私につきあってくれます。しかし、いつでも自分の思い通りにいく
わけではありません。もちろん、お願いしても断られる場合だってあります。でも、そ
れは当たり前のことなのです。だから、物事が思い通りにいかなくて、感情がフツフ
ツと沸き始めるのを感じたら、私はすぐにこう祈るようにしています。「神様、私がこ
のテストを切り抜けられるように助けてください。同じ山を、もう一周したくはありま
せん！」



その時、主はヨシュアに言われた、「きょう、わたしはエジプトのはずかしめを、あ
なたがたからころがし去った」。それでその所の名は、今日までギルガル［ころがすと
いう意味］と呼ばれている。

ヨシュア記 5章9節 （口語訳より一部強調）

ヨシュアがイスラエルの人々を率いて、ヨルダン川を渡った後、約束の地で最
初の町エリコを征服する前に、どうしてもやらなければならないことがありました。

神様は、イスラエルの男性全員に向けて、割礼（性器の包皮の一部を切除する
風習）を命じました。彼らが荒野をさまよった40年の間、一度も割礼が施されてい
なかったからです。その命令に従うには、神様への従順さが必要不可欠でした。な
ぜなら、命令に従って割礼を受けるということは、人間的で世俗的な生き方から離
れ、神様にあって新しい生き方をスタートさせることを意味したからです。

イスラエルの男性全員が割礼を受けた後、神様はヨシュアに、エジプトから受
けたはずかしめのすべてが、「ころがされた（取り除かれた）」と宣言しました。

次の章では、この出来事の後に、イスラエルの人々が神様に導かれて、エリコを
征服したという記録が残されています。しかし、なぜエリコを征服する前に、彼らの
はずかしめは取り除かれる必要があったのでしょうか？そもそも、「はずかしめ」と
は何だったのでしょうか？

第23章

『価値のない自分…祝福を受け取る資格なんてない』
―荒野をさまようメンタリティNo.8
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「はずかしめ」とは何か？

『ウェブスター辞典』によると、「はずかしめ（reproach）」とは、「非難、不名誉、
羞恥心」を指すことがわかります。イスラエルの人々から、エジプトで受けたはずか
しめを「ころがす（取り除く）」と言った神様は、いったい何を意味していたのでしょ
うか。エジプトは、「この世」を表しています。イスラエルの人々は、エジプトでの奴
隷生活の間、世の中にどっぷりと浸かり、この世の生き方や価値観に染まってしま
いました。だから、その生活を通して、自分の中に埋め込まれた「はずかしめ」を取
り除く必要があったのです。

私自身も、これまでの人生で自分がしてきたことや、経験してきたことが影響し
て、自分を恥じる傾向が強くありました。過去に起きた出来事は、すべて自分のせい
だと思い込んで、いつも自分を責めていたのです。（しかし、過去の出来事のほとん
どは、幼少期に起こったことだったので、幼かった私にはどうすることもできません
でした。）

神様の恵みは、私たちに無償で与えられる神様の力です。恵みの力によって、
自分ひとりでは達成できないようなことも、成し遂げられるのです。神様は、私たち
に恵みを与えたいと願っています。一方で、サタンは私たちに屈辱を与えようとしま
す。この屈辱こそが、「はずかしめ」なのです。

屈辱は、かつての私に向かってこう叫びました。「お前は駄目な人間だ。神の愛
も、神からの助けも、受け取る資格などお前にはない！」屈辱の言葉をそのまま飲
み込んで、恥を意識するようになった私は、次第に毒でおかされていきました。子ど
もの頃に体験した虐待を恥じるだけでなく、自分自身をも恥じるようになっていっ
たのです。心の奥底で、私は自分自身を嫌悪していました。

神様は、私たちのはずかしめを取り除くと言っています。つまり、神様は「これま
でしてきたすべての罪を赦す」と言っているのです。だから、私たちはその赦しを受
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け取るべきなのです。

神様の祝福を受けるにふさわしい人など、誰もいません。元々、私たちにはそん
な価値などなかったのです。だから、その事実を素直に認めて、それでも変わること
なく注がれる祝福に、心から感謝すれば良いのです。神様の優しさと愛を、深く噛み
しめれば良いのです。

自分自身を嫌って、拒絶して、神様の赦しを受け取ること（自分を赦すこと）を拒
み続けて、十字架で流されたイエスの血潮が、自分を義にしてくれることも理解し
ないで…。そんな思いを抱えたままでは、荒野をさまよい続ける以外の選択肢など
ありません。もし、あなたもそんな思いを抱えているなら、神様と正しい関係を持つ
ことの意味を、もう一度考え直す必要があります。私たちは、自分の力で神様と正し
い関係を持つことはできません。ただ唯一、イエスによって、神様と正しい関係を持
つことができるのです。

このミニストリーを続ける中で気付いたのですが、私たちの抱える問題の約
85%は、「自分自身をどう思っているか」に原因があると言えます。つまり、「自分が
思う否定的な自分像」ではなく、「神様の義」のうちを歩んでこそ、私たちは勝利ある
人生を歩むことができるのです。

私自身も、神様の祝福を受けるにふさわしい人間ではありません。でも、イエス
と共に、私は神様の約束を受け取る「共同相続人（ローマ人への手紙8章17節よ
り）」とされました。だから、私の思う自分像とは関係なく、神様の祝福を受け取るこ
とができるのです。イエスが手に入れた「相続人」としての祝福を、イエスを信じる
信仰によって、私も一緒に受け取ることができるのです。

相続人？それとも労働者？

あなたがたも私たちも、もはや奴隷（自らの意思で仕える労働者）ではありませ
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ん。神の子どもなのです。子どもであるからには、神の持っておられるものはすべて
私たちのものです。それが［当然のことであり、］神のご計画だからです。

ガラテヤ人への手紙 4章7節 （リビングバイブルより一部強調）

あなたは、神の子どもですか？それとも、奴隷ですか？言い換えると、あなたは
相続人ですか？それとも、主人の下で働く労働者ですか？相続人とは、自分が努力
した功績によってではなく、遺言によって、土地や財産を譲り受ける人のことです。
この箇所に登場する、自らの意志で主人に仕えるしもべ、または労働者とは、「律
法に従おうとして壁にぶつかり、疲れ果ててしまった人たち」のことを指しています。

「しもべ」や「労働者」という表現から、自分の力で律法に従おうとする生き方が、
いかに重圧的で苦しいかが伝わってきます。

私自身も、何年もの間、労働者として荒野をさまよい続けていました。「神様の
祝福を受けるにふさわしい良い人間になろう！」と頑張っていたのですが、そんなこ
とをしなくても、神様は恵みによって、祝福を惜しみなく与えようとしていたのです。
だから、自分で頑張ろうとする私の考え方は、完全に間違っていました。

まず、「努力して、ふさわしい人間にならないと、何も受け取ることはできない。」
と思い込んでいたことが、そもそもの間違いでした。私は小さい頃から、「誰も、タダ
では何もくれないよ！」と教えられて育ちました。成長過程においても、このフレーズ
を何度も聞かされたので、大人になる頃には、すっかり頭にたたき込まれていまし
た。「誰かがお前に親切にしてくれたとしても、何かを企んでいるからに違いない。
きっと後で揚げ足を取られるぞ。」親に言われたそのことばを、私は完全に信じ込
んでいたのです。

世の中は絶えることなく、「何かを手に入れるには、まず努力して、それにふさわ
しい人間にならなければいけない。」というメッセージを、私たちに送り続けてきま
す。友だちが欲しいなら、どんな時でも相手の機嫌を取らなければいけない。そう
でないと、いつか相手に嫌われてしまう。職場で昇進したいなら、権限を持った人と
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コネクションを作って、彼らにゴマすりし続ければ良い。そうすれば、いつか昇進の
チャンスが巡ってくるかもしれない。そんな風にもまれながら、この世で生きること
に限界を感じ始めた頃には、これまでに受けた「はずかしめ」が、私たちの上に重く
のしかかっているはずです。だから、何としても、それを取り除く必要があるのです。

あなたは自分をどう見ている？

	 昔の巨人［ネフィリム人］の子孫アナク人もいるし、彼らと比べたら、私たちな
ど虫けら同然に見える。［きっと彼らにも、私たちがそんな風に見えただろう。］

民数記 13章33節 （リビングバイブルより一部強調）

荒野をさまよっていた時代、イスラエルの人々は、はずかしめを抱えていまし
た。彼らがいかに自分たちのことを否定的に考えていたのかを、上の聖書箇所が物
語っています。イスラエルの人々が約束の地に入る前に、12人の偵察隊が送り込
まれたのですが、その偵察隊の報告によると、「約束の地には巨人が住んでいて、
彼らの目には、自分たちは虫けらに過ぎない。」というのです。しかし、彼らがそう感
じたのは、彼らも自分たちのことを虫けら同然に考えていたからなのです。

このやりとりから、イスラエルの人々が、自分たちのことをどう見ていたのかを
明確に読み取ることができます。

サタンは、あなたの心に隙を見つけると、そこからネガティブな思いを注ぎ込ん
で、心の中に「否定的な自分像」を築き上げます。幼少期から、サタンはすでに人々
の中に要塞を築き始めます。そして、自分自身を否定的な目で見たり、周りの人も自
分のことを良く思ってはいないという間違った思い込みを、心の中に植え付けてく
るのです。そして、人からの拒絶を味わうような場面をいくつも設定しては、心に傷
を残していきます。やがて将来、前進しようと決心して、一歩足を前に踏み出そうと
するたびに、心の傷を再びジリジリとあぶって、過去の苦い記憶をよみがえらせる
のです。
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失敗と拒絶を恐れる気持ちは、多くの人を荒野に閉じこめる要因のひとつで
す。あまりにも長い間、エジプトで奴隷として不当な扱いを受けてきたため、イスラ
エルの人々ははずかしめを受け、それが染みのようになって心に残っていました。
ここで興味深いのが、モーセと一緒にエジプトを離れた世代で、約束の地に入れ
た人はひとりもいなかったということです。実際に、約束の地に入ることができたの
は、彼らの次の世代、つまり子どもたちでした。それでも神様は、子どもたちに対し
て、エジプトから抱えてきたはずかしめを取り除く必要があると言ったのです。

次の世代である子どもたちは、親たちの世代がエジプトを出た後に、荒野で生
まれました。そんな彼らが、行ったこともないエジプトのはずかしめを、どうして背
負うことになったのでしょうか？

親が抱えているものは、自然と子どもに受け継がれます。親の態度、考え方や行
動パターンは、子どもにそのまま継承されるのです。だから、親が間違った考え方を
しているなら、子どもも間違った考え方をするようになるのです。もしかすると、現
在のあなたの考え方やふるまいは、あなたが気付かないうちに、親から受け継いだ
ものなのかもしれません。

自分に対して低いセルフイメージを持ち、自分には何の価値もなく、ましてや神
様の祝福を受ける資格などないと考えながら子育てをしている親は、自分が抱くの
と同じ思いを、やがて子どもにも背負わせることになるのです。

すでに、本の最初の方で触れた内容ではあるのですが、「自分が自分をどう思っ
ているか」を知ることには大きな価値があるので、あえてもう一度お話したいと思
います。過去の失敗や傷も、神様は憐んで、補うことのできる存在です。だから、私た
ちは心を開いて、神様の憐みを受け取るべきなのです。完璧で、何の欠点もない人
を、神様は報いるのではありません。何があっても、神様を信じ、信仰を握りしめる
人を、神様は報いてくれるのです。
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あなたの信仰を神様は喜ぶ

	 信仰なしに神を喜ばすことは出来ない。神のもとへ行きたければ、神の存在
を信じ、熱心に神を求めるなら必ず報われることを［必ず］信じなければならない。

へブル人への手紙 11章6節 （ALIVE訳より一部強調）

信仰がなければ、神様を喜ばせることはできません。だから、どれだけ「良い行
い」をしても、その動機が「神様の恵みを自分の力で勝ち取るため」だとしたら、神
様はちっとも喜ばないのです。

神様のために何かをしたいと望むなら、その動機は純粋に「神様を愛する気
持ち」であるべきです。「これをすれば、神様からもっと祝福をもらえるかもしれな
い…。」という下心があっては、何の意味もないのです。

へブル人への手紙11章6節には、「神様を求める人は必ず報われる」という約
束が、はっきりと記されています。この聖書箇所と初めて巡り会えた時、私は溢れ出
す喜びを抑えることができませんでした！これまで生きてきた中で、私はたくさんの
過ちを犯しました。でも、それと同時に、心を尽くして神様を求め続けてきたのも事
実です。そんな私の人生を、この聖書箇所に照らし合わせてみると、こんな私だっ
て、神様から報いを受け取ることができるのだと確信するのです。そしてある時、私
は決心しました。神様が与えてくれる祝福の数々を、ひとつもこぼすことなく受け取
っていこうと。

神様は、イスラエルの人々を、ひとり残らず約束の地へと導き入れ、想像を超え
る祝福を与えようと計画していました。しかし、その計画の実現のためには、まず最
初に、彼らからはずかしめを取り除かなければなりませんでした。羞恥心や自分を
責める思い、屈辱を抱えたままで、心が沈んでいる限り、神様からの祝福をきちんと
受け取ることはできないからです。
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非難されるところのない人

神は［愛をもって］、この世界を造る前から、キリストに属す私たちを、自分のもの
として選んでくれていた。［神のものとして、神のために、私たちを選び取ってくれた。
］私たちを愛しているがゆえに、私たちを神の前で潔白（神のために聖められ、取り
分けられた者）として選んでくれた。

エペソ人への手紙 1章4節 （ALIVE訳より一部強調）

何て最高な約束でしょうか！この聖書箇所から、私たちは神様のものであるこ
と、そして、神様が私たちに何を望んでいるかを知ることができます。私たちは愛さ
れていて、神様にとって特別であり、価値のある存在です。だから、責められたり、非
難されたりするところのない聖い存在であり続けるべきなのです。

もちろん、私たちは聖い生活を送るために、できる限りのことをすべきですが、
時には失敗することもあるでしょう。でも、安心してください。神様はいつも私たちを
赦して、また聖い生活へと導いてくれます。神様のうちに留まってさえいれば、私た
ちを責めたり、非難したりするものは何もないのです。

非難したり、あら探ししたりすることなく

もしあなたがたの中に、知恵の欠けている人がいるなら、非難したり、あら探しし
たりすることもせずに、誰にでも惜しみなく、気前よく与える［存在である］神に求め
なさい。そうすれば、求めているものは与えられるはずです。

ヤコブの手紙 1章5節 （AMP訳より直訳）

この聖書箇所から、神様は私たちを決して非難しないのだと改めて確信できま
す。だからこそ、私たちは自由に、神様から祝福を受け取っていくべきなのです。

この手紙を通して、ヤコブは試練の中を歩む人々に向かって語りかけていま
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す。自分が置かれた状況の中で、もし知恵を必要としているなら、神様に求めれば
良いと教えているのです。神様は、私たちを非難することも、あら探しすることもあ
りません。むしろ、どんな時にも助けてくれるのだと、ヤコブは断言しているのです。

神様の助けがなければ、私たちが荒野を抜け出す日は決して訪れません。も
し、あなたが自分のことを否定的に考えているのなら、たとえ神様があなたに助け
を差し伸べても、「自分には助けてもらう資格などない。」と感じて、神様の優しさを
拒んでしまうはずです。

あなたは、勝利を手に入れて、力溢れるポジティブな人生を送りたいですか？
もし、そう願っているなら、自分のことを否定的に考えるのはもうやめましょう。荒
野を抜け出すまで、あとどれくらい長い道のりが残っているかを見るのではなく、
もうすでに、ここまで進んできたということに目を向けてください。あなたは確実に
前進しているのです。そして、ピリピ人への手紙1章6節を思い出すのです。「あな
たがたのうちに良い働きを始められた神は、必ずそれを恵みのうちに成長させ、
やがてキリスト・イエスが帰って来られる日までに、［つまり、キリストが再び来ら
れるその瞬間までに、］それ（良い働き）を完成してくださると、私は堅く信じていま
す。」（リビングバイブルより一部強調）

自分のことをポジティブに考え、自分についてポジティブに語っていきましょう！

追記：私がこの本を執筆してから長い歳月が流れましたが、時が経てば経つほ
ど、「自分が自分をどう考えるか」が人生に大きな影響を与えるのだと、ますます実
感しています。だからあなたも、自分のことを否定的に考えるのはやめて、ポジティ
ブな見方を持つべきなのです。確かに、自分の行動やふるまいの中で、どうしても
好きになれない部分があるかも知れません。それでも、自分を受け入れ、愛するこ
とはできるはずです。私も、ずっと自分のことを好きになれませんでした。でも、イエ
スは、いのちを捧げるほどに私を愛しているのだから、私だって自分を好きになっ
てあげるべきではないかと気付いたのです。だから今、あなたも、自分のことを大き
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く抱きしめてあげてください。そして、声に出してこう言うのです。「イエスがいのち
を捧げるほど愛した自分を、私も愛して、受け入れるわ。神様は、私を新しくしてくれ
た。だから、神様がくれた新しい人生を、私はこれから歩んでいくのよ。」



すると、ペテロの好奇心が頭をもたげました。「主よ。彼［ヨハネ］はどうなんで
す？どういう死に方をするのですか。」「もう一度戻って来るまで、彼に生きていてほ
しい（生き残り、留まってほしい）とわたしが思ったとしても、あなたとは何の関係も
ないでしょう。［それなのに、なぜそんなに関心を寄せているのですか？］人のことは
気にしないで、ただわたしについて来ればいいのです。」

ヨハネの福音書 21章21-22節 （リビングバイブルより一部強調）

ヨハネの福音書21章で、イエスは、神様に仕え、神様の栄光を現すために、ペ
テロにはこれから耐えなければならない苦難が待っていると言っています。イエス
が話し終わると、ペテロはすぐに後ろを振り向き、そこにいたヨハネを見て、彼に対
する神様の計画は何なのかを尋ねました。ペテロは、もし自分に苦難が待ち受けて
いるのなら、ヨハネだって同じように苦難を味わうべきだと思ったのです。

そんなペテロの問いかけに対して、イエスは穏やかに、「人のことは気にしない
で良い。」と答えました。

人のことを気にして、必要もないのに首を突っ込んでばかりいては、荒野を抜
け出すことはできません。嫉妬したり、人をねたんだり、心の中で人と自分を比べた
り、相手の環境をうらやんだりするのは、まさに荒野をさまようメンタリティなので
す。

第24章
『周りはみんな私よりも優秀な人ばかり。

それをうらやましく思うのは当然のことでしょ？』
―荒野をさまようメンタリティNo.9
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嫉妬とねたみを認識する

	 穏やかで、何事にも動じない心は、あなたの身体にいのちと健康をもたらす。
しかし、ねたみ、嫉妬、激しい怒りは、あなたの骨をむしばむ。

箴言 14章30節 （AMP訳より直訳）

ねたみは、人を冷淡で未熟な態度へと駆り立てます。そのために、時には人とし
てあり得ないような行動に出てしまう場合もあるのです。ヨセフの兄たちは、ヨセフ
をねたむ気持ちから、彼を奴隷としてエジプトに売り飛ばしました。父のお気に入り
だったヨセフを、兄たちはとても憎んでいたからです。

家族の中に、ひと際注目を浴び、何かとひいきされる兄弟や姉妹がいたとして
も、その相手を憎んではいけません。ただ神様に信頼するのです！神様の呼びかけ
に忠実に生きて、いつか神様が報いてくれることを信じていれば、エジプトで成功
を収めたヨセフのように、計り知れない祝福を受け取る日が来るはずです。

『ヴァイン新訳聖書語源辞典（完全版）』によると、英語で「envy（ねたみ）」と訳
されるギリシャ語の単語には、「他人の繁栄を見聞きすることで、心に芽生える不快
感」という意味があります。また、『ウェブスター辞典』によると、「嫉妬（jealousy）」は、

「ねたみや不安の感情、苦々しい思いなど」と定義されます。それらを踏まえて私な
りに解釈すると、嫉妬やねたみとは「自分が持っているものを、誰かに取られること
への恐れ。他人の成功をねたみ、それに対して怒りを覚えること。」となります。

人と自分を比べて、競い合ってはならない

また、彼らの間には、この中でだれが一番偉いだろうかという議論も起こった。す
ると、イエスは彼らに言われた。「異邦人の王たちは［皇帝のように］人々を支配し、
また人々の上に権威を持つ者は守護者［恩人、善い行いをする人］と呼ばれていま
す。だが、あなたがたは、それではいけません。あなたがたの間で一番偉い人は一番
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年の若い者のようになりなさい。また、治める人は仕える人のようでありなさい。
ルカの福音書 22章24-26節 （新改訳より一部強調）

若い頃の私は、いつも人と自分を比べてばかりいて、嫉妬やねたみの感情に苦
しんでいました。嫉妬やねたみの感情は、自分に対する自信のなさの表れです。「自
分には価値があり、特別な存在である」と信じることができないと、周りの成功して
いる人たちと自分を比べ、つい張り合おうとしてしまうのです。

やがて私は、自分は神様によって造られた特別な存在だということ、また、神様
は私のために最高な計画を用意しているのだということを知りました。その事実を
しっかりと受け止めるプロセスを経て、私は本当の自由を手に入れたのです。振り
返ってみると、それは私の人生で最も価値のある、貴重な経験であったことに間違
いありません。それからは、人と自分を比べたり、ミニストリーにおいて人と競い合
ったりする必要はまったくないのだと確信を持てるようになりました。

　イエスの弟子たちを見ていると、彼らにも同じような苦悩があったのだとわ
かり、それと同時に、まだまだ私にも希望はあると励まされます。ルカの福音書22章
で、弟子たちは、自分たちの間で誰が一番偉いかを競い合っています。そんな彼ら
を見兼ねて、イエスは「最も優れた人は、自分の身分を一番低くすることのできる人
であり、喜んで周りに仕えることのできる人だ。」と言いました。神の国の価値観は、
この世の価値観とは真逆であるということを、地上での人生の大半を費やして、イ
エスは弟子たちに教えようとしたのです。

イエスは他にも、「この世でいばった者の身分は最も低くされ、へりくだった者
の身分は最も高くされる。」（マルコの福音書10章31節 ALIVE訳より）や、「祝福を
受け取った人と共に喜びなさい。」（ルカの福音書15章6、9節より要約）、「敵を愛
し、迫害する人のために祈りなさい。」（マタイの福音書5章44節 リビングバイブル
より）など、神の国の価値観について弟子たちに教えました。この世の価値観から
してみれば、「なんて馬鹿馬鹿しい考え方なんだ！」と思われるのかもしれません。
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しかしイエスは、このような信念をもって生きる人生にこそ、本当の力があると言
ったのです。

この世的な競争心を捨て去ろう

	 自意識過剰になって見栄を張ったり、競争心をむき出しにして挑発的な態度
を取ったり、いがみ合ったり、相手をねたんだり、嫉妬したりしてはいけません。

ガラテヤ人への手紙 5章26節 （AMP訳より直訳）

「一歩でも二歩でも、人より前を行くことが素晴らしい」と考えるのが、この世の
やり方であり、価値観です。だから、その価値観に基づいて生きる人は、「自分がト
ップに登りつめるためなら、たとえ人を傷つけても仕方ない」と考えます。しかし、そ
れは聖書の教えとは真逆の考え方です。聖書によると、人と自分を比べてばかりい
ては、本当の平安を手に入れることはできません。本当の平安を体験したいのなら、

「人と自分を比べる衝動」から、解放される必要があるのです。

仲間とゲームを楽しんでいる時に、ヒートアップして競争が激しくなり、言い争
いに発展して、最後はいがみ合いでゲームを終えるという経験をしたことはありま
せんか？これでは、仲間と楽しい時間を過ごすという本来の目的が台無しです。も
ちろん、誰だって最初から負けるつもりでゲームはしません。勝つつもりで全力を
尽くします。しかし、だからと言って、「絶対に勝たなければゲームを楽しめない」と
言うのであれば、それは心に問題が潜んでいる証拠なのです。そこまで勝ちにこだ
わる人は、心の奥深くに問題の根を抱えているはずです。そして、その根が他にも
色々な問題を、その人の人生に引き起こしているのではないでしょうか。

職場においても、私たちは当然、全力を尽くすべきです。良い結果を残して昇進
を望むのは、まったく悪いことはありません。しかし、あなたが神様を信じているな
ら、自分を昇進させてくれるのは、人ではなく神様なのだということを覚えていてく
ださい。神様が私たちを引き上げてくれるのですから、この世のやり方で昇進しよ
うと奮闘する必要はありません。神様のやり方に従ってさえいれば、周りから祝福
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され、神様も喜んでくれるような形で、成功を収めていけるはずなのです（箴言3章
3-4節より）。

嫉妬やねたみの感情は、まさに地獄から放たれた苦悩の種です。私自身も、自
分より優れている人や、自分にはない才能を持っている人に対して、嫉妬心を燃や
してきた人間のひとりです。ミニストリーにおいても、密かに人と自分を比べてばか
りいました。他のミニストリーと比較して、私のミニストリーは大きいか、人の集まり
は良いか、あらゆる分野で成功を収めているかなど、いつも気になって仕方なかっ
たのです。私よりも大きなミニストリーを展開している人がいれば、その人と共に喜
ぶことが、神様の望みであり、やり方であることを知ってはいたのですが、心の奥底
では素直に喜べない自分もいました。

やがて、「自分の行いや働きが示す自分」ではなく、「キリストにあって存在する
自分」とは何なのかを知っていくうちに、私は本当の自由を体験し、人と自分とを比
べる必要などないことに気付き始めました。神様を信頼すればするほど、人と自分
を比べることから解放されていったのです。そして、天のお父さんである神様は、私
を深く愛していて、他の誰かではなく、「私にとってのベスト」をいつも与えてくれる
のだと、ますます理解できるようになりました。

神様が自分に与えてくれるベストは、必ずしも他の人が受け取るベストと同じ
ではありません。それでも、人と自分を比べそうになってしまう時には、イエスがペ
テロに言ったあのことばを思い出してください。「人のことは気にしないで、ただわ
たしについて来ればいいのです。（ヨハネの福音書 21章22節 リビングバイブルよ
り）」

ある時、私の友人が、ずっと祈り求めていた答えを神様から受け取りました。実
は、私も彼女と同じことをずっと祈り求めていたので、彼女が先に答えを受け取っ
たと知り、私は動揺していました。なぜかと言うと、私は自分の方が、彼女よりも霊
的なクリスチャンだと思い込んでいたからです。少し興奮した様子で、祈りの答えが
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与えられたことについて話す彼女を見て、私はねたましい思いを抑えるのに必死で
した。もちろん、彼女の前では「良かったね！」と言いながら、一緒に喜ぼうとしてい
たのですが、心の中は嫉妬で燃えていたのです。

彼女が帰った後、思いがけないような態度が、私の中から出てきました。自分の
うちに、そんな一面が潜んでいただなんて信じられないような、そんな感情が溢れ
出したのです。私は、彼女を祝福した神様に対して、怒りを燃やしていました。彼女
が私よりも先に、祈りの答えを受け取るなんてあり得ないと、心のどこかで思ってい
たのです。そんな自分の真の姿を目の当たりにして、私はその後、しばらく家に閉じ
こもりました。そして、彼女が仲間たちと楽しい時間を過ごしている間、断食をして祈
ったのです。私の内側にあった真の姿は、まるで自分の知識を鼻にかけている「パリ
サイ人（聖書の中に登場する高慢な宗教家たち）」そのものでした。そのことにまった
く気付かずに、私はそれまでの人生を歩んでいたのです。

神様は、私たちの必要を良く知っています。だからこそ、必ずしも私たちが望ま
ないような状況を、あえてセッティングするのです。その時の私には、ずっと求めて
いた祈りの答えを受け取ることよりも、心の中に潜んでいた悪い根を取り除いても
らうことの方が必要だったのです。そして、神様はそのことを良く知っていたので
す。私たちは皆、自分の真の姿と向き合う必要があります。だからこそ、神様はあえ
て好ましくないような状況をセッティングして、私たちが自分の真の姿と向き合うチ
ャンスを与えてくれるのです。自分の真の姿と向き合わなければ、私たちが本当の
自由を体験する日はやって来ないのです。

敵が私たちの内側に潜んでいる限り、私たちへの支配権は、多少なりとも敵の
手の中にあります。しかし、いつか必ず、神様によって敵の存在が暴かれる日が来
ます。その時、もし私たちが神様の手の中に人生を委ね、神様が自分の中で働くこ
とに協力するなら、私たちは自由への道を確実に歩み始めるのです。

実のところ、私の人生に対する神様の計画は、あの友人との出来事が起きた時



309

第24章 - 『周りはみんな私よりも優秀な人ばかり。
それをうらやましく思うのは当然のことでしょ？』

には、もうすでに決まっていたのです。つまり、私を通してこのミニストリーが産声を
上げ、ラジオやテレビ放送、セミナー講演、書籍、メッセージ音源などを通して、やが
ては多くの人たちに救いのメッセージを届ける大規模な働きを、私がリードするよ
うになることを、神様はすでに知っていたのです。しかし、その壮大な計画が完全に
実現するためには、私自身が神様にあって「成長する」必要がありました。そのプロ
セスを経なければ、神様の計画を100%味わうことはできなかったのです。

新しい考え方をゲットしよう！

愛する者よ。あなたが、たましいに幸いを得ているようにすべての点でも幸いを
得、また健康であるように祈ります。

ヨハネの手紙Ⅲ 2節 （新改訳）

この聖書のことばを、じっくり味わってみてください。神様は、私たちが祝福を受
け取りたいと思う以上に、私たちを祝福したいと願っているのです。しかし、私たち
を深く愛しているからこそ、私たちが背負い切れないような祝福を与えることはあ
りません。自分が抱えきれる以上の祝福を受け取ってしまうと、私たちはそれを正
しく扱えず、逆に傲慢になって、神様への感謝の心すら忘れてしまうかもしれない
からです。

他の人を嫉妬してねたんだり、人と自分を比べたりするのは、実はとても幼稚で
子どもっぽいことなのです。そのような思いは人間的な感情に過ぎず、そこに聖霊
の存在はありません。嫉妬心は、私たちを荒野に留める大きな原因のひとつなので
す。

だから、嫉妬やねたみの感情が忍び込まないように、いつも自分の心を見張っ
ていましょう。もし、嫉妬やねたみの芽が顔を出したら、自分に向かってこう語りか
けるのです。「あの人たちをねたんでも、自分には何のプラスにもならないでしょ？
そんなことをしたって、私が祝福されるわけじゃないわ。神様は、私たちにそれぞれ
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違う計画を持っているのだから、神様が私にベストを与えてくれることを信じてい
れば良いのよ。神様が他の人をどう祝福するかなんて、私には関係のないことでし
ょ？」そして、自分がねたみの感情を抱いてしまった相手が、今よりもっと祝福され
るようにと祈るのです。

神様の前で、自分の気持ちに正直になることを恐れる必要はありません。どん
なに隠そうとしても、神様はあなたの気持ちを全部知っているのですから。自分を
取り繕うのではなく、ありのままの思いを素直にさらけ出してしまって良いのです。

私は、神様にこんな風に語りかけました。「神様、○○さんが今よりもっと祝福さ
れますように。どうか、彼女をさらに豊かにしてください。人生のあらゆるエリアで、
彼女を祝福してください。今この祈りを、信仰によって捧げます。本当のことを言う
と、自分は彼女よりも劣っているように感じていて、彼女に嫉妬しています。でも、自
分の気持ちがどうであれ、私は影響されません。私はあえて、自分の道ではなく、あ
なたの道を選びます！」

「どれだけ自分が頂点を極めても、いつかは必ず誰かに追い越されていくもの
だ。」と、ある人が語るのを耳にしたことがあります。そのことばは、私の心に強い衝
撃を与えました。なぜなら、私自身もそれを身をもって体験してきたからです。いつ
か誰かに追い越される日が来るのなら、「誰を差し置いても1番になりたい」と奮闘
することに意味などあるのでしょうか？一番になった途端、周りは自分を追い抜こう
と闘争心を燃やし始めます。そして、遅かれ早かれ、誰かが自分を乗り越えていく
日がやって来るのです。

スポーツの世界においても同じことが言えます。世界新記録を打ち立てて、す
べての頂点に立ったとしても、いずれは他の選手が、その記録を塗り替えていくの
です。エンターテイメントの世界もそうです。現在トップスターと呼ばれる人たちも、
その名声は永遠には続きません。やがて新しいスターが誕生して、トップの座を譲
ることになるのです。ナンバーワンになるために身を削り、勝ち取った地位と名声
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を守り抜かなければならないだなんて、それはただの偽りに過ぎません。なぜな
ら、私たちの築く実績や名声が、私たちという存在に価値を与えるわけではないか
らです。私たちという存在に価値をもたらすことができるのは、神様だけです。神様
は、たったひとりの愛する息子を捧げるほどに、私たちを深く愛してくれました。だ
からこそ、私たちは価値ある存在なのです。

ずっと前、私がひとりで夜空の星を見上げていると、神様がこんなことに気付か
せてくれました。流れ星は、あっと言う間に夜空に舞い上がって、たくさんの人に注
目されますよね。でも、それと同時に、ほんの一瞬で流れ去っていきます。つまり、夜
空に舞い上がるのと同じ勢いで、夜空から消え去っていくのです。流れ星のように
生きるよりも、長い間じっと耐えながら、そこに留まり続け、神様の呼びかけに忠実
に生きることの方が、もっと意味のある人生だと思いませんか？自分の評判や名声
は、すべて神様に任せれば良い。私がすべきことは、神様が与えてくれる祝福に対
して、たとえそれが自分の期待とは違っていても、文句を言わずに感謝することな
のだと、その時私は気付きました。神様は、私の許容範囲を、私以上に理解してい
ます。だから、神様が与えてくれるものは、その時の私にとってベストな祝福であり、
私が背負えるちょうど良い分量だと確信できるのです。

あなたの中にも、嫉妬やねたみという名の要塞が築かれていませんか？自分よ
りも優れていて、少し前を歩んでいるような人に出会うと、嫉妬してねたんだり、そ
の人への競争心を燃やしてはいませんか？もしそうだとしたら、今こそ考え方を新
しくする時です。1位を取っても取らなくても、神様の目に映るあなたは、変わること
なく価値ある存在なのです。そのことを忘れずに、いつも心に留めて生きていきま
しょう。

周りの人の成功や祝福を、一緒に喜べるような心を養っていきましょう。そして
自分のことは、100%神様に信頼して委ねていきましょう。これまでの古い考えの根
っこを完全に抜き取るのには、多少の時間と忍耐が必要かもしれません。でも、古
い根がすべて抜き取られ、神のことばと置き換えられる時、あなたは荒野を抜け出



して、約束の地へと一歩ずつ足を踏み入れていくのです。



こうすれば、すべての世代の人々が神のおきてを守り、神に希望を見いだし、そ
の栄光に輝く奇跡を忘れることはありません。そればかりか、先祖のように、反抗的
でかたくなな者や、神に心を明け渡そうとしない者も出ないでしょう。
　詩篇 78篇7-8節 （リビングバイブル）

荒野での時代を通して、イスラエルの人々はいつも頑固で反抗的な態度を持ち
続けました。それが原因となって、彼らは荒野を出る日を迎えることなく、そこで死に
絶えたのです。彼らの問題は、神様の呼びかけに従わない頑固な心を持っていたこ
とでした！困難に直面すると、神様に助けを求めて泣き叫び、神様の命令に従うの
ですが、状況が良くなると態度は一転し、再び頑固で反抗的な態度を取り始めるの
です。そんなサイクルを、彼らは幾度となく繰り返しました。

イスラエルの人々がこのようなサイクルを繰り返す様子が、旧約聖書に残され
ているのですが、その数の多さは開いた口が塞がらないほどです。とは言うものの、
これは決して他人事ではありません。神様の知恵によって歩んでいないのなら、私
たちも彼らと同じ過ちを繰り返すことになるのです。

確かに、他の人と比べて、少し頑固で反抗的な性格の人も中にはいるでしょう。
なぜそういう性格になったのか、自分のルーツや、幼少期の家庭環境をたどってい
くと、その真相がわかるかもしれません。そういった要因は、私たちの人格形成に
大きく影響するからです。

私は、生まれつきとても強い性格の持ち主です。だから、「自分のやり方」に強い

第25章

『私は私のやり方でやる！それがダメならやりたくない。』
―荒野をさまようメンタリティNo.10
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こだわりを持って、これまで生きてきたのだと思います。それと同時に、私は幼い頃
から虐待を受け、親の強い支配の下で育ちました。それが元々の強い性格と相まっ
て、やがては「誰も私に指図はさせない！」という堅い信念を持った人間へと成長し
ていったのだと思います。

そんな私が神様に用いられるためには、まず心に根付いた悪い態度を取り除く
必要があったのです。

そのための最初のプロセスが、「自分のやり方」を神様に明け渡すということで
した。そして、柔軟な態度で、神様の力強い手に身を委ね、もう一度自分を新しくし
てもらう必要がありました。頑固で反抗的な態度を変えない限り、私たちが神様に
用いられることはできないのです。

「頑固」とは、「意地っ張り」と同じであると私は解釈しています。頑固な人は扱
いにくく、一緒に働くのも大変です。他の人に従うのを拒んだり、自分の間違いを指
摘されると気分を害したりと、手に負えないような反抗心を持っています。また頑固
な人は、一般的な規則に従うことも苦手です。そう考えてみると、過去の私は、まさし
く「頑固」そのものだったと気付かされるのです！

幼い頃に受けた虐待が影響して、権威に対する私の態度は、成長と共にどんど
んねじれていきました。しかし、この本の初めの方でも触れたように、過去を言い
訳にして、現在の反抗的な態度やそれ以外の問題を肯定してはいけません。勝利
ある人生を生きるためには、神様に従って、神様の教えを行動に移していく姿勢が
必要なのです。自分の思いを端によけて、神様の思いを選んでいくのは、はじめか
ら簡単にできることではないかもしれません。でも、それを繰り返していくうちに、
私たちは少しずつ、自分の意志で、喜んでそうしたいと思えるようになっていくので
す。だから、神様の思いを選ぶことを日々意識しながら、私たちのライフスタイルに
していきましょう。
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神様への従順な心を養うプロセスにおいて、「ここまで来ればもう十分」という
到達地点はありません。従順な心を養うということは、壮大なプロジェクトだからで
す。私たちは、人生のすべてのエリアにおいて、神様に従順になる必要があります。
心の中で、神様に明け渡すことができないエリアや、まだ閉じたままのドアはあり
ませんか？ギリギリまで、自分の手の中に収めておきたいことや、神様に明け渡し
たくないものが、きっと誰にでもあるはずです。でも、忘れないでください。ほんの
少しのイーストが、パン生地を大きく膨らませるのだということを（コリント人への
手紙Ｉ5章6節より）。つまり、手の中に握りしめている少しのものが、あなたの人生
そのものに大きく影響するのです。

神様は「いけにえ」よりも「従順さ」を求めてる

サムエルは［サウル王に］言いました。「主は、いくら焼き尽くすいけにえやその
他のいけにえをささげたとしても、あなたが従順でなければ、少しもお喜びにはなら
ない。従順は、いけにえよりはるかに尊いのだ。主は、あなたが雄羊の脂肪をささげ
るよりも、主の御声に耳を傾けるほうをお喜びになる。反逆は占いの罪に等しく、不
従順は偶像礼拝に等しい罪なのだ。もはや主のおことばを無視したからには、主も
あなたを王位から退けることだろう。」

サムエル記Ｉ 15章22-23節 （リビングバイブルより一部強調）

サウルの生涯を見ると、彼には確かに、王になるチャンスが与えられていたこと
がわかります。それなのに、彼はすぐに王の座を退くことになりました。なぜかとい
うと、彼はとても頑固で、反抗的な性格の持ち主だったからです。何かを実行に移
す時には、神様の呼びかけではなく、いつも自分の考えを優先させていました。

ある時、預言者サムエルは、神様の命令通りに行動していないサウルを指摘し
ました。するとサウルは、「私は…だと思うから。」というニュアンスで、自分の考え
を中心に置くような返答をしました。そして、神様の命令通りにするよりも、自分の
考えを優先すべきだとサムエルに述べたのです（サムエル記Ｉ10章6-8節、13章
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8-14節より）。そんなサウル王に対して、サムエルは、「神様が望むのは従順さだ。
いけにえではない。」と告げたのです。このやりとりからもわかるように、私たち人間
は、自分の頭で考え過ぎると、神様の意志に対して自分の考えを押し付け、それを
正当化しようとするのです。

神様の命令に従いたくない時、私たちは自分が従わないことを正当化しようと
します。そして、何か別のアイデアを立てて、埋め合わせしようとするのです。

頑固で反抗的な態度を取り続けたために、「地上で生きる間に王の座に着く」
（ローマ人への手紙5章17節、ヨハネの黙示録1章6節より）ことができずに滅び
ていった神の子どもたちは、一体どれだけいたことでしょうか。

AMP訳聖書には、旧約聖書にある伝道者の書のはじまりに、このような文章が
書かれています。

「この書物が書かれた目的は、人生とは何かを探り、その全体像を理解するた
めである。また、その結果、神を尊ばず、神を正しく敬わない人生には何の意味もな
いという最終結論に至ったことを、人々に伝えるためである。」

神様に従う姿勢を持っていない人は、本当の意味で神様を尊び、敬ってはいま
せん。今日、反抗的な子どもが著しく増加していますが、それは彼らが親を尊敬し、
敬う心を持っていないからです。そのような子どもの態度の責任は親にあります。
なぜなら、子どもが親を敬い、尊敬したいと思えるような模範を示すことができて
いないからです。

数多くの学者たちによる研究結果から、伝道者の書は、おそらくソロモン王によ
って書かれたことがわかります。ソロモン王は、神様によって、地上の誰よりも多く
の知恵を授けられたことで有名です。そこまでの知恵を持っていながら、なぜ彼は
あんなにもたくさんの間違いを犯してしまったのでしょうか。その答えは簡単です。
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たとえ素晴らしいものを与えられていても、それを使わなければ、何の意味もない
ということです。何度もお話したように、私たちにはキリストの心が与えられていま
す。でも、私たちはそれをどこまで生かして生活しているでしょうか？キリストの心を
通して、私たちには神様の知恵が余すことなく与えられました。でも、その知恵を、
私たちは正しく用いているでしょうか？

ソロモン王は、自分のやり方で、自分の望むことを、とことんやりたいという人で
した。興味のあることは、次から次へとひたすら試し、お金で買える物なら何でも手
に入れ、この世の快楽を思う存分満喫しました。その結果、彼がたどり着いたのが、
この書の結末に書かれた心境です。

すべてを知った今、私はこの結論に至った。神を恐れなさい。［神の偉大さを知
り、神を敬い、礼拝しなさい。］神のすべての命令を守りなさい。これこそが、人間の
本来あるべき姿なのです。［人間はそのために造られたのであり、それこそが神の導
きの目的なのです。また、それこそが人間の根源であり、幸福の基礎です。地上で起
きる不協和音は、神を恐れ敬うことで、すべて調和されるのです。］これこそが、すべ
ての人間があるべき姿［務め］なのです。

伝道者の書 12章13節 （AMP訳より直訳）

この聖書箇所から、私が受け取った解釈がこちらです。

「人間が神様によって造られた目的は、神様に従うことによって、真に神様を敬
い、礼拝することです。神様に生きる人は、従順を人生の土台として建て上げるべき
です。それこそが、幸福を手に入れるための鍵であり、基盤なのです。神様に従うこ
となく、本当の幸福を手に入れるのは不可能です。神様に従っていれば、どんなに
上手くいかないことでも、すべてまっすぐに整えられ、解決していくのです。つまり、
神様に従うことは、すべての人が果たすべき務めなのです。」

私にとって、この聖書箇所は、神様から贈られたかけがえのない宝です。だから



320

思考という名の戦場

皆さんも、この聖書箇所と、個人的にじっくりと向き合ってみてください。

従順と不従順─どちらにも結果がついてくる

神に従わなかったアダムは多くの人を罪人にしましたが、神に従ったキリスト
は、多くの人を神に受け入れられる者としてくださいました。

ローマ人への手紙 5章19節 （リビングバイブル）

神様に従うか、従わないかの選択は、私たちだけでなく、私たちの周りの人々に
も大きな影響を与えます。ここで少し考えてみてください。もし、イスラエルの人々
が速やかに神様に従っていたら、彼らの人生はどれほど違っていたことでしょう。神
様の道に従っていれば、彼らのうちの多くは、荒野で死に絶えずに済んだかもしれ
ません。彼ら自身だけではありません。子どもたちの世代だってそうです。彼らが神
様に従わない選択をしたことで、子どもたちにも悪い影響が及びました。それは、イ
スラエルの人々に限ったことではなく、私たちにも言えることなのです。

最近、長男が私にこんなことを話してきました。「母さん、実は、ちょっと話したい
ことがあるんだ。これを言うと、母さん泣いちゃうかもしれないけど、聞いてくれる？
」そう前置きをして、息子はこう続けました。「最近、父さんと母さんのことをよく考え
ていたんだ。これまで、ミニストリーに人生を費やしてきたよね。簡単なことばかり
じゃなかったし、誰も知らないような苦しみを乗り越える姿を、僕は今まで見てきた
よ。どんなに辛くても、父さん母さんは、いつでも神様に従う選択をしてきた。そのこ
とを考えていたら、今朝、神様が気付かせてくれたんだ。父さん母さんが、神様に従
う決断をしてきたおかげで、僕がどれだけ祝福されてたのかってことに。だから母
さん、本当にありがとう。」

そんな息子の言葉は、私の心に深く響きました。そして、ローマ人への手紙5章
19節に書かれた神のことばを思い出したのです。
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あなたが神様に従う決断をするなら、それは周りに良い影響を与えます。同じよ
うに、あなたが神様に従わない決断をするなら、それも周りに影響するのです。神
様に従わないで、代わりに荒野に留まり続けると決断するなら、これを覚えていて
ください。あなたのその決断は、あなた自身だけでなく、あなたの子どもたちのこと
も、荒野に閉じ込めるのです。成長してから、彼ら自身の決断で、荒野を抜け出す日
が来るかもしれません。しかし、あなたの間違った決断の代償を、彼らが払うことに
なるのは確かです。

もし、あなたの家系の中で、過去に誰かが神様に従う決断をしていたなら、あな
たの人生は、今とは違っていたのかもしれません。

神様に従うことは、自分や身の回りだけでなく、それ以上の広範囲に渡って影
響力を発揮します。すなわち、地獄の門を閉ざし、天の窓を開いてくれるのです。

従順に関しては、1冊の本を書き上げられるほど、話しても話し足りないのです
が、ここでは簡単なポイントでまとめたいと思います。神様に従わない人生は、間違
った考え方により生み出された産物です。なぜなら、間違った考え方によって、人は
間違った決断をしていくからです。

すべての思いや考えをキリストに従わせよう

私たちは人間の武器ではなく、神がかった武器を使って、悪魔の要塞を打ち破
る。人間の議論を打ち破り、［真の］神と人の間に立って邪魔をする高慢な意見を木
っ端微塵にする。この武器を用いて、私は、反抗する者を捕虜として神に連れ戻し、
改心させ、救世主（また、唯一の聖なる存在である）キリストに従わせる。

コリント人への手紙Ⅱ 10章4-5節 （ALIVE訳より一部強調）

私たちの思いや考えは、問題を引き起こす原因となります。
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思考という名の戦場

イザヤ書55章8節で、神様は「わたしの計画はあなたがたの考える計画とは違
い、わたしの思いはあなたがたの思いと同じではない。（リビングバイブル）」と語り
ました。私たちが何をどう考えようと、神様の考えは、聖書にはっきりと記されてい
るのです。だから、聖書に記された神のことばを、自分の思いに照らし合わせ、自分
の思いを神様の思いと一致させ、神様によって用意されたベストを求めていくべき
なのです。

これこそ、まさにコリント人への手紙Ⅱ10章4-5節が伝えようとしているポイン
トです。私たちは、自分自身の思いや考えと、まっすぐ向き合うべきなのです。そし
て、もし神様の思い（聖書）と一致しない思いがあるのなら、その思いを手放し、神
様の思いを自分の思いとすべきなのです。

自分の考えが優れていると思い込み、うぬぼれの中に生きる人は、自分自身を
破滅させるだけでなく、周りにいる人たちも道連れにするのです。

自分自身の思考こそが、まさに戦場なのです！

サタンによって仕掛けられたこの戦いに勝つか負けるか。それは、様々な思い
が行き交う思考の中で決まります。この本を読むことで、皆さんが必要のない想像
や思いを手放し、神様に逆らう高慢な考え方を打ち砕き、すべての思いや考えを神
様に従わせて、イエス・キリストに対する従順さを身につけていくことを、心から祈
っています。
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神様はあなたを愛していて、あなたと個人的な関係を持ちたいと願っています。
もし、あなたが今までイエス・キリストをあなたの救い主として受け入れたことがな
いのなら、今受け入れることができます。ただ心をイエスに開いて、この祈りを祈っ
てください。

「天のお父さん、私はあなたに罪を犯してしまっていたことを認めます。私を赦
してください。私をきれいさっぱり洗ってください。あなたの息子であるイエスに信
頼することを約束します。イエスが私のために死んでくれたことを信じます。十字架
上で彼が死んだ時、彼が私の罪を背負ってくれたことを信じます。そして、イエスが
死から復活したことを信じます。今、私の人生をイエスに委ねます。

天のお父さん、赦しと永遠のいのちという贈り物を与えてくれてありがとう。あ
なたのために生きることができるように助けてください。イエスの名によって、アー
メン。」

心からこの祈りを祈ったなら、神様はあなたを受け入れました。あなたを清め
て、あなたを霊的な死の縛りから解放してくれました。時間をとって以下の聖書箇
所を読んでみてください。そして、これからの新しい人生の旅を神様と一緒に歩ん
でいく中で、神様が語ってくれるように祈ってください。

ヨハネの福音書 3章16節　　　   コリント人への手紙I 15章3-4節
   エペソ人への手紙 1章4節　　     エペソ人への手紙 2章8-9節

ヨハネの手紙I 1章9節　　　　　 ヨハネの手紙I 4章14-15節
ヨハネの手紙I 5章1節　　　　　 ヨハネの手紙I 5章12-13節

救いの祈り



イエス・キリストとの関係の中で成長することを励まされるような、聖書に基づ
いた良い教会を見つけることができるように神様に祈り求めてください。神様はい
つもあなたと一緒にいてくれます。1日1日、どんな時も神様はあなたを導いてくれ
ます。そして、あなたに用意されている、いのちに溢れた豊かな人生を生きる方法
を示してくれるでしょう!
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